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ま え が き

現在 、高速 通信網 を基 盤 とす る次世代 インター ネッ トによる情報 ネ ッ トワークが構築 され、

その上で電子商取引 な どの社会 ・経 済の様 々な活動 や コ ミュニテ ィ活 動が展 開 され、 さらに拡

大 しよ うとしてい ます。 また、様 々 なセ ンサ ニやデバ イスの研 究 開発 に伴 い、 ウェアラブル コ

ンピュータや認識 システムが実用化 され よう としてい ます。 これ は、現在 が 「いつで も、 どこ

で もネ ッ トワークにつ なが り、 コンピュー ティング しうる」 ユ ビキ タス情報環境 の上 に成 り立

つ社会へ 向か ってい く入 口にある ことを示 してい ます。その ような高 度情報化社会 にあ っては、

情報通信機 器や ネ ッ トワーク に接 し利用 す る人間は、従来 の コン ピュー タユ ーザ をは るか に広

く一般 の人々 に広が り、そ のため ヒューマ ンインタフェースが特 に重要 にな ります。 したが っ

て、複雑 な操 作 を しな くと も違和感無 く利用者 の意図 を的確 に伝 えた り、利用者 に分 りやす い

形で情報 を提 示す る 「ヒューマ ンイン タフェー ス技術 」の よ り一層 の進展が求め られ ます。

そ こで、 当協会 では 「次世代情報通信 環境 にお けるヒューマ ンインタフェース技 術 に関す る

調査研 究」 を実施す る ことと し、 ヒューマ ンイ ンタフェースの具体 的分野 と して、急速 に普及

進展 しその影響が一般生活 者 まで広 く及ぶ電子商取 引分野 を取 り上 げ、そ こで要請 される ヒュ

ーマ ンイ ンタフェース利用 上の課題
、関連技 術の技術 課題 を明確 に し、今後 の研 究開発 の方 向

性 ・実現上 の課題 につ いて検討 いた しま した。

実施 にあ たっては、ヒューマ ンイ ンタフェース技術 委員会(委 員長 岸野 文郎 大阪大学大

学院工学系研 究科電子情報エ ネルギー工学専攻教授)及 び技術動 向調査 ワーキ ンググループ(主

査 間瀬 健二(株)国 際電気通信 基礎技術研究所 メディア情報科学研究所第一研究室長)、 利用課

題調査 ワーキ ンググループ(主 査 岡本 明 筑波技術短期大学教育方法開発センター教授)を 設

置 して、調査研 究の基 本方針 、個別 テーマの審議 ・検討 を行 う とともに、文献調査 、ユ ーザ ア

ンケー ト調査 等 を行い ま した。

本報告書 は、平成13年 度 の調査研 究成果 を取 りま とめた もので、2編 か ら構成 され、1編 は

本編 であ り調査研究成 果の概 要及び詳細 を、 また、ll編 は資料 編でユ ーザ ア ンケー トの調査票

及 び調査 集計 結果 と、内外 における ヒューマ ンインタフェー ス関連研究 開発 プロジ ェク トの情

報等 を、 まとめてい ます。

本書が広 く各界 の方 々に活用 され るこ とを念願ず る次第 です 。

最後 に、本調査研究 の実施 にあた り、 ご指導 ご協力 をいただいた委員各位 な らびに関係 各位

に深甚 なる謝意 を表 します。

平成14年3月

財団法人 日本情報処理 開発協会
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1.本 編1.調 査研 究 の概要

1.調 査 研 究 の概 要

コン ピュー タの小型化 ・高機能化の進展に伴い、ユ ビキタスコンピューテ ィング、ユ ビキタス

ネ ッ トワークな る言葉がマス メデ ィアを通 して喧伝 されている。 しか しこれ らを仔細に点検す る

と、設備提供者側 か らの所謂ハ コモ ノの議論が多 く、真に利用者側 の視点 を考慮 した ものは見か

け られ ない。

利用者側か らの要望が聞 こえてこない原 因としては、一般利用者 に とって具体的サー ビスが想

定され ないため と思われる。しか し,ユ ビキタス情報環境 は技術進展の歴史の流れ を見通す とき、

蒋来の情報環境の中枢 にな る技術であると想定 され る。ユ ビキタス情報環境下におけ るサー ビス

を真 に利用者のためにす るためには、立 ち上が りの時期である"今"、 利用者 にとって単に入 出力

機器 のみを対象 とす るので はな く、総合的なサー ビスをも考慮 して、望ま しい"ヒ ューマ ンイ ン

タフェース"を 提言す ることが最重要課題 となる。デ ファク トスタンダー ドなる名の もと、ユー

ザにとって使い難いインタフェースを強い られる既存サービスの二の舞 を避 けねばならない。

ヒューマンインタフェースの重要性 は一般的にも認知 されつつある。21世 紀を展望 して、科学

技術は社会の持続的発展、人類 の未 来を切 り拓 くもの と期待 され、総合科学技術会議(議 長 は内

閣総理大臣)に おいては研究開発 の重点課題 として、周知のようにライフサイエンス、情報通信、

環境、ナ ノテ クノロジー ・材料が挙げ られ ている。さらに、情報通信 における重要課題 としては、

ネ ッ トワー ク上であ らゆる活動をス トレスなく時間 と場所 を問わず安全に行 えるネ ッ トワーク高

度化技術 、社会で流通す る膨大な情報を高速に分析 ・処理 し、蓄積 し、検索できる高度 コンピュ

ーテ ィング技術、利用者 が複雑な操作やス トレスを感 じることなく、誰 もが情報通信社会の恩恵

を受 けることがで きるヒューマ ンイ ンタフェース技術 、そ してこれ らを支 えるデバイス、ソフ ト

ウェアの共通基盤技術が挙 げ られ てい る。 この よ うに政府関連 の提言 にもヒューマ ンイ ンタフェ

ース技術 が取 り上げ られてい る
。

ユ ビキタス情報環境 を想 定 したサー ビスは現状では皆無であるが、取掛 りとして現状のサー ビ

スの中か らEC(エ レク トロニ ックコマース:電 子商取引)を 取 り上げて検討を開始す ることと

した。 さらに近未来のユ ビキタス情報環境 を想定 したサー ビス例 を取 り上げ,開 発すべ き要素技

術を探 り、今後産学官が取 り組むべき課題 を抽出す ることを目指す。

将来のユ ビキタス情報環境 においては、コンピュータは小型、高機能化 され あ りとあ らゆる環

境に埋 め込まれ、また各人の身 につけられ、あるいは身体の一部 とな り、かつこれ らは光通信、

無線通信 を用いた高速 のネ ッ トワークにより相互に接続 され ることが想 定される。 このよ うなユ

ビキタス情報環境 において各人が各種サー ビスを受 ける場合 のインタフェースを視野に入れつつ、

今回の調査研究においては、高速の光ネ ッ トワー クが張 り巡 らされ ると想定 した2005年 程度 を

視野に入れた場合 の ヒューマ ンイ ンタフェースについて検討す ることとす る。 この よ うなプ レユ

ビキタス情報環境 においては、コンピュータは全てにわたって埋め込 まれ るには至 ってはお らず

既存の機器が使用 され ようが、サー ビスとしてはユ ビキタス情報環境 を想定 したものが出始める

と想定 される。

以下に調査研究の成果である本報告書の各車の要約 を示す。2005年 頃 を想定 した 「プ レユ ビキ

タス情報環境」か ら様々な事象が並行 して進行 し、連続的に 「ユ ビキタス情報環境」へ と移行す

ると考 えられ るので、各章では特 に断 らない限 り、「ユ ビキタス情報環境」とい う表現 は 「プ レユ

ビキタス情報環境」を含む ものとして使 われている。
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第2章 は、ユ ビキタス情報環境におけ るヒューマ ンイ ンタフェースについて、図を示 して解説

している。

第3章 は、ユ ビキタス情報環境の実現に貢献す る現状の ヒューマ ンイ ンタフェース技術 と動向

を概観 している。 内容 は、モバイル技術、音声入 出力技術、教育応用 との関連、ユ ビキタス情報

環境 を支 える ミドル ウェア、内外の関連研究プ ロジェク トの紹介 、である。

第4章 は、ヒューーーーマ ンイ ンタフェース に関するユーザアンケー ト調査の集計結果 をも とに現行

ヒューマ ンインタフェースの問題点 と期待感 にっいての分析 を している。また、全国の消費者か

らの相談が寄せ られている 「国民生活センター」を訪 問調査 し、EC(電 子商取引)に 係 る苦情か

らヒューマ ンインタフェー スの問題 点を探ろ うとした報告 も述べ られている。

第5章 は、第4章 で述べたアンケー トの後半部分にお ける集計結果か ら、未来 シナ リオ を示 し

た上での将来の ヒューマンイ ンタフェースへの期待度 を分析 している。

第6章 は、今後のユ ビキタス情報環境実現のための注 目すべ き技術課題について述べている。

内容は、タグ技術、ア ウェアネ ス、 コーパス、デー タ記録、 リマインダ入力、お よび、音声入出

力の各技術である。

第7章 は、ユ ビキタス社会にお ける望ま しいヒューマ ンイ ンタフェースについて考察 している。

ユーザの観点か ら技術進歩 と製 品の ライフサイ クル を考慮 した人間中心の製品開発 のデザイ ンと

安心 ・安全 ・認知 メカニズムに配慮 したユニバーサルデザイ ンについて述べ、 さらに、技術的観

点か らユ ビキタス情報環境 におけるヒューマンイ ンタフェースの可能性 と、産業 と技術の発展を

踏まえた望ま しい ヒューマンイ ンタフェースの姿について検討 している。

第8章 は、ユ ビキタス情報環境 における ヒューマンインタフェース を実現す るための方策を提

言 として述べている。項 目としては、人間中心の ヒューマ ンイ ンタフェース、セ キュ リティとプ

ライバシー、要素技術開発を含むプロジェク トの推進、標準化 、「使いやす さ」への意識改革、な

どである。

なお、以下の各章において、「ユ ビキタス情報環境」のことを 「ユ ビキタス環境」と略 して表現

している場合がある。
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1.本 編2.ユ ビキタス環 境 に お ける ヒュー マ ンイ ンタ フェー ス とは

2.ユ ビキ タス情 報 環 境 に お ける ヒュー マ ンイ ンタ フ ェー ス とは

ユ ビキタス情報環境 はよくブロー ドバ ン ドと組み合わせ て語 られ る場合が多い。 当面、ブロー

ドバン ドの使い方 として動画像の送受信が想定 されてお り、ユ ビキタス環境 と組み合わせ る と、

部屋の中,街 角な どあ らゆる場所にカメラが取 り付けられ動画像が飛び交 うことになろ う。しか し、

単なるカメラか ら得 られた動画像 をディスプ レイ上に映 し出すだけでは、大量の情報 を伝送す る

ことによる料金 の増加、映像機器使用 による電力消費、な どを考慮す るとサー ビスが限定 され よ

う。

ユ ビキタス情報環境においては、一ユーザはウェアラブル コン ピュ日 夕を身につけ、 さらにあ ら

ゆる場所 、あらゆる製品にセ ンサーが埋め込まれ、これ らか らの情報 も収集す ることを考慮す る

と無線 によるネ ッ トワ・一一・・クが張 り巡 らされ ていよ う。本調査においては、2005年 程度を想定 した

プ レユ ビキタス情報環境 を対象 としてお り、高速の無線通信 は張 り巡 らされていない ことが想定

され るが、 ここではユ ビキタス情報環境を想定 して検討 を進める。

図2.1に ユ ビキタス情報環境におけるあ らゆる1ン ピュー タ、セ ンサーを対象 とした ζユーマ

ンイ ンタフェースを示す。PDA(携 帯情報端末)や 携帯電話な ど、ユーザの持つ[personalI/0]と 、

自動車や本な どの様々なモ ノや 、家屋や街路な どの生活空間に くまなく配置 された[distributed

I/0]が 相互 に通信す ることで＼ 日常生活 のあ らゆる場面で情報アクセ スが可能 となる。図中の

[secureline]は 、パスワー ドや課金情報 など、特に秘匿性の高い情報を授受す る為の安全性の高

い通信路である。
「

このよ うにあらゆる場所 、あ らゆる製品にセ ンサーが埋 め込まれ、これ らか ら得 られ るあらゆ

る情報 を有機的に結合 させ て新たな価値 を生 じさせ るのがユ ビキタス情報環境の最大の特徴であ

る。 さらにこの ような多 くの情報の中か ら利用 したい情報はサー ビスごと、個人 ごとに異 なるこ

とが想定 され、多様な価値 が創出 されることになる。また、 くまなく配置 されたセンサー類は小

型、低電力が必須 となるので、セ ンサーか ら得 られ る情報 は低速な もの も多いことも想定 され る。

なお、 これ らの低速情報 も有機 的に結合 され、基幹ネ ッ トワー クとしてはブロー ドバ ンドが必要

であることは勿論である。
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1.本 編3.ヒ ュー マ ンイ ンタ フェー ス技術 の現 状

3.ヒ ュ ー マ ン イ ン タ フ ェ ー ス 技 術 の 現 状

この章 では 、ユ ビキ タス情報 環境 が将 来実 現 され ることを ビジ ョン として もった ときに、

その実現 に貢 献す る現状 の ヒューマ ンイ ンタフェース技術 と動 向 を概観 す る。

まず、す で に一般 には浸透 して い る と受 け止 め られ てい る感 もあ るモバ イル技 術 を整理

す る と、セ キ ュ リテ ィやIDの 発行 な ど多 くの問題 が浮 き彫 りに され て くる。 次にユ ビキ

タス ・モバイル 環境 で有効 と思 われ て い る音声入 出力技術 の現状 を丁寧 に解説す る。 現在

の技術 レベル が よ くわか るで あろ う。 さらに、教 育応 用 との関連 を述 べ る。 教育現 場の現

状 を解 説 してい るの で、情報技術 の導入戦 略 の糧 とな ろ う。 また 、ユ ビキタ ス環境 は シス

テ ム構 築 の観 点か らソフ トウェアの ミ ドル ウェアな しでは実現 で きない。 エー ジェ ン トシ

ステ ムのアー キテ クチ ャか らミ ドル ウェアの現状 を説明 してい る。最 後 に、国 内外 の多 く

の研 究機 関や企 業がユ ビキ タス環境 実現 を 目指 した研 究開発 の しのぎ を削っ てい る。 当事

者 がユ ビキタス を意 識 してい ない もの も含 めて 、関連 が深 い研 究 プ ロジ ェク トを紹介す る。

3.1ユ ビキ タス環 境に おけるモバ イル 関連技 術の動 向と課 題

1990年 代 の終わ りか ら2000年 代 の初 め にか けて、我 々を取 り巻 く情報 通信 環境 は大 き

く進 歩 を遂げ たが 、我 々 が想 定 してい る ,「ユ ビキ タス情報環境 」 との間 には まだ大 きな隔

た りが あ る。本 節 では、情報 通信環 境 の現状 と、ユ ビキ タス環境 で の要求 事項 を述べ た上

で、実現 に向けて の課題 を示す。

なお本報 告 では 「ユ ビキタス情報 環境 」 を、移 動 可能な物 体 であ る ヒ トや モ ノを中心に

して捉 えてい る。従 って、使 用 され る通信 環境 も、(少 な くとも末端部 におい て は)移 動 体

に適 用可能 な構成 を取 る必要 が ある。 そ こで以 下の議論 で は、情報 通信 環境 の うち、特 に

無線ネ ッ トワー クにつ いて述べ ることにす る。

表3.1-1ユ ビキ タス情報 環境 での要 求事項 と現状

ユ ビキ タス環境 現 状

ネ ッ トワー ク接 続 ヒ トやモ ノな ど全ての物体 PC・PDA・ 携 帯 電 話 な ど一 部

ID 128bit以 上(全 物 体) 32bit(PC:IPV4),10桁 強(電 話)

位置情報 数cm～ 数mm(屋 内外) 数m(GPS:屋 外 のみ)

セ キ ュ リテ ィ 整備必要 未整備

中継通信/マ イ クロ課金 整備必要 未整備
--

規格統一(通 信&操 作) 整備必要 未整備

3.1.1ネ ッ ト ワ ー ク の あ り か た

現在 の無線 ネ ソ トワー ク接続 方式 には 、それ 自身 が広域ネ ッ トワー ク(WAN)を 形成す る

携 帯電 話系 と、 ホ ッ トスポ ッ トで の ロー カル なア クセ ス手段 と して位置 付 け られ てい る無

線LAN系 に大 き く分 ける ことが で きる。以 下 に主 な方式 と特徴 を示 す。

携 帯電 話 系のネ ッ トワー クはサ}ビ スエ リアが広 く、中高速移 動 中の使 用 も可能 だが 、

通信 速度 が遅 い。逆 に無線LAN系 は速度 が速 いがサー ビスエ リア が狭 く、移 動速 度 も極

低速 に限 られて いる。
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表3.1-2現 在 の 無 線 ネ ッ トワー ク 方 式 と特 徴

系統1名 称1通 信速度(b・・)1サ ー ビスエ リア1移 動醜

携 帯 電話 系(広 域 ・低 速 通 信 ・高速 移 動可 ・「重 い」)

PHS

PDC

CDMAOne

IMTL2000

32k-64k

9.6k・28.8k

64k-144k

64k・384k(・2M)

50・500m

500m数km

500m・ 数km

500m・ 数km

中低速

高速

高速

高速(静 止時2M)

無線LAN系(ロ ー カル ・高 速 通信 ・極 低 速 移動 のみ ・「軽 い」)

Bluetooth

IEEE802.11b

IEEE802.11a

1M

l1M

54M

数m－ 数 十m

数m－ 数 十m

数m・ 数 十m

極低速

極低速

極低速

また、機 器 サイ ズや 電 力消費 も、 サ・一一・・ビスエ リアの小 さい無線LAN系 の方 が有利 であ

る。いずれ の系統 にお いて も技術 開発 が盛 ん で あ り、今後 も速度 向上 が見込 まれ てい るが、

そ もそ も両者 は相反 す る関係 に あ り、一方 だけで は全 て の領 域 をカバ ーで きない。将 来は、

無線LAN系 ネ ッ トワー クを用い て近傍 の機器 同士 を接 続 し、手近 な携 帯電話 系機器 をゲ

ー トウェイ と してWAN側 に接続す る 「組 み合 わせ」方 式が主流 とな るだ ろ う。

現在 は、PC・PDA・ 携 帯電話等 の限 られ た機 器 に しかネ ッ トワー ク装置 が装備 され てお

らず 、ほ とん どの 「物 体」はネ ッ トワー クか らは 「存在 しないモ ノ」と して扱 われ てい る。

しか し、「ユ ビキ タス環 境」にお いて は、身 の回 りのあ らゆ る物 体がネ ッ トワー ク との接続

手段 を持 つ ことにな る。 この場合 、全 ての物体 が個別 に携 帯電話 系の 「重い 」(=出 力 ・機

器サ イズ ・消費電力 が 大 きい)ネ ッ トワー ク装置 を持つ の は現 実的 で は無 い。個 々 のモ ノ

はでき る限 り 「軽い」(=出 力 ・機器 サイ ズ ・消費 電力 が小 さい)ネ ッ トワー ク機器 を持 ち、

必 要な時 に部屋や街 頭 等 の周 囲環境 に設置 され たゲー トウェイ を通 じてWAN側 と繋 が る

こ とにな ろ う。

3.1.21Dと 位 置 情 報

現在 のネ ッ トワー クの仕 組 み で は、存 在 可 能 な機 器 の台数 はた か だか数 十 ～ 数 百億 台

(IPv4:32bit,電 話:10桁 強)に 過 ぎない。 これ では人類 一人 当た り数 台分 の割 り当て しか

で きず 、「全 てのモ ノ」 に個別 のIDを 振 る ことは不可能 で ある。 これ に加 え、個 々 の物体

が どこに あ るか?を 把 握 す る こ とも、ユ ビキ タス環 境 の 実現 に は欠 かせ ない が、 現 状 の

GPSで は精 度や使 用環境 な どの制 限 も多 い。これ らの問題 と解決 策 につい ては6章 で詳 し

く述 べ る。

3.1.3セ キ ュ リ テ ィ と 課 金

多 くの機器 が相 互接 続 された場合 に問題 とな るのがセ キ ュ リテ ィで ある。 特 に、ユ ビキ

タス情報環 境 にお けるネ ッ トワー ク構成 で は、 ローカル な接続 手段 しか持 たな い個 々の物

体 は、近場 の ゲー トウェイ(自 分 の所有 物 であ る とは 限 らな い。 特 に移動 環境や公 共 空間
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1.本 編3.ヒ ュー マ ンイ ンタ フ ェー ス技 術の 現 状

では顕著 で あ る)に デー タ を中継 して貰 う必要 が出て くる為 、ゲー トウェイ でのセ キュ リ

テ ィ確 保 は必須 で ある。

さ らに、他 人のデ ー タを 中継 す る場 合 には課金 問題 も避 けて通れ な い。 現状 の課金 シ ス
ノ

.テ ムは 限 られ た クライ アン トに対 し、 ある程度 の長 さの通信 サ ー ビス を提 供 させ るこ とを

前提 に設 計 され てい る。 しか し、ユ ビキタス環境 において は、 非常 に大 き な数 の クライア

ン トか ら、極少 量(数 バイ トもあ り得 る)の デー タ 中継 要 求が 来 る こ とを考 えな けれ ばな

らない(た とえ ば、道 に落 と した本 に仕込 まれ た ローカル通 信機 が 、 たま たまその近傍 を

歩 いて いた人 の持 って い る携 帯電話(WANと のゲー トウェイ にな る)に 対 してデ ー タ中

継 要 求 を行 う場 合 を考 えれ ば 良い)。この よ うな場合 であ って も適 用 可能 な認証&マ イ ク ロ

課金 システ ムが要求 され る(も ち ろん、特 定 のグル ープか らの み の要求 を受 け付 け るゲー

トウェイや 、公 共機 関や ボ ランテ ィアが運 営す る 「無料 ゲー トウェイ」 が あって も構 わ な

い)。

3.1.4ネ ッ トワー クの透過性 と使 用方法 の統r

現在 、複 数 のネ ッ トワー クの使 い分 け は、ユー ザであ る人 間 が行 って い る。 しか し、ユ

ビキタ ス環 境 におい ては、 ユーザ(ヒ トだ けでな く、本や ペ ンな ど、個 々のモ ノ もユー ザ

で あ る)は ネ ッ トワー ク機器 の種類 を気 にす るこ とな く、デ ー タの授 受 が行 えな くて はな

らない。解決 手 法の ひ とつ は、全 てのデ ー タを同一 のプ ロ トコル(例:IP)で 記述 してお

くこ とで あ る。 これ に よ り、足回 りのネ ッ トワー クの種類 に よ らず 、透 過 的 な通信 が行 え

るよ うにな る(例 えば、歩行 中の通信 にお いて も、前 半は街 頭 の公 衆 ゲー トウェイ を使 っ

た 中継 、 サー ビスエ リア か ら離れ て しま った後半 は 自身 が持 つ携 帯電 話 を使 った中継 が行

われ た場合 に も、ユ ーザ か らは途切 れ の無 いデー タ リン クが張 られ てい る よ うに見 えな く

て はな らな い)。

また、ネ ッ トワー クの透過性 とは別 に、機器 としての使 い方 の統一 も求 め られ る。 ユ ビ

キ タス環境 にお いて は、ユー ザ 自身が持 ってい る端末 の他 に も、身近 な壁 面(デ ィス プ レ

イ と して使 う)や デ ス ク トップ の小 物(操 作 デバイ ス と して使 う)を 一時 的 な端 末 として

使 用す る こ とも多 くあ る。 その場合 に、端末 によって操 作方 法 が異 な る と、ユ ーザの混 乱

を招 いて しま う。 少 な く とも、ユ ビキタス環 境 にお いて基本 とな る操 作(こ れ が何 か は今

後議論 してい く必要 があ る)に つ いて は、操 作方法 の統 一 を図 るべ きで あ ろ う。 なお 、操

作方 法の統 一 につ いて の提 言 を8章 に示す。

3.1.5ユ ビキ タ ス か ウ ェ ア ラ ブル か

本報 告 では 、ウェア ラブル(装 着型機 器)を ユ ビキタス環境 の一部 と して述べ てい るが、

ユ ビキ タス と対応 す る概 念 と して挙 げ られ る こ とも多い。 ウェア ラブル とユ ビキタス は ど

ち らも人 間の能力 を高め る こ とを 目的 と してい る点 は同 じだが、 前者 が人 間が装着 す る機

器 を高度化 す るのに対 し、後者 は身 の 回 り(環 境側)の 機 器 を高度 化 す る とい う違 い が あ

る。 ウェア ラブル型 は、「使 い たい人 だ け装着すれ ば 良い 」ので 、特 に普 及初 期 におい ては

イ ンフ ラ側 に莫大 な投 資が必 要 なユ ビキ タス型 に比べ て設 備 投資 が少 な くて済む。 これ に

対 し、ユ ビキ タス型 は 「人 間は何 も持 たな くて良い」 とい う利 点 が あ り、公 共財 と しての
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意 味合い も高い。 しか し、 両者 に はそれぞれ利 点 と欠 点が あ り、 どち らか片方 で全 ての機

能 を効率 良 く実現す る こ とは難 しい。本 報告 で述べ るよ うな 「ユ ビキ タス環境 」 を実現す

るには、 ユ ビキ タス型 とウェア ラブル型 の双方 の協調 動作 が不 可欠 とな るだ ろ う。

表3.1-3ユ ビキ タス とウ ェ ア ラ ブ ル の 比 較

分類(※ 狭 義) ユ ビ キ タ ス ウェア ラブル

機器の設置 環境側 人間側

イ ン フラ 整 備 コ ス ト 大 小

機器の運搬(装 着) 不要 必要

人間の状態把握 難 しい 容易(心 拍 ・体温等)

モ ノの状 態把握 容易 難 しい

ユ ーザの意識 監視 能力拡張

3.2有 望な入 出力 と しての音 声情 報処理

人間 同士 の コ ミュニ ケー シ ョンは言葉 すな わ ち音 声 を介 した対話 が基本 で あ り、 そ こに

人間 を他 の生物や機 械 か ら際 立 たせ てい る特徴 が あ る。 最近 は電 車の 中をは じめ あ らゆる

場所 にお いて、携 帯電 話やPDAを 用 いた文字 メデ ィアに よ るメールや チ ャ ッ トのや りと

りを 目にす る機 会 が多 い。 しか し、 直接 話 をす る こ とがで きない場 合や話 す ことに差障 り

の ある よ うな状況 を除 けば、依然 として音声 が人 間 に とって最 も自然 で容 易 な コ ミュニケ'

一 シ ョン手段 であ る こ とは確 か で ある。 従 って、人 間 とコン ピュー タ ・機 械 間のイ ンタフ

ェー スや イ ンタ ラクシ ョンを実現 す る際 に、人間 に とって使 いや す く負担 が少 な い入 出力

手段 であ る音声 を使 いた い とい う要 求が 出るの は 自明 の こ とであ る。本節 では ヒューマ ン

イ ンタ フェー ス と して の音 声入 出力 の利用 に関 して 、まず 音声情 報処理 技術 の現 状 と実用

化 状況や研 究動 向 を紹 介 した後 、ユ ビキタス情報 環境 にお け る音 声入 出力 の役 割 につ いて

述 べ る。

3.2.1音 声 入 出 カ イ ン タ フ エ ー ス

普段われ われ がな にげな く行 ってい る音 声 に よる コ ミュニ ケー シ ョン と同様 な こ とを コ

ンピュー タや機 械 との 間で実 現す るこ とはそれ ほ ど容 易 で はない。 これ は、 日常使 用 して

い る言葉(自 然言語)が 持つ 曖昧性 に加 え、人 間 が行 ってい る高度 な処理 をコ ン ピュー タ

に よ り実現 しな けれ ばな らないた めで あ る。例 えば、音 声対 話 を実現す るた めに は、以 下

の よ うな処理 が必要 とな る。

a)音 声分 析:音 響分 析。 音声波 形(空 気 の振動)か ら特 徴パ ラメー タへ の変換 。音 声

認識 の前 処理。 ノイズ キャ ンセル やエ コー キャ ンセ ル処 理 な どを含む。

b)音 声認識1音 声入 力。音 声 メデ ィアか らテ キス トメデ ィア(文 字列)へ の変換。 次

項 の言語 理解 を含 め る場合 もあ る。

c)言 語理解:発 話 内容 の意 図や話 題 の理解 。意 味解析 や 文脈理解 を含 む。

d)対 話 処理:対 話 の管理。入 力 に対 して適 切 な応 答や 文 の生成。
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表3.2-1音 声 入 出 力 に必 要 な処 理

音響処理 言語処理

音声入力
ノイ ズ キ ャ ンセ ル 、 音 響 分 析 、 雑 音 ・

環境 適応 、話 者 適応 、音 響 モデ ル
言 語 モ デル 、構 文解 析 、 探 索

音声 出力
合成単位 選択、韻律生成、音韻継続長、

パ ウー制御 、波形生成

形 態 素解 析 、 読 み 付 与 、 ア クセ ン ト

付 与 、係 り受 け解 析

e)デ ー ベ ースサーバ:対 話 に必要 な知識 源 の蓄 積 と管理 お よび知識 の提供。

f)合 成:音 声出力。 テ キ ス トメデ ィア か ら音声 メデ ィ アへ の変換 。 よ り高度 には、概

念 か ら音 声へ の変換。

一般 に
、上 記項 目の うち、a).、b)、f)は 音声 情報処理 、c)、d)、e)は 自然 言語 処理 と し

て取 り扱 われ るこ とが多い が、音 声認 識や 音声合成 に も自然言語 処理 が含 まれ てい る。

音声入 出力 処理 に必 要 な音響 お よび言語 処理 を表3.2・1に 示す。

この他 に も、人 間同士 の対話 で は、聴覚 に よ る音声 知覚 に加 えて、相 手 の表情 や ジ ェス

チ ャー 、感 情 、発話 ズ タイル な ど、複 数 のモ ダ リテ ィか らの非言語 情報 を統合 して情報 の

知覚 や発信 を行 ってい る こ とも考慮 しなけれ ばな らな い。従 って 、 ヒューマ ンイ ンタフ ェ

ー ス として の音 声入 出力技 術 を考 え る場合
、本来 で あれ ば音 声情報 処理 、 自然 言語 処理 、

パ ラ言語 処理 、感 覚 ・知 覚処 理 な どを統合 した総合的 見地 か ら眺あ る必要 が ある。しか し、

紙 面の 関係 もあ り、以 下で は主に音 声情報 処理 の観 点 か ら音 声入 出力技術 の現状 と研 究動

向を述べ る。

3.2.2音 声 入 出 力 技 術 の 現 状

(1)音 声 入 力

コ ン ピ ュー タや 機 械 へ の 入 力 手 段 と して の 音 声認 識 技 術 は 、 最 近 の10年 間 で 著 し く進

歩 し、 既 に 数 万 語 程 度 の語 彙 数 か つ 不 特 定 話 者 を 対 象 と した デ ィ ク テ ー シ ョ ン ソ フ トェア

が 実 用 化 され て い る[1・2・5]。この 要 因 と して は 、 コ ン ピ ュー タの 飛 躍 的 な 性 能 向 上 、 大 規 模

な音 声 コー パ ス の整 備 、確 率 モ デ ル に 基 づ く音 声認 識 の 枠 組 み の進 展 な どを あ げ る こ とが

で き る。 これ に加 え て 、1990年 代 以 降 の 一 連 の 音 声 認 識 プ ロ ジ ェ ク ト(例 え ば 、米 国 に お

け るDARPAATIS(AirTravelInformationSystem)、WSJ(WallStreetJournal)/NAB

(NorthAmericaBusinessnews)各 プ ロ ジ ェ ク ト、 日本 にお け るATR音 声 翻 訳 通 信 プ ロ

ジ ェ ク ト、JNAS(JapaneseNewspaperArticle)音 声 コー パ ■ とJuliusの 開 発 、米 ・日 ・

欧 各 国 の 参 加 に よ るAURORAプ ロ ジ ェ ク トな どが あ げ られ る)も 、研 究 ・開 発 の 牽 引 役

と して 重 要 な役 割 を果 た して き た。

実 用 化 され て い る最 近 の 連 続 音 声 認 識 シ ス テ ム の ほ とん ど は 、 音 響 的 お よび 言 語 的 な 確

率 モ デ ル の 枠 組 み に よ り実 現 され て い る。 す な わ ち 、 音 声 信 号 か ら音 声 分 析 に よ り適 当 な

時 間 間 隔 で 抽 出 して 得 られ た 特 徴 パ ラ メ ー タベ ク トル の 系 列 をO、 任 意 の 単 語 列(あ るい

は音 素 な ど の 音 韻 列)をWと す る と、 音 声 認 識 は 与 え られ た0に 対 す るWの 出 現 確 率

P(WIO)を 最 大 にす る単 語 列wを 求 め る 問題 と して 定 式 化 され る。 こ の 問題 は 、Wに 関 し
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表3.2-2音 声認識 システムの性 能 と人間 の知覚能 力との比較[3]
■

認識対象 単語誤 り率(%)

内容 コ ー パ ス 機械 人間

朗読数字列
/

TIdigits 0.72

自然音声 0,009

分析合成音 0,105

朗 読 アル フ ァベ ッ ト Alphabetletters 孤立発声 5 連続発声 1.6

1000語 彙 の朗読 文 章
Resource

Management
文法な し 17 無意味文章 2

5000語 彙 の朗 読文 章

NorthAmerican

BusinessNews

(NAB)

SIN10dB 12.8 S!N10dB 1.1

S/N16dB 10.0 S/N16dB 1.0

S/N22dB 8.4 S/N22dB 0.9

雑音な し 7.2 雑音 な し 0.9

自然発話電話会話音声 Switchboard 43 4

自然発話電話会話音声

20単 語 スポッテ ィング
Switchboard 31.1

12.8

前後2秒 提 示7.4
'

てP(OlW)P(W)の 値 を最 大化す る こ とと等価 で あ り、P(OIW)は 音 響モ デル のス コア 、P(W)

は 言語 モデ ル のス コア に相 当す る。 ここで 、音 響 モデル に は隠れ マル コフモ デ ル(HMM)

が広 く用 い られ てお り、言語 モデ ル と して は単語 バイ グ ラムや単語 トライ グ ラムな どの統

計 的言語 モデルが よく使 われて い る。

表3.2-2に 機械(音 声認識 システ ム)の 認識 性 能 と人 間 の音声 知覚能 力 を比較 した結 果

13】を示す 。 なお、機械 の認 識性能 は1990年 代 中頃 まで に開発 された システ ム の性 能 で あ

り、最新 の認識 シス テム では も う少 し性 能 があ が ってい る こ とを注意 して お く。 この比較

は必ず しも厳密 な評価 となって い ない点 もあ るが、音 声認識 の現 状 を把 握す る上で十 分参

考 とな るで あろ う。

現在 の音声認識 システ ムは 、数 字列 といった 小語彙 の比 較的簡 単 な タス クや 、雑音 のな

い 環境 にお ける朗読 文章 のデ ィクテ ー シ ョン とい った対象 の場合 、人 間 の能 力 にか な り近

い レベル に達 してい る と言 え る。別 の報告団で は、英語 連続 音声認 識 システ ムの単語 誤 り

率12.6%に 対 し、英語 を母 国語 とす る人 間 の単語聴 取誤 りは2.6%で あ り、機 械 と人 間で比

較 的大 きな能 力差 が見 られ る一方 、同様 のテ ス トを英語 を母 国語 に しな い人 間 に課 した場

合 の 単語聴 取誤 りは7.4%と な り、両者 の差 が縮 ま る こ とが示 され てい る。 さ らに、 日本

語 一 英語 音 声 自動翻 訳 シ ステ ム と人 間の 音声 翻 訳 能力 の 比較 評価 を行 った 結果 、TOEIC

ス コアが550点 の 日本 語ネ イテ ィ ブの能力(大 学生 の 同ス コアの平 均 は570点 程度)と ほ

ぼ同等 で あった との報告 もある【6】。 さ らに、NHKが2001年3月 か ら実施 してい るニ ュー

ス番組 の字幕付 与サ ー ビスで は、連続 音声認 識 システ ムが リアル タイ ム音 声一 テ キス ト変

換 に利用 され てい る。

しか し、人 間同 士が行 っ てい る コ ミュニケー シ ョン と同様 な タス クでは、機 械 と人 間の

能 力 の差 にはま だ大 きな隔 た りが あ る。例 えば、 日常 の生活 環境 に存在 す る様 々な非 定常

背景雑 音 は認識 性能 を急 激 に劣 化 させ 、音 声認 識 シ ステ ム を使 い もの にな らな く して しま
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う。また朗読(読 み 上 げ)で はな い 自由発話音 声(自 発音 声)の 認識 の場 合 も同様 であ る。

先 のニ ュー ス字幕付 与 の例 におい て も、アナ ウンサ ーのニ ュース読 み上 げ(背 景雑 音の な

い環境 で文法 的 に正 しい文章 を訓練 され た話者 が正 しく発 声す る とい うほ ぼ理 想的 な条件

での音 声認 識)に 対 して は実現 され て い るが 、記者 による現 場 か らの実況 中継 につい ては、

認 識 システ ムの性 能 の問題 か ら字幕 付与 が実施 され ていな い。

現在 、最 も入 手 しやす い音声認 識 システ ム として は、 い くつ か の メー カ製 のPCに バ ン

ドル され てい るデ ィ クテー シ ョン ソフ トウェ アがあ る。デ ィクテー シ ョンソフ トウェア は

単体で も販 売 され てお り、比較的安 価 に購 入 で きる。 また 、Julius/Julianと い っ・た原則

無償 で提供 され てい るPC用 デ ィクテ ーシ ョン ソフ トウェア も存在 す る{21。これ らの ソフ

トウェアは ノー トパ ソコ ンで も動 作 し、新 聞記事等 の読み 上 げ文章 の入力 に対 して十分 実

用 にな る性 能 を備 えて い る。さらに、PDAで 動作す る音声認 識 シ ステ ムの開発 も進 め られ

てい る。この他 に、音 声認識 チ ップや ミ ドル ウェアが機器 組込 み用 と して 開発 され てお り、

携帯 電話や カー ナ ビゲー シ ョンシステ ムに実 装 され てい る。 これ らの音声認 識 システ ムは

台数ベ ー スでか な りの数 に達 してい る もの と思 われ る。

それ で は、実際 に どの程度 音声認 識 が使 われ てい るか とい う点 に 目を向 け る と、わが 国

の場合 には、携 帯電 話 、カーナ ビ、PCバ ン ドル ソフ トな どの音声認 識機 能 のっい た情報

機 器 の普及割合 に比べ る と、それ ほ ど積 極的 に活用 されて い る とは言 いが たい状況 に あ る。

この理 由 として は、上 述の実使 用環境 にお ける背 景雑音や 周 囲環境 の変化v自 発 音 声の言

語 的曖 昧性 な どの要 因に よ り利 用者 が期待 す る程 の性能 が得 られ ない こと、 これ までの音

声認識応 用機器 が ユー ザの使 いやす さを十 分考慮 して作 られ てい なか った こ とな どが あげ

られ、音 声認識 は不便 と考 えるユ ーザ が多い よ うで ある。

一方
、北米 で は音声認 識 システ ムの利 用 に対 して非常 にポ ジテ ィブ であ り、特 に電話 を

用 いた各 種サ ー ビス、 コール セ ンタ ーでの電話 に よる問 い合 わせ の 自動化 な どの実 用化 が

進 んで い る。音 声認 識 システ ムの性能 に 日米 でそれ ほ ど大 きな差 が ある とは考 えに くい こ

とか ら、 この よ うな違 いが現れ た背 景 には、ネ ッ トワー ク普及 以前 のか な り早 い段 階か ら

各種 サ ー ビスの予約 や契約 を電 話で 済 ます こ とがで きる社 会 的イ ン フラが整備 され てい た

こと、 その 当時 か ら音声 通話料金 が低 額 であ った こ と、 日本 では携 帯電話 の普 及がiモ ー

ドに代表 され る文字 メデ ィア に よる コ ミュニ ケー シ ョンに よ り実現 され た こ とな ど、社会

的基盤 や文化 の違 い があ る と思われ る。

(2)音 声 出力

コン ピュー タや機械 の出カイ ンタフ エー ス として音声 を使用 す る場合
、任意 の文 章 に対

応す る音声 を出力可 能 な こ とが必 要 で ある。 与 え られた任 意 のテ キス トか ら音 声 を合成 す

る技術 はテキ ス ト音 声合成(Text・to・SpeechSynthesis,TTS)と 呼 ばれ る。 よ り高度 な音声

出力技 術 と して概 念 か らの音声合成(Concept-to・SpeechSynthesis,CTS)が あ るが 、その

実現 は容易 では な く実用化 もほ とん どされ てい ない。 なお 、音 声合成 とい う用語 には音声

の分析合 成(ボ コー ダ)も 含 まれ るが、 ここではテ キス ト音声 合成 を表す もの とす る。

1990年 代 以 降、音 声合 成 の手法 は、従来 のサブ ワー ド単位 の音 声 単位 を規則 に基 づい て

接 続す るいわゆ る規則 合成(SynthesisbyRule)方 式 に代 り、大 量のデ ー タベ ー スの 中か ら

最 適 な素片 を選択 して接 続す る とい うコーパ スベー ス音 声合 成(Corpus-basedSynthesis)

が主流 とな って い るi7]。この手法 はConcatenativesynthesisと も呼 ばれ、そ の背景 には、
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大量 の音 声デー タベー ス の整 備 とコン ピュー タのデー タ処理 ・蓄積 能力 の飛躍 的 な増 大 が

あ る。 これ に加 えて 、従来 の規則 合成方 式 とは異 な り、職人 芸的 な ノ ウハ ウを必要 とせず

合 成 システ ムの構築 に際 して 自動 学習 が可能 な こと、適 切 な音声 素片選 択 に よ り合成 音声

の 品質や 自然性 を高 くで きる こ とな ど、多 くの メ リッ トが ある。

コーパスベ ース音声合 成方 式 は以 下の3種 類 に大別 で きる。

a)波 形素片 の選択 と接続 に基づ く合 成

b)最 適 な素片選択 に基づ く周波数領 域 また は時 間領 域で の合 成

c)HMM音 声 合成

a)の 手法 は、 大量 の音声 波形 とそれ に対応 す る音韻 ラベル を蓄 えて お き、入力 され たテ

キス トに対 し、 当該音韻 と前 後 の音 韻環境 、 ア グセ ン トな どの様 々な要 因 を考 慮 して、接

続 コス トが最 良 とな る波形 素片 を選 び 出 し、それ らを波 形 レベ ル で直接接 続す るこ とに よ

り音声 を生成す る。 この手 法で は、 自然 性 の高 い合 成 音声 を生成 可能 であ るが、 品質 はデ

ー タベ ー スのデー タ量 に大 き く依存 す る
。b)の 手法 で は、蓄 え られ た波形 素 片 を選 択 して

そ のまま使 うの ではな く、大量 の音声 デー タか ら得 られ た素片 を適 当な基準 に よ り多数 の

ク ラスに分類 し、そ の特 徴 を周 波数 領域 あ るい は時 間領域 のパ ラメー タ と して 蓄 えてお く。

合成 時 には最適 な クラス を選択 して並べ 、そ の クラス列 か ら得 られ たパ ラメー タ を用 いて

周 波数領域 また は時間領 域 で音 声 を合 成す る。c)はHMMか らのパ ラ メー タ生成 に基 づ く

手法で あ り、コ・一ー一`パス に基 づ いてい るが い わ ゆ るConcatenativesynthesisで は ない。こ

の手法 はa)やb)の 手法 を比べ る と、多様 な声質 で の合成 が行 える可能性 を持 って い る【8]。

現在 、最 も入 手 しや す い音声合 成 シ ステ ムは、音 声認識 の場合 と同様 、PCに バ ン ドル

され てい る音声 合成 ソフ トウェア で ある。 さらに 「擬 人 化音 声対話 エー ジ ェン ト基 本 ソフ

トウェアの開発 」 プ ロジェ ク トの成果 の一部 として、 日本語 テ キス ト音 声合成 システ ムが

2003年 に無償 で公 開 され る予定 で ある【91。この他 に、音 声合 成 チ ップや ミ ドル ウェア が実

用化 され てお り、 カーナ ビの音声 出力 、構 内放送 、 自動 販 売機 、 自動応 答 システ ム な どの

用途 に数 多 く使 用 され てい る。

これ らの音 声合 成 システ ムの品質 は,明 瞭性 に関 しては ほ とん ど問題 がない と言 って よ

い。 しか し、合成 音声 の 自然性 に関 して は まだ不十 分で あ り、明 らか に人 間の発 声 した音

声 とは異 な って い る。 これ は、主 に韻律 の不 自然 さが大 き な要因 とな ってい る。 現在 、音

声 合成 システ ムの性能評 価方 法の ガイ ドライ ンが制 定 されて い る【10]もの の、韻律 の 自然性

に関す る評 価 は難 しく、定量的評価 法 が確 立 され てい ない こ とか らも問題 が窺 え る。なお 、

一部 の実験 的 システ ムで は
、特定話 者 の大 量の音 声デ ー タを蓄積 してお くこ とに よ り、肉

声 に近 い リアル な音 声合成 を可能 に してい るが 、多様 な声質 で 、あ らゆ る文 章、 あ るゆ る

発話 スタイル の発声 をデ ー タベー ス化 す る こ とは非現 実的 で あ り、実用 的 な システ ム と し

て普及 させ るた めには課題 が多 い。 さらに、任意 の話者 性や 感情 を含 めた 多様 な発 話 ス タ

イル を音声合成 シ ステ ム に持 たせ る こと もほ とん ど実現 され てい ない。

(3)音 声対話

音声認 識や 音声合 成 の要素技 術 の高度化 に伴 い 、 これ らを利 用 した音声 対話 シ ステ ムに

関す る数多 くの研 究や 実用化 に向 けた開発 が進 め られ てい る。 実際 に、不 動産 情報検 索 、
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1.本 編3.ヒ ュー マ ンイ ンタ フェー ス技 術の 現状

電話 番号案 内 、会議 室 の予約 、ホテル の予約 、観 光案 内、カー ナ ビゲー シ ョン、文献 検索 、

天候 案 内な ど、 ドメイ ンや タス クを限定す るこ とに よ り、本 格 的 な実用化 が近い と思 われ

る よ うな システ ム も発 表 され て い る。 また 、音 声対 話 シス テ ム の競争 開発 を 目的 と した

DARPACommunicatorプ ロジェ ク トが1999年 か ら米 国で始 ま って いる。しか し、人間 同

士 の音声 に よる コ ミュニ ケー シ ョン と同等 の音声対 話 を実現 す るま でには至 ってお らず 、

研究 室 レベルや 実験 的段 階 の もの が多い。

音 声対話 に必要 とされ る処理 は3.2.1で 述べ た とお りあ るが 、対話音 声認 識 で は前述 の

デ ィクテー シ ョン用 音声 認識 と異 なる点が い くつ かあ る。 まず対 話音声認識 では、デ ィク

テー シ ョンに求 め られ る音声 が正 しくテ キス トに変換 され た か ど うか とい うこ とよ り、発

話者 の意図 が正 しく理解 され た か ど うかが重 要 とな る。 対 話 音声 の よ うな 自発音 声 には言

い間違 い、言 い淀 み、 間投詞 の挿入 、言 葉 の省 略、 文法 的 に正 しくない表 現や 曖昧 な表現

が多 く含 まれ るた めで あ る。 そ もそ も、 自発 音声 には きちん と した文 の区切 りが存在 しな

い場合 も多 い。さらに、朗 読音声 と比較 して、発 話速度 が大 き く変化 す る傾 向が あ るこ と、

発 話者 の感 情 に よ りスペ ク トルや 韻律 が影響 を受 け、音 響 的 ス コアが低 下す る問題 な どが

生 じる。 一方 、音声対 話 にお ける音 声合 成 には、朗読調 の常 に一 定の発話 ス タイル だけ で

な く、感情 表現 を含 む 多様 な発話 ス タイルが求 め られ る。

しか しなが ら、音 声対 話 に必 須 とな る不特定話 者 の 自発 音声 認識 と多様 なス タイル での

音 声合成 は、研 究室 レベル の最 新 の システ ムにおい て も不十 分 な性 能 しか得 られ てい ない

のが現状 で ある。 これ に対 して、前 述 の 「擬人化 対話 エー ジ ェ ン ト基本 ソフ トウェア の開

発 」プ ロジェ ク ト19】では 、音声 対話 研 究プ ラ ッ トホ ーム が ソー ス コー ドを含 めて無償 で公

開 され る予 定で あ るこ とか ら、今後 の研 究の進展 が期待 され る。

3.2.3ユ ビキタス情報 環 境 にお ける音 声イ ンタ フェース の役割

ユ ビキ タス情 報環境 に おい てはPDAや ウェア ラブル機 器 が利 用者 とのイ ンタフ ェース

にな る と考 え られ る。 これ らの入 出カ イ ン タフエー ス と して音 声言語 を用い た場合 、以 下

の よ うな利 点 をあげ るこ とがで きる【11]。

a)ハ ンズ フ リーや ア イ フ リー の実現 に よる制約 の軽減

b)迅 速 な コ ミュニケ ー シ ョン

c)言 語情 報 に加 えて感 情や 個人性 の伝 達が可能

そ の反 面,音 声 を利用 す るこ とによ る欠 点 もあ る。

a)環 境や背 景雑音 の影 響 を受 けや す く,認 識 誤 りが避 け られ ない

b)プ ライバ シー の確 保 が しに くい

c)音 声言語 自体 の曖昧性 に よ り不 完全 な指示 にな りや すい

この他 に も、電 車の 中や公 衆 の場 にお け る携 帯電話 の使 用 と同様 、音 声 を発 声す るこ と

が周 囲 に迷惑 を及 ぼす状 況 も考 え られ る。 しか し、使 用環 境や 状況 に配慮 すれ ば、 音声入
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出力 を使用す る利点 は大 きい。

ユ ビキタ ス情報 環境 にお け る音 声入 出力 の想 定 され る利用 例 と して は、従 来の キー ボー

ド、 ポイ ンテ ィングデバ イ ス、 ス タイ ラス といった入 力や 文字 出力 の代 替手 段 、様 々 な機

能 を持 つ エー ジ ェン トと利 用 者 との情 報 交換手段 、会話 、講 演 、講義 、会議 な どの内容 や

議事録 の 自動作 成お よび蓄積 ・検 索 、音 声 に よる個人認 証 、パ ー ソナル通訳 、 メデ ィア変

換 、音 声対 話 を利用 したイ ンタ ラク シ ョンシステ ムな どが あ り、様 々な応用 が期待 され る。
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3.3教 育分 野がユ ビ・キ タスの応 用 とな るか

2010年 頃まで に、個人 や あ らゆ る組織 にパ ー ソナル コン ピュー タ(PC)が 行 き渡 り、そ

れ ぞれ が様 々な情報 処理 を行 な うと ともに、 それ らの コン ピュー タがイ ンター ネ ッ トで相

互 に結 合 され てお り、誰 もがネ ッ トワー クを通 じて欲 しい情報 の獲 得や 情報発信 を行 な う

環 境(ユ ビキ タス情 報環境)が 実現 す る と考 え られ る。本節 では 、小 中高 な どの学校 教 育

現場 に情報 環境 が どの よ うに取 り入 れ られ てい くのか 、また 、一般 に教 育分 野がユ ビキ タ

ス の応 用 とな りうるのか につい て述べ る。
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1.本 編3.'ヒ ュー マ ンイ ンタ フ ェース 技 術 の現 状

3.3.1学 校 業 務 の 情 報 化

学校教 育へ の情 報環 境 の適 用 を、 「学校 業務 の情 報化 」 と 「教 育の情 報化 」 に分 け て考

え る。 まず 、学校 の教員 自身 が コン ピュー タを扱 い 、会 計処 理や 父兄 への連絡 な どをコ ン

ピュー タ化す るのが 「学校 業務 の情報化 」で あ る。 これ まで は、学校 の持つ保 守性 か ら、

学校 業務 に関 しての コ ン ピュー タ化は取 り残 され た感 が あった が、今後 は コン ピュー タ化

が急速 に進行す る と考 え られ る。

学校 業務 の情報 化 につ いて は、まず は表 計算 ソフ トを用 いた簡 単 な会 計処理 、会 議文 書

や回 覧文書 の電子化 が行 われ る と考 え られ る。 また、学 生 の成績 の解析 につ いて も、現在

受験産 業が行 っ てい る よ うな成績 の解 析 な どが一般 化す るだ ろ う。 教官 の間 での電 子 メー

ル の交換 や電子 掲示 版 の利用 も行 われ るよ うになる。また 、家庭 へ の連 絡 のWebペ ー ジ化 、

電子的 な メデ ィア を利 用 しての父母 と教員 の間 の連 絡の 強化 、父母参 観 の電子 的 な開催 な

どが実 現 しよ う。電 話連 絡網 な どは電 子掲示版 や電 子 メール に よ る連絡 に とって代 わ る と

思われ る。

また、急速 に普及 の進 ん でい る コンピュー タの常 時接続 に よ り、電 子的 に家庭 と学校 と

を結べ るよ うにな る利 点 は大 きい。宿題 な どを夕方 に各 家 庭 に送 り、その 日の うち に提 出

させ るな どの こ とが可能 とな る。 また、ユ ビキ タス環境 の応 用 とい う観 点 か らは、生徒 に

タ グのつ いた識 別子 を持 たせ 、通 学 の経 路 を トレー スす る こ とな ども可能 とな ろ う。体 育

一の時間 に生徒 の移 動距 離や 動 きを トレースす る こと も可能 とな る。修学旅 行 な どでの利 用

も考 え られ る。'

3.3.2教 育 の 情 報 化

次の段 階 は、 「教 育 の情 報化 」 で ある。 これ は 、教員 が 教 育 に情 報環境 を導入 し、教 員

が コンピュー タを操作 して 生徒 に提 示す る、 あ るい は、教員 が生徒 に コン ピュー タ を扱 わ

せ るこ とによ り、情報 教育 や一般 の科 目にお ける教 育効果 の増 大 を図 るこ とで ある。

情 報教育 に関 して は、平 成15年 度 か ら、全 国の 高校 で 「情 報科 」の授 業 が必 修 とな り、

情報A(コ ン ピュー タや 情報 通信ネ ッ トワー クな どの活用)、 情 報B(コ ン ピュー タの機 能

や仕組 みの科 学 的な理解)、 情 報C(情 報 通信 ネ ッ トワー ク等 の社 会 にお け る役 割や影 響 の

理解)の どれ か を学 ぶ こ とにな る。この情報 科の必修 によ り、学校教 育 にお ける情報教 育 の

取 り組 みが大 い に促進 され る と予 想 され る。

そ して、情 報科 だ けで な く、 同時 に一般 の科 目にお いて も教育 効果 の増大 のた めに コ ン

ピュー タの利 用 が進 む こ とが予想 され る。 た とえば数学 の授 業 におい て、作 図 ソフ トを用

いれ ば図 をきれ いに表示 す る こ とが可能 であ る。 また、数 値 計算や 物理計 算 を行 な い、結

果 をグ ラフ等 で表示 す るの もコン ピュー タは得意 で ある。 表 示 され た図形 を観 察す るこ と

に よ り、生徒 は図形感 覚 を養 うこ ともでき る。

また、イ ンター ネ ッ トを用 いて 、い わゆ る 「総合 的 な学習 」や社 会 な どにお け る 「調べ

学習」へ の情報 検索 の利用 な どが最 近多 く試 み られ てい る。情 報検 索 を利 用 した調 べ学習

は、 こ うした教 育の情報 化 の一つ の核 となる ことが予想 され る。

教育 の情 報化 の核 とな るコン ピュー タの使 い方で あ るが、一 斉授業 の 中で教員 が操 作 し

てみせ る 「演 示型 」、生 徒一 人一人 が コン ピュータ を操作 す る 「実習 型」の二つ が考 え られ
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る。CAI教 材 には 、いわ ゆ る 「実習 型 」の教 材 が多 く見 られ るが、教 育 は伝 統 的に 「演

示 型 」 であ り 「実習型 」の教育 には運用 の困難 さが伴 うこ とには注 意す る必要 があ る。

3.3.3第 二 世 代 の パ ソ コ ンル ー ム

最近 、各地 の小 中高 にパ ソコンル ー ム が整備 され 、ク ラスの全員 が一 人一 台 の コンピュ

ー タを使 うことが可能 とな りつっ あ る。 しか しなが ら実 際 に こ う したパ ソコ ンルー ム を使

用 してみれ ばわか る こ とだ が、パ ソ コンル ー ムに入 った瞬間 、生徒 は各 々勝 手 にパ ソコン ー

を操 作 し出す。 権威 あ る教員 はその 瞬 間か ら教員 としての尊 厳 を失い 、単 な るパ ソコン操

作 のた めのア シス タン トに なって しま う。

教 育 の主導権 は教員 にあ るべ きで、 その ため には このよ うな従 来型 のパ ソコ ンルー ムで

はな く、「演示 型」の教育 を念頭 に置 き、コン ピュー タ実習 につ いて も効果 的 に行 なえ るよ

うに配慮 した 「第 二世代 のパ ソコ ンル ー ム」 田を設備 として持 つ こ とが考 え られ る。

「第 二世代 のパ ソコンルー ム」 には、教員 の背 後 に巨大デ ィスプ レイ が配備 され 、教員

は この巨大 デ ィスプ レイ を用 い て授 業 を行 な う。 生徒 一人一 人 はパ ソコンでは な くノー ト

サイ ズ の情 報携帯端 末(PDA:PersonalDigita1Assistance)を 持 ってい る。PDAは パ ソ コ

ン と同等 の能力 を持 ってい るが、 キー ボー ドの代 わ りにペ ン入力 を使 用 し、 ノー トサイ ズ

の形状 となってい る。 生徒 は、通 常 は教 員 と巨大デ ィスプ レイ を眺 め、 ロー カル な操作 は

PDA上 で行 な う。PDA上 と巨大 デ ィスプ レイ の間では ワイ ヤ レス通信 で情報 の受 け渡 し

が可能 で あ り、巨大デ ィスプ レイ の情 報 をPDAに 取 り込 ん だ り、PDAに 書 き込 んだ情

報 を巨大デ ィスプ レイ に転記 す る こ とが可能 で ある。

最 近の表示 端末技術 の発展 に よ り、プ ラズマ デ ィスプ レイ の よ うな明 るい 巨大表 示装置

が 出て きてお り、またプ ロジ ェク タを利用 す る場 合 で も、 プ ロジ ェクタの 明 る さが急速 に

向 上 してい る。 またPDAに つ いて も小型 で安価 な ものが どん どん現 れて い る。 ワイ ヤ レ

ス通信 について もこの2～3年 で実用 技術 とな って いる。2005年 以 降 に この よ うな コンセ

プ トに基 づ く 「第 二世代 のパ ソコ ンル ー ム」 が普及 してい くこ とが考 え られ る。

3.3.4遠 隔 学習の 問題 点

教 育の情報 化 に関連 して、い ま世界 で話題 とな ってい るアプ ロー チに放送 やイ ンター ネ

ッ トな どを利 用 した遠 隔学習 の話題 が ある。遠 隔学習 の利 用 形態 と して は、 さま ざま な形

態 が考 え られ る。 一つ は教員 の代 わ りとしての利用 であ る。 テ レビで放送 を聞 くよ うなイ

メー ジであ り、テ レビ講座 の よ うな ものを 、一時 間ま るのま ま見 る とい う形式 で ある。 そ

の 中では、講獅 が現れ て教 員 の代 わ りに授業 を行 な う。 も う一 つ の利用 法が 、・自主学 習 の

た めのテ ィー チ ングマ シ ン として の利用 で あ る。 コン ピュァ タの 上 に教材 がの ってお り、

説 明を読 み問題 を解 い てい く形式 で あ る。

しか しなが ら、い まの ままで放 送や イ ンター ネ ッ トな どを利 用 して遠隔教 育 を試 みて も

あ ま り効果 が挙が らない可能 性 が あ る。例 えば、テ レビや ラ ジオ な どを利 用 した遠 隔教 育

の システ ム と して、た とえば放送 大 学 は非 常 に多 くの学生 を集 めて い るが、 その反面、 実

際 に単位 を とって修 了す る割合 は低 い。'

なぜ今 のま まの遠 隔教 育で は駄 目か?と い うこ とを考 えてみ る と、 ア ウェアネ スの問題
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1.本 編3.ヒ ュー マ ンイ ンタ フ ェー ス技 術の 現状

に行 き当た る【2]。ア ウェアネ ス とは 臨場感 ともい うべ き もので、 緊張感 を もっ て講義 を聞

いてい る生 徒 の熱 気 を感 じられ る よ うな メカニズム を言 う。 す なわ ち大切 なの は同 じ机 を

な らべて勉 強 してい る生徒 の熱気 で あ る。生徒 は教員 の講義 に刺 激 を受 け勉 強 に励 む 、 と

い うこ とが もち ろん あ るが 、それ と同時 に、他 の生徒 が一生 懸命 や ってい るの を見て頑 張

るので ある。 現在 、放送 大学 にお いて も、質 問の制度や スクー リング、宿題 やテ ス トな ど

を通 じて この よ うな臨場感 を高 め る さま ざまな工夫 を してい る よ うで ある。

このア ウェ アネス のサ ポー トに関 しては今後 の研 究 の進展 が必 要 であ り、そ のた めの ソ

フ トウェアツール が工夫 され な けれ ば な らない と思 われ る。 ま た、イ ンター ネ ッ トは放 送

とは異 な り双 方 向性 を持つ ので 、 この よ うな 工夫 は しやす い と予想 され る。

3.3.5実 世 界 指 向 イ ン タ フ ェ ー ス

通 常、 コン ピュー タの 中にあ る情 報 にア クセ スす るに は、キー ボー ドな どを用 いて キー

とな る単語や 情報 な どを打 ち込ん でや る必 要 があ る。これ に対 して、「実 世界指 向イ ンタフ

ェー ス」 とは、実世 界 の物 や場 所 な どを手がか りに、 コ ン ピュー タ とイ ンタラ クシ ョンす

る手法 で あ る[3]。す なわ ち、 実世界 の物や 特定 の場所 を触 った り見 た りす るだけで コン ピ

ュー タ情 報 を得 られ る よ うにす る。

例 を あげ る と、 「拡 張現 実 」 と呼 ばれ る ものが これ にあた る。透 過 型 のヘ ッ ドマ ウン ト

デ ィスプ レイ を装着 して外 の世 界 を見 る と、電子世 界の情 報 が外 の世界 の注釈 とな って現

れ るよ うにす る。 た とえば、理 科室 に人体 の模型 があ った とす る。 この模 型 を透 過型 のヘ

ッ ドマ ウン トデ ィスプ レイを装 着 して見 ると、 この模 型 の 中に臓 器 とそ の名称 が重 ね合 わ

せ で見 え る よ うにす る。 また 、 このヘ ッ ドマ ウン トデ ィスプ レイを装着 して町 に出 る とす

る。 そ こが初 めての町 であ って も町 を歩 く と電子 的な情 報 が現実 の情報 の上 にスーパ ー イ

ンポー ズ され て表示 され 、 うま く街 をガイ ドして くれ る よ うにす る。 特別 にヘ ッ ドマ ウン

トデ ィスプ レイを装 着 しな くて も、 手 に持 ってい るPDAや 携 帯電 話 にその代 わ りを させ

るこ とも可能 で あ る。 例 え ば、スーパ ー マー ケ ッ トに買い もの に行 くとす る。 そ こに あ る

商品 を手に とる と、そ の商品 に関す る情報 を手 に持 った携 帯情 報端 末上 に表示 して くれ る

よ うにす る。

こ うい った こ とを うま く実現 す るに は、まず見 てい る もの、触 って い るものが何 で あ る

か をコン ピュー タが認 識す る必 要 があ る。 その ために は、 あ らか じめ対象 物 にIDを つ け

る必要 が ある。 また、状況 に応 じた情 報 を取 り出す に は、 自分 が どこにい るか とい う位 置

情 報 を認 識す る ことも重要 で あ る。 そ のため に、 自分 の位 置情 報 を コン ピュー タが認 識す

るGPS(GlobalPositioningSystem)な どを配備 してい る必 要 があ る。

また 、MITの 石井裕 らに よ り提 唱 され て い る考 え方 にTangibleBitsと い う考 え方が あ

る。TangibleBitsと は実 体 があ って触 れ て知覚 でき るオ ンライ ン情 報 の こ とであ り、従来

のGUIが 情 報 をス ク リー ン上 の画 素で表 現 してい るのに比べ 、情報 を実体化 させ て 、実 世

界 に回帰 、 融合 させ よ うとい う試 み で ある[4]。こ うした考 え方 を教育 に取 り入れ る ご とに

よ り、キーボ ー ドに抵抗 の あ る生 徒 に対 して も、よ り自然 な形 で五 感 を利 用 したTangible

な操 作 で教育 を行 うこ どが で きる。

す で に携帯 電話 には、小 型 カメ ラやGPSな どが標 準的 に装備 され た もの も現れ て お り、
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現在 はやや 大が か りな準備 が必 要 な 「実 世界指 向イ ン タフェー ス」 も、近 い将 来 には きわ

めて現実的 な技術 とな る と考 え られ る。

実世界指 向イ ンタフ ェー スを教 育 に活 用す る こ とで、 いま まで コ ンピュー タ と縁 の薄 か

った人 が コン ピュー タの操作 を手軽 に行 なって必要 な情報 を取 り出す こ とが で きる よ うに

な る と予想 され る。「実 世界指 向イ ンタフ ェー ス」を積 極 的 に教 育現場 へ適 用す る ことに よ

り、教 育 にお け る情報 化 も以前 とは ま った く異 なった 、 よ り自然 な ものに進化 してい くこ

とが期待 され る。
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3.4シ ステム化の課 題 とそれ を支 える ミ ドル ウ ェア

ユ ビキタス情報 環境(以 下本節 で は"ユ ビキ タス環境"と 称 す る)に お ける情報 処理 は 、

「モバイル 端末 と環境埋 め込 み型情 報処 理装置 とが有機 的 に結合 した環境 にお け る情 報処

理 で ある。」田 として定義 す る ことがで き る。ユ ビキ タス情報 社会 とは 、ユ ーザ で あ る我 々

が、 この よ うな環境 を常に利 用 しな が ら生活す る こ とを想 定す るもの であ る。

システ ム化 の課 題 を考 え る上で シ ステム提供 者 の存在 を無視 す る こ とはで き ない。 しか

し現段 階で は、ユ ビキ タス環境 システ ムの全 体 を包 括的 に定義 し うる事 業者 が現れ うるか

ど うかは明確 では ない。イ ンター ネ ッ ト(Internet)お よびWebの これ ま での 開発 経緯 を

振 り返 る と、長 期的 に はネ ッ トワー クア プ リケー シ ョンな どそれ ぞれ の レイ ヤ ご との水平

分散 型の システ ム連 携 が実施 され る可能性 が もっ とも高 いだ ろ うし、短 期 的 には医療 ・運

輸 な ど特 定分野 に限定 した垂 直分散型 の システ ム開発 が実施 され る可能性 が高 い だろ う。

いず れ にせ よ、機器 の 高度化や機 器 同士 の連携 が適切 に行 な われ なか った場合 、ユ ーザ の

利 便性 が逆 に阻 害 され て しま うこ とは間違 い がな い。 従 って 、ユ ビキ タス環境 の システ ム

化 お よび それ を支 える ミ ドル ウェア において は相 互運用性 の検討 が不可欠 の要 素 とな る。・

本節 では 、相 互運用 性 の見地 を含 め、既 存 の分散 オ ブ ジェ ク ト技 術や エー ジ ェ ン ト技術

を参 照 しなが ら、ユ ビキタス環境 の システ ム化お よび それ を支 え る ミ ドル ウェアの現 状 と

今 後 につ いて述 べ る こ とにす る。 ユ ビキ タス環境 の システ ム化 におい ては これ を分散 処理

技 術 ・エー ジ ェン ト技術 も しくはエ ー ジェン ト技術 と同等 の技術 と して見 るこ とが で きる

こ とが多いた めであ るf2・3・4]。

3.4.1シ ス テ ム ア ー キ テ ク チ ャ

ユ ビ キ タ ス 環 境 を構 築 す る た め の シ ス テ ム ア ー キ テ ク チ ャ は 、 現 段 階 で標 準 とな る もの

が あ る わ け で は な い 。図3.4・1に 、参 考 と して エ ー ジ ェ ン ト技 術 の 標 準 化 を 目指 すFIPA[5]
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にお け る仕 様構成 を示 す。

ApPlications

AbStractArchitecture

Agent

Communicatien

Communi¢ative

Acts

Agentmessage

Transport

i血teraction

PretocolS

Agent

Management

Content

L良nguages

図3.4-1FIPASpec'ifiGation関 係 図

FIPAの 仕 様 体系 はそれ のみ で十 分な もq)と はい えない が、エ ー ジェ ン ト技術 の標 準化

が包括 的な 目標 を持 つた め 、ユ ビキタス環 境 の システ ム化 にお け る参 照モ デル とす る こ と

がで きるだ ろ う。 また将 来ユ ビキタス環境 の相互運 用性 を 目指す ので あれ ば、少 な くとも

図3.4-1に 示 された構 成 のそれ ぞれ につい て仕様策 定の議論 が必 要 とな るはず であ る。 図

3.4・1に は直接 的 に現れ て はい ないが 、現在 も議論 が進 め られ てい るオ ン トロジー、セ キ

ュ リテ ィ、移 動 コー ド、 ドメイ ン&ポ リシ な どを どの よ うに取 り扱 ってい くか とい う問題

は、ユ ビキ タス環境 の アー キテ クチ ャを考 え る上で不 可欠 の要 素 と考 え られ る。

3.4.2メ ッセ ー ジ通 信 機 能

ユ ビキ タ ス 環 境 の シ ス テ ム化 にお い て 相 互 運 用 性 を重 視 す る場 合 、 も っ と も重 要 な 分 野

は シ ス テ ム 間 の メ ッセ ー ジ 通 信 規 約 で あ り、 基 本 機 能 と して は 分 散 オ ブ ジ ェ ク ト技 術 や エ

ー ジ ェ ン ト技 術 と同 等 の も の も し くは これ ら を基 盤 と した も の が 必 要 とな る
。

図3.4・1に 示 したFIPA仕 様 を例 に 取 る と、TransportAddress,NameResolutionに 関

わ るAgentnamingに 関 わ る規 約 はAgentManagement仕 様 に 、 メ ッセ ー ジ配 信 に 関 わ

るTransportProtocolお よ びEnvelopに 関 す る規 約 はMessageTransport仕 様 に規 定 さ

れ て い る が 、 これ に相 当す る規 約 はユ ビキ タ ス 環 境 の シ ス テ ム 化 に お い て も必 須 要 件 とな

る。

エ ー ジ ェ ン ト間 通 信 で は こ れ ら に加 えBDIモ デ ル に 基 づ く形 式 的 意 味 記 述 を 持 つ

FIPA-ACI.[6]の よ うにエ ー ジ ェ ン トの 自律 性 に係 わ る仕 様 が 加 え られ て い る が 、 この 部 分

ま で ユ ビキ タ ス 環 境 の シ ス テ ム 化 に必 要 か ど うか は 明 らか で は な い 。 対 象 とす る シ ス テ ム

の粒 度 に も依 存 す る 問 題 だ が 、将 来 の ユ ビ キ タ ス 環 境 が ユ ー ザ のPreferenceに 対 応 す る よ

うな 個 人 化 に 対 応 す る の で あれ ば 、 あ る程 度 の 自律 性 を持 っ た 相 互 運 用 が 必 要 とな る 可 能

性 は あ る。

い ず れ にせ よ 、 メ ッセ ー ジ通 信 機 能 の 仕 様 が 異 な るモ バ イル 端 末 と環 境 埋 め 込 み 型 情 報

処 理 装 置 との 組 み 合 わ せ に よ っ て 、 ユ ー ザ に 対 して シ ス テ ム調 整 の た め の 煩 雑 な 要 求 が 発

生 す る よ うな 状 況 は 、 ユ ー ザ ビ リテ ィ の観 点 か ら好 ま し くは な い。
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3.4.3ア ウ ェ ア ネ ス 機 能

ユ ビキ タス環境 の システ ム花 におい ては、 通常 の メ ッセー ジ通信機 能 に加 え、 システム

間でア ウェアネ ス に相 当す る機 能 が求 め られ る可 能性 があ る。 通常 ア ウェアネ スは人 間同

士の コミュニケー シ ョンを深 化 させ るきっか け に関す る概 念 回と して用い られ てい る もの

で ある。

こ こでい うユ ビキタス環境 の システ ム化 にお け るア ウェアネ ス'とは、 モバ イル 端末 と環

境 埋 め込み型情 報処理 装置 とが有機 的 な結合 を実施 す るた めの近接検 知 とこれ に続 く相 互

作用 を記 述す る部分 に相 当す る。 した が って厳 密 な意 味で はア ウェアネ ス と表 現す る こと

は適切 では ないか もしれ ない。 ここでは コ ミュニケー シ ョンの前段 階お よび環境 変数 に係

わ るフェー ズが、 システ ム間相 互 の コ ミュニケー シ ョンにお いて も補完 的 な機 能 を提供 す

る とい う意味 で、ア ウェアネ ス とい う言 葉 を用い てい る。

この よ うなシろテ ム間 のア ウェアネ ス機能 は 、将来IPが 割 付 け られ る機器 の数 が爆発

的 に増 え、 さらに これ らの機器 を区別す るだ けの空 間分 解能 がネ ッ トワー ク と して得 られ

かつ移 動す る場 合 に必要 とな る。 従来 のサ ーバ ・クライア ン トモ デル の事前設 計的 な方法

論 では対応 しきれ な くな るた め、 システ ム相 互 の信頼性 確認 を含 めて、相互 に通信 し合 え

る状 態 を形成す るフェーズ が必 要 とな るので ある。

システ ム間の ア ウェアネス機 能 の実装 は、 システ ム的 にはエ ール大 学で 開発 され た並列

分 散 プ ロ グ ラム の た め の通 信 モ デ ル で あ るLinda[8]にNotification機 能 を 追加 した

JavaSpace[9]やT'Space[io]と いっ た分 散 オブ ジ ェク ト技術 の延長 線上 に ある とい え る。 た

だ しユ ビキ タス環境 のシステ ム化 におい ては これ らに加 え、 ヒ トが認 知す る物理 的なつ な

が りとの 関係 とを連 携 させ るこ とが必要 とな る。 またオ ブジ ェ ク ト自体が 空間 的に広 がっ

た一 定領 域 にオ ー ラ(Aura)や ニ ンバ ス(Nimbus)を 持つ とい う共有 仮想 空 間の接触 とい

うア ウェアネスモデル[11・12】も利用 され る可能性 もあ る。L

3.4.4P2Pセ キ ュ リ テ ィ

ユ ビキタ ス環境 にお ける情報 処理 の システ ム化 にお いて は、P2Pセ キュ リテ ィを どの よ

うに取 り扱 うか も課題 のひ とつ であ る。 現在 のP2Pモ デル【12・13・14】で はサー ビスの規 定方

法、信頼性 ・安 全性 に 関す る運用 管理方 法 、異 な る運用管 理 に基づ くP2P間 の通信規約 や

安全性 の保 障 に関 して具体的 で合 意 の とれ た方法論 や規 約 が存在せ ず、 その結 果 として、

最終的 なサー ビス の管理制御 とい う重 要 な問題 に対す る解決 方法 が与 え られ てい ない。 従

って 、ユ ビキタス環境 のシステ ム化 におい て は、多様 なセ キ ュ リテ ィ レベ ル を持つ ピア群

の 中で一 定 のポ リシに適合 した ピア の相 互接 続 か らなる仮想 ネ ッ トワー クを動的 に構 成す

るための方式 が必要 とい える。

図3.4-2は 、従 来の サーバ ・ク ライ ア ン トモデル にお け るア クセ ス管理 であ る。
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図3.4-2従 来 型 サ ー バ ・ク ラ イ ア ン トモ デ ル の ア ク セ ス 管 理

サ ー ビス の対象 とな るデ ー タに対 して各 ユー ザ に どこま でーの ア クセ ス権 限 を 与 え る の

か とい うポ リシは、す べ て このサーバ側 のア クセス管理 機構 によ'って定義 され る。 この よ

うな従 来 のサーバ ・ク ライ ア ン トモデル はP2Pに 対 しては適 切 では ない。Gnutellaや

Napsterの よ うなP2P型 のシステ ムで は全 て の ピア がク ライ ア ン トで ある と同時 にサ ーバ

に もな り得 るた め、 アクセ ス制御 に関す る機 能 を集 約的 に持 つ こ と自体 が不 自然 とな るか

らであ る。 またユ ーザ の利 便性 お よびユー ザ保 護 とい う観 点 か らみ て も、 サーバ 側 へ の事

前登録 が必須 とな る従来型 の方 式 は、登録 に あた って個人 の プ ライバ シデー タをサ ーバ側

に開示す るこ とが必 要 とな るな ど、ユ ビキタス環境 に もかか わ らず常 に個 人 デー タ を環境

に対 して開示す る こ とを迫 られ る可能性 が あ り、必ず しも適切 とはいえな い。

この よ うな 問題 に対 処す るため に、 図3.4・3に 示す よ うな ピア ご とにア クセス 制御機 構

を持つ とい うモ デル が必要 とな る。 図3.4・3に 示 す よ うな クライア ン ト側 ピアで の ア クセ

ス制御 はユーザ か ら見 る と常 に 自分の ピアで ア クセ ス制御 の検査 が行 われ るた めにサ ーバ

の よ うな外 部の ピア に 自分 の属性 情報 を開示 しな くて も済 む とい うメ リッ トが ある。 これ

は例 えばア クセ ス制御 に要 求 され る情報 が個人 のプ ライバ シー に関わ る よ うな もの であ っ

た ときな どに有効 で あ る。 なお 図3.4・3に お け るア クセ ス制 御機構 はそ の ピアの所 有者 で

さえ も改窟 な どの不正 がで きな い よ うに耐 タンパ性 を持 ったデバ イスの 中に格 納 し、 かつ

そ の正 当性 を証 明す る機構 を備 え るこ とを前提 に して い る。 この ことに よって 各 ピア は信

用 の基 点 を各 ピア の内部 に持 つ ことが可能 とな る。
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図3.4-3ク ラ イ ア ン ト側 ピア で の ア ク セ ス 制 御
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しか し全 て の ピア にア クセ ス制御 機 構 が存在 す るだ けでは ・P2Pモ デル にお け るセ キ ュ

リテ ィ問題 は解決 しない。各 ピアの ア クセ ス管理機構 に適 切 な ポ リシが定義 されて い なけ

れ ばア クセ ス制御機 構 は有 効 に機 能 しない か らで ある。 従 って少 な くとも相 互 に連携す る

ピア間 におい てはポ リシが共有 され 、 このポ リシに基づ くア クセ ス制御 が行 な われ る必 要

が あ る。

逆 に この よ うなモデル を導 入す るこ とができれ ば、ユ ビキ タス環 境 にお け るコ ミュニテ

ィの概念 を 『特定 のポ リシを共有 し、そ のポ リシに基づ くア クセ ス制御機 構(も しくは相

互 の通信 機能)を 持つ ピア群 の集合 』 と再 定義す るこ とが 可能 とな り、P2Pベ ー ス のア ク

セ ス制御 機構 として運用す るこ とが 可能 とな る。 た だ し現段 階 ではユ ビキタス環 境 下にお

け るポ リシマネ ージ メン トの方 法論 は十分 に確 立 され てい る とは いえ ない。

一方 システム 的には この よ うなモ デル を実装す る環境 が整 いつ つ あ る とい える
。公 開鍵

暗号方 式 に基 づ くPKIに つ いて は、クライ ア ン ト側 に暗号Coprocessorを 有 す る耐 タ ンパ

ICカ ー ド[16】を配置す るこ とによ って よ り安全 にかつ 高速 に実施 す る ことが可能 とな りつ

つ あ る。 またIPv6の セ キ ュ リテ ィ機 能 に よ り、 ピア同士 の通 信 を よ り高 い信頼 性 を もっ

て実施 す るこ とが可能 となる。

もちろん、ユ ビキタス環 境 下にお け るすべ ての ピアが非 常 に高い信 頼度 を持 つ必 要は な

い か も しれ な い。 また各 ピア の持 つ 計算 リソースや通信 機能 な どの制 約 も大 きい。 しか し

一方 で
、ユ ビキタス環境 下のすべ て のデバ イス がDDOS攻 撃 の踏 み 台 にな る可能 性 も指摘

され て い るこ とか ら、遠 くない 将来 にお いて ユ ビキタス環境 下 にお け る各 ピアの信頼 点 の

確 保 とポ リシに よるアクセス制御 が シ ステ ム構 築上不 可欠 の要 素 とな り うる と考 え られ る。
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3.5ユ ビキ タス関連の 先端研究 プロジ ェク トと動 向

本節 で は、 ユ ビキ タス ・イ ンタ フェー ス環 境 に関わ ると思 われ る、現在 進行 中の研 究 開

.発プ ロジェ ク トの一 部 を紹介 す る。これ らの 中には、プ ロジ ェク トとして 一見 ユ ビキタス ・

イ ンタ フェー ス環境 を直接扱 ってい ない よ うな もの も含 まれ る。 例 え ば、東京 急行 の グー

パ ス ・サー ビスな どは個別 の システ ム とい う見方 もある。 しか し、我 々 はす こ し広 く概 念

を とらえてセ ンサーや ア クチ ュエ ー タが遍在 して協調 して動作 す る もの を ピ ックア ップす

るこ とに した。 ユ ビキ タス社 会 を予感 させ る システ ムや研 究 プ ロジ ェク トを紹 介 し、そ の

イ メー ジをふ く らます こ とをね らって い る。 なお、 関連 す るプ ロジ ェク トを網 羅的 に調査

した内容 は、資 料編B「 ヒュー マ ンイ ンタフ ェー ス関連 プ ロジ ェク ト」 と して報告 して い

る。

こ こで は国 内外 のユ ビキ タス関連 プ ロジェ ク トの具体 的 な内容 につい て、 い くつ か紹介

す る。

3.5.1マ イ ボ タ ン

産業 技術総 合研 究所 サイバ ーア シス ト研 究セ ンター

関連URL:http:〃www.carc.aist.go.jp/mybutton.htm1

「いつ で も、 どこで も、 ボ タンの一押 しで用 事が済む 」 この コンセプ トを基 に考案 され

た ボタ ンー つ の万能小型 デバ イ スがマ イボ タ ンで ある。 マイ ボ タンが、ユ ーザ の要 求 を知

るため には、 その人 の状況 、状態 を知 る必要 が あ り、マ イ ボタ ンは この よ うに状況 に深 く

依 存 した もので あ る。

マイボ タ ンの開発 につ なが る研 究 として 、デ バイ ス、 ソフ トウェア、パ ー ソナル エー ジ

ェン ト、 コンテ ンツ、エー ジ ェン トと分 野別 にそれぞれ研 究 チー ムを分 けて い る。 た とえ

ば、デ バイ ス研 究チ ーム では レー ザー ビー ムに よる位置 測定 とデー タ通信 の 両方 を行 う技

術 の研 究 開発 を行 った。 この ビー ム光 の開発 に加 えて、 さ らに光 を電流 に変換 す る光電変

換 素子 と電 流 を音 に変換 す る電流音 響 変換装 置 を備 えた無電源 情報 端末 を開発 す る こ とで、

指 向性 と電 力提 供 の両方が 可能 な ビLム 光 と無電源情報 端末 を利 用 した 「ある場所 で ある

方 向を向 いた ときに、適切 な情 報 を提供 す る」ことが可能 な システ ム も開発 した。例 えば、

駅や街 角 、博 物館 、 レジ ャー ラン ドな どで、各種情 報提供((例)ア トラク シ ョンの待 ち時

間、彫刻 の詳 細説 明、大売 出 し情 報 な ど)、道 案 内支援((例)「 こち らに は～が あ ります」)、

注意 喚起(「(例)頭 上注意!」)な どを行 うシ ステ ム、お よび街 角 の大型 デ ィスプ レイ の方

向 を向 く と、そ の音だ けを聞 くことがで きるサ ー ビスが考 え られ る。

マイ ボ タ ンは、IPベ ース のネ ッ トワー ク コ ミュニ ケー シ ョンか らの脱却 をはか って い る

点でユ ニー クで あ る。 ユ ビキ タス環 境 では 、ユーザ はいろい ろな場 面 に遭 遇す る。 と くに

自分 の情 報 を明 か さないでサ ー ビス を受 けたい こともあ り得 る。その場 合 、IPネ ッ トワー

クに とらわれ ないネ ッ トワー クコ ミュニケー シ ョンが有効 にな る場 面 も生ず る。 なお、 マ

イボ タ ンの コンセプ トは非常 に高度 な状 況認識 が背後で動 作 してい るこ とを前 提 として い
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る 。

3.5.2ユ ビキ タ ス ヘ ッ ドセ ッ ト

(株)東 芝 研 究 開 発 セ ン タ ー

関 連URL:http:〃www2.toshiba.co.jp/about/press!2002 _01/prjO801.htm

東 芝 はBluetoothや 音 声 認 識 技 術 な どを搭 載 した ユ ビキ タ スヘ ッ ドセ ッ トを 開発 した。'

この ヘ ッ ドセ ッ トは 音 声 認 識 エ ン ジ ン を搭 載 して お り、 声 を コマ ン ドに変 換 してPCや 身

の 回 りの機 器 に ワイ ヤ レス で送 信 で き る。 ま た,音 声 を 指 定 され た機 器 に22.05kHzで サ

ン プ リン グ され た デ ー タ と して録 音 可 能 で あ る 。 ま た 、PCや 携 帯 オ ー デ ィ オ 機 器 か ら送

信 され る音 楽 デ ー タ を ワイ ヤ レス で 受 信 す る機 能 も備 え て お り、 そ の 際 に はBluetoothの

AVプ ロ フ ァイ ル に 準 拠 す る。バ ッテ リー と して リチ ウム イ オ ン2次 電 池 を採 用 して お り、

重 量 は100グ ラ ム 以 下 。 応 用 ア プ リケ ー シ ョ ン と してBluetoothを 搭 載 した 冷 蔵 庫 とい

っ たIT家 電 の コ ン トロー ル が 考 え られ 、 ユ ビ キ タ ス環 境 に お け る基 盤 デ バ イ ス と して の

利 用 が 期 待 され る。

ユ ビ キ タ ス環 境 、 と くに屋 外 に お い て は 、 ユ ー ザ の イ ン タ フ ェ ー ス は 音 声 入 力 が最 善 で

あ る との考 え に 基 づ い た シ ス テ ム で あ る。Bluetoothネ ッ トワー ク は今 後 の ア ドホ ッ クネ

ッ トワー ク を支 え る技 術 と して 赤 外 線 通 信 と相 補 的 に使 わ れ て い く と思 わ れ る。

3.5.3C-MAP:Context-awareMobileAssistantProject

(株)国 際 電 気 通 信 基 礎 研 究 所(ATR)メ デ ィア 情 報 科 学 研 究 所

関 連URL:http:〃www.mic.atr.co.jp/dept2/c・map/index・jp.html

プ ロ ジ ェ ク トは 情 報 処 理 技 術 を利 用 して 知 識 や 興 味 を 共 有 す る人 間 の 間 の コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョン を促 進 す る 環 境 を 構 築 す る。 博 物 館 、 美 術 館 な どの 展 示 会 を想 定 して 、 見 学 者 一

人 一 人 の状 況 や 興 味 に応 じた 展 示 ガ イ ドを す る個 人 ア シ ス タ ン トシ ス テ ム で あ る。

具 体 的 な サ ー ビス は 以 下 の よ うな もので あ る。

a)携 帯個 人ガイ ド(PalmGuideパ ー ムガイ ド)

ユー ザの興 味や それ ま での見 学履歴 に応 じて 、 口頭発 表や デ ジタル ポス ター聴講 の

ナ ビゲーシ ョン支援 をす る。

b)情 報キオス ク'

会場 に数 台設置 され た キオ ス ク端末 か ら、展示 会 の詳細 情報 を見 る こ とがで き る。

そ こでは、オ ンライ ン論 文 の閲覧や 、読 んでい る論 文 への メモ書 きな どもで きる。

c)AgentSalon(エ ー ジェ ン トサ ロン)

参加者 同士 の出会 い と情報交換 の場 を提供す る。
べ

d)見 学 日記

PalmGuideに 記録 され た見 学履歴 デー タ を利 用 して 、一人一 人の 見学 日記 を作成 し、

ご希 望の方 に印刷 サ ー ビス を提供す る。

ユ ビキ タスな情報 ア クセ ス環境 を実験的 に構 築 し、個 人エ ー ジ ェン トがそ の情報 ア クセ

ス を支援す るシステ ムで ある。ユ ビキ タス環境 は、公衆 性や 共用性 が強 い ため個人 サー ビ
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スをす るため には、何 らか の個人情 報管 理が必要 で ある。CMAPは それ を個 人エ ー ジェ ン

トとい う携帯 エー ジ ェン トに任せ て い る点 ではっ き りした コンセプ トを示 してい る。

3.5.4goopas/グ ー パ ス

オ ム ロン(株)、 ぴ あ(株)、 東京 急行電 鉄(株)、(株)東 急エ ー ジェ ンシー

関連URL:http:〃www.goopas.jp/

goopasは 定期券 で 自動 改札機 を通過 した直後 に、行 き先周辺 の情 報 を携帯 電話 に メール

配信 す るサー ビス。 ユ ーザ が 自動改 札機 を通 るタイ ミン グ(時)を 情報 配信 の絶好 の機会

と とらえ、 また グーパ ス会員 申込み を通 して得 られ るユ ーザ の行 き先(場 所)や 属 性 、嗜

好(テ イス ト)を 情報 の絞 り込み 条件 にす る。

朝(2回)夕(2回)計4回 、ユ ーザ個 人 向けにカ スタマ イズ され た情報 が、 日替 わ り

で提供 され る。 例 えば 、朝 、改札 を通 る時 には 「会 社 の近 くでア フ ター5を 楽 しめ るライ

ブスポ ッ ト情 報」、金 曜 日の帰 りには 「週末 のお 出か け情報 」な どといっ た、身 近 です ぐに

活か せ る情 報 コンテ ンツ が提 供 され る。

システ ム は狭い範 囲 での情報連 携 が行 われ て い るが 、実用化 され てサ ー ビスが提供 され

てい る点 で、先 進的 で あ る。情報 の提 示 タイ ミング(電 車待 ちの間 に メ ッセー ジ を送 る)

な どに も工夫 が こ らして あ る。

3.5.50xygen

MITLaboratoryforComputerScience,ArtificialIntelligenceLaboratory

関連URL:http:〃oxygen.lcs.mit.edu/

MITの プ ロ ジ ェ ク トと して 、MichaelDertouzos、AnantAgarwal、RodneyBrooksら

に よっ て1999年1月 に ス タ ー トした 。2002年2月 現 在 、NTT、 ノ キ ア 、 フ ィ リ ップ ス 、

ビュ ー レ ッ ト ・パ ッカ ー ド、 エ イ サ ー 、 デ ル タ ・エ レク トロニ ク ス とい っ た 企 業 が 協 賛 し

て い る。

コ ン ピ ュ ー タ を 大 気 中 の 酸 素 の よ うに ど こ で も 自 由 に利 用 可 能 な 環 境 の 構 築 を 目指 す

プ ロジ ゴ ク トで あ る。 コ ン ピ ュー タ を あ らゆ る も の に 埋 め 込 み 、携 帯型 デ バ イ ス や 環 境 に

埋 め込 ま れ た 装 置 に 対 す る ア ク セ ス は 、 音 声 や 画 像 認 識 とい っ た 方 法 を と る。

、以 下 に プ ロ ジ ェ ク トにお い て細 分 化 され た 枠 組 み を示 す。

a)Handy-21

i携帯 端 末 。 試 作 器 は 、 音 声 、 画 像 を利 用 した 通 信 が 可 能 で あ る。

b)Network・21

ア ドホ ッ クネ ッ トワー ク、 位 置 追 跡 、 バ ー テ イ カル ・ハ ン ドオ フ 、 ネ ッ トワー クセ

キ ュ リテ ィ の た め の 技 術 を 開 発 した 。

c)Metaglue

携 帯 端 末 と環 境 に あ る 端 末 間 に分 配 され た ア プ リケ ー シ ョン を支 援 す る た め に 、新

しい 可 変 な エ ー ジ ェ ン トベ ー ス の ア ー キ テ ク チ ャ を 開 発 した 。 そ れ は ハ ー ドウェ ア

の エ ラ ー 、 通 信 の 失 敗 、 そ して 断 続 的 利 用 可 能 な リソー ス に 対 して信 頼 性 が 高 い。
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d)PerceptualInterfaces

マ ル チ リン ガル な 音 声 シ ス テ ム 、 画 像 に よ る 追 跡 技 術 、 マ イ ク ロ フ ォ ン ア レイ 、 音

声 信 号 を ビ ジ ュ ア ル に あ い ま い さ を 除 去 す る 技 術 、 そ して ス ケ ソチ イ ン タ ー フ ェ ー

ス が 開発 され た 。'

e)Knowledgeaccess

ネ ッ トワー ク上 で 利 用 可 能 な 膨 大 な 知 識 ヘ ア ク セ ス す るた め に 、 新 た に 自然 言 語 と

意 味 で接 続 され た ネ ッ トワー ク を 開 発 した 。

f)Collaboration

会 議 、プ レゼ ン テ ー シ ョン に お い て 、よ り効 果 的 な 支 援 を行 え る ツー ル を 開 発 した 。

プ ロジェ ク トは大 きな構想 を もって い るが、提示 され てい る シナ リオは、比 較 的あ た り

ま えな携 帯 コ ミュニケー シ ョンのイ メー ジであ る。

3.5.6SmartDust

UniversityofCalifornia,Berkeley(カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学 づ 一 ク レ ー 校)

関 連URI.:http:〃www・bsac.eecs.berkeley.edu/～pister/SmartDust/

1mm3に セ ン サ 、 電 源 、 ア ナ ロ グ 回 路 、 双 方 向 光 通 信 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル マ イ ク ロ プ ロ セ

ッ サ と い っ た 機 能 を 組 み 込 む こ と が 目 標 と さ れ 、 埃 の よ う に 小 さ い デ バ イ ス の た め 、 ス マ

ー ト ・ダ ス ト と 呼 ば れ る
。

具 体 的 な プ ロ ジ ェ ク ト の 目 標 と し て

a)戦 場 にお け る見 張 りセ ン サ ネ ッ トワー クへ の 応 用(防 衛 利 用)

b)爪 に スマ ー ト ・ダ ス トを付 け る こ とで 実 現 す る仮 想 キ ー ボ ・一・一・ド

c)商 品 に ス マ ー ト ・ダ ス トに よ るIDを つ け る こ とで 流 通 を監 視 す る在 庫 コ ン トロー

ル シ ス テ ム

な どが ある。

ユ ビキ タス環境 で活 躍す る超 小型 デ バイ ス として注 目され てい る。 一方 でその非 常 に極

小 なサイ ズ のた め、 も し自分 の部屋 にスマ ー ト ・ダ ス トが進 入 して も気 づ かない 、 とい う

我 々 のプ ライバ シー に関わ る問題 を抱 えてい る。

3.5.7AwareHome

GeorgiaInstituteofTechnology(ジ ョー ジ ア 工 科 大 学)

関連URL(1):h七tp:〃www.cc.gatech.edu/fce/ahii/

関連URL(2):http:〃www.innovations.gatech.edu/awarehome/

家 屋 の い た る と こ ろ に セ シ サ ー や コ ン ピ ュー タ を埋 め込 み 、 そ れ ら をネ ッ トワー ク で 結

ぶ 。 そ の 環 境 が 生 活 に 与 え る影 響 の 調 査 、 提 供 可 能 な サ ー ビス の 調 査 、 ま た 、 そ の た め に

必 要 とな る技 術 の 研 究 開発 を行 うプ ロ ジ ェ ク トで あ る。 居 住 者 家 の1階 は研 究 利 用 され 、

既 存 の プ ロ ジ ェ ク トの 改 良 や 新 技 術 の 開 発 が 行 わ れ て い る。 こ こで 十 分 に研 究 され た ブ ロ
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ジ ェ ク トは 上 の2階 へ と移 され る。2階 で は 実 際 に 生 活 の 中 に 導 入 して 、 ユ ー ザ か ら フ ィ

ー ドバ ック を 受 け る こ とが で き る
。 地 下 で は 上 階 の モ ニ タ リン グや セ ンサ の 制 御 、 ネ ッ ト

ワー キ ン グ な どを サ ー バ ー が 行 っ て い る。

プ ロ ジ ェ ク トで研 究 され た 例 を示 す。

a)DigitalFamilyPortrait

遠 隔 地 か ち た と え ば 老 い た 自分 の 親 と コ ミュ ニ ケ ー シ ョン お よ び 支 援 を行 う こ とが

で き る シ ス テ ム で あ る。

b)FamilyIntercom

AwareHomeに 居 住 す る年 老 い た親 との コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン を促 進 す る よ うに 設 計

され た 。 た とえ ば 、 自分 の 母 親 と通 信 して い る場 合 、彼 女 の ス テ ー タ ス や 活 動 とい

っ た 情 報 を 家 族 が 遠 隔 地 か ら も共 有 で き る。 た と え ば彼 女 が 寝 て い る 間 は 起 こ した

く な い が 、 情 報 を 知 りた い 場 合 に 便利 で あ る:

c)GesturePendant

こ の ジ ェ ス チ ャ ー ペ ン ダ ン トは 簡 単 な ジ ェ ス チ ャー を 認 識 す る こ とが で き る。 首 に

か け て 使 用 し、 家 の 明 か りな ど ホ ー ム機 器 の コ ン トロー ル を ジ ェ ス チ ャー で 簡 単 に

行 う'こ とが で き る デ バ イ ス で あ る。

3.5.8CoolTown

Hewlett-PackardLabs

関 連URL:http:〃www.cooltown.hp.com/

CoolTownの 中で は 、す べ て の 人 や 場 所 、物 がwebに よ っ て有 線 あ るい は 無 線 に よ っ て

ネ ッ トワー ク 化 され て い る.そ れ ぞ れ は 自分 の 存在 意 義 に つ い て 理 解 して い て 、 常 に ユ ー

ザ に適 切 な情 報 を 与 え る。 ま た 、webサ ー バ ー が あ らゆ る 場 所 あ ら.ゆ るデ バ イ ス に組 み 込

ま れ て い て 、 互 い に 情 報 を交 換 す る。 腕 時計 や携 帯 電 話 に も コ ン ピュ ー タ に よ りネ ッ トワ

ー ク と して 取 り込 ま れ 、 家 庭 や オ フ ィ ス な ど 日常 生 活 に お い て コ ン ピ ュー タ ネ ッ トワー ク

を 利 用 した よ り便 利 な サ ー ビス を受 け る こ とが で き る。 例 え ば 、 自動 車 の 運 転 時 に お け る

CoolTownア プ リケ ー シ ョン を 示 す 。 自動 車 の フ ロ ン トガ ラ ス が デ ィス プ レイ と な っ て い

て ナ ビゲ ー シ ョンや 自動 車 の 情 報 、そ してwebサ ー ビス が 表 示 され 、 ドラ イ バ ー に は メ ー

ル チ ェ ック や ブ ラ ウ ジ ン グ とい っ た ア プ リケ ー シ ョ ンが 提 供 され る。 イ ン タ フ ェ ー ス は音

声 や フ ロ ン トガ ラス の デ ィ ス プ レイ を利 用 した マ ル チ モ ー ダル イ ン タ フ ェー ス で あ る。

3.5.9SmartKom

DFKI(ド イ ツ人 工 知 能 研 究 所)

関連URL:http:〃www.dfki.de/pas/f2w.cgi?iuip/smartkom・e

SmartKomは 音 声 、 ジ ェス チ ャー 、顔 表 情 を入 出 力 と して 利 用 した マ ル チ モ ー ダル 対

話 シ ス テ ム で あ る.SmartKomは 状 況認 識 を特 徴 と して お り、 ユ ー ザ 、領 域 、 タ ス ク 、

状 況 、 メデ ィ ア とい っ た これ らの モ デ ル を表 現 し利 用 す る。 『

SmartKomの 適 用 シナ リオ は 次 の よ うな もの で あ る。
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a)空 港 や 駅 、 あ るい は 別 の公 共 の 場 に お け るマ ル チ モ ー ダル な コ ミュ ニ ケ ー シ ョン ・

キ オ ス ク と して 、 ホテ ル や レ ス トラ ンや 劇 場 の よ うな設 備 に 関 す る 情 報 を 得 る こ と

が で き る。 ・

b)「 モ バ イ ル 」 利 用 の シ ナ リオ と してPDAナ ビゲ ー シ ョン が あ る。 カ ー ナ ビ ゲ ー シ

ョン シ ス テ ムへ 利 用 した り,街 で 歩 行 者 が 利 用 した りす る.

c)ホ ー ム 、 オ フ ィ ス 、 情 報 サv・一・Lビス へ の マ ル チ モ ー ダル な ポ 一 夕ル と して の 機 能 を実

現 す る。 テ レ ビ、 ビデ オ の よ うな 家 電 装 置 や 、 電 話 や 電 子 メー ル とい っ た 標 準 的 な

通 信 手 段 を ポ ー タ ブル 端 末 で あ る ウ ェブ パ ッ ドを 介 して コ ン トロー ル す る。

3.5.10PervasiveComputing

IBM

関連URL:http:〃www・3.ibm.com/pvc/

PervasiveComputingは 情 報 を簡 単 に 管 理 す る ツ ー ル を提 供 す る。PDAや 自動 車 電 話 、

オ フ ィ スPCあ る い は 家 庭 用 ゲ ー ム機 とい った 装 置 が 、 一 つ の シ ス テ ム に 統 合 され 、 情 報

へ の シー ム レス な ア ク セ ス を 実 現 す る。

-PervasiveComputingは 情 報 を簡 単 に扱 うた め の ツ ー ル を提 供 す る一

人 々 は 電 子 化 され た個 人 情 報 、 秘 密 情 報 の送 信 とい っ た こ とを す る よ うに な り、 よ り高

度 なセ キ ュ リテ ィ を要 求 す る よ うに な る。 そ こで は 物 理 的 な 位 置 に 関係 な くす ばや い デ ー

タ へ の ア ク セ ス を要 求 す る。PDA、 携 帯 電 話 、PCな どの デ バ イ スや 家 庭 内 の シ ス テ ム が

ひ とつ の 統 合 され た シ ー ム レス な シ ス テ ム と して ア クセ ス で き る よ うに した い と考 え る。

PervasiveComputingは 情 報 をす ば や く効 率 的 に そ して 簡 単 に ア ク セ ス す る こ と を 可 能 に

す る。

-PervasiveComputingは 生 活 を便 利 にす る－

Pervasivecomputingは 増 大 す る 個 人 や 業 務 上 の 処 理 に 対 して 、 イ ンテ リジ ェ ン トデ バ

イ ス や 携 帯 デ バ イ ス を活 用 す る こ と を 目標 と して い る。 よ っ て 、 い つ で も ど こ で も簡 単 に

ネ ッ トワー ク上 に蓄 積 され た 情 報 へ の ア クセ ス を実 現 す る こ とを 考 えて い る。 これ らの 新

しい デ バ イ ス に は 、ユ ー ザ が ネ ッ トワ ー ク に 接 続 して 直 接的 に簡 単 に 情 報 や サ ー ビス に ア

クセ ス す るた め のマ イ ク ロプ ロセ ッサ が 組 み 込 まれ て い る。 この デ バ イ ス は 、電 話 や キ ッ

チ ン トー ス ター の よ うに 非 常 に シ ン プ ル に扱 え る もの ・で あ る。

PervasiveComputingは 毎 日の 生 活 の 中 に あ る 活 動 を統 合 す る こ とで 生 活 を よ り単 純 に

して くれ る。 複 雑 な 新 しい 技 術 を単 純 に扱 え る よ うに して 作 業 を効 率 化 す る こ とで 我 々 に

余 暇 を 与 え て くれ る。PervasiveComputingは 毎 日の 生 活 の 一 部 分 とな りつ つ あ る。

pervasiveは プ ロジ ェ ク トとい うよ りはIBM発 のubiquitousに 類 似 した コ ン セ プ トを

説 明 す る キ ー ワー ドで あ る。これ ら と さ らに 類 似 の キ ー ワ ー ドと してinvisiblecomputing

(コ ン ピ ュ ー タ を隠 して 見 え な い よ うに)が あ る。
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4.現 行 ヒ ュー マ ン イ ン タ フ ェー ス の 問 題 点 と期 待 感

利 用WGで は 、プ レユ ビキタス環境/ユ ビキタス環境 にお ける ヒ ュー マ ンイ ンタ フェー

ス のあ り方 を検討 す る一環 と して、ユ ーザへ のア ンケー ト調 査 を実施 した。 また 、全 国の

消費者 か らの相 談が寄せ られ てい る 「国民生活セ ンター」 を訪 問 し、資料調 査 を行 った。

ア ンケー トでは、 まず 現状 の 問題 点 を抽 出す るこ とに よって将 来 の ヒューマ ンイ ンタフ

ェー スの あ り方 を探 る こ とを 目的 と した。 さらに、 アンケー トの後 半で は未来 シナ リオ を

示 して将来へ の期待 度 を描 き出す こ とを 目指 した。 未来 シナ リオ につ いて の分析 結果 は第

5章 に示す。

4.1経 緯 と ア ンケ ー ト概 要

4.1.1経 緯

(1)は じめ に

調査 対象 と した のは現状 のパ ソコン、携 帯電話 に よる電 子 商取 引(EC)ユ ー ザで ある。

ECが 次 世 代 情 報通 信 環 境 の上 に構 築 され る生活 者 ・消 費 者 に とって 重 要 なア プ リケv-一・・

シ ョン分 野 の一 つ と して位 置 付 け られ る こ と、現在 す で にそ の 初 期 の フェー ズが立 ち上

が り、数 々の問題 点 が現 れ て きてい る と思 われ るこ とか ら、ECユ ーザ を対象 とした もの

であ る。 質 問内容 はECで の現状 の問題 点 を中心 と して い るが、将 来 のユ ビキタス環境 の

イメー ジ ・期待感 について はECに とらわれ ず調査 した。

未 来 シナ リオ は、2005年 ごろに実現 してい る と思 われ6近 未 来技術 ・商 品を、資料参 照、

デ ィスカ ッシ ョン等 に よ り設 定 し、あ る電機 メー カーの課 長 の一 日(朝 の シー ン、通 勤の

シー ン、帰 宅後 の家庭 での シー ン、妻 の最近 のシー ン)を 想 定 した もので ある。

ア ンケー ト実施 は下記 の 要件 で(株)日 本 リサーチ システム(JRS)に 委託 した。

(2)調 査 目的

本調 査 は、 ヒュー マ ンイ ン タフェース につ いて、次の事項 を探 るこ とを 目的 とす る。

①現 在 の電子 商取 引(EC)の 利 用状 況及び ヒューマ ンイ ンタ フェース課題 の明確化

②将 来 の ヒューマ ンイ ンタ フェー スのイメー ジに対 す る期 待 ・評価

調 査 目的 を上記2点 の よ うな形 に決 定 した理 由 と しては 、主 に はア ンケー トとい う手法

の特性 と限界 に ある。ア ンケ ー トとい う形式 を取 る場 合、それ 以外 の調 査手法(聞 き取 り、

観 察 、実験 等)と 比較 して 、 あ る一定 数 の調 査サ ンプル に よる平均 的 な意識 や行動 が数値

と して把握 で き る とい うメ リッ トが あ る一方 で、発生 して い る(し よ うと して い る)現 象

の詳細 にわた る部分 までは調 べ るこ とがで きない とい うデ メ リッ トが ある。 この よ うない

わ ば 「広 く浅 く」型 の調 査 手法 を用 い る場合 、現状 で既 に発 生 して い る出来 事 につ いて は

可能 な限 り範 囲 を絞 って具体 的 な事例 を も とに 「事実 」 を聴 取す る こ とに心が け、一方 、

今 後お こ り うる出来事へ の予 測 につい ては 、対象 者が 共通 のイ メー ジ を持 て るとい う条件

を守 りつっ も、 で きるだけ枠 を広 げて 、な るべ く自由なイマ ジネ ー シ ョンで回答 でき るよ

うに配慮 す る こ とが重要 と考 え られ る。 した がって、① の事 項 につ いて は、実 際 に対 象者

が経 験 した事 実 を特定 しな が ら回答 で き るよ う設 計 し、一方 、② の事項 につ いては 図や 文

章 、イ ラス トな どを用いな が ら、直感 的 に回答で きるよ うに設 計 した。

分 析 の視点 と レては、 この よ うな調 査設 計 の特徴 を活 か して、① と② の事項 それぞれ の

一31一



結 果 の対 比や 相違 に注視す るこ とが 重要で あ る。

4.1.2ア ン ケ ー ト概 要

(1)質 問

ア ンケー トは下記 の よ うな項 目につい て、全51ペ ー ジ、70問 の質 問か ら構 成 されて い

る。

具体 的な内容 を さ らに確認 したい場合 は、II資 料編 に添付 した 「調 査票」を参 照 され たい。

①パ ソコンで のECで 、実 際 に商品 を購…入 した経験 の あ る人 に対 して:

a)そ の商 品 ・サー ビスの ジャ ンル(3っ まで)

)

)

)

b

C

d

「購 入前 の情報 を知 る段階 」で の不安 ・トラブル な ど

「購 入 を決 めて手続 をす る段 階」 での不安 ・トラブル な ど

「手続 を終 え て、 商 品 を実 際 に手 に入れ るま で の段 階 」で の不安 ・トラブル

な ど

② パ ソコンでのECで 、商 品の購入 を中止 した経 験 のある 人 に対 して:

a)そ の商品 ・サー ビスの ジ ャンル(3つ まで)

b)「 購 入前 の情報 を知 る段階 」で の不安 ・トラブル な ど

c)「 購 入 を決 めて手続 をす る段 階」 での 不安 ・トラブル な ど

③モバイル 端末 でのECで 、実 際に商 品 を購 入 した経 験 のあ る人 に対 して:

a)そ の商品 ・サー ビス の ジャンル(3つ まで)

b)「 購 入前 の情報 を知 る段 階」で の不安 ・トラブル な ど

c)「 購 入 を決 めて手続 をす る段 階」 での不安 ・トラブル な ど

d)「 手続 を終 えて 、商品 を実際 に手 に入れ るまでの段 階」 での不安 ・トラブル な

ど

④モバイル 端末 でのECで 、商 品の購入 を中止 した経験 の ある人 に対 して:

a)そ の商 品 ・サ ー ビスの ジャンル(3つ まで)

b)「 購i入前の情 報 を知 る段 階」で の不安 ・トラブル な ど

c)「 購入 を決 めて手続 をす る段階 」で の不安 ・トラブル な ど

⑤パ ソコンで のECを 今後(も)利 用 したいか

⑥ モバイル端 末で のECを 今後(も)利 用 したい か

⑦ 「未 来の シナ リオ」 の4シ ー ンにつ いて:

a)そ の各 シー ンに対 して の印象

b)使 われ てい る近未来 技術 ・商品 に、魅 力 を感 じるか、感 じない か、そ の理 由

⑧ECで 利 用可能 に なる新技 術 に対 して 、便利 と思 うか、思 わな いか

⑨今 後のECに ついて の 自身 の考 えな ど

(2)調 査 対象者

今 回の調 査 目的 に沿 っ て、 もっ とも効 果的 に近未 来 ユー ザの代表 的 な姿 を把 握す るた め

には どの よ うな調査 対 象者 が望 ま しいのか とい うこ とを充分 に議論 した結果 、「プ ライベ ー

トでパ ソコンや携 帯電 話(ブ ラ ウザ フォン)・携 帯情報 端末 を使 った電 子商 取引利 用経験者 、

又は利 用 を 目的 と した サイ トア クセ ス者 」 を対象 と した。 した が って、今 回 の調査 結果 に

現 れ たデー タが、い わ ゆる世 間一般 人 の現在 の平均 的な 姿で あ る とは言 えず 、「や や先進 的 」

な傾 向 をもったユーザ 群 であ る と考 えるべ きで あ ろ う。 しか し、イ ンターネ ッ ト等 の普 及

が著 しい速度 で進 む昨 今 の事情 、 お よび本調 査 の 目的 で あ るユ ビキタス社会 へ の予測 とい
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一う観 点 を鑑 みれ ば、 この よ うに 「やや 先進 的」 なユ ーザ群へ の調査 結果 が、近 未来 の世 間
一般 の 姿を あ らか じめ予 測す る上 で

、 もっ とも効果 的 であ ろ うと判断 した。

年令:20～69才

性別1男 女個人

対象者数(実 集 計数):400サ ンプル(関 東 圏289サ ンプル 、関西 圏111サ ンプル)

男女比 は6:4

職 種 は男性 が技術 系会社 員31%、 事務 系社員26%の 順 、女性 は専業 主 婦41%、

有職 主婦35%の 順

地 区:関 東 地 区(1都3県)及 び関西 地 区(2府3県)

調 査対象者 抽 出方 法:JRS社 イ ンターネ ッ トモ ニター よ り条件 に合 致す る者 を抽 出

なお、 関東 圏 と関西 圏 の比率 の決 定 につい ては特 に理 由は ない。 なぜ な らば本調 査 の 目

的が 地域 に よる意識 や行 動 の差 を測 るもので はな いか らであ る。む しろ特定 の地 域 だけ(例

えば 関東 圏 のみ、 な ど)に 絞 って設 定す る こ とで、 か えって調査結 果 に何 らかの地 域性 が

意図せず 表れ て しま うこ とを避 けるた めに、 ご く一般 的 なバ ランス感覚 で関東 圏 と関西 圏

の対象者 を合計す る とい う処置 を施 した。

(3)調 査 対象者 のIT機 器利用 の特性

全体的 なプ ロフ ィール 等 は以下の通 りで あ る。

男性 は会 社員 、女性 は主婦(専 業or有 職)が 多 く、会社 だ けでな く自宅 で もデ ス ク トッ

プPCま た は ノー トPCを もち、利 用時 間 にかかわ りな く 「良 く使 い こなせ てい る/やや使

い こなせ てい る」 と思 って い る。 携 帯電話 の所有 率 も高 いが、ECに は利 用 してお らず使

い こなせ てい る と感 じる割合 もPCほ ど高 くない。

①IT機 器 所有 率 はデ ス ク トップPC(男 性91%、 女性80%平 均1.5台)、 ノー ト

PC(男 性65%、 女性45%平 均1。2台)、 携 帯電話(男 性90%、 女性81%)、

PDA(男 性18%、 女性3%)。

②パ ソコンでの イ ン タs-一・・ネ ッ ト利用 時 間は男性30時 間以上3S%、14-10時 間18%

の順 、女性 は30時 間以上21%、14・10時 間21%の 順。 「良 く使 い こなせ てい る/

やや使 い こなせ て いる」あわせ て男性87%、 女性75%。 〆

③ 携帯 電話 は 「毎 日使 って い る」男 性38%、 女性41%、 「離 さず 持 ち頼 って い る」

男女 とも20%。

④ 携 帯電 話 での イ ンターネ ッ ト利 用 時 間 は 「1時 間未 満/利 用せ ず」 あわせ て男性

72%、 女性76%で 、「良 く使 い こなせ て い る/や や使 い こなせ てい る」あわせ て男

性51%、 女性50%と 低 い。

上記 の よ うに、調 査 目的お よび設計 の意 図 どお り、「や や先進 的」なユ ーザ群 を的確 に捕

捉 で きた もの と評 価 で き る。 ただ し、年齢 分布的 に成 人 を対象 としてい るの で、携 帯電 話

に関す る意識 が 、世 間一般 で話題 になっ てい る若者 像 ほ どに は高度で はない傾 向 があ る。

この よ うな傾 向は 、後 に詳述す るPCで のEC利 用状 況 と、携 帯電 話で のEC利 用 状況

の著 しい差 となって表 れ てい る。 現段 階で は携帯 電話 に関す るEC利 用 の趨 勢 は、本 調査

の対象 者層 よ りもか な り若 い年齢層 におい て活発 で あるた め、そ の部 分 にお け る調 査結果

が世 間一般 で話題 にな ってい る よ うな 姿 を必ず しも代 表 してはい ない。
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1.本 編4.現 行 ヒュー マ ンイ ンタ フ ェー ス の 問題 点 と期 待感

事務系会社員
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無職

その他
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■男性
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『
図4.1-3回 答 者 の 職 業(%)
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PDA

携帯電話

■合計

■男性

口女性
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図4.1-4回 答 者の利用情 報機器(複 数 回答%)
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30時 間以 上

29～25日 寺間

24～20時 間

19～15時 間

14～108寺 間

9～5時 間

4～1時 間

1時 間未 満

、留 △ 計

■ 男 性

[コ女 性

0510152025303540

図4.1-5パ ソ コ ン を 利 用 した イ ン タ ー ネ ッ ト利 用 時 間(%.)

よく使いこなせている

やや使いこなせている

どちらともいえない

あまり使いこなせていない

ほとんど使いこなせていない

肯定計

中立

'否 定計

平均

翻合計

■男性

口女性

olb2030405060708090100

図4.1-6,.パ ソ コ ン で の イ ン タ ー ネ ッ ト の 習 熟 度(%)
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1.本 編4.現 行 ヒュー マ ンイ ンタ フ ェー ス の 問題 点 と期 待感

30時 間 以 上

29～25時 間

24～20時 間
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田合計

■男性

口女性

01020304。'50 .60

図4.1-7携 帯 電 話 を 利 用 した イ ンタ ー ネ ッ ト利 用 時 間(96)

よく風 、こなせている

やや使いこなせている

どちらともいえない

あまり使いこなせていない
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肯定計
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01020304050

図4.1-8携 帯 電 話 の 習 熟 度(%)
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60

〆

737一



4.2オ ン ラ イ ン シ ョ ッ ピ ン グ の 現 状 と ヒュ ー マ ンイ ン タ フ ェー ス に 関 す る 課 題

4.2.1オ ン ラ イ ン シ ョ ッ ピ ン グ で の購 買 行 動

今回 の調査結果 の 中か ら、 まず現 状 でのオ ン ライ ンシ ョッピン グにお け るユ ーザ が抱 え

る問題点 を個別 に整理 ・分析 して み る。 前提 条件 と して 、本 調査 にお いて定義 した オ ンラ

イ ンシ ョッピン グ利 用 とは、主 には オ ンライ ンシ ョッピング と称 され る行為 全般 、つ ま り、

商品やサ ー ビス を実在 す る店舗 等 に来店 しない で購 入す る こ とを 目的 に して イ ンターネ ッ

トの ウェブ サイ トを検 索 ・閲 覧 し、 さ らに条件 に合 えば ウェブサイ トの指示 に したが って

予約 ・契 約 を実施 し、 さ らに各 種決 済方 法 での代金 支払 い を し、最後 にそ の商品や サー ビ

ス を受 け取 り初 期 的 に利 用 を始 め る、とい う一連 の行為 の こ とを指 す もの とす る。その際、

この一連 の プ ロセ ス が何 らかの理 由 か ら途 中で 中止 され て しまっ た場合 で も、そ の行為 の

元 々の 目的 が こ こで定 義 してい る もの に合致 す る場合 は、そ の途 中までの部 分的 な行為 も

オ ンライ ンシ ョッピン グ利用 で あ る と判断 した。 た だ し、商 品やサ ー ビスの購 入 を直接 の

目的 に してい ない ウェブサ イ トの検 索や閲 覧行為 は 、オ ンライ ンシ ョッピング利用 の範疇

には含 まない もの と した。

上記 の よ うなオ ン ライ ンシ ョッ ピングの一連 のプ ロセス をすべ て完 了 した場合 を、以下

の説明 の中で は 「購入 完遂 時」 と表 記 し、途 中で 中止 した場合 を 「購入 中止時 」 と表記 し

てい る。

ま た以 下 の説 明にお いて は、PCを 用 い たオ ン ライ ンシ ョシピン グ と、携 帯電 話 を用 い

たオ ンライ ンシ ョッピン グを対 比 させ る形 で記 述 してい る。 た だ し両者 に は本 調査 で捕 捉

で きた件数(1人 の回答者 が最大3件 まで の回答 を記入 でき る)に 大 きな差 があ るた め、

項 目に よっては十分 な分析 が 困難 で あった り、 グラ フ等 の形 で表 現 できな かった りした点

があ る こ とに注意 が必 要 であ る。

なお、 グラフ の表題 で 「携 帯電話 を利 用 した」 と断 らない 限 り、デー タはす べ てパ ソコ

ンを使 用 した結果 であ る。

(1)購 入完 遂時 の全体傾 向

①購 入経験 率

PCで の オ ンライ ンシ ョッピン グ(総 件数894件)に つ い て は、全 体 で94.7%が 経験

して い る。内訳 を見てみ る と、女性 の ほ うが わずか に積 極的 な傾 向が あ るよ うだ。PC

習熟度 とは比例 的な 関係 が あ り、習熟 度が 向上す るに したが って オ ンライ ンシ ョッピ

ングの経験 率 も高 まる。 また、携 帯電 話 でのオ ン ライ ンシ ョッピン グ利 用経 験 とも比

例的 な関係 あ り、言 い か えれ ば 、本調 査 の回答 者 において は、PCで オ ンライ ンシ ョッ

ピン グを経 験す るこ とが 、携 帯 電話 で のオ ンライ ンシ ョッピ ング経 験 の"土 台"に な

ってい る とも解釈 で き る。

い っぽ う携帯 電話 で のオ ンライ ンシ ョッ ピング(総 件数34件)に つ いて は、全体 で

わず か9.7%し か経 験率 がない こ とが判 明 した。内訳 として は男性 ほ うがわず かに積極

的 な傾 向が見 られ たが 、あま りに件 数 が少 ないの で現段 階 で は確 か な傾 向 とは言い が

たい。年 齢的 には若年 ほ ど積極 的 な傾 向が あ る。 前述 の とお り、PC習 熟度 、PCで の

オ ンライ ン シ ョッ ピン グ経験 率 とは比例 的 関係 が ある。
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1.本 編4.現 行 ヒュー マ ンイ ンタ フ ェー ス の問題 点 と期 待感

② 購入 の頻度 ・金 額

PCで のオ ンライ ンシ ョッピング(総 件 数894件)に っい ては 、全体 の半数程度 を 占

める低頻 度層(2～3回 程 度 に 山)と 全 体 の1/3を 占め る高頻度 層(10回 以 上)が 存在

してい る こ とが読 み取 れ る。年齢 的 な内訳 として、低 頻度 層 は20代 、高頻度 層 は30～

40代 の比 率が 高い。 この よ うな購 入 の頻度 につい ては、PC習 熟度 、携 帯電話オ ンライ

ンシ ョッピング経験 率 との間 にわず かなが ら比例 的 関係 が見 られ る ものの、 それ ほ ど

顕 著 な もので はない と うこ とに注 目したい。 つ ま り、 「上 手 に なれ ば多 く使 う」 「PC

で使 えば、即、携 帯電 話 で も使 う」 とい うよ うな心理行 動構 造 は あま り強 くない とい

うこ とだ。 む しろ買物 そ の もの の動機 のほ うが利用 頻度 に直 結す る要 素 と考 え るべ き

だ ろ う。

1回

2～3回

4～5回

6～9回

10回 以 上

購入したことはない

|
103

爾 暉 幣、.118
-1
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lllt2
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-1'
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■ ■ 竃
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_29
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圏

図4.2-1オ ン ラ イ ン シ ョ ッ ピ ング の 購 入 回 数(%)

購 入金 額 につい ては 、1回 につ き10000円 以下 とす る回答 が全 体の6割 を占め るご と

か ら、 それ ほ ど高額 な取 引 きが多い とは言 えない。年齢 的 に は、若 年 のほ うが1回 あ

た りの金 額 がや や高 めであ った。 この よ うな1回 あた りの購 入金 額 につい ては、PC習

熟 度 との間 に特 に比例 的 な関係 が認 め られ ない。また、この よ うなPCで のオ ンライ ン

シ ョッピ ング全 体 を通 じて の満 足度 とい う質問結 果 と、1回 あた りの金額 の高 低 との

間に は、反 比例的 な傾 向 が見 られ る。つ ま り、「上 手 になれ ば利 用 金額 も上昇す る」 と

い う関係 は見 られ ない上 に、「金額 が高 くな る と、全 体 のプ ロセ スを通 じて不満 が高 ま

りやす い」 とい うこ とだ。 これ は本調 査 の対 象者 が 「やや 先進 的」 な層 であ るこ と と

も関係 す るが、全体 と して はPCで のオ ンライ ンシ ョッ ピン グを生活 の 中での全 ての買

物 手段 の 中で、比較 的低 廉 な もの を買 うための手段 と認 識 してい る(し 始 めて い る)

兆候 と分析 でき るだ ろ う。

い っぽ う携 帯電話 で のオ ン ライ ンシ ョッピング(総 件 数34件)に つ いて。購 入頻 度

は、 回答者 の約50%が1回 のみで あ ったが、一 部 に10回 以 上 とい う高頻度者 が存在 し

てい た。金 額 は全 体 にPCオ ンライ ンシ ョッピング よ りも低 く、1,000円 未満 に一 つ の

山 と、10,000円 ～30,000円 に一 つ の山が見 られ る。件数 が 不足 してい るため、PC習 熟

度 との相 関関係 は不 明確 と言 わ ざ るを得 ない。 ただ し、携 帯電 話習 熟度 とは明 らか な
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比例的 関係 が見 られ た。 総 じて、現段 階で は一部 のマ ニア的 なユー ザが 高頻度(低 単

価)で 利用 してい る段階 と見 るべ きだ ろ う。

1千 円未満

1千 円一5千 円

5千 円一1万 円

1万 円一3万 円

3万 円一5万 円

5万 円一10万 円

10万 円一20万 円

20万 円以上

0 5 10 15 20 25 30

圃合計

■男性

口女性

35

図4.2-2オ ンライ ンシ ョッ ピングの1回 あた りの 購入 金額(総 件数平 均%)

1回

2～3回

4～5回

6～9回

10回 以上

ア クセスしただけ

一 度もない

圏全体

■男性

口女性

0102030405060708090100

図4.2-3携 帯電話 を利用 した オ ンライ ンシ ョッ ピングの 購入回数(%)

③人気 品 目の上位

まずPCで のオ ン ライ ンシ ョッ ピング(総 件数894件)に つ いて は、 上位 か ら順 に、

1)書 籍、2)衣 類 ・電化 製 品、4)航 空券旅行 券 、5)産 直 品 ・日常食 品 、 とい う結果

であった。 ただ し人 気 の品 目につ いて は、男女 差お よび年 代差 が非常 に大 き く、 ター

ゲ ッ トによって まちま ち と表 現す べ きだ。 目だった 点 を ピ ックア ップす る と、女性 高

年層 におい てPC低 習熟度 の人 が 、日常食 品や 産 直品 を比較 的 高めな割 合 で購 入 してい

る ことが 目立 つ。また 、PC男 性 中年 層で 高習熟 度 の人 が電 化製 品 をよ く購入 してい る
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1.本 編4.現 行 ヒュー マ ンイ ンタ フ ェー スの 問題 点 と期 待感

点 も 目立つ。 それ らに対 して、第1位 だ った 書籍 は 、幅広 い層 にお いて よ く浸透 して

い る ことが特徴 であ った。

次 に携 帯 電話 で のオ ンライ ンシ ョッピン グ(総 件 数34件)に つ い て も見 てみ る と、

上位 は順 に、1)航 空券旅 行券 、2)株 等金 融 商品 、3)コ ンサ ー トチケ ッ ト ・音楽配

信 、5)ゲ ー ム ソフ ト、 とな った。総 件数 が少 ない ので 、 あ くまで参 考デ ー タで あ る

こ とに注意 したいが 、全般 には、現 段階 の携 帯電話ECは 、チ ケ ッ ト類 と、金 融商 品の

2品 目が主 流で あ る と言 えそ うだ。 その他 で高順位 に挙 が った 品 目は、携 帯電 話 キャ

リア各社 が、 オ リジナル 商品 として キ ャンペ ー ンを してい る品 目で ある と見 な して よ

いだ ろ う。

日常的な食品

、

産地直送品

衣類

家 具 ・寝 具

電化製品

化粧品

宝石

書籍

C[戸 ビ デオ

パソコンソフトや ゲ ー ム

健康器具

キッチン用品

株・生揖保等の金融商品

コン サート等 の チケット

航空券 や旅行券 の予約 や支払い

※外の商品

新車Φ自動車

中古の自動車

ホテルや旅館 の予約や支払い

スキー の リフト券

映画館の人君崇

高適道路の回数券

医薬品

ヒ・ット曲 をデ ータで配 信

レストラン等 の 食 事 券

割引 券 ・クー オ(ン券

ぺ・ット用 品

その他

聞合計
■男性
ロ女性

0246810'121416

図4.2-4オ ンラ インシ ョッ ピング で購 入 した商品(総 件数合計%)
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④ イ ン タフェー スの問題

本 調査 で、人 間 と情 報 システ ム の間で のイ ン タフェー スの障害 の 姿 を調 べ るにあ た

って、 オ ンライ ンシ ョッピ ングの一連 の プ ロセ ス を、大 き く3段 階(「 情 報収集 段 階」

「手続 き段 階」 「商品入 手段階 」)に 分 類定 義 して 、各 々 につ い ての障 害 を調 べ る とい

う形 を とった。「情 報収集段 階 」 とは、情 報 を検 索 ・閲覧 しは じめて か ら、購 入 の意志

をかた めるまで の段階 で あ り、契約や 登録 の手 続 きは含 まれ な い。「手 続 き段階 」とは、

具体 的 な登録 や契約 のた めの手続 きを して 、最 後 に手続 き完 了 のボ タン を押 す まで の

段階 で ある。「商 品入 手段階 」とは、実際 に商 品やサ ー ビスを手 に入れ て 、それ を初 期

的 に利 用す るま で を含 めた段 階 の こ とで あ る。各 々 の段 階 にっい て、 どの よ うな障害

が あった のか をユ ーザ側 か らの視 点 で幅 広 く質 問 し、その 中で本調 査 の主 旨で あ る ヒ

ュー マ ン ・イ ンタ フェース に関 わ る不安 や 問題 が どのよ うな形 で存 在 して い るのか を

探 った。

《情 報収集段 階 》

PCで のオ ンライ ンシ ョッ ピン グ(総 件 数894件)で の この段 階 につ いて は、 「特 に

問題 な し」 とす る回答 が52.5%だ けで、3つ の段 階の 中では最 も問題 が多い段 階 とい

う結果 で あ った。不安 ・問題 と して多 く挙 が ったの ものの上位 を順 に挙 げる と、1)「価

格 が割 高 なのか割安 なのか判 断 しに くい」16.3%、2)「 悪 徳 な業者 で はな いか と不 安

に なった」10.3%、3)「 どこを探 せ ば買 え るのか が分 か りに くい」7.9%、4)「 仕様や

性 能 の情報提 供 が十分 でない 」7.7%、5)「 写真 が不鮮 明で商 品の 良 し悪 しが判 断 しに

くい 」6.0%、 とな った。

どこを探せば買えるのかが分かりにくい

買えるのか情報提供なのか宇断U=〈い

価格が割高か割安か和鰍 」こくかった

仕様や性能の情報提供が十分でない

基礎的な情報が提供されていなかった

写真が不6声駐で良し悪しが判断し1こくい

最新情報なのか告知されていない

悪徳な葉者ではないかと不安になった

その時に利用可能なのか十分でない

意図せぬサイトに自動接続されている

画面上購入に逸めるのか分かりにくい

表示されている文章が読みにくい

不要なバナー広告が沢山あって戸惑った

その他

ひとつもない
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図4.2-5オ ンライ ンシ ョッピング にお ける情 報収 集段階 での不 安 ・問題(%)「

「価 格 が割 高なの か割安 なの か判 断 しに くい 」 とい う問題 が他 を 引き離 して高い。 男

女 差 は全般 に比 較的 小 さいが女性 は写真 の鮮 明 さに対 してや や敏 感 な よ うだ。 年層別

の傾 向の違 いを概 観 してみ る と、20代 はやや 用 心深 い傾 向 があ る よ うで 、全 体的 に不

一42一



1.本 編4.現 行 ヒュー マ ンイ ンタ フェー スの 問題 点 と期待 感

安や 問題 を感 じる率 が高 めで あ った。PC習 熟度 との相 関 を見て み る と、PC低 習熟 者

はや は り不 安 ・問題 が多 い傾 向が見 られ た。 なお、本調 査 では この段階 で の不安 ・問

題 の回答総平 均個数 は0.76個 で あ り、1.0個 を下 回った。

いっぽ う携 帯電 話 での オ ンライ ンシ ョッピ ング(総 件数34件)に つ いて は回答総 件

数 が少 な いので正 確 な分析 は 困難 とい わ ざるを得な い もの の、一応 結果 を付 記 してお

く と、この段 階 につ いて は、「特 に問題 な し」 とす る回答 は70.6%と 高か っ た。不安 ・

問題 と して多 く挙 げ られ た ものは、「どこを探 せ ば買 え るのか が分 か りに くい」、「仕 様

や性能 の情報 提供 が十 分 でない 」、 「画面上 ど このボ タン を押せ ば購入 に進 め るのか分

か りに くい 」な どで あった。PCで のオ ンライ ンシ ョッピング と共通 な問題 と して指摘

で き るの は、検 索性 の問題 と情報 量不足 とい う側 面だ。 い っぽ う画 面進行 の分 か りに

く さは携 帯電 話特 有 の問題 と解釈 で きる。 なお 、 この段 階で の不安 ・問題 の回答総 数

平均 は0.53個 で 、PCと 比較 して少 なかった。

《手続 き段階 》

PCで のオ ン ライ ンシ ョッピング(総 件数894件)で この段 階で の不安 ・問題 につ い

て は、「特 に問題 な し」 とす る回答 が54.0%で あった。回答 が多 か った ものは順 に 、1)

「電話番 号 が漏 洩 す るので はな いか と不安 」16 .8%、2)「 カ ー ド番 号が漏 洩す るので

は ないか と不安 」16.2%、3)「 事前 に会員登 録 をす るのが面倒 」14.5%、4)「 購 入 に

直接 関係 ない個 人 情報 を入力 させ られ る」8.1%、5)「 会員 番 号 をい ちい ち入 力 させ ら

れ て面倒 」6.3%、 で あった。 このよ うに各種 個 人情報漏 洩 に関す る問題 が圧 倒 的で 、

次 は会員 登録 関連 の不便 が挙 げ られ た。特 に女性 におい て電話番 号漏 洩 に関す る不 安

が高 か った。年齢 層別 には20代 がや は りここで も用 心深 い傾 向を見せ た。PC習 熟度 に

よる違 い はあま り見 られ なか った。 なお 、 この段 階で の不安 ・問題 の回答 総数 平均 は

0.86個 で 、1.0個 を下回 った。

購入以前に会員登録で面倒だった

賄人に直欄 係ない個人情報を入力

電話番号が他に漏洩するのでないか

文字入力が全角力嘩角か分からない

申し込み画面が重く表示動作が不安定

会員番号をいちいち入力させられる

申し込み完了かどうか確認できない

取り;糺や変更などかできない

カード番号が他に漏洩するのではないか

返品や膳人後の問い合わせ先が不明

商」品名個匿跡入力されていて紛らわしU

締ナて賄人の時一括処理出来るのか

プライバシーポリシー明示されていない

醜
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図4.2-6オ ンライ ンシ ョッ ピングに おけ る手続 き段階 での不安 ・問題(%)
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携帯 電話 でのオ ン ライ ン シ ョ ッピング(総 件数34件)で この段階 での不安 ・問題 に

つい ては、「特 に問題 な し」 とす る回答 は73.5%と 高 かった。 ここで 多か った不安 ・問

題 は、「申 し込 みが完 了 したかが確 認 で きない」、「事前 の会員 登録 が面倒 」、「電 話番 号

の漏洩 が不安 」、「文字入 力 が煩雑 だ」、な どだ った。この よ うに、こ こで は携 帯電話 特

有 の問題 が 目立つ。男性 は この段 階 におい て非常 に用 心深 い傾 向が あ り、全般 に不安 ・

問題 の回答 が高 めだ った。なお 、この段 階で の不安 ・問題 の回答総 数平均 は0.47個 で、

きわめて低 い レベル に留 まった。

《商品入 手段階 》

PCで のオ ンライ ンシ ョッピング(総 件 数894件)で この段階 で の不安 ・問題 につい

ては、「特 に問題 な し」とす る回答 は68.1%で 、3っ の段階 中景 も良好 な結果 で あった。

多か ったの は、1)「 いつ 商品 が届 くのか不 安」15.9%、2)「 商品や サー ビス が 自分 の

イメー ジ と違 った」4.5%、 で あっ た。男性 のほ うがせ っか ちな傾 向が あ るよ うで 、商

品の到着 につ いて不安 を持 って い る率 が高 か った。年 齢層別 には、 ここで も20代 は用

心深 い傾 向 が見 られ 、全般 に不安 ・問題 を多 く感 じてい るよ うだ った。 なお 、 この段

階で の不安 ・問題 の回答 総数平 均 は0.39個 で、きわ めて少 ない とい う結果 だ った。

携帯 電話 でのオ ン ライ ンシ ョッ ピング(総 件 数34件)に お いて もこの段階 での結果

は 同様 の傾 向で あ'り、「特 に問題 な し」は88.2%に の ぼった。具 体的 には 「い つ商 品が

届 くのか不安 」のみ が指摘 され た。

いつ商品が届くのかが分からない

告知よりも実際商品が届くのが遅かった

商品に破損があったり注文違いがあった

返品の仕方がわからない返品できない

料金の請求に閤遣いがあった

違うものが送られてきた

注文の個数に間遣いがあった

商品やサービスのイメージが違った

申し込んだ予約が通っていなかった

自分の個人情報が漏れている疑いがある

裏書が自分のカード番号を知っている

トラブルの問い合わせ先がわかりにくい

その他

ひとつもない
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図4.2-7オ ンラ インシ ョッピングに おけ る商 品入手段 階 での不安 ・問題(%)

3つ の段 階で の不安 ・問題 の 姿 を比 較 してみ る と、PCの 場合 も携 帯電話 の場 合 も、

プ ロセ ス の初期 段階 で多 くの不 安 ・問題 が発生 しやす い ことが読み取 れ る。また不安 ・

問題 の内容 も、初期段 階 では様 々 な ものがあ り、プ ロセ スが後 半 に向か うに したが っ

て少数 の特 定問題 に集 約 す る様 子 が見 られ る。またPCと 携 帯電話 の比較 で は、件数 が

違 いす ぎるので単純 に比 較す るの は危 険 では ある ものの 、本 調査 結果 で は携 帯電 話の
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1.本 編4.現 行 ヒュー マ ンイ ンタ フ ェー ス の問題 点 と期待 感

ほ うが不 安 ・問題 を感 じる率は低 か った。 これ はむ しろ、現段 階で携 帯電話 で オ ンラ

イ ンシ ョッピン グを利用 す る人 はそ もそ も不安 ・問題 を感 じに くい人(IT全 般 の習熟

度 が高 い人)で あ る ことに起因 してい る と考 えるべ きだ ろ う。・

⑤満 足度 ・利便 度

全体 と して の満 足 度や利 便度 を質 問 してみ た。PCで の オ ンライ ンシ ョッピン グ(総

件数894件)に つ い て は、利 便性 、満足度 とも 「とて も」 が約 半数 、 「やや 」ま で合 計

すれ ば実 に8～9割 と、驚 くほ ど高い。 特 に女性 ・中年層 で高 い傾 向が ある。

とても禾IH蔓性を感じた

やや禾1順性を感じた

どちらともいえない

あま塀1順性を感じなかった

全く利便性を感じなかった
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中立
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蕗合計
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図4.2-8オ ン ラ イ ン シ ョ ッ ピ ン グ の 利 便 性(%)

とても満足した'

やや満足した

どちらともいえない

あまり満足しなかった

全く満足しなかった
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図4.2-9オ ン ラ イ ン シ ョ ッ ピ ン グ の 満 足 度(%)

また 、PCオ ン ライ ンシ ョッ ピングの利 用回 数 が多い ほ ど満 足度 ・利 便 度 も比例的 に

高 ま る傾 向 が見 られ る。 つ ま り、高頻度 になれ ばな るほ ど満 足や便 利 を感 じる人 が増
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える とい うことで あ るか ら、総 じてPCオ ンライ ンシ ョッピングが今 後 もっ と普 及す る

可能性 が 高い ことを裏付 けてい る とも解 釈 でき よ う。

い っぽ う携帯電 話 でのオ ンライ ン シ ョッピング(総 件 数34件)に つ いて も、利 便性 ・

満 足度 について肯 定意 見が 多か ったが 、 「とて も」 とす る回答 がPCオ ンライ ン シ ョッ

ピン グ よ りも低 か った。 否 定的 意 見 も約1割 ほ ど存 在 して お り、前 述 の よ うに実際 の

購 入 プ ロセ スで の不 安 ・問題 にっ い ては携帯 電話 のほ うが優位 な結 果 であ った に もか

かわ らず 、全体 での満足 度 ・利 便 度 が低 めであ る とい うこ とは、現 段階 で は携 帯電 話

を用 い たオ ンライ ン シ ョッピ ング とい うものが全 体 と してPCを 用 い たオ ン ライ ンシ

ョッピング よ りも魅 力 が少 ない行 為 だ と感 じられ てい る とい うふ うに解釈 で き る。 こ

の よ うな問題 に対 して 、 ヒュー マ ン ・イ ンタ フェース とい う視 点 で直接解 決 で き るこ

とは少 ないで あろうが 、間接 的 に は、様 々新領 域ヘ モバ イル 通信 技術 を快 適 に普及適

用 させ る とい う形 で、解 決 の機 会 を拡 大す るこ とがで き るだ ろ う。 なお、携 帯電話 習

熟度 と、満足度 ・利 便度 の間 には比例 的 な関係 があ る こ とか ら、今 後 も携 帯 電話 を用

い たオ ン ライ ンシ ョッピング は市場 と しては拡大す る可能性 が高 い と言 える。 男 女差

とい う視 点 では 目だ った相違 はな かった。年 代差 の視 点 か らの分 析 は、調査 件数 が少

なす ぎて困難 であった。

⑥今後 買いたい 品 目上位

PCで のオ ンライ ンシ ョ ッピング(総 件数894件)で 今後 買 ってみ たい商 品 と して挙

が った品 目の 上位 は、順 に、1)航 空券旅 行 券54.4%、2)産 直 品46.2%、3)ホ テル

旅館 予約 等45.9%、4)書 籍42.4%、5)割 引券 等34.6%、 で あった。 この よ うに レジ

ャー 関連 に強 い潜 在 ニー ズが発 見 で きた。 た だ し、男 女差年 代 に よ る差が非 常 に大 き

く、 ター ゲ ッ トごとの趣 味嗜好 が反 映 され た結果 だ った。

携 帯電話 で のオ ン ライ ンシ ョッ ピング(総 件 数34件)で 同様 め質 問 を した ところ、

1)航 空券旅 行券 ・コンサー トチ ケ ッ ト、3)ホ テル 旅館 予約 等 、4)割 引券 等 、映画

館入 場券 、な どが挙 がった。上位 ほ とん どがチ ケ ッ ト類 で あ るこ とが分 か り、PCで の

オ ンライ ンシ ョ ッピングに比較 して 「移動 中 ・移 動先 で の決済 」 とい うよ うな用途 に

期待 が集 ま ってい る こ とが読み 取れ る。 この質 問結果 につい ては 、男女差 はそ れ ほ ど

大 き くは なかった が、年代 差 はか な りあっ た。 年齢層 別 に、携 帯電 話へ の期待 す る内

容 が かな り違 うとい うこ とが背景 要因 と して あ りそ うだ。
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1.本 編4.現 行 ヒュー マ ンイ ン タ フ ェー ス の 問題 点 と期 待感

日常的な食品

産地直送品
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図4.2-10オ ン ラ イ ン シ ョ ッ ピ ング で 今 後 、 購 入 した い 商 品(%)

⑦ 今後 の許容金 額 ・頻 度

PCで のオ ンライ ン シ ョッピング を今 後(も)使 いたい か ど うか、そ して使 い たし・場

合 の頻 度 と金額 は どの程 度 か を質 問 してみた。利用 意 向は9割 近 く、非 常 に高か った。

頻度 と金 額 は平均11625円 ×2.07回/月 とな った。 た だ し、金 額 、'頻度 とも男 女差 が

か な り大 き く、男性 のほ うが積極 的な傾 向がみ られ た。年 代差 に つい ては 、は っき り

した傾 向が 見 られ なか った。 なお 、既 存利 用経験 の多い人 の ほ うが、許容 金額 が低 い

とい う傾 向 が見 られ 、 目が肥 えて くる と使 い方 を限定 して低 金額 用 の 買物 手段 と して

割 り切 って くる傾 向が あ ると解釈 で き る。逆 にいえば、「ビギナ ー ズ ・フ ィーバー現 象」、
っ ま り慣れ な い うちは大 きな買物 を して しま う傾 向 があ る とも言 え

、 フェール セー フ

とい う視点 でみれ ば何 らかの対策 が必 要 なよ うに思われ る。
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図4.2-11オ ン ライ ン シ ョ ッ ピ ン グ の 今 後 の 利 用意 向(%)
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図4.2-12オ ンライ ンシ ョッピングの今後 の利 用希望 同一数(回/月%)
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1.本 編4.現 行 ヒュー マ ン イ ンタ フ ェー スの 問題 点 と期 待感
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図4.2-13オ ンライ ンシ ョッ ピングの今 後の1回 あた り想定 購入 金額(%)

一方
、携 帯電話 で のオ ンライ ン シ ョッ ピン グで も同様 の質 問 を してみた ところ、そ

もそ も今 後 の利用 意 向 が17.0%と 高 くなか った。 ただ し利用 意 向者 ベー スで は、平 均

13,113円 ×2.25回/月 と、PCオ ン ライ ンシ ョッ ピング とそれ ほ どは大 きな差 はみ られ

な かった。い っぽ う男 女差 はPCオ ンライ ンシ ョッピン グ よ りさ らに大 き く、男性 のほ

うがず っ と積極 的な意 向を見せ た。 携 帯電話 習熟度 との 間 には比例 的 な関係 が あ り、

今 後 はま だ市場 として は拡大 しそ うだ と言 え るだ ろ う。・

とても利用したい

どちらかといえぱ利用したい

どちらともいえない

どちらかといえぱ利用したくない

全く利用したくない
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図4.2-14携 帯 電話 を利用 したオ ンラ イ ンシ ョッピングの今 後の利 用意 向(%)
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(2)購 入 中止の全 体傾 向、 およ び今後非利 用意 向の理 由

次 に、購入 が完 遂 しな かった場 合 にっい て、 そ してそれ に 関連 して、今 後利 用意 向 がな

かった回答者 の非利 用理 由 にっ いて も同様 の形 式 で調査 ・分析 した。

①購入 中止 経験 率

PCで のオ ンライ ンシ ョッピング(総 件 数130件)に 関 して、購入 中止 を経験 した率

は27.0%で あった。 目だ っ た男 女差 はな い ものの 、PCオ ンライ ンシ ョッピン グ利用経

験数 が多い ほ ど、中止経験 も多い ことが読 み 取れ た。た だ し、PC習 熟度 との明確 な相

.関はない。つ ま り、購 入 中止が発 生す る理 由 と しては、PC習 熟度 の よ うなイ ンタフ ェ
ー スに起 因す る もの よ りも

、買物 とい う行 動 そ の ものに起 因 してい る と考 え られ るだ

ろ う。

い っぽ う携 帯電 話 での オ ン ライ ンシ ョ ッピ ング(総 件数9件)に お いて も同様 の質

問 を した。購 入経 験者 に 占め る中止経験 率 は23.1%で 、PCオ ンライ ンシ ョッピング と

同 レベル で あ った。男女 別 には女性 の ほ うがや や 多い とい う結 果 であ った。PCと 携 帯

電話 で、 ともに中止経験 率 が似 た よ うな レベ ル であ った こ とか らも、 中止 理 由が イ ン

タフ ェース に起 因す るもので はない とい う仮説 は傍 証 され てい る と解釈 で き る。

いいえ

はい
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図4.2-15オ ン ラ イ ン シ ョッ ピ ン グ の 購 入 中 止 経 験(%)

"② 中
止品 目の特徴 .

PCで のオ ン ライ ン シ¥ッ ピ ング(総 件 数130件)に お いて 、 中止経 験 品 目と して多

か った のは順 に、1)電 化製 品15.4%、2)衣 類11.5%、3)産 直 品7.7%、4)航 空券旅

行 券6.9%、5)ホ テル旅館 予約 等 ・日常食 品6.2%、 で あ った。全 体傾 向 として は、書

籍 を除 いて は購 入完 遂 品の上位 品 目と大差 はない。 つ ま り特 定品 目につ いて と くに購

入 しに くい とい うよ うな状態 は発 生 して い ない と解釈 で き る。

携 帯電話 での オ ンライ ンシ ョッピング(総 件 数9件)で も同様 の ことを質 問 した が、

件 数不足 でか な り分析 は困難 で あった。全般 には、航 空券旅行 券 、・音 楽配信 、な どが

挙が った。 こ こで も購入 完遂 での上位 品 目 と大差 はな い と思 われ るが 、金 融 商品 は 中

止が挙 が らな か った(お そ らく中止で き るタイプ の品 目では ないのだ ろ う)。
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図4.2-16オ ンライ ンシ ョッ ピングで購 入中止 した商 品(%)

③ イ ンタ フェー スの 問題

こ こで も購 入完遂 時 と同様 に、 中止 に至 っ た理 由 としての不 安 ・問題 が どの よ うな

形で存在 したの か を質 問 した。 た だ し当然 の こ とで あるが、購 入 を 中止 した のであ る

か ら最後 の 「商品入 手段階 」は存在 しな い。

《情報収集 段階 》

PCで の オ ン ライ ンシ ョッ ピング(総 件 数130件)で の この段 階 におい ては 、 「特 に

問題 な し」 とす る回答 は14.6%で 、相 当に問題 が多 い とい うこ とが分 か る。 回答 の多

かった不安 ・問題 は順 に、1)「 価格 が割 高な のか割 安 なのか判 断 しに くい」33 .8%、

2)「 仕様 や性能 に関す る情報 が十分 ではな い」・「悪徳 な業者 で は ないか と不 安 になっ

た」20.8%、4)「 そ の時利用 可能 か ど うかが不 明」14.6%、5)「 オ ンライ ン シ ョッピ
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ングなの か、単 な る情報提 供 なの かが 分か らない」13.8%、 とい う結果 だ った。 この

よ うに上位 に挙 が った項 目はほ ぼ購 入完 遂時 での不安 ・問題 と同様 の項 目で あった。

つ ま り、特 定の理 由が極 端 に購 入 中止 を直結 す る もの になっ てい る とい うわ けでは な

く、全般 的に個 々の不安 ・問題 が それ ぞれ耐 えちれ な い レベル な って しま った場合 に

購入 中止 が発生 す る とい うことが言 えそ うだ。利用 経験数 や習 熟度 と、 この よ うな不

安 ・問題 の全 体回答 量 の多 さには比例的 な関係 が見 られ る。つ ま り、「使 えば使 うほ ど、

知れ ば知 るほ ど」 中止 に至 るよ うな不 安 ・問題 も多 く経 験す る、 とい うこ とだ。それ

ゆえ逆 に ビギナー層 でやや ガー ドが 甘い傾 向 があ る とい うこ とも言 え る。 フ ェール セ

ー フ とい う視 点で は何 らかの対処 が必要 か も しれ な い。なお 、PCオ ン ライ ンシ ョッピ

ングにお け るこの段階 での不安 ・問題 の総件 数平均 は1.59個 で 、や は り購 入 完遂時 を

大幅 に越 え、 また1.0個 も超 えた。

一方
、携帯 電話 で のオ ン ライ ンシ ョッ ピング(総 件 数9件)で の この段 階 にお いて

は、「特 に問題 な し」は11.1%(1件)の み に留 ま り、相 当に不安 ・問題 が多 い とい う

結果 にな った。件数 が少 ないの で統計 的 な分析 はで きないが 、多 か った回答 は、「画面

構成 の不備]「 意 図せ ぬ 自動接続 」「表 示 が読み に くい」「オ ンライ ン シ ョッ ピングなの

か情報 提供 なの か分か りに くい」、 な どであ った。 ここではPCの 場合 とは対照 的 に、

購入 完遂時 での上位 項 目とは相違 を見せ てお り、携帯 電話特 有 の問題 が起 因 して購入

中止 が発生 して い るよ うだ。 なお 、携 帯電 話 オ ンライ ンシ ョッ ピングにお け るこの段

階 での不安 ・問題 の総件数 平均 は1.40個 で 、PCの 場合 と同様 に多 めであ った。

どこを探せば買えるのかが分かりにくい

買えるのか1情報提供なのか芋|断しにくい

価格が割高か割安か手1断しAこくかった

仕機や性能の情報提供が十分でない

基磯的な情報が提供されていなかった

写真が不鮮明で良し悪しが判断Uこくい

最新情紺なのか告知されていない

悪徳な菜者でまないかと不罰 こなった

その時に利用可能なのか十分でない

意図せぬサイトに自動接続されている

画面上購入に進めるのか分かりにくい

表示されている文章が読みにくい

不要なバナー広告が沢山あって戸惑った

その他

ひとつもない
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図4.2-17オ ンライ ンシ ョッ ピングの情報 収集段 階での購 入 中止 理 由(%)

《手 続 き 段 階 》

PCで の オ ン ライ ン シ ョ ッ ピ ン グ(総 件 数130件)で の この 段 階 に お け る 「特 に 問 題

な し」とす る 回 答 は45.4%で 、前 の段 階 よ りも相 当 に 少 な い 。多 か っ た 回 答 は 、1)「 事

前 の会 員 登 録 が 面 倒 」・「カ ー ド番 号 漏 洩 の 不 安 」16.9%、3)「 電 話 番 号 漏 洩 の 不 安 」
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10.0%、4)「 購入 に直接 関係 のな い個人情 報 を入 力 させ られ る」9.2%、5)「 申 し込み

画面 が重 く動 作が 不 安 定」8.5%、 であ った。 こ こで挙 がった不安 ・問題 は、購 入 完遂

と大 き く違 って お り、操 作性や 入力 の煩雑 さへ の不満 が表面化 して い る。 イ ンタ フェ

ー ス とい う視 点 で見 て の改善 が必要 なポイ ン トであ る と言 えるが
、い っぽ うで、不 安 ・

問題 を感 じる量 とPC習 熟 度 は反比 例的 関係 あ る ことに注意 が必 要 だ。 つ ま りPC習 熟

度が上 がれ ば この段 階 での不安 ・問題 は解 消 され る傾 向が ある とい うこ とだ。 なお、

PCオ ン ライ ンシ ョッ ピン グにお ける この段 階 での不 安 ・問題 の総件 数平 均 は0.97個 で 、

購 入完遂 時 と大 きな 差 がな かった。 つ.まり、全 体的な視 点で見れ ば、 この段 階 での不

安 ・問題 は 、購 入 中止 の決 定的 な理 由に はあ ま りなってい ない と言 えそ うだ。'

それ に対 して 、携 帯電 話 で のオ ン ライ ンシ ョッピング(総 件 数9件)で の この段 階

にお いて は、「特 に問題 な し」 とす る回答 は22.2%(2件)の み でか な り不安 ・問題 が

多い と言 え る。 ここで も件 数 が少 ないゆ えに統 計的 な分析 は不 可能 だが、 多か ったの

は、「事前 の会 員登 録 が面倒 」「取 り消 しや 変更 がで きない」「プ ライバ シー ポ リシーが

非明示 」、な どで あ り、や は り携 帯電話 特有 の問題 が表面化 してい る。なお、携 帯電 話

オ ンライ ンシ ョッ ピン グにお け る この段階 で の不安 ・問題 の総件 数 平均 は1.56個 と、

PCの 場合 とは違 って かな り多めで あった。

購入以前に会員登録で面倒だった

購入に直接関係ない個人情報を入力

電話番号が他に漏洩するのでないカ、

文字入力が全角か半角か分からなし、

申し込み画面が重く表示動作が不安定

会員番号をいちいち入力させられる

申し込み完了かどうか確認できない

取り消しや変更なとができない

カード番号が他に漏洩するのではないか

返品や購入後の問い合わせ先が不明

商品名個匿跡 入力されていて紛らわしい

続けて購入の時一括処理出来るのか

づライバシーポリシー明示されていない

その他

ひとつもない
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図4.2-18オ ン ライ ンシ ョッピングの手続 き段階 での 中止理 由(%)

情報収 集 と手続 きの2つ の段 階 にお け る購 入 中止 につ いて、PCの 場合 と携 帯電話 の

場合 を比 較 して み る と、い くつ か の点 で購入 完遂時 とは大 き く違 っ てい る こ とが分 か

る。 まず 、購 入完 遂時 で は、PCと 携帯 電話 の違 いはあ ま りなか った のに対 して、購 入

中止 の場 合 は大 きな相 違 が あった。'PCの 場合 は、や は りここで も初 期段 階 で の不安 ・

問題 が 中止 を招 く主原 因 にな ってい る と分析 でき、 しか もその内容 も完 遂 時 と大差 が

ないの で あ るが 、携 帯電話 の場合 は2つ の段 階 にまんべん な く不安 ・問題 が存在 して

お り、 しか もそれ らは携帯 電話特 有 の不安 ・問題 であ る場合 が多 い とい う傾 向が見 ら
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れ た。 この こ とか ら、特 に携 帯 電話 でのオ ン ライ ンシ ョッピ ングには ヒューマ ンイ ン

タフ ェー ス の視 点か らみ た改 善 ・改 良を要す るテー マが 数多 く存在 してい る と結 論で

き るだ ろ う。

④今後 、非利 用意 向者 の理 由

今 後 は も うオ ンライ ンシ ョッピン グを利用 した くない と回答 した人 に対 して 、なぜ

そ う思 うのか を質 問 した。

まずPCで のオ ンライ ンシ ョ ッピングにっ いて は、今 後 非利用 意 向 を表 明 してい る率

は4.0%と きわ めて低 い が、そ の理 由は、1)「 個 人情報 漏洩 が心配 」75.0%、2)「 今 ま

で通 り店 で その都 度 買 えば良 い」56.3%、3)「 通信 が不 安 定」37.5%、4)「 悪徳 な業

者 が多 くイ メー ジが悪い 」25.0%、 な どで あった。 セ キ ュ リテ ィへ の心配 を払 拭で き

ない層 は一定数存 在す る と解 釈 で きる。

あまりにも簡単で便利だと不安になる

パソコンでの過信サービスが不安定

画面やボタンが小さいので操作が～複雑

街角や移動【詞こ複雑な行為をしたくない

今まで通り店頭でその都度払えば、、い

日本国内でしか使えない

自分の買いたいものがないと思う

そもそもパソコンのことを信用できない

個人情報が漏洩しそうだから

悪徳な葉者が多くイメージが良くない

その池
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図4.2-19PCを 利 用 したオ ンライ ンシ ョッピ ング を今 後 も利 用 した くない理 由(%)

一 方
、携 帯 電 話 で の オ ン ラ イ ン シ ョ ッ ピ ン グ に つ い て は 、 今 後 非 利 用 意 向 は55.8%

と相 当 に 高 か っ た 。 そ の 理 由 は 、1)「 画 面 や ボ タ ン が 小 さ く操 作 が 複 雑 」51.1%、2)

「通 信 が 不 安 定 」31.4%、3)「 移 動 中 に 複 雑 な こ とを した くな い 」29.1%、4)「 個 人

情 報 漏 洩 が 心 配 」22.0%、5)「 悪 徳 な 業 者 が 多 くイ メ ー ジが 悪 い 」17.9%、 な どで あ

った 。 全 般 に セ キ ュ リテ ィ よ り もイ ン タ フ ェー ス へ の 不 満 が 強 い こ とが は っ き り と読

み 取 れ る。 男 女 別 で は 、 女 性 の ほ うが や や 今 後 利 用 意 向 が低 か っ た 。 ま た年 齢 層 別 に

は、20代 で 通 信 の 不 安 定 を感 じて い る率 が 高 か っ た 。
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あまりにも簡単で便利だと不安になる

モバイルでの 過信サービスが 不安定
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個人情報が漏洩しそうだから

悪徳な葉者が多くイメージが良くない

その他
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図4.2-20携 帯電話 を利用 したオ ンライ ンシ ョッピングを今後 も利用 した くない理由(96)

4.2.2現 状ECに お け る ヒューマ ンイ ンタフェースの 分析

前節 の よ うな オ ンライ ンシ ョッピングでの現状分析 を踏 ま え、特 にイ ン タフェー スの部

分 につ い て3つ の段 階 ご との不安 ・問題 の質的 な分類 と相 関 を見 るた めに、本調 査 の分析

で は以 下 の図の よ うに、 コ レスポ ンデ ンス分析 とい う手 法 を用 いた。 コレスポ ンデ ンス分

析 とは、多 変量解析 手法 の一 つで 、複 数 の2択 型質 問結 果 の統計 量 につ いて、 互い に回答

傾 向 の似 た項 目同士近 くに集 めて2次 元 上のマ ップに布 置す るこ とが でき る とい う特徴 が

あ る。 した が って、マ ップ の軸 交点(中 心)周 辺 には、 回答絶 対値 が大 きい項 目が あつ ま

り、周辺 にはそれ が小 さい(偏 ってい る)項 目が配 置 され る。 そ の配置 のパ ター ンを図形

的 に捉 えて分 析 した り、 配置 内容 を意味 的に読み ぬ くこ とで2つ の軸 の意 味 を解釈 した り

す るこ とが可能 で ある。

(1)PCオ ンライ ンシ ョッピングでの情報収集 段階'

この段 階 での不安 ・問題 と商品 ジャ ンル の関係 につい て、 多変 量解析(コ レスポ ンデ ン

ス分析)を 用 いて、相 関 分類 してみ た ところ、イ ンタ フェー ス に関 して大 きく2種 類 の問

題 に分類 で きそ うだ と解 か った。

この図 をよ くみ る と、右側 に 「問題 がない ・少 ない」項 目や 品 目が集 ま り、左側 に 「問

題 が多 い」項 目や 品 目が集 まって い るこ とが読 み取れ る。 したが って 、横 軸 は不 安 ・問題

も多寡 を意 味 してい る と解釈 で きる 。 さ らに、図の 中央付近 には、多 くの品 目に対 して感

じられ てい る代表 的な不 安 ・問題 項 目が集 まってい るが、 ポイ ン トはそ こか ら右 方 向へ む

けて2タ イ プの不安 ・問題 がベ ク トル状 に配列 され てい る こ とであ る。 つ ま り商品 ジ ャン

ル と連 動 して、大 き く2種 類 に分類 で きる不安 ・問題 が ある とい うことだ。
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図4.2-21コ レスポ ンデ ンス 分析(PCオ ンライ ンシ ョッピングの 情報収 集段 階)

一 つ 目を 「品定 め」型 問題 とここで は呼ぶ が
、 これ は その商 品や サー ビスが本 当に良い

もの なのか ど うかを 「品定 め」 す るの が困難 であ る とい うタイ プの 問題 で あ る。 これ は例

えば画像 の質や角度 、画像 数 、そ して スペ ック情 報や 寸法 な ど提 供 が的確 に実施 され てい

ない場合 に起 こ るもの と考 え られ る。 この よ うな課 題 をイ ンタフ ェースで解 決す る手段 は

様 々 に考 え られ る。 よ りリアル な ビジュアル プ レゼ ンテ ーシ ョンを実施 す る と同時 に、実

際 の店舗 で 「品定 め」す る行為 をバ ー チ ャル に再 現す るこ とを 目標 に した情 報提供 を実現

す るこ とが重要だ ろ う。

二つ 目を 「今QK?」 型 問題 とこ こでは呼 ぶ。 これ は その オ ンライ ンシ ョッピン グがそ

の時利 用 可能 なのか、 そ して利 用 に値す る現在性(価 格 、質、 量な どあ らゆ る面 で)を 保

持 して い るのか 、 とい うこ とが判断 しに くい とい うタイ プの問題 で あ る。 いか に豊 富な情

報提 供 がな され ていて もそれ が古い 情報 で あっては無 意 味だ。 ウェブサイ ト運営 の側 か ら

み て も、 常時情報鮮度 を維持 す る とい うことは、運営 上 の最 重要 テ ーマで もあ るの で、そ

の点 で本調 査結果 は現実 に合 致 して い る:そ の意 味 では この タイプ の問題 は、 いわ ばユー

ザサ イ ドのみな らず 、'運営 サイ ドに とってのイ ン タフ ェー スの 問題 で もある と・も解 釈 で き

る。 現在 の よ うにク ライ ア ン ト&サ ーバ型 の情報供 給 で はない新 しい形(例 え ばPtoP型

な ど)の 情 報ネ ソ トワー クを想 定す る ことで、 常に新 し.い情 報 が 自己増殖的 に維 持 され る

よ うな仕 組 みの開発 が望 まれ るだ ろ う。

(2)PCオ ンライ ンシ ョッ ピング での手続 き段階

この段階 での不安 ・問題 と商 品 ジ ャンル の 関係 につ い て も同 じよ うに多変 量解析(コ レ

スポ ンデ ンス分析)で 相 関分 類 してみ たが、 こち らは分類不 能 なほ どに多 くの ジ ャンル に

つい て同一 の問題(つ ま り 「個 人情 報漏洩 が不安 」)に 集 中 して い るこ とが解 か った。
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1.本 編4.現 行 ヒュー マ ンイ ンタ フ ェー ス の問 題 点 と期待 感

この図 をひ とめ見 て分 か る こ とと して、 この段 階 では不安 ・問題 が商 品 ジャ ンルや 程度

によって分散 ・遍 在 してい る よ うな こ とはほ とん どな く、 あ らゆ る側 面 につい て、 特定 の

不安 ・問題 に集 中 して しま ってい る こ とは明 白で あ る。 それ はつ ま りセ キ ュ リテ ィにま つ

わ る問題 で あ る。逆 にい え ば、この段 階 にっ いて は、セキ ュ リテ ィの問題 さえ克服 すれ ば 、

ほぼ問題 解決 と判 断 で き るわ けだ。現 段階 で想 定 され てい る様 々 な個 人認証 の シ ステム等

が 、 この段階 での 不安 ・問題 を的確 に解決す る よ うに進行 させ る ことが重 要だ ろ う。

胸

痂

図4.2-22コ レス ポ ン デ ンス 分 析(PCオ ン ラ イ ン シ ョ ッ ピ ン グ の 手 続 き段 階).

(3)PCオ ンライ ン シ ョッ ピングでの 手に入れ るまでの段階

この段 階で の問題 と商 品ジ ャンル の 関係 につい て も同 じよ うに多変量解 析(コ レスポ ン

デ ンス分析)で 相 関分類 してみた が、 これ も分類 不能 なほ どに多 くの ジ ャンル につ いて同

一 の問題(っ ま り 「い つ届 くのか分 か らな いのが 不安」)に 集 中 してい る こ とが解 か った
。
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図4.2-23コ レス ポ ンデ ン ス 分 析(PCオ ン ラ イ ン シ ョ ッ ピ ン グ の 商 品 入 手 段 階)

この図 も前図 と同様 、 明 らか にあ る特定 の集 中 した不安 ・問題 が存在 してい るこ とを表

現 レてい る。 それ は 「い つ荷 物 が と どくのか不 安」 とい うものだ。 この問題 をイ ンタ フェ

ー スが ど う解 決す るの かについ て も様 々 に方法 は考 え られ る
。要 は荷 物 が今 どこにあ るの

かを確認 で きれ ば相 当部分解 決 され るの であ るか ら、ユ ビキタス環境 下 で荷物 に タ グをつ

けて、それ の現在 位 置や到 着 までの所 要時 間 をユ ーザ が 自宅や携 帯 電話 か ら常 に確認 で き

た り、配送 され る時間や 場所 をあ る程 度 自由に指 示 ・変 更で きれ ば 良い とい うこ とだ ろ う。

情 報ネ ッ トワー クのユ ビキ タス環境 も、 この よ うに実在 す る物 流や 店舗 のネ ッ トワー ク と

密接 に連動 した形 で普及 ・発展す る こ とが望 まれ るだ ろ う。

(4)総 合 的 な考 察

オ ンライ ンシ ョッピン グにつ いて の現状 分析 と、ECの 課題 につ いて の分 析 の両方 を通 じ

て見 えて きた総合 的 な考察 を箇条書 きで示 す。

①購 入完 遂時 にお いて は、満 足度 、便利 度 も高 く、 また各 プ ロセ ス での問題 も意外

な ほ ど少 なか った。つ ま り、今 回 の調査 ター ゲ ッ ト(PCオ ンライ ン シ ョッピング

経 験者 ・準経 験者)で は、PCオ ンライ ン シ ョ ッピングのイ ンタ フェー ス は予想 以

上 に高評価 で あ り、深刻 な問題 は起 こって いない と解 釈す べ きであ ろ う。

② しか し、細か く見 る とや は り、PC習 熟度 に反 比例 して各 種 の問題 や 不満 が ある。

特 に、オ ン ライ ンシ ョッピング利 用 に お け る最初期 段階 で ある 「情 報収 集 」段階

一58一



1.本 編4.現 行 ヒュー マ ンイ ンタ フ ェー ス の問 題点 と期 待感

での問題 が 多 めであ る と言 えそ うだ。 その 中で、 イ ンタ フェー スに関係 が あ りそ

うな ものだ けを抽 出す る と意外 に少 な くな るが、

a)実 在 市場 と同 じよ うな 「価 格 が割 高 なのか割 安 な のか判 断 しに くい」 を ど

うア シス トす るか。

b)「 品 定 め」 に足 る情報提供 を ど う豊 かにす るか。

c)常 時情報 更新 を維持 し、ユ・一一・ザ側 の購 買 タイ ミング に ど うマ ッチ させ るか。

とい う3つ につ い て は、 工夫 の余地 があ りそ うだ。 ま た、 オ ン ライ ンシ ョッ ピン

グ ビギ ナー でのガ ー ドの甘 さ も見 られ るので、 フ ェイル セー フ的 な考 え方 も重 要

度 を増す ので はない か。

③ さらに ステ ップが進 ん で 「手続 き段 階」「入 手段階 」で は、やや 不安や 問題 は少 な

く、ま た特 定 の不可避 な問題 に集 中 してい る。つ ま り、

・「手続 き段 階」=「 各種 個人情報漏 洩の不安 」

・「商 品入 手段 階」=「 いつ商 品が届 くのか が不安」

とい うものだ。 これ らを どこまでイ ンタフ ェー ス 自体 の 問題 と捉 えるか には議 論

が あろ うが、しか しイ ン タフェース で解決 で き る部分 は積 極的 にす る姿勢 こそ が、

ユー ザか ら強 く歓 迎 され るポイ ン トだ ろ う。 特 に、情報 ネ ッ トワー クだ けが独 立

して発 展す るので はな く、実在す る物 流や店舗 ネ ッ トワー ク と連携 した形でユ ビ

キタス化す るこ とや くユー ザ側 だ けでは な く、サ ーバ(運 営者)側 か らもよ り高

いユ ーザ ビ リテ ィを確保 した システ ムの開発 な どが重要 な視 点 と言 える。 今 まで

は、 この よ うな 問題 はPC習 熟 度(慣 れ 、あき らめ)が 進 む こ とで緩 和 は され てゆ

くもので あ るか ら、普 及すれ ばそ の うち解決 され る とい うふ うに取 り扱 われ て き

た傾 向が あ るが 、逆 にい えば今 まで はそれ に甘 えて きた とも言 え るか も しれ ない。

④今 回 の調 査 で判 明 した も う一つ のポイ ン トは、PCで のオ ンライ ンシ ョッピング と、

携 帯電 話 でのオ ンライ ンシ ョッピングの大 きな現状 乖離 で あ る。PCで のオ ンライ

ンシ ョッ ピン グをか な り経験 してい る層 で も携 帯 電話 オ ンライ ンシ ョッピングへ

の波及 は遅 い。また携 帯電話 ではPCと は相 当に違 う問題 が表 面化 して もい る。主

にはハ ン ドセ ッ トそ の もの の物理的 な小 さ さに起 因す るもの と言 え るが、ユ ピキ

タス環境 を前 提 にす るな ら、それ らを集 中的 に解決 す る こ とは必要 不 可欠 であ ろ

う。

⑤今 回 の調 査結 果 に よれ ば、今後 、オン ライ ンシ ョッ ピン グは、PC/携 帯 電話 とも

に、 レジ ャー 産業 へ の発 展 が期待 でき る。 そ の よ うな領 域 での ソ リュー シ ョン を

念 頭 におい て開発 を進 める こ とが必要 だ ろ う。

最後 に、本 章 での分析 結果 を一覧 でき るよ うに、サ マ リー表 を添 付 してお く。

様々 な側 面 にお け る課題 や現 状の姿 を、相対 的 ・包 括的 に把握 す る際 に便 利 なの

で、参照 され たい。 一
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表4.2-1パ ソコンまたは携帯電話 を利用 したオ ンラインシ ョッ ピングで購入完遂時の比較

購入完遂時の全体傾向
PCで のEC(総 件数894件) ケ一夕イでのEC(総 件数34件)

、

購入経験率
全体で94.7%。 女性の ほうがわずかに積極的な傾向。

PC習 熟度 とは比例的な関係。ケータイでのEC利 用経験

とも比例 的な関係あり。

全体でわずか9、7%。男性ほうがわずかに積極的。若年ほど

積極的。PC習 熟度、PCEC利 用頻度等と比例的関係あり。

購入の

頻度・金額

全体の半数程度を占める低頻度層(2～3回 程度に山)と全体の

1/3を占める高頻度層(10回 以上)が 存在。低頻度層は20代 、高

頻度層は30～40代 。PC習 熟度、ケータイEC経 験度と比例的関

係。金額は一万円/回で6割 。若年のほうが高め。金額について

はPC習 熟度と比例せず。満足度は金額と反比例傾向あり。

頻度は、半数が1回 のみだが、一部に10回 以上の高頻度者。

金額は全体にPCECよ りも低く、千円未満に一つの山と、
一万円～三万円に一つの山。PC習 熟度との相関は不明確。

ケ一夕イ習熟度とは比例的関係あり。

人気品目上位

(総合計)

1)書籍、2)衣類 ・電化製品、4)航空券旅行券、5)産直品・日常

食品。男女差、年代差 が大きい。女性高年層で低習熟度の人の

日常食品や産直品の高さが 目立つ。また、PC男 性中年層で高

習熟度の人の電化製品も目立つ。書籍は幅 広く浸透。

1)航空券旅行券、2)株等金融商品、3)コンサートチケット・

音楽配信、5)ゲームソフト

チケット類と、金融商品の2品 目が主流。他はケータイキャリア

のオリジナル商品と見て良い。

彰

範
籔
;§

題

情報収集
段階

問題なしは52,5%。 多かった問題は、1)価格判断、2)悪徳業者

不安、3)どこを探すか、4)仕様性能情報不足、5)写真不鮮明。

価格判断の問題が他を引き離して高い。男女差 は小さいが女性

は写真にうるさい。20代はやや用心深い。PC低 習熟者は不安・

問題が多く、その内容もすこし違う。(総平均0,76個)

問題なしは70.6%。 多かった問題は、・どこを探すか、・仕様

性能情報不充分、・画面進行の不備。PCECと 共通なの は

検索性の問題と情報量不足。画面進行不備はケ一夕イ特有。

男性のほうが用心深い。(総平均0.53個)

手続き
段階

問題なしは54.0%。 多かった問題 は、D電 話番号漏洩 、2)カード

番号漏洩、3)会員登録面倒、4)関係ない個人情報入力、5)会員

番号入力面倒。個 人情報漏洩の問題が圧倒的で、次は会員登録

関連の不便。女性は電話番号漏洩不安高い。20代は用心深い。

習熟度による不安の内容に違いは少ない。(総平均086個)

問題なしは73596。 多かった問題は、・申し込みが完 了したか

が確認できない、・会員登録面倒、・電話番号漏洩。・文字入力

の煩雑さ。ケ一夕イ特有の問題が目立つ。男性は非常に用心

深い。(総平均0.47個)

受け取り一

段階

問題なしは68.1%。 多かったのは、1)いつ商品が届くのか、2)商

品がイメージと違った。男性のほうがせっかち傾 向。20代は用心

深い。50代は不安の内容がやや違う。(総平均039個)

問題なしば88.2%。 ・いつ届くのかのみが指摘された。

満足度・利便度
利便性、満足度とも「とても」が約半数、「やや」まで合計すれ ば

実に8～9割 と、驚くほど高い。特に女性 ・中年層で高い。利用回

数が多いほど満足 ・利便度も高い。

利便性・満足度とも肯定意見 は多いが、「とても」がPCEC

よりも低い。否定的意見も約1割 ほど存在。ケ一夕イ習熟度

と比例的関係あり。男女差はない。年代差は不明確。

今後買いたい

品目上位

1)航空券旅行券、2)産直品、3)ホテル旅館予約等、4)書籍、

5)割 引券等。レジャー関連に強い潜在ニーズ。男女差年代差が

大きい。

D航 空券旅行券・コンサートチケット、3)ホテル旅館予約等、

4)割 引券等、映画館入場券。上位 ほとんどがチケット類。

(オンザムーブ決済系)。男女差は大きくないが、年代差あり。

今後の許容

金額・頻度

利用意向は9割 近い。平均ll625円 ×20,7回/月 。金額、頻度

とも男女差大きく、男性のほうが積極的。年代差ははっきりした '

傾向見られず。既存利用経験の多い人のほうが許容金額が

,低い。(ビギナーズ・フィーバー現象あり)

そもそも今後の利用意向が17,0%と 高くない。層
利用意 向者ベースでは、平均13113円 ×2,25回/月 と、PCEC

と差 はない。ただし男女差はPCECよ りさらに大きく、男性のほ

うが積極的。ケータイ習熟度との比例的関係あり。
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表4.2-2パ ソコンまたは携帯電話 を利用 したオンラインショッピングで購入完遂時の比較

購入中止の全体傾向、および今後非利用意向の理由

PCで のEC(総 件数130件) ケータイでのEC(総 件数9件)

購入中止経験率
中止経験率は27.0%男 女差はないが、PCEC利 用経験数

が多いほど、中止経験も多い。PC習 熟度との相関はない。

、

購入経験者に占める中止経験率は23,1%で 、PCECと

同レベル。女性のほうがやや多い。

中止品目の特徴

(総合計)

多かったのは、1)電化製品、2)衣類、3)産直品、4)航空券旅

行券、5)ホテル旅館予約等 ・日常食品。書籍を除いては購入

完遂晶と差はない。

サンプル数不足で分析困難だが、・航空券旅行券、・音楽配信

などが挙がった。完遂品と大差はないと思われるが、金融商品

は中止が挙がらなかった(中止できない?)。

彰令

↑蒔
z

魁量

9
題

情報収集
段階

問題なしは14.6%。 多かった問題は、1)価格判断、2)仕様性

能情報不備・悪徳業者不安、4)その時利用可能かどうか不明

5)ECか 情報提供か不明。上位は完遂と同様。利用経験数

や習熟度と不満は比例的関係があるが、なぜかビギナー層

でややガードが甘い傾向。(平均1.59個)

問題なしはlI.1%(1件)の み。多かった問題は、・画面構成不備

、・意 図せぬ自動接続 、・表示が読みにくい、・ECなのか情報提

供なのか不明、など。ケータイ特有の問題が表面化。

(平均1.40個)

手続き

段階

問題なしは45.496。多かった問題 は、D会 員登録面倒 ・カード番

号漏洩、3)電話番号漏洩、4)関係ない個人情報入力、5)画面が

重い。完遂と大きく違って、操作性や入 力の煩雑さへの不満が

表面化。不満と習熟度は反比例 的関係あり。(平均0、97個)

問題なしは22.2%(2件)の み。多かったのは、・会員登録面倒、
・取り消し変更ができない、・プライバシーポリシーが非明示、

など。(平均156個)

受け取り

段階
一

今後、非利用

意向者の理由

今後非利用意向を表明している率は4.096と低いが、その理由

は、1)個人情報漏洩が心配、2)店で買えば良い、3)通信が不

安定、4)悪徳業者不安。セキュリティへの心配を払拭できない

層は一定数存在すると解釈できる。

今後非利用意向は55.896と高い。その理由は、1)画面やボタン

が小さく操作複雑、2)通信が不安定、3)移動中に複雑なことを

したくない、4)個人情報漏洩が心配、5)悪徳業者不安。セキュ

リティよりもインターフェースへの不満が強い。女性のほうが消

極的。20代は通信の不安定を感じている。

4.2.3賢 い消費者 に な るた めに 一国民生活 セ ンター に寄せ られ てい る情報 か ら一

利 用WGで は前述 のア ンケ ー ト調査 に加 えて、異 な った側 面 か らの情報 を得 るこ とを 目

的 に、全 国の消費者 か らの相 談が 寄せ られてい る 「国民生 活セ ンター 」 を訪 問 し、資料調

査 を行 った。

国民生活 セ ンター は 「国民生 活 の安定及 び 向上 に寄 与す るた め、総合 的見 地か ら、 国民

生活 に関す る情報 の提供及 び調 査研 究 を行 うご と」 を 目的 と して、 国民生活セ ンター法 に

基づ いて昭和45年10月 に設 立 され た特殊 法人 であ る。

業務 と して、,全国消費 生活 情報 ネ ッ トワー ク ・システ ム(PIO・NET)に よる消 費生活 情報

の蓄積 ・活用 、消費 生活相 談 、生活情 報 の提供 、生 活研 究 ・調査 、情報 資料 と公 開 、商品

テス ト、教育研 修 な どを行 ってい る。 ・

PIOI・NETに は、国民生 活セ ンター(東 京 ・品川)に 寄せ られ た相談 事例 のデ ー タ(年

間約7000件)に 加 え、都道 府 県 ・政令 指定都 市の 消費生活 セ ンター のデ ・一ーータ(年 間約40

万件)が 格 納 されて い る。 〈htt:〃www.kokuSen.o.i/〉

PIO・NETの 相 談事例約40万 件 に対 し調査 をす るた めに、国民生 活セ ンター に対 して情 報

提供依 頼 をす る ことを検討 した。 しか し、(1)個 別 事例 に はプ ライ バ シー に関わ る情 報 がそ

の まま掲載 され てい るため 、生デー タの閲覧 には国民生活 セ ンター は応 じてい な.い、(2)

シズ テ ムが 印刷物 で しかf'1ウ トプ ッ トできず(デ ー タの2次 利 用 防止 た め) 、仮 に総 相談

件 数 の1%(4000件)が ヒッ トした場 合 、 その よ うな多 くの事例 の情報 提供 は不 可能 で あ る、

等 の理 由で40万 件 に対す る情報 提供依 頼 は断念 した。
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そ こで、国 民生活セ ンター では年 間7000件 程 度 の相談 を直接 受付 けてい る との こで ある

の で、相 談の 中で キー ワー ドと して は、 「イ ンター ネ ッ ト」 「ネ ッ トコマー ス」 「オ ンラ

イ ンシ ョピング」 の3つ のいずれ か が含 まれ てい る事例等 につ いて懇談 の席上 で概要 を聞

い た。 国民生活 セ ンター に よれ ば、該 当す る相 談 は40件 程 度 との ことだ った。

国民生活 セ シターの発表 資料 、懇 談等 で明 らか になった 点は下記 の とお り。

(1)一 番 多 い トラ ブ ル は 、

とい う もの で あ る。

な い 、

い な い こ と も 多 く、

『代金 を前 払 いで支払 ったが 商品が届 かず 、連 絡 も取れ な い』

これ は、購入 希 望者 に銀行 口座 に代金 だ け振 り込ませ 、商 品 は送 ら

とい もので あ る。購 入希 望者 に会社 名 ・住所 な ど販 売者 の基 本情報 が知 ら されて

トラブル に気 づい て も連 絡す ら取れ ない。・イ ンターネ ッ トを利 用 し

た商取 引の特徴 であ る 「匿名性 」 「記録 消滅性 」 を悪 用 した もので ある。

多 くの事例 が支払額 が数 万 円で あるが、 なか には100万 円近 くを送 金 した人 もい るよ

うで 、利 用者 のイ ン ター ネ ッ ト商 取 引へ の慣 れ とともに今後 も被 害件数 ・額 は増加 して

い く可能 性 が高 い と考 え られ る。.特 に販売者 が個 人 であ るネ ッ トオー クシ ョンの場 合 は、

個人 間の取 引で あ り法的規 制が及 び に く く トラブル が生 じがちで あ る。

(2)次 に多い のは、『注文 した商 品 の返 品 を受 け付 け て も らえな い』とい うもので あ る。

た とえば、 「ブ ラ ン ド品 と記載 され ていたの で購 入 した が偽 物 だったが 、提供者 も偽

物 とは知 らなか った ので返金 義務 がない と言 われ た 」 「ホー ムペー ジで見 た もの と違 う

粗 悪品 だ ったが 、約款 が記 載 され てお らず 返 品 を受 け付 けて も らえない」 な どで あ る。

実物 を見て購 入す る一般 の 商取 引 と違 い 、パ ソコ ンの画 面 な どで しか商 品情報 を入 手

で きな いので、 買い 手 に不公 平 な 条件 だが、 商品 に関す る情報 を提 示 してい るだ けに偽

物 以外 は契約 が成 立 して お り解決 は難 しい と思われ る。信 頼 の ある販売者 か ら品質 の一

定 した新 品 を買 う場 合以 外 は、今 後 も発 生す る トラブル事 例で あ る と考 え られ る。

(3)問 合せ の 中には、電 子商取 引 に対す る不安 を感 じ、 『事前 に電子商取 引 に関す る情

報 を得 たい とい うもの もい く らか あ るよ うで ある。一般 論 は回答 できて も今 回 の相 談

事例だ けか らも トラブル の 内容 は多岐 にわ た って お り、購 入者 が程 度 の差 こそ あれ 何が

しかの リス クを少 なか らず負 う現 状 に対 し適切 な ア ドバ イス を行 う難 しさを感 じた。

今 回の調査 目的 であ る、画 面遷移 や入 力操 作 な どイ ンタフ ェー ス に問題 が あ り、 『消費

者 の入力 ミス に よる誤請 求』 な どの事例 にっ いて は残 念 なが らない よ うで あった。

これ は、販 売者 の詐欺 的行 為 は除 いて 、"ト ラブル の原 因は(ユ ー ザの操 作 ミスを誘発

す る)イ ンタフェー スの悪 さに よ る もので あ る"と い う証拠 を特定 で きなか った こ とに よ

る と考 え られ る。

とい うの も、PIO・NET情 報 の も との な る相談 の現場 にお いて 記載 され る相談 力 丁 ドは、

相 談者か ら内容 を電話 に よって ヒア リング し、電話 を切 った後 そ の概 要 を書 き留 め る もの

で 、相談者 と応 対者 がそ の場 で同 じホー ムペ ー ジを見 なが ら記 入 した ものでは ないた め と

思 われ る。

加 えて、

a)国 民生活セ ンター の相談 業務 が 日常生活 で生 じる トラブル全 般 を対象 に してい るた

め、相談 カー ドが電子 商取 引 関係 の相談 に適 した書 式 にな ってい ない 、す なわ ち閲

覧 したサイ トのURLや 操作 手順 が記載 され て いな い

b)ト ラブル発 生後 に相 談 して くるため、相 談者 自身 が どの よ うに操 作'したのか を よ く
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覚 えてい ない、

c)一 般 家庭 では1本 の電 話 回線 を電 話&FAX&パ ソコン(イ ンターネ ッ ト用)で 共有 し

て い るた め、電 話相 談 時 にはパ ソコン画 面 を見 なが ら説 明が で きない、

な どの 問題 が ある と思 われ る。

今 回の よ うなイ ンタ フェース の悪 さを検 証す るに は、相 談者 と対応 者 が同時 に問題 とな

ったイ ンターネ ッ トのサイ トにア クセ ス し、画面 のわか りに く さや操作手順 を再現 で き る

ことが 必要 であ る。

そのた めに は操 作手順 な ど忘れ ない うちに、国 民生活セ ンター等 の相談室 に来所 して も

らいパ ソコンを実際 に操 作 して もら うか、電話 とイ ン ターネ ッ トがISDNの よ うに別 回線

にな った システム を使用 し電話 を しな が らイ ンター ネ ッ トに もア クセ スでき る環境 が必 要

とな る。

さらに、 これ だ けで は不 十分 で、相談 時点でサ イ ト自身 が存在 しな くな ってい る、ネ ッ

トオー クシ ョンな ど販 売者 が いな くなってい る可能性 もあ るので、証拠 の保 全(注 文 時 ・

受注確認 等 の画面情報 の コピー な ど)や トラブル発 生 には速や か に相談す るな ど即時性 も

重要 であ る。'

この よ うに考えて い く と、公 的機 関に よる相 手 を特定 で き るよ うな認証機 能や約 款 の表

示 の義 務付 けな ど、既成 の商取 引慣行 の電子商取 引へ の適用 な ど法整備 を推進 しな が らも、

それ だ けでは トラブル を完 全 に回避 で きない可能性 が残 され るので 、購 買者側 も(電 子)

商取 引 には 自己責任 が あ る程度 ともな うことを十分認識 す るな どい わゆ る 『賢い 消費者 』

にな るこ とが重要 であ る。

【参 考 文 献 】

【1】 特 別 調 査 「イ ン タ ー ネ ッ ト消 費 者 トラブ ル の 現 状 と改 善 第 一 イ ン タ ー ネ ッ ト消 費 者 取

引 を 中 心 と して 一 」 の 概 要(国 民 生 活 セ ン タ ー)

<http:〃www.kokusen.go.jp/cgi・binft)yteserver.pl/pdfln・20001026.pdf>

【2】 か しこ い 消 費 者 とな る為 に ～ 電 子 商 取 引 に 関 す る 苦 情 ・相 談 事 例 ～(電 子 商 取 引 推

進 協 議 会)

<http://www.ecom.or.jp/qecom/consumer/toP.htm>
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5.未 来 シ ナ リオ か ら見 た ヒ ュー マ ン イ ン タ フ ェ ー ス

ー ユ ー ザ の 観 点 か ら見 た 未 来 の ヒュ ー マ ン イ ン タ フ ェー ス の 課 題 一

第4章 に述 べ た アンケー トの後 半 では、未 来 シナ リオ を示 して将来 へ の期 待度 を描 き出

す こ とを 目指 した。 ア ンケー トの対象者 は第4章 での もの と同一で あ る。

5.1近 未 来 生活 にお ける ヒュー マ ンイ ンタフ ェースの評価

近未 来 の ライ フスタイル をシナ リオ形 式で 、 ある一家の あ る一 日を物 語風 に描 き、そ の

中 に、今後 の普及 が予 測 され る技術 も しくは最近実用化 され た技術 をベ ニ ス に提供 され る

サー ビス を描 き質 問 を行 った。 基本 的 には、 パ ソ コンを使い慣 れ てい る人 を対象 にア ンケ

ー トを とってい るこ とと
、携 帯電話 は持 って い るが 、Web検 索等 はパ ソコンの方 が使 い慣

れ て い る人 た ちが答 えてい る点 は留意す べ きで ある。質 問 は、下 のア ンケー ト票 の よ うに

シー ン毎の 印象 を聞 くとと もに、 シー ンに出 て くる製 品や サー ビスに対す るニー ズ度 を測

るた め、魅 力度 や魅 力 を感 じない理 由を、プ リコー ド化 して選 択 して も ら うと ともに、 自

由記述 の欄 も設 けた。
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一 ー 一2005年 ○ ○ 家 の 一 日 一 ー 一

家族 構 成

夫(A)某 大 手 電 機 メー カ ー の 商 品企 画 部 課 長(年 齢48歳)

妻(B)主 婦(年 齢44歳)

娘(C)大 学 生(年 齢19歳)

最 近 、都 内 の マ ン シ ョンか ら さい た ま新 都 心 の ブ ロー ドバ ン ド通 信 対応 一 戸 建 に移 り住 ん で き た 。

2005年9月9日(金 曜 日)

■朝 の シ ー ン

Aは 、 強 い 雨 の音 で い つ も よ り早 く 目が さめ 、 時 計 を 見 る と午 前6時30

分 。 起 き る に は 少 々早 い が 、 ソ フ ァー に 座 り、 デ ジ タ ル 新 聞 を 読 み 始 め た。

紙 の よ うに 柔 軟 な 大 型 液 晶 画 面 ① は表 示 部 が 大 き く様 々 な 記 事 が一 覧 で き

る の で 、 新 聞 紙 の 良 さ とデ ジ タル の 良 さが ミ ッ ク ス して い て読 み や す い し、

紙 の浪 費 もな い 。 』 一

デ ジ タ ル 新 聞 に見 入 っ て い る と、 台 風 が 近 づ い て い る との 見 出 しが 目 に付

い た。 今 日は 車 で新 潟 に 行 く予 定 に して い る の で慌 て て 、 テ レ ビ番 組 表 のニ

ュ ー ス を タ ッチ す る と、 テ レ ビの ス イ ッチ が 入 り、 台 風 の ニ ュー ス が 映 し出

され た。 台風 の影 響 で 、 交 通 が だ い ぶ 乱 れ て い る よ うだ 。

今 日は 、新 潟 工 場 に あ る開 発 研 究 所 で 午 前10時 か ら製 品化 予 定 の老 人 介 護

用 「腕 時 計 型・・ヘ ル ス ・マ ネ ー ジ ャ ー 」 の モ ニ タ ー 結 果 の 発 表 と、 改 善 点 の

検 討 会 議 が行 われ 、 午 後1時 か ら次 期 商 品 の企 画 会議 が 行 われ る。

上 越 新 幹 線 の越 後 湯 沢 駅 か ら研 究 所 ま で タク シ ー で30分 ほ ど か か る の で、

自分 の 車 で 行 こ う と 予 定 して い た が 、 台 風 で は 高速 道 路 状 況 が 心 配。 携 帯 電

話 の音 声 認 識 機 能 を使 っ て 条 件 検 索 で 「道 路 状 況 関 越 自動 車 道 で 湯 沢 イ ン

タ ー チ ェ ン ジ 」 と喋 る と 、 ボ イ ス ・ワ ー プ ロ機 能 ② で 文 字 変 換 して くれ 送

信 。 結 果 が デ ィ ス プ レイ に 表 示 され た。 案 の 定 、 つ い 今 し がた 沼 田付 近 で通

行 止 め に な っ てい る。テ レ ビ よ り断 然 情 報 が 早 い 。 ボイ ス ・ワー プ ロ機 能 は、

最 近 、急 速 に 普 及 し、 以 前 の よ うに指 で テ ンキ ー を 何 度 も押 す 手 間 が 省 け て

変 換 効 率 も い い。

ま た 、 以 前 の 、携 帯 電 話Web検 索 は テ ン キー 入 力 で 、 高速 道 路 名 選 択 、

入 口イ ン ター チ ェ ン ジ 名 も地 図 で探 し、 出 口名 と順 番 に 入 れ な け れ ば な ら な

か っ た が 、携 帯 電 話 にGPS機 能 ③ が 搭 載 され て い る の で 、 コ ー ル して い

る 場所 に 一 番 近 い イ ン タ ー チ ェ ン ジ が 川 越 で あ る こ とを 認 識 して 検 索 して く

れ る。 随 分 使 い勝 手 が よ く ス ピー デ ィに な った 。

質 問31

印象に残る

ところ

(Oは いくつでも)

幸

1

〆

質 問32

不安 ・疑問を

感 じるところ

(Oは いくつでも)

号

1

2 2

3 3

4 4

S
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1.本 編5.未 来 シナ リオか ら見 た ヒュー マ ンイ ンタ フ ェー ス

/

、 工

質問31

印象 に残 る

ところ

(Oは いくつでも)

よ り詳 しく見 るた め、携 帯電話 とテ レビとのシ ンクロモー ド ④ を選 択

す ると、携 帯電話表示 内容 が、光 ファイバー網 によるブ ロー ドバ ン ド通信に

変わ りテ レビ画面に大 き く映 し出 された。 よ りパー ソナル な音声等 によ るコ

マ ン ドは携帯 電話で入力 して、結果はテ レビ画面 で見た り、単純 に携帯 電話

表示 をテ レビ画面 に大 写 しす る といったこ とも可能になってきた。

毒

5

質問32

不 安 ・疑問 を

感 じるところ

(Oは いくつでも)

毒

5

迂回路 もやは り混 んで いる よ うだ。最 近は多 目的セ ンサ ー搭 載車 ⑤ が

普及 して 、車 ごとの位 置情報 、走行方向、速度 と、地域 ごとの細か い天気 、

雨量、積雪 、気 温等 をセ ンサーが感 知す るとともに、移動 体通信網 と連動 し

て、 リアル タイ ムに分析結果 が ビジュアル に得 られ よ うになってきた。

6 6

車が使 えない となる と、新幹線 で行 くしかない と、携 帯電話で 「座席予約

上越新幹線9時20分 までに越後湯沢駅着1名 」 と喋 る と、予約 センター

の個人情 報管理 システム ⑥ が 「Aさ ん は禁煙 車 でモ バイル利用 可能車 両'

の指定席 、決済 はJク レジ ッ トによる決 済」 と認識 してくれ る。 幸い 「あさ

ひ307号 大宮8;14→ 越 後湯 沢9:06」 に空 きがあ るとい う検索結果がテ レ

ビ画面に映 し出され た。す ぐに 「申 し込 み」 と音声入力す る と、予約 セ ンタ

ーは、利用者 の声の声 紋認証 ⑥ が行なわれ 、問題な く本 人で ある ことが

認識 され ると、 ク レジ ッ ト決済 も実行 され 、モバイル電子乗車券 が携帯電話

にダ ウン ロー ドされ た。 以前の よ うに乗 車券を買 うの に駅の 窓口に並ば され

る とい うこともな くな った。

7 7

駅 まで20分 で行 け るので7時50分 に家を出れば充分だ と、一安心。着替

えて、朝食を と り、 コー ヒー を飲 んでいる と、娘が2階 か ら降 りて きた。時

計 を見る と7時30分 。 いつ もな ら出かける準備 をしてい るのに、 ノンビ リ

している じゃないか と聞 くと、今 日は教授 の都合 で、一眼 目は休講 とい うメ
◆

一ル が携 帯電話 に入 った とい っている。Aの 大学時代は、大学へ行 って学 内

掲示板 の貼 り出 しをみ た ら、教授 の都合 で休講 だった とい ったこ とが よくあ

ったが、今はみなメー ルを利用 しているので、カ リキ ュラムに応 じて受講者

,に一斉 同報 で急 なアナ ウンス も流せ る状態になったんだな と改 めて感心。

8 8

そ うこ う話 している うちに7時50分 を過 ぎてい ることに気づいたAは 、
/

慌 てて玄関 ロへ二す る と携 帯電話 に着信 メール の コールが鳴 り、見 ると 「大

雨のため、ご予約 のあ さひ307号 は10分 ほ ど遅れ て大宮駅に着き ます」 と

表示 され てい る。以前 は慌 てて駅 に駆 け込 んだ ら、電車は遅れて いた とい っ

たことはよ くあったが 、予約 セ ンターは 、予約 してい る人の、列車 番号、時

間 、メール ア ドレスが わかってい るので 、 リアル タイムに変更情報 等を配信

してくれ るよ うになった。

9 9
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/

全員にお伺いします。

朝 のシーンについてお伺いします。 ‥

質 問31.物 語の 中で、あなたが印象 に残った部分 はどこですか。1～9の うち、あてはまる文節 に○をいくつでもおつ け

下さい。 ・

質 問32.で は、不安 、疑問 に感じる部分はどこですか。1～9の うち、あてはまる文節 に○をいくつでもおつけ下さい。

朝 のシーンについてお伺 いします。

質問33.こ の物語 につ いて、あなたはどのような印象を持ちましたか。(○はいくつでも)

1.お もしろい

2.衝 撃 的

3.期 待 できる

4.便 利 だ

5.進 化 した

6.無 理 が な い

7.リ ア リティが あ る

8,効 率 的 だ

9.楽 しそ う

10,誰 でもできそ う

11,面 倒 くさそ う

12,あ りえな い

13.お 金 が か か りそう

14.う っとうしい

15.疲 れ そう

16.気 持 ち悪 い

17.プ ライバ シ ー が 不 安 だ

18,殺 伐 とした

19,難 しそ う

20.す ぐ飽 きそ う

21.悪 用 され そ う

22.そ の 他( )

物語に登場する近未来技術に関してお伺いします。

説明とイラストをご覧になって、質問にお答え下さい。

① 紙のように柔軟な大 型液晶画面

プラスチック液晶 技術の応用で、A2判 ほどの大きさで

折 り曲げることが できる。'

1枚 のシー ト上に、デジタルなのでワイヤレスで自由に

表示 内容を変えることができる。

質 問34.あ なたは 、この技術 にどの程度魅 力を感じますか。(○ は1つ)

1,と ても2,や やー3.ど ちらとも

魅 力を感 じる 魅 力を感じる いえない 1・ 灘 感、ない
コ

5.全 く

魅 力を感 じない

「
▼

質問34で 魅力を感じない方(「4」または 「5」にOの 方)に お伺いします。

付 問1. 魅 力を感 じない理 由をお 聞かせ 下さい。(○はいくつでも)

1.操 作が難しそう 、8.リ アリティが ない

2.使 うのが面倒そう ・9.つ まらない

3.信 頼性 に不安がある10、 プライバシー情報 の漏洩が 心配'

4.あ まり便利さが無さそう11.悪 用されそう

5.お 金がかか りそう12.殺 伐とした感じ

6,か っこわるい13.す ぐに飽きてしまいそう

7,目 新 しくない14.そ の他()

一68一



It本 編5.未 来 シナ リオか ら見た ヒュー マ ンイ ンタ フ ェー ス

質 問31,32の 「印 象 に 残 る と ころ 」 とは 、 こ の よ うな 技 術 や サ ー ビス は 、使 い た い 、

便 利 だ と思 う とい っ た 反 応 で あ り、「不 安 ・疑 問 を感 じ る と こ ろ 」 とは 、セ キ ュ リテ ィや プ

ライ バ シー へ の 不 安 、利 便 性 へ の疑 問 を感 じる とい った 反 応 で あ る。

質 問31で は 、朝 の シ ー ン を1～9ま で 区 分 して の シ ー ン毎 に 区 切 り「印象 に残 る と こ ろ 」、

を ピ ッ ク ア ップ して も ら っ た。

選 択 者 数 が 一 番 多 か っ た の は 、 「9」 の 予 約 して い る新 幹 線 が 、 遅 れ る場 合 、 携 帯 電 話

に そ の 旨 、伝 えて くれ るサ ー ビ ス を描 い て あ る シ ー ン を過 半 数 の人 が 選 択 して い る。

質 問32で は 、朝 の シ ー ン を.1～9ま で 区 分 して の シー ン毎 に 区切 り 「不 安 ・疑 問 を 感 じ

る と こ ろ」 を ピ ッ ク ア ップ して も らっ た 。

選 択 者 数 が 一 番 多 か っ た の は 、「7」 で 、個 人 認 証 管 理 シ ス テ ムや 声 紋 認 証 の 利 用 に対 して

半 数 近 く の人 が 選 択 して い る。

質 問33で は、朝の シー ンに対 す る印象 を

聞 いた ところ、便 利 だ と感 じる と答 えた人

の比率 が回答者数 計 に対 して56.3%に のぼ り、

総 じて受 け入れ る向 きの反応 であ るが 、お金

がか か りそ う、プ ライバ シー が心配 と答 えた

人 も、それぞれ3人 に1人 はい る。(円 グラ フ

は延べ件 数 に対す る比 率で あ る)

図5.1-1朝 の シ ー ン

質問34で は、新 聞紙 大 のプ ラスチ ック液

晶、 プ ラス チ ックフイル ム技術 を活用 して電

子ペーパ ー的 な もの をイ メー ジ した もので あ

るが 、約60%の 人 は肯 定的 であ る。 しか し、

28%の 人 が否 定的 な選 択 を行 ってお り、 自由

記述 では、 ここまで くる と新 聞の形状 に こだ

わ る ことはない、 目が疲 れ そ うとい った反応

もあった。

図5.1-2電 子 ペ ー パ ー:一一新 聞
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② ボ イス ・ワープロ機能

携帯 電話 に音声入 力することにより、音声 認識され

文字 変換 されディスプレイに表示 され る。

質 問35.あ なたは 、この技術 にどの程 度魅 力を感 じますか。(○ は1つ)

1.と ても2.や や3.ど ちらとも

魅 力を感 じる 魅 力を感 じる いえない 1麓 茎感、ない
ゴ

輪冷

5.全 く

魅 力を感 じない

「
▼ ・

質 問35で 魅力を感 じない方(「4」また は「5」に○の 方)に お伺 いします 。

付 問1、 魅 力を感 じない理 由をお 聞かせ 下さい。(○ はいくっでも)

1.操 作 が難しそう'8.リ アリティがない

2.使 うのが面倒 そう9.つ まらない

3.信 頼性に不安 がある10.プ ライバシー情報 の漏 洩が 心配

'4あ まり便利さが無 さそう
、11.悪 用 されそう

5.お 金 がかか りそう12.殺 伐 とした感 じ

6.か っこわるい13.す ぐに飽きてしまいそう

7.目 新しくない14.そ の他( )

③ 携帯t話 にGPS機 能

携帯電 話に、カーナビなどでお馴染み の 人工衛 星を用 いた

GPS(グ ロー バル;ポ ジショニング ・システム)が 搭載 される

ことで、現在位 置を簡 単な地 図上 で表 示 したり、近隣 の

施設情報 などと組 み合わ せた情報 提供 が可能 になる。

質 問36.あ なたは 、この技術 にどの程度魅 力を感 じます か。(○ は 工つ)

1.と ても2.や や3.ど ちらとも

魅 力を感じる 魅 力を感 じる いえない 1償 娑感、な、、
ゴ

5.全 く

魅力を感 じない

「
▼

質 問36で 魅 力を感じない方(「4」または「5」に○ の方)に お伺 いします 。

付 問1.魅 力 を感 じない理 由をお聞かせ 下さい。(○ はいくつでも)

1.操 作が難 しそう8.リ アリティがない

2.使 うのが 面倒 そう9.つ まらない

3.信 頼性 に不 安が ある10.プ ライバ シー情報 の 漏洩 が心配

4.あ まり便利さが 無さそう11.悪 用 され そう

5.お 金 がかか りそう12.殺 伐 とした感じ

6.か っこわ るい13.す ぐに飽きてしまいそう

7.目 新 しくない、'14.そ の他S )
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質問35で は 、携 帯電 話 で入力 したい文章

を しゃべれ ば、音 声変換 して画面表 示 して

くれ るボイ ス ・ワープ ロ機能 につ いて 聞い

た ものであ るが、64%の 人 が肯定 的で 、50

歳代 以上 の人 では71.6%の 人 が肯定 的 であ

る。 また、魅力 を感 じない人 の42.9%は 信

頼性 に不安 が あ る と答 えてお り、イ ン ター

ネ ッ トや携 帯電話 を使 い こなせ てい る人 ほ

ど、確 実 に変換 され ないので はない か とい

う、現段階 の技術 レベル か ら見 た経験値 が

で てい る ともい え よ う。

質問36で は、携 帯 電話 にナ ビゲー シ ョン

機 能 を付加 したサ ー ビス について 聞い た も

ので あ るが、既 にサー ビス開始 してい る こ

ともあ り、肯 定的答 えが80%を 超 えてお

り、否定 的 な答 えは7.5%と い う数字 と

なった。否 定 的に答 え を した人 の 中で トッ

プはプ ライバ シー が心配 とい う比率 が高 く

26.7%と な ってい る。

質 問37で は、携 帯電話 の表示 内容 をブル

ー トゥー スな どの ロー カル無線 イ ンタ フ

ェー ス を使 って 、テ レビの画面 に映 し出す、

も しくは、携 帯電 話で の検 索結 果 を光 ファ

イバ ー網 を介 してテ レビに映 し出す とい っ

た使 い方 につい て聞い た もの であ るが、

52.5%の 人 が肯定 的で26.5%の 人が否 定的 な

答 えを選 択 してい る。 否 定的 な答 えを した

人の 自由記述 に は、テ レビがそ の時み られ プ

くて不便 とい う主婦 の声 もあ った。

図5.1-3携 帯 電 話 ボ イ ス ・ワ ー プ ロ

図5.1-4携 帯 電 話GPS

図5.1-5携 帯 電 話 と テ レ ビ との シ ンク ロ

ー71一



④ 携帯電話 とテレビとのシンクロモード

携帯電話 のディスプレイに表示された 、文字や画像を

テレビ画 面にワイヤレスで大きく映 し出したり、携帯 電話

での検索モー ドをテレビに接続された光ファイバなどの

ブロー ドバンド通信 に切 り替え、検 索は携帯電話 で表示 は

テレビでといったことが可能 となる。

質問37.あ なたは 、この技術 にどの程度 魅力を感じますか。(○ は1つ)

1.と ても.2.や や ・3.ど ちらとも

魅力を感じる 魅 力を感じる いえない 1囑 ㌢感、ない
ゴ

5.全 く

魅 力を感じない

「.
▼

質 問37で 魅力を感じない方(「4」または 「5」にOの 方)に お伺いします 。,

付 問1.魅 力を感 じない理 由をお 聞かせ 下さい。(○ はいくっでも)

1.操 作が難 しそう8,リ アリティがない

2.使 うのが面倒そう'9.つ まらない

3.信 頼性 に不安が ある10.プ ライバ シー情報の漏 洩が心配

4.あ まり便利さが無さそう11.悪 用されそう

5.お 金がか かりそう,12.殺 伐 とした感 じ

6.か っこわ るい"13.す ぐに飽きてしまいそう 『

7.目 新 しくない14,そ の他( )

⑤ 多 目的センサー搭載車ごとの位置情報

車にGPS、 センサ ー、移動通 信機能を搭載することにより、

位置情報 、走行方 向、速度;天 気、雨 量、積雪 、気温 等を

リアルタイム にセンサー情 報収集センターに収 集して横断

的な分析をすることにより、地域毎の細 かい渋 滞情報 、

気象情 報等をリアルタイム に分析配信す ることが可能となる。

質問38.あ なたは、この技術 にどの程度魅 力を感 じますか。(○ は1つ)

1.と ても2.や や3,ど ちらとも

魅 力を感 じる 魅 力を感じる いえない

≠
ミ多 、

1鱗 茎感、ない、
コ

"

欝 芸,
@毫ら

5,全 く

魅 力を感じない

「
▼

質問38で 魅 力を感じない方(「4」または「5」にOの 方)に お伺 いします。

付問L魅 力 を感 じない理 由をお 聞かせ 下さい。(○ はいくつでも)

1㎡操作が難しそう8.リ アリティがない

2.使 うのが面倒 そう9.つ まらない

3.信 頼 性に不 安がある10.プ ライバシー情報の漏洩 が心配

4.あ まり便 利さが無さそう11.悪 用されそう

5,お 金 がかかりそう'12.殺 伐とした感 じ

6.か っこわるい'13.す ぐに飽きてしまいそう

7.目 新しくない14,そ の他( )
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1.本 編5.未 来 シナ リオ か ら見 た ヒュー マ ンイ ンタ フェー ス

質問38で は 、車 にセ ンサー を付 けて、地

域 や路線 ごとの細 か いデー タを収集 分析 で

きるプ ロー ブカー に 関 して聞い た もので あ

るが、78.3%の 人が肯 定的 な答 え を選択 し

てお り、否定 的 な答 え を したの は10%と な

った。 先 の携 帯電話 にGPS搭 載 に関 して も

否 定的な答 えは7.5%と い う数 字か らす る と

位置即位 情報 と連動 したサー ビス に対 して、

肯定 的な向 きが多 い とい うえ よ う。 た だ、

セ ンサーの装備 等 、お金 が かか りそ うとい

う人 が否 定層 の40%'を 占めてい る。

質問39で は、個 人情 報管 理や声紋認 証 を

組 み合 わせ たエ ー ジ ェン ト的 なサー ビスに

対 して聞いた もの であ るが 、肯 定的な答 え

が39.8%に 対 して否 定的 な答 えが42.8%を

占めてお り、否 定的 な答 えの83%が プ ライ

バ シーが心配 と答 えてい る。 しか し、イ ン

ターネ ッ トや 携 帯電話 を使 い こなせ てい る

人 は、使 い こなせ て いない人 よ り肯 定的 な

答 え を してい る。

図5.仁6車 の 多 目 的 セ ンサ ー

図5.1-7個 人情 報 管 理

⑥ 個人情報管理システムと声紋認証

個々人の年齢、性別 、住 所をはじめ、趣味や趣 向、決済

方法などをセンタ]に 登録しておくことにより、暖味な検索

でも、その人に合った、横断的な検索などを行ってくれる。

また、本人認証には声紋パ ターンを用いるなどして、

面倒なデータ打ちこみをせずとも正確な判断ができる

ようになっている。

質問39.あ なたは、この技術にどの程度魅力を感 じますか。(○ は1つ)
「

1.と ても2.や や3.ど ちらとも

魅 力を感じる 魅 力を感じる いえない1

14.あ ま り5.全 く

魅 力を感 じない 魅 力を感 じない

コ「

▼ 頁

質 問39で 魅 力 を感 じない 方(「4」 または 「5」にOの 方)に お 伺 い します 。

付 問L魅 力 を感 じない 理 由 をお 聞 かせ 下 さい。(○ はい くつ でも)

1.操 作 が 難 しそう 『8 .リ ア リテ ィが ない

2.使 うの が 面倒 そう9.つ まらな い

3.信 頼 性 に不 安 が あ る10.プ ライバ シー情 報 の漏 洩 が 心 配

4,あ ま り便 利 さが無 さそう11.悪 用 され そう

5、 お金 が か か りそ う12.殺 伐 とした 感 じ

6.か っこわ るい13.す ぐに 飽 きてしまいそ う

7,目 新 しくな い14.そ の他()
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質問40 質問41

印象に残る 不安 ・疑問を

ところ 感じるところ

■交 通機 関 での シー ン
ー ー ー ー ー ー ー 一 一 一 一 一 一_____一 ー ー ー ー 一 －

Aは 、 駅 の改 札 口 に着 くと、携 帯 電 話 を 改札 口に か ざ して通 りぬ けた。 先

(○はいくつでも)

号
(○はいくつでも)

毒
ほど購入 したモバイル電子乗車券 ⑦ データが自動的にゲー トに送信 され 1 1

るよ うに な って い る。
一 ー ー 一 一 一 一 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 一 一 ー ー ー ー ー ー ー ー 一 一

駅 のホ ー ム に着 く と発 車 まで 後5分 ほ どあ る よ うだ。Aは 自販機 で ジ ュー

スを買お うと、携帯電話を自販機にかざすと、販売商品名一覧が携帯電話デ

イス プ レイ に表 示 され 、 選択 す る と 、携 帯 電 話 内の モ バ イ ル 電 子マ ネ ー ⑧
一

か ら支払 いが な され る と と もに ポイ ン トも加 算 され 、 ジ ュー ス が 出 て く る。 2 2

小銭 を ジ ャ ラ ジャ ラ しな くて いい し、 清 潔 で ス ピ ィーデ ィ、 最 近 は小 銭 も触

る機 会 が少 な くなっ た。 一
一 ー ー 一 一 一 一 一 一

ノ

新幹線に乗 りこむと座席リーダライタに携帯電話 をかざしてモバイル電子 〆

乗車券確認。 リアルタイムに乗務員ディスプレイに確認表示がされるので、 3 3

乗 務 員 が車 両 内 を ウロ ウロす る必 要 もな くな った 。,
－

Aは 、 ジ ュー ス を飲 ん で一 息。 今 日の会 議 で は 、 老人 介護 用 「腕 時 計型 ・

ヘ ル ス ・マ ネ ー ジ ャー 」 のモ ニ タ ー か らの意 見 や 集 計 され た数 値 分 析 に つ い

て議 論 が な され る。Aに は75歳 の母 親 が い て 、今 回 のモ ニ ター に もな っ て

も らった の で 、そ の結 果 の報 告 も しな けれ ば な らない 。

Aは 、バ ッグか ら 「メガ ネ型 デ ィ ス プ レイ 」 ⑨ を取 り出 す と、 メ ガ ネ 4 4
、

、 の よ うに顔 に か け た。 目の前 にデ ィス プ レイ が浮 き 上が り、 カー ソル を動 か

したり選択するには視線入力 ⑩ で、ディスプレイ上の任意ポイン トを目

で観 な が らま ば た きす る とク リ ックが で きた り、視 線 を動 か す とカー ソル の

移動 がで き、文 字 は ボイ ス ・ワー プ ロで入 力 が で き る。
、

一 一 ー ー ー 一 一

メデ ィカ ル ・デ ー タセ ン ター の デ ー タベ ー ス に ア クセ スす る と、ア クセ ス

者識別が厳密に行なわれ、今回のモニター期間の母親の健康状態の推移を示

す デ ー タ が、 目の前 の画 面 に浮 か び 上 が っ た。

「腕 時 計型 ヘル ス ・マネ ー ジ ャー 」 ⑪ は 、腕 時計 の よ うに腕 に 付 け て
-

お け ば、1日 の時 間毎 の血 圧 、 脈 拍 、 体 温 の変 化 と、運動 量 、汗 な どの体 液

を分析して体調を測定できるとともに、GPSと 携帯電話網を連動して、位 5 5

置情報などの管理もできる。Aが 数年前、母親を老人施設に入れたら急にア

ル ツハ イ マ ー の症 状 が で て きた た め 過 所 させ た。 今 は新 居 に 同居 して い る。'

母親はアルツハイマーの痴呆の症状はなくなったが、慣れない地での生活な

の で 迷子 に な る こ とも あ り、 「腕 時 計 型 ヘ ル ス ・マ ネ ー ジ ャ ー 」 は ぴ っ た り

の 商 品に な るだ ろ うとモ ニ ター を 引 き受 けた。

_____一 ー ー ー ー ー ー ー 一 一

一74一



1.本 編5.未 来 シナ リオか ら見た ヒュー マ ンイ ンタ フ ェー ス

質問40 質問41

印象に残る 不安 ・疑 問を 、

ところ 感じるところ

(Oは いくつでも) (○ はいくつでも)

一 ー 一 一

数値 の変 化な どを もとに、適切 な対 処方法等が表示 され 、異 常がみ られ た場 毒 5
合、 かか りつ けの 医療 機 関な ど必 要場 所で アラー ムがな るよ うになってい る。

また予 定外 の場所へ の移動 に際 しても、家族の携帯電話 に 「腕 時計型ヘ ルス ・
'

マネー ジャー」所持者 の場所が 、地 図情報 と共に送信 され てくる仕組 みにな っ

6 6

て い る。

Aは モニ ター結果 の レポー トに最終 的に 目を通 し終わ って、 ミュー ジ ックモ

一 ドに切 り替 えよ うとす ると
、 フランスの医療機 関のDが テ レビ電話 をかけて

きた。彼女は フランス語 で しか話 さな いので、Aは リアル タイム音声翻訳機 能

⑫_を 選択 して、 同時通訳 を介在 させ て会話 をす ることに した。 英語 だ と機 械

通訳 もかな り精度が あがって きたが、今 の ところフ ランス語 とな ると人 が介 在

す る しかない。

Dは 、モニターの結果 が今 日発表 され る と知 って、フ ランス医療機関 として 7 7

の要望を入れて欲 しい と、図説 を交えて説 明 してきた。導入 を予定 して いる顧

客 で もあるので、先 方の意 向も考慮す る ことを コメ ン トしておいた。
.

ほ どな く新幹線 は越 後湯 沢駅 に到着。 駅か らはタクシー で開発研 究所 に向 か

った。,
一 一 ー 一 一 ー 一 一 __

開発研 究所 には会議10分 前に到着 した。部 下のEは 前 日か らきてお り、先

ほ どチ ェ ック して メール しておいた資料 のコ ピー と配布 は終 わっている よ うだ。

会議 は白熱 した議論 がな され、午後4時 には終 了 した。帰 りの新 幹線 はまだ

予約 して いないので 、携 帯電話で越後湯 沢17:00発 の新幹線 の電子 乗車券を購
8 8

入 して乗車 した。
一 一 『 一 一 一 一 「■一

台風は過 ぎ去 って 、外は青空が広が ってい る。 帰 りの新幹線の 中では、再び

メガネ型デ ィス プ レイ をか け、好み のジャズを聞 きなが らメール のチェ ック。

仕 事関係 のメールのチ ェ ックを行 ない、プ ライベー トメール ・ボタンを押す と、

妻 か らもメールが着 てい た。 「車の調子 が悪 く今 日修 理に出 した。 そ ろそ ろ買

い換 え・る時期 じゃな い」とい うメ ッセー ジ。今 日、車で来な くて良か った と思

いつつ、妻は9月 末 に友達 と東 北方面に 自動車旅行 に行 くといっていたので、

新 車が欲 しいための 口実 じゃないか と思いつつ、 も う5年 も乗 っているので買

い換え るか と、カー シ ョップのWeb検 索モー ドを選択 した。

条件 を入力す る と対象 となる車 の一覧 とスペ ックがデ ィスプ レイ に表示 さ

れ た。 9
』9

1

以前は、車 などをWebで 買 う人は いなか ったが、 リア リテ ィに溢 れ る映

像 が映 し出 され るメガネ型 デ ィス プ レイ が普及 しは じめ、車内や エンジ ン、

走行 シー ンな ど、様 々 な角度 か ら映像 で見 ることが できるので、Webで 買

う人 も増 えてきて い る。Aは 立体画 像検 索サイ ト ⑬ で検 索 した車種 の映

像 を観 て、気 に入 った2車 種 に絞 り込み 、家族 とも相談 しよ うと、ネ ッ ト上

のパー ソナルデー タベ ース に保存 を しておいた。

/
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全員にお伺いします。

交通機関でのシーンについてお伺いします 。

質問40.物 語 の中で、あなたが印 象に残 った部分 はどこですか。1～9の うち、あてはまる文節 に○ をいくつでもおつ け

.下さい。

質問41.で は、不安 、疑問に感 じる部分 はどこですか。1～9の うち、あてはまる文節 に○をいくつでもおつけ下さい。

交通機関でのシーンについてお伺いします 。

質問42.こ の物語 について、あなたはどのような印象を持ちましたか。(○はいくつでも)

1.お もしろい

2.衝 撃 的

3.期 待 で きる

4.便 利 だ

5.進 化 した

6.無 理 が ない

7.リ ア リテ ィが ある

8,効 率 的 だ

9.楽 しそ う

10.誰 でもできそ う

11.面 倒 くさそ う

12.あ りえ ない

13.お 金 が か か りそ う

14.う っとうしい

15.疲 れ そ う

16.気 持 ち 悪 い

17,プ ライバ シー が 不 安 だ

18.殺 伐 とした

19.難 しそう

20.す ぐ飽 きそう

21.悪 用 され そ う

22.そ の 他( )

物語に登場する近未来技術に関してお伺いします。

説明とイラストをご覧になって、質問にお答え下さい。

⑦ モバイル電子 乗車券

鉄道乗車券などを携帯電話などで購入 して、乗車券を

携帯電話内のメモリに保 存して、改札 口に携帯電話 を

かざすだけで通ることができる。

質問43.あ なたは、この技術 にどの程度魅 力を感 じますか。(○ は1っ)
「

1.と ても2.や や3.ど ちらとも

魅力を感じる 魅 力を感じる いえない

14.あ まり5.全 く

1魅 力を感じない 魅力を感じない

ゴ「

▼

質問43で 魅力を感じない方(「4」または「5」にOの 方)に お伺いします。

付問L魅 力を感 じない理 由をお 聞かせ 下さい。(○ はいくつでも)

1.操 作が難しそう8.リ アリティがない

2.使 うのが面倒そう9.つ まらない

3.信 頼性に不安がある10,プ ライバシー情報 の漏洩 が心配

4.あ まり便利さが 無さそう11.悪 用されそう

5,お 金がかか りそう12.殺 伐 とした感じ

6.か っこわるい13.す ぐに飽 きてしまいそう

7.目 新 しくない14.そ の他()

質 問40で は 、交 通 機 関 で の シ ー ン を1～9ま で 区 分 して の シ ー ン毎 に 区 切 り 「印 象 に残

る と ころ 」、 を ピ ック ア ップ して も ら っ た。

選 択 者 数 が 一 番 多 か っ た の は 、 「5」 の 、 メ デ ィ カル ・デ ー タ セ ン タ ー 、腕 時 計 ヘ ル ス ・

マ ネ ー ジ ャ ー の シ ー ン で 、57.3%の 人 が選 択 して お り、 年 齢 層 が 高 くな る ほ ど 、選 択 比 率

も高 くな っ て い る。
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1.本 編5.未 来 シナ リオか ら見 た ヒュー マ ンイ ンタ フェー ス

質 問41で は 、交 通 機 関 で の シー ン を1～9ま で 区分 して の シ ー ン毎 に 区 切 り 「不 安 ・疑

問 を感 じる と こ ろ」、 を ピ ック ア ップ して も らっ た。

選 択 者 数 が 一 番 多 か っ た の は 、 「4」 の 、 メ ガ ネ 型 デ ィ ス プ レイ が 登 場 して く る シ ー ン

で 、46%の 人 が 選 択 して お り、 コ ン ピ ュー タ 的 な も の で顔 が 覆 わ れ る こ との 不 安 が あ る も

の と思 われ る。

質問42で は、交通機 関 でのシー ンに対す

る印象 を聞いた ところ、便利 だ と感 じる と

答 えた人 の比率が回答者 数計 に対 して52%に

のぼ り、総 じて受 け入れ る向 きの反応 で ある

が、同 じく、お金が かか りそ うと答 えた人 が

回答者 数計 に対 して30%い る。(円 グラフは

延べ件 数 に対す る比率 であ る)

図5.1-8交 通 機 関 で の シー ン

質問43で は、携 帯電話 に ロー・一ーカル無 線イ

ンタフェース を設 けて改札 に携帯 電話 を

か ざ して利 用で き るサー ビス につ い て聞い

た ものであ るが 、約70%の 人が肯 定的で あ .

る。 否 定的な層 は17.5%で 、そ の内45.7%が

悪 用 され そ うと答 えてい る。 自由記述 では

電池 が切れ た ら使 えない 、紛 失 した ら困る

と懸念す る声が見受 け られ た。

図5.1-9モ バ イ ル 電 子 乗 車 券
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⑧ モバイル 電子マネー
一定金額を携帯電話内の安全なメモリに保持して

、

ネット上や店頭レジ、自販機などでの決済に活用すること

ができる6

質 問44.あ なたは 、この技 術 にどの程 度 魅力 を感 じます か 。(○ は1っ)

1.と ても2.や や ・3.ど ちらとも

魅 力 を感 じる 魅 力 を感 じる い えない

竪一 翻・鶴

i・ ㌫ 感、ない
二]

5.全 く

魅 力 を感 じない

「
▼

質問44で 魅力を感じない方(「4」または「5」にOの 方)に お伺いします。

付問1.魅 力を感じない理由をお聞かせ 下さい。(○ はいくつでも)

1.操 作 が 難 しそう

2.使 うの が 面倒 そう

3,信 頼 性 に 不 安 が ある

4.あ まり便 利 さが 無 さそう

5.お 金 が か か りそう

6,か っこわ るい

7.目 新 しくない

8.リ ア リティがな い

9,つ まらない

10.プ ライバ シー 情 報 の 漏 洩 が 心 配

11.悪 用 され そ う

12,殺 伐 とした 感 じ

13.す ぐに 飽 きてしまい そう

14.そ の他( )

ノ

⑨ メガネ型ディスプレイ

メガネ型のディスプレイをかけるだけで、文字 や画像 が

目の前に大きく映 し出され る。

質問45、あなたは、この技術 にどの程 度魅力 を感 じますか。 (○は1つ)

1,と ても2.や や

魅力を感じる 魅力を感じる

3.ど ちらとも

いえない i曝 感、ない
二]

5.全 く

魅 力を感じない

「
▼

質 問45で 魅 力 を感 じない 方(「4」 または 「5」に○ の方)に お伺 いします 。

付 問1.魅 力 を感 じない 理 由 をお 聞 かせ 下 さい。(○ は いくつで も)

1.操 作 が難 しそ う8.リ ア リティが ない

、2.使 うの が 面 倒 そう9.つ まらな い

3.信 頼 性 に不 安 が ある ・10,プ ライバ シー情 報 の漏 洩 が 心 配

4,あ ま り便 利 さが 無 さそ う11.悪 用 され そう
イ

5,お 金 が か か りそう12.殺 伐 とした感 じ

6.か っこわ るい13.す ぐに飽 きて しま いそ う

7.目 新 しくな い14.そ の 他( )
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1.本 編5.未 来 シナ リオか ら見 た ヒュー マ ンイ ンタ フ ェー ス

質問44で は、携 帯電話 に ローカル無線 イ

ンタフェース を設 けて店 頭 レジや 自販機

にか ざす だ けで決 済 でき る電子 マネ ーサー

ビス につ いて聞 いた もので あ るが、52 .3%

の人 が肯 定的で 、携 帯電 話 を使 い こな して

い る人 ほ ど、 とて も魅 力 的 に感 じる と答 え

て い る。 また、否 定的 な層 は32.5%で 、悪

用、 プ ライバ シー 、信 頼性 に不安 の順 とな

って い る。

図5.1-10モ バ イ ル 電 子 マ ネ ー

質 問45で は、 メガネ型 で投射 も しくは液

晶に よ り、 目前 に画像や 文字 が表示 され る

デ ィス プ レイ について 聞いた もので あ るが、

肯定 的な答 えが35.8%で 、否 定的 な答 えが

47.5%と い う数値 となった。否 定的 な答 え 『

の半分 はか っ こ悪 いで、 イ ラス トか らくる

もの か、そ こま で した くない とい う反応 な

のか、否 定的 な意見 が 自由記 述 で も多 く見

受 け られ た。

あまり魅力を

感 じない

図5.1-11メ ガ ネ 型 デ ィス プ レイ

質 問46で は、 メガネ型デ ィスプ レイ で、

操作 を視線 で でき る機 能 つい て聞い た もの

で あ るが 、、肯定的 な答 えが30.3%で 、否定

的 な答 えが49.8%と 約 半数 が否 定的 とな っ

た。否 定的 な答 えには、使 うのが面倒 、操

作が難 しそ うとい った比 率が 高 く、 自由記

述 で は 目が疲 れ る とい う意 見 が多 く見受 け

られ た。

全く魅力を感
じない

あまり魅力を
・感 じない

図5.1-12視 線 入 力
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⑩ 視 線入 力

カメラのファインダー等で実用 化され ているが 、コンピュー タ

へ のコマンド入 力、マウス的 な使 い方を視 線を認 識させ て

機 能させ る。

質 問46.あ なたは 、この技術 にどの程 度魅 力を感 じますか。(○ は1つ)

1.と ても2.や や3.ど ちらとも

魅 力を感じる 魅 力を感 じる いえない 1・ 鑑 感、な、、
ゴ

5.全 く

魅力を感じない

「
▼

質問46で 魅 力を感じない方(「4」また は「5」にOの 方)に お伺 いします 。

付 問1.魅 力を感 じない理 由をお 聞かせ下 さい。(○ はいくつ でも)

1.操 作が難 しそう8.リ ア リティがない

2.使 うのが面倒 そう 、9.つ まらない

3.信 頼性 に不 安がある10.プ ライバシー情報 の漏洩 が心配
`

4.あ まり便 利さが 無さそう11.悪 用されそう

5.お 金がか かりそう12.殺 伐 とした感 じ

6.か っこわるい13.す ぐに飽 きてしまいそう

7.目 新 しくない14.そ の他( )

⑪ 腕 時計 型ヘルス・マネー ジャー

腕 時計型でセンサーやGPS機 能 、移 動通 信機 能を内蔵 し、

血 圧、脈 拍、体 温、運 動量 、汗 などの情報 をもとに、

その 人の健康 状態を収 集分析 するとともに、位 置情報 等も

連動させ て、健 康と安全を管理する。

質 問47.あ なたは、この技術 にどの程 度魅力 を感 じますか。(○ は1つ)

1.と ても2.や や3.ど ちらとも

魅 力を感 じる 魅 力を感 じる いえない 蔑 鑑 ない
コ

5.全 く

魅 力を感 じない

「▼
、

質問47で 魅 力を感 じない方(「4」または 「5」にOの 方)に お伺い します。 一

付問1.魅 力を感 じない理 由をお 聞かせ 下さい。(○ はいくつ でも)'

1.操 作が難 しそう 、8.リ アリティがない

2.使 うのが面倒 そう9.つ まらない

3.信 頼性 に不安 がある10.プ ライバシー情報 の漏洩 が心 配

4.あ まり便利さが無 さそう11.悪 用されそう

5.お 金がか かりそう12.殺 伐とした感 じ

6.か っこわ るい13.す ぐに飽 きてしまいそう

7.目 新 しくない14.そ の他()
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1.本 編5.未 来 シナ リオ か ら見 た ヒュー マ ンイ ンタ フ ェー ス

⑫ リアルタイム音声翻 訳機 能

∨olP(VoiceoflntemetProtocol)に よりインターネット網を

使って音 声通信 を実 現。市内通話斜なみ で世界 中通 話が

でき、通 訳者は3者 間通 信でどこにいても通訳 業務ができる。

!

質問48.あ なたは 、この技術にどの程度魅力を感 じますか。(○ は1っ1

・㌫
感、る ・㌫ を感、る ・ぽ ㍉ ・

あまり5.全 く

魅力を感じない 魅力を感じない

「 、 コ.

噺

質問4Sで 魅力を感 じない方(「4」または「5」にOの 方)に お伺 いします。

付問1.魅 力を感じない理 由をお 聞かせ 下さい。(○ はいくつでも)

1,操 作 が難しそう8.リ アリティがない

2.使 うの が面倒 そう9.つ まらない

3.信 頼性 に不 安がある10.プ ライバシー情報の漏洩 が心 配

4.あ まり便 利さが無さそう11.悪 用され そう

5.お 金がか かりそう12.,殺 伐 とした感 じ

6.か っこわ るい13、 すぐに飽きてしまいそう

7.目 新 しくない .14.そ の他( )

⑬ 立体 画像検 索サイト

メガネ型ディスプレイをが けるだけで、三次 元の立体映像を

みることが できる。'

質問49. .あなたは、こop技術にどの程度 魅力を感 じますカ㌔(○ は1つ)

1.と ても2.や や3.ど ちらとも

魅力を感 じる 魅 力を感じる いえない i4㌫ 感、ない

5、全く

魅 力を感じない

コ「

▼

質問49で 魅 力を感 じない方(「4jまたは「5」に○の 方)に お伺 いします。

付問1.魅 力 を感じない理由をお 聞かせ下さい。(○ はいくつ でも)・

1.操 作 が難 しそう.8.リ アリティがない

2,使 うのが面倒 そう9,つ まらない

3,信 頼性 に不 安がある10,プ ライバシー情報 の漏洩が心配

4,あ まり便 利さが無さそう11.悪 用されそう

5,お 金がか かりそう12.殺 伐とした感じ

6.か っこわ るい.13,す ぐに飽きてしまいそう

7,目 新 しくない14.そ の他( )
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質 問47で は、健康管 理 と安全 を守 る機能

を搭 載 した腕 時計型 の端末 につ いて 聞いた

もので あ るが、肯 定的 な答 えが74.5%で 、

女性 の内82.5%が 欲 しい と答 えてい る。否

定 的な答 えは13%で 、信頼性 、 プ ライ バ シ

ー の順 となって い る
。

図5.1-13腕[時 計 摯 ヘ ル ス マ ネ ー ジ ャー

質 問48で は、VoIPで 世界 どこにいて も、音

声 会話 が低 額 にで きるサー ビスを利 用 して 同

時通訳 を三者 間で行う サー ビスに関 して聞 い

た もので あるが、肯定 的な答 えが71.5%、 否

定的 な答 えが12.8%ど な った。

否定的 な意見 の52.9%は お金 がか か りそ う

と答 えた人 が高い比率 を 占めた。

どち らともい

えない

全く魅力を感
じない

図5.1-14リ ア ル タ イ ム 音 声 翻 訳

質問49で は、 三次元 の立体画像 が見 え る

メガ ネ型 デ ィスプ レイ につ いて聞い た もの

で あるが、肯 定的 な答 えは47.3%、 否 定的

な答 えが26.5%を 占めた。 メガネ型 デ ィス

プ レイ 自体 に否 定的 な答 えが高いの で、 同

じよ うな反応 とな ってい る。

あま り魅力を

感 じない

図5.1-15立 体 画 像 メ ガ ネ 型 デ ィス プ レイ

一82一



1.本 編5.未 来 シナ リオ か ら見た ヒュー マ ンイ ンタ フェー ス

形 態 を導入 してい るシ ョソ ピン グセ ンター で、今 商 品が 届 いた ところ なん だ よ」

と相変 わ らず新 しモ ノ好 き の母親 が得意 そ うな顔 で 言 ってい る。

娘 は父 親 に 「お か え り そ うい えば今 日は何 の 日か憶 えて い る?私 の誕 生 日

よ」と。 「あ～ そ うだ った な、 ケ ー キ で も買 って お祝 い しな きゃ な 」といい な が

ら、リ ビ ング に戻 り、妻 に電 話 を か けた。 妻 は駅 の近 くの商店 街 付 近 にい て 家

に向 か って い るよ うだ。 妻 にCの 誕 生 日だか らケ ー キを 買っ て きて欲 しい と伝

え る と「この辺 にケー キ屋 あ っ たか しら、方 向 音痴 な ので わか らな い」とい っ て

い る。Aは 妻 の携 帯 電話 のGPS情 報 を送信 す るよ うに伝 えた。 送信 され て き

た位 置 情報 か ら近 くの ケー キ屋 を検 索 して地図 情報 と 目印 を付 け て送 り返 し、

そ こか らは この道順 でい け ば5分 でい け るの で ヨ ロシ ク と言 って 電話 を切 った。

質問50質 問51

印象に残る 不安・疑問を

ところ 感じるところ

(Oは いくつでも)(Oは いくつでも)
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質問50 質問51

印象に残る 不安 ・疑問を

ところ 感じるところ

(Oは いくつでも) (○はいくつでも)
■一 一 一 一 ー ー ー 一 一 ー ー ー 一 一 ー ー ー ー ー 一

妻はケーキ屋でケーキを買うとレジで携帯電話で決済。決済とともに商品情
毒 ●

報 も携 帯電 話 に保 存 され 、家 に帰 っ て ホ ー ムサ ー バ ー に 送信 す る と、家 族 で使

った経費がデイ リーで集計できる。デジタル家計簿 ⑯ として活用できるの
4 4

で重 宝 して い る。

妻 は 家 に戻 り食 事 の 用意 。 今 日の モ ニ ター 結 果 発 表 な ど話 して い る うち に 、

食 事 とケー キ も食 べ 終 わ っ た。
一____一 ー 一 一

テ レビで は サ ッカー の試 合 を放 映 して い る。Aは 「明 日は休 日なの で 、 サ ッ

カー の試 合 を 午後 か ら見 に行 こ う」 と妻 と娘 に言 う と、行 きた い との 返 事。A

は携 帯 電話 で 「サ ッカ ー観 戦 チ ケ ッ ト購 入9月10日 の東 京 レッズ試 合3枚 」

と音 声 入 力 す る と、空 き情 報 、 時 間 、 場 所等 がデ ィ ス プ レイ に表 示 され た 。 早
' 5

>

5
「

速 、購 入 ボ タ ン を押 し、 観 戦す る3人 の メ ール ア ドレス を選択 す る と、決 済 処
、

理されるとともに、3人の携帯電話に玉パイル電子チケット ⑰ が配信された。

これ で 、後 は競 技 場 の ゲー トに 当 日か ざす だけ で観 戦 で きる。 〆

Aは 、今 日修理に出した車の調子を妻に聞くど ∫買い換えた方がいいのでは

と修 理屋 も言 っ てい る」 との 返 事。

Aは 検 索 してお い た 、 車 のデ ー タ をパ ー ソナ ル デ ー タベ ース か らホ ー ム サー

バ ー に ダ ウン ロー ドして 、 テ レ ビ画 面 に 映 し出 した。 最 新 の車 だ け に機 能 も 充
『
実 して い る。 この際 、 買 い 換 え て よ と、 娘 もおね だ り。 明 日のサ ッカ ー試 合 は 6 6

夕刻か らなので、その前に展示場に行って試乗 して良ければ買お う。しかしオ

一 ダー は、Webの 方 が 安 い か ら、Webカ ー シ ョ ップで 注文 しよ うと、 渋 々
「

、

という顔をしながら返事。内心自分 も欲しいのでリアルな映像に見入ってしま
・

っ て い る。 一
____一 ー ー 一
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1.本 編5.未 来 シナ リオ か ら見 た ヒュー マ ンイ ンタ フ ェース

全員にお伺 いします。

家でのシー ンについてお伺 いします。

質問50.物 語の中で、あなたが印象 に残った部分はどこですか。1～6の うち、あてはまる文節 に○をいくつでもお つけ

下さい。

質問51.で は 、不安 、疑問に感 じる部分はどこですか。1～6の うち、あてはまる文節に○をいくつでもお つけ下さい。

家でのシーンについてお伺 いします。

質問52.こ の物 語について、あなたはどのような印象 を持ちましたか。(○はいくつ でも)

1.お もしろい

2,衝 撃 的

3.期 待 できる

4.便 利 だ

5.進 化 した

6.無 理 が ない

7.リ ア リティが ある

8.効 率 的 だ

9,楽 しそう

10.誰 でもできそ う

11.面 倒 くさそ う

12.あ りえな い

13,お 金 が か か りそう

14,う っとうしい

15.疲 れ そう

16,気 持 ち悪 い

17,プ ライバ シー が 不 安 だ

18.殺 伐 とした

19,難 しそう

20,す ぐ飽 きそう

21.悪 用 され そう

22.そ の 他( )

物語に登場する近未来技術に関してお伺いします。

説明とイラストをご覧になっで、質問にお答え下さい。

⑭ ノンストック・ショッピング

店舗 には多くの消費見本 が陳列され ており、スペースを

とる在庫 は置 いていない。消費者 は携帯電話 に搭載された

り一ダライタを商品見本 に取 り付けられたタグに近づ ける

ことにより商 品説明を見たり、オーダ14ング、決済等が

可能 となり、商品 は配 送センターから一括パッケージ化

されて配 達される。

質問53.あ なたは、この技術にどの程度 魅力を感 じますか。(○ は1二,

・㌫
感、る2・ESを 感、る ・鑑 き1・

あまり5.全 く

魅 力を感じない 魅力を感 じない

ゴ「

▼

質 問53で 魅 力を感 じない 方(「4」 また は 「5」にOの 方)に お伺 い します 。

付 問1.魅 力 を感 じない 理 由 をお 聞か せ 下 さい 。(○ は い くつ でも)

1.操 作 が 難 しそ う`t.8.リ ア リティが な い

2,使 うの が 面倒 そう.9.つ まらな い

3.信 頼 性 に 不 安 が あ る10,プ ライバ シ ー 情 報 の 漏 洩 が 心 配

4.あ ま り便 利 さが 無 さそ う11.悪 用 され そ う

5,お 金 が か か りそう12,殺 伐 とした 感 じ

6.か っこわ るい'13.す ぐに飽 きて しま い そう

一.t7.目 新 レ≦ないtt』' ,.t .,」4.そ の 他()
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質 問50で は 、家 で の シ ー ン を1～6ま で 区分 して の シ ー ン 毎 に 区切 り 「印 象 に残 る と こ

ろ」、 を ピ ック ア ップ して も らっ た 。

選 択者 数 が 一 番 多 か っ た の は 、「1」の 、ノ ン ス トッ ク ・シ ョ ッ ピ ン グ の シ ー ンで 、53.3%

の人 が選 択 してお り、 女 性 の60.2%が 選 択 して い る。

質 問51で は 、家 で の シ ー ン を1～6ま で 区 分 して の シ ー ン 毎 に 区切 り 「不 安 ・疑 問 を感

じ る と こ ろ」、 を ピ ッ クア ップ して も らっ た 。

この 項 目で は 、 何 も選 択 しな か っ た 比 率 が 一 番 多 く、44.5%で 、特 に 不 安 や 疑 問 と思 わ れ

る要 素 は な い とみ る捉 え 方 と 、答 え よ うが な か っ た とい う捉 え 方 が 想 定 され る。

質 問52で は、家 での シー ンに対す る印象

を聞いた ところ、便利 だ と感 じる と答 えた

人の比率が 回答者 数計 に対 して55%に のぼ

り、総 じて受 け入れ る向 きの反応 で あ るが、

同 じく、お金 がか か りそ うと答 えた人が

回答者数計 に対 して22%い る。(円 グラフ

は延 べ件数 に対す る比率で あ る)

図5.1-16家 で の シ ー ン

質 問53で は、携帯電話 を陳列 され た商品

の タグにか ざ して、個数 を入 力す れ ばオー

ダーがな され 、 自宅 に配 送 され るサー ビス

について聞い た もので あ るが、55.5%が 肯

定的 に答 えてお り、女性 の28.7%が 、 とて

も魅 力 を感 じると答 えてい る。否 定 的な答

えを出 してい るの は25.8%で 、信頼性 や シ

ョッピングの楽 しみ がな く,なるので は とい

った反応 も見受 け られ る。

あまり魅力を

感 じない

どち らともい
えない

やや魅力を感
じる

・ 図5 .1-17ノ ン ス ト ッ ク ・シ ョ ッ ピ ン グ
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1.本 編5.未 来 シナ リオか ら見た ヒュー マ ンイ ンタ フェー ス

'

一

⑮ ミュー ジックPDA
、

ト

手 帳サイズの携帯PCに 高感度マイクが内蔵され 、ヘッド
.》 ＼ 、

ホンは外付 け。ディスプレイで曲選択 や歌詞 表示。 ふ

,大容量メモリに数百 曲の音楽やカラオケ音源を保持する

ことが できるポータブル ・オーディオ。
'

_ノ ♪

　
浮Ks
一

影藤 翔鰯 繍 紗燃

ぺ.麟"獺
質 問54.あ なたは 、この技 術にどの程 度魅力 を感 じますか。 (○は1つ)

1.と て も2.や や3,ど ち らとも 「4あ まり

A
5,全 く1

魅 力を感 じる 魅力を感じる いえない : 魅力を感じない 魅 力を感じない1
'

コ「

∀
質 問54で 魅 力を感 じない方(「4」または 「5」に○の方)に お伺いします 。

、

付 問1. 魅力を感 じない理 由をお 聞かせ 下さい。(○ はいくっ でも)

1.操 作 が難しそう 8.リ ア リティが な い

2.使 うのが面倒 そう 9.つ ま らない

3.信 頼性 に不 安がある 10.プ ライバシー情報 の漏洩が心配
'

4.あ まり便利さが無さそう 11,悪 用 され そう

5.お 金がかか りそう 12.殺 伐 とした感 じ

6,か うこわ る い 13.'す ぐに飽 きて しまい そう

7.目 新 しくな い 14,そ の 他( )

⑯ デジタル家計簿 　

∨

ro

〔_一 【・

携 帯電話で日常 の決済を行 うことにより、POS等 で 鹸 塗,・ 苗'
.一 一

インプットされた商品情報 、価格なども自動的に収 集でき、
宏 、 '▼一「栖

家計簿として活用。 襲

楊鰻

膨 …1.、 、

曝.響 、一 や 言

繋念 　 7

竺攣ぜ 凝

逐E〃 。灘

' ・・熱 欝 欝

質 問55.あ なたは 、この技術にどの程 度魅力 を感 じますか。 (○は1つ)
'π

1.と ても2.や や3.ど ち らとも 「4あ まり 5.全 くl
l

魅力を感じる 魅力を感じる いえない
rl

魅力を感じない 魅力を感 じない ・̀

コr

ウ
質問55で 魅 力を感 じない方(「4」また は「5」にOの 方)に お伺 いします 。

付 問1. 魅力を感 じない理 由をお 聞かせ 下さい。(○ はいくつでも) 、

1.操 作 が難しそう 8.リ ア リティが ない

2.使 うのが 面倒 そう 9.つ まらない
'

3.信 頼性 に不 安がある 10、プライバシー情 報の漏洩 が心配

4.あ まり便 利さが無 さそう 11,悪 用 され そ う

5.お 金が かかりそう 12,殺 伐 とした 感 じ

6.か っこわ るい 13.す ぐに飽 きて しまい そう・
、

一 ヤ 、

7.『目新 しくない 14,そ の他( )
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質 問54で は 、携 帯 コ ン ピ ュー タ のPDA等

を 活 用 した ポ ー タ ブル ・オ ー デ ィ オ につ い て

聞 い た もの で あ る が 、50.3%が 肯 定 的 に 答 え

て お り、否 定 的 な答 え を出 して い る の は24%、

自 由記 述 で は 目に悪 そ う とい っ た 指 摘 が 見

受 け られ た。

あまり魅力を
感じない

どちらともし

えない

やや魅力を感
じる

図5.1-18ミ ュ ー ジ ッ 、ク,PDA

質 問55で は、携 帯電話 に買い物 を した内

容 が 自動的 にイ ンプ ッ トされ 、家計 簿的 に

使 えるサー ビス について聞 いた もので あ る

が、59%が 肯定的 で、女性 の64.9%が 選 択 し

てい る。否 定 は21.5%で プ ライバ シー を懸

念す る人が38.4%。 自由記 述で は、細 かい

ものまで家計簿 につ くの は困 る とい った コ

メン トもあった。

図5.1-19デ ジ タ ル 家 計 簿
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1.本 編5.未 来 シナ リオ か ら見 た ヒュー マ ンイ ン タフ ェー ス

⑰ モバ イル 電 子チケット

.スポー ツ観 戦や コンサー ト、映 画などのチケットを携 帯電話

で購 入 ・決済 でき、チケットは 、携帯 電話 内 の安 全な

メモ リ内 に保 持 。会 場の ゲー トにか ざす だけでゲー トイン

できる。

質 問56.あ なたは 、この技術 にどの程 度魅 力 を感 じます か。.(○ は1)1

.1.とても2.や や3.ど ちらとも

魅力 を感 じる 魅 力を感 じる いえない

「4
.あ ま り|

1魅 力を感 じない

5.全 く

魅 力を感 じない

]「

▼

質 問56で 魅 力 を感 じない方(「4」または 「5」に○ の方)に お伺 いします 。

付 問1.魅 力 を感 じない理 由をお 聞かせ 下さい。(○ は いくつでも)

1.操 作 が難 しそう8 .リ アリティが ない

2.使 うの が面倒 そう9.つ まらない

3.信 頼 性 に不安 が ある10.プ ライバシー情 報 の漏 洩 が心 配

4.あ まり便 利さが無 さそう11 .悪 用され そう

5.お 金 がか か りそう12 .殺 伐とした感 じ

6.か っこわ るい13 .す ぐに飽きてしまいそう

7.目 新 しくない14 .そ の他( )

質問56で は、携 帯電 話で コ ンサ ー ト等 の

チ ケ ッ トを購入 して、会場 で携帯 電話 をか

ざせ ば入 場 で きるサ ー ビスについ て聞い た

もので あ るが 、66%が 肯定 的で 、否 定 は

13%で 、プ ライバ シー、悪用 を懸念 す る人

がそれ ぞれ42.3%。 自由記述 で は、チ ケ ッ

トを見 る楽 しみ が無 い とい った コメ ン トも

あった。

あま リ魅力 を

感 じない

11%

えない

21%

感 じる

24%

る

艶

じ

4

図5.1-20モ バ イ ル 電子 チ ケ ッ ト
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質問57 質問58

印象に残る 不安 ・疑問を

ところ 感じるところ

(Oは いくつでも) (○はいくつでも)
■妻Bさ んの最近一 ー 一 一 ー 一 一 一 一 ー ー 一 一 ー ー ー ー ー 一 一 一 一 一 一

皐 皐
最 近 は 、天気 予 報 もず いぶ ん と進 化 して、 全 国版 だ けで は な く、 自分 の住 ん

でいる街単位での細かい予報を携帯電話にリアルタイムで知 らせてくれる
1 1

「携 帯 ア メ ダ ス」 ⑱ が 普 及 して き た の で、 外 出 が 楽 に な っ た。 洗濯 物 を

濡 らして しま うこ とも激 減 。
一 一

スー パ ー に行 く と、 さっ き 自分 が 買 っ た食 材 で 、 どん な メニ ュー が 作 れ る の
2 2

、

か をア ドバ イ ス して くれ る 「今夜 の メニ ュー 指南 コー ナー 」 ⑫ が 便利 。
一 一 ー ー 一 三ーー ー ー ー ー ー ー ー ー 一

ま た、 友達 の 若 い奥 さん は 子供 連 れ で スー パ ー に よ く来 て い る が 、'子供 が急

に 「お しっ こ!」 とか 言 い 出 して も、 全部GPS付 携 帯 電 話 が周 囲の 施 設 を

一発 で 検 索 して くれ るの で とて も便 利 と言 って い る
。 ま さに カー ナ ビで は な

く 「人ナ ビ」 ⑳ だ と実感 。 こ の 「人 ナ ビゴ は 、付 近 を走 るバ ス の 運 行 状

況なども随時表示してくれるので、ぎりぎりまで時間を効率的に利用できる。 3 3

おかげでバス停での井戸端会議がちょっと減ってさびしいとい う近所のおば

さん もいる け ど。

ま た、 この 「人 ナ ビ」 は 夫Aを 使 い 立 て るに も便 利 。 買 い 忘れ た 品 物 の リス

トを夫Aの 「人 ナ ビ」 に送 って お け ば、 自動 で 、そ れ が どこの お 店 の どこ の

コー ナー に 売 って い るの か の情報 を添 えて送信 され る ら しい。
__一 一 一 一 ー ー 一

・話 は変 わ るが 、 最近 リフ ォー ム を考 えて い る。 「立 体 リフォ ー ム見 積 も り芝
一

工_に 、自室の写真をデータで送信すると、自動的にデザイン案 と
4 4

見積 も りが 返信 されて きて 、便利 だ と聞 い た。 一 度 使 っ てみ よ うと思 う。
一 一 ー 一
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1.本 編5.未 来 シナ リオか ら見 た ヒュー マ ンイ ンタ フ ェー ス

全員にお伺 いします。

妻Bさ んの 最近 のシー ンにつ いてお伺 いします 。

質問57.物 語の 中で、あなたが印象 に残った部分 はどこです か。1～4の うち、あてはまる文節 に○をいくつでもお つけ

下さい。,

質問58.で は 、不安 、疑 問 に感 じる部分 はどこですか。1～4の うち、あてはまる文節 に○をいくっでもおつ け下 さい。

妻Bさ んの最 近の シーンにつ いてお伺 いします 。

質 問59.こ の物 語 につ いて、あなたはどのような印 象を持 ちましたか。(○はいくっ でも)

1.お もしろい

2.衝 撃 的

3.期 待 できる

4.便 利 だ

5.進 化 した

6.無 理 が ない

7.リ ア リテ ィが あ る

8.効 率 的 だ

9.楽 しそ う

10.誰 でもで きそう

11.面 倒 くさそう

12,あ りえ な い

13.お 金 が か か りそ う

14.う っとうしい

15.疲 れ そ う

16.気 持 ち悪 い

t7.プ ライバシ ー が 不 安 だ

18.殺 伐 とした

19.難 しそ う

20.す ぐ飽 きそ う

21.悪 用 され そ う

22.そ の 他( )

物語に登場する近未来技術に関してお伺いします。

説明をご覧になって、質問にお答え下さい。

⑱ 携帯アメダス

各市町村単位での詳細な天気予報データを、中央の

気象庁などを介さずに、各携帯電話が自動で受信し、

表示してくれる。携帯電話の現在位置が変われば、

予報エリアも自動で変更。

また、任意の別のエリアの詳細な天気予報も呼び出せる。

質 問60.あ なたは 、この技術 にどの程度 魅力 を感じます か。(○ は1つ)
'

1.と ても ・.'2.や や3.ど ちらとも

魅 力 を感 じる 魅 力を感 じる い えな い

14あ まり

1魅 力を感 じない
`

5.全 く

魅 力を感 じない

コ「

▼

質 問60で 魅 力を感 じない方(「4」または「5」にOの 方)に お伺 いします 。'

付 問1.魅 力 を感 じない理 由をお 聞かせ 下さい。(○ はいくつ でも)

1.操 作 が難 しそう8.リ アリティがない

2.使 うの が面倒 そう9.つ まらない

3.信 頼 性に不安 がある ,10.プ ライバシー情報 の漏洩 が心 配

4.あ まり便 利さが無さそう11.悪 用されそう

5.お 金が かか りそう12.殺 伐とした感 じ

6.か っこわるい13.す ぐに飽きてしまいそう

7.目 新 しくない14.そ の他( )

、
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質 問57で は 、妻Bさ ん の 最 近 を1～4ま で 区分 して の シ ー ン毎 に 区 切 り 「印 象 に残 る と こ

ろ 」、 を ピ ッ ク ア ップ して も らっ た 。・

選 択 者 数 が 一 番 多 か っ た の は 、「3」 の 、人 ナ ビ の シ ー ンで 、51.8%の 人 が 選 択 して い る。

質 問58で は 、・妻Bさ ん の 最 近 を1～4ま で 区 分 の シ ー ン 毎 に 区切 り 「不 安 ・疑 問 を 感 じ

る と ころ 」、 を ピ ッ ク ア ップ して も らっ た 。

この 項 目で は 、 何 も選 択 しな か っ た 比 率 が 一 番 多 く、64%で 、特 に 不 安 や 疑 問 と思 わ れ る

要 素 は な い とみ る捉 え方 と、 答 え よ うが な か っ た とい う捉 え方 が想 定 され る。

質問59で は、妻Bさ んの最近 に対す る印

象 を聞いた ところ、便利 だ と感 じる と答 え

た人の比率 が回答 者数計 に対 して53.3%に

の ぼ り、総 じて受 け入れ る向 きの反応 で ある。

(円 グラフは延 べ件数 に対す る比 率で ある)

図5.1-21妻Bさ ん の シ ー ン

質 問60で は、携 帯電話 の位 置情 報 と、そ

の地域 の気 象情報'を組 み合 わせ て提 供す る

サー ビスについ て聞いて いた もので あるが、

肯 定的が70.5%、 否定的 が15%を 占めてい る。

図5.1-22携 帯 ア メダ ス
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1.本 編5.未 来 シナ リオ か ら見 た ヒュー マ ンイ ンタフ ェー ス

⑲ 今 夜の メニュー指南 コーナー

スーパーの レジ近辺 に設置 されたコーナー に、顧 客登 録

してお けば 、今 日買った食材でどんなメニューが作れ る

の かを、レシピつきで案 内してくれ る。過去の メニュー

履 歴なども保存しているので、栄養 やジャンル のバランス

も自動 的に判断してアドバ イスしてくれる。
」

質 問61.あ なたは、この技術 にどの程 度魅力 を感 じますか。(○ は1つ)

1,と て も2.や や3,ど ち らとも 「4.あ ま り5 .全 く1

魅力を感じる 魅力を感じる いえない1魅 力を感じない 魅力を感じない1

「 コ'

十
質 問61で 魅力を感 じない方(「4」または「5」にOの 方)に お伺 いします。

付 問1.魅 力を感 じない理 由をお聞かせ 下さい。(○ はいくつでも)

1.操 作 が 難 しそ う8.リ ア リテ ィが な い

2,使 うのが面倒そう9 .つ まらない

3.信 頼性 に不安がある10.プ ライバシー情報の 漏洩が心 配

4.あ まり便 利さが無 さそう11 .悪 用されそう
、 一

5.お 金がか かりそう12,殺 伐とした感じ

6.か っこわ るい13,す ぐに飽 きてしまい そう

7.目 新 しくない14.そ の他()

⑳ 人ナビ

GPS機 能 を装備した携帯 電話などに、カーナビゲーション

システムの人 間版のようなソフトを導 入することで、

人間が歩いて移動するする場合を想定した各種ルート案内
'

や施設情報提供などを行なえる。

また、他 の人が持っている「人ナ ビ」と通信 することで、互い

の位置情報や施設情報を交換利用することもできる。

質 問62.あ なたは、この技術 にどの程 度魅力 を感 じますか。(○ は1つ)

1,と て も .、2.や や3.ど ち らとも 「4,あ ま り5.全 く へ]

魅 力を感じる 魅 力を感じる いえない1魅 力を感 じない 魅 力を感じない1

「 ー ゴ`

ψ
質 問62で 魅 力を感 じない方(「4」または「5」にOの 方)に お伺 いします。

付 問1.魅 力を感 じない理 由をお聞かせ下 さい。(○ はいくつ でも)

1.操 作 が難 しそう8.リ アリティがない

2.使 うの が面倒そう9.つ まらない

3.信 頼 性に不安がある10,プ ライバシー情報の 漏洩が 心配

4,あ まり便 利さが無 さそう11 .悪 用され そう

5,お 金が かかりそう12.殺 伐 とした感 じ'

6.か っこわ るい13.す ぐに飽 きて しまい そ う

7.目 新 しくない14.そ の他()
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・ 立体 リフォーム 見積もリサ イト

工務店などが共同で運営 するリフォーム ・シミュレーション

のサービスで、間取 り図 と画像情報 を送信 しておけば、

正確なリフォーム ・プランを立 体で返信し、か つそれ に

かか るコストも見積もってくれ る。高齢 化社 会の進展 などに

対応 した新 しい住まいの提案 を推進す る。

質問63.あ なたは 、この技術 にどの程 度魅 力を感 じますか。

1.と ても2.や や,3.ど ちらとも

魅 力を感 じる 魅 力を感 じる いえない

(○は1つ)

i麟 娑感、な、、
コ

5.全 く

魅 力を感じない

「
▼

質問63で 魅 力を感 じない方(「4」また は「5」にOの 方)に お伺 いします。

付 問1.魅 力を感 じない理 由をお 聞かせ 下さい。(○ はいくつでも)

1.操 作が難 しそう8.リ アリティがない

2.使 うのが面 倒そう'、9,つ まらない

3.信 頼性 に不安がある .10.プ ライバ シー情 報の漏 洩が心配

4.あ まり便 利さが無さそう 『11.悪 用され そう

5.お 金が かか りそう12.殺 伐とした感じ

6.か っこわ るい13,す ぐに飽 きてしまいそう

7.目 新 しくない14.そ の他( )
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1.本 編5.未 来 シナ リオ か ら見 た ヒュー マ ンイ ンタフ ェー ス

質 問61で は 、 ス ー パ ー で 買 っ た 食 材 で ど

ん な メ ニ ュ ー が 作 れ る か を レ シ ピで 案 内 し

て くれ る サ ー ビ ス に つ い て 聞 い て い た も の

で あ るが 、肯 定 的44.8%、 否 定 的 が27.5%

を 占 めて い る。 あまり魅力を

感 じない

やや魅力を感
じる

図5.1-23メ ニ ュ ー 指 南

質 問62で は 、 人 ナ ビ情 報 を 交 換 で き る サ

ー ビス に つ い て 聞 い て い た も の で あ る が
、

肯 定 的61.3%、 否 定 的 が18.3%を 占 め て い る。

どちらともい

えない

20N

図5.1-24人 ナ ビ

質 問63で は 、 リフ ォ ご ム ・シ ュ ミ レー シ

ョン に つ い て 聞 い て い た も の で あ る が 、 肯

定 的45%、 否 定 的 が19.8%を 占 め て い る。

あまリ魅力を

感 じない
14%

えない
35%

やや魅力を感

じる
30%

図5.1-25立 体 リフ ォ ー ム 見 積 り
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5.2近 未 来の ヒュー マ ンイ ンタ フ ェー ス技術 と情 報環境 の問題 点 と期 待感

5.2.1近 未 来のEC向 け新技 術

質 問64で は近未 来の オ ン ライ ン シ ョッピングで利 用 可能 にな る と思われ る新 技術 を6

種 類挙 げて その便利 さをたず ねた。そ の結 果 、① 指紋 は78%が 便 利 だ と回答 し、以下② 目

の虹彩 な ど68%、 ③ICチ ップまた はICカ ー ド55.8%、 ④ 声 の音 声認識49 .3%、 ⑤顔 の

画像認識48.5%、 ⑥ 手書 き文字 の認 識45.5%の 順 で あった。① の指紋 は便利 と思わ ない回

答 も10.5%と6項 目中景 も少 な く、圧倒 的 に支持 され て い るこ とが判 明 した。逆 に、欧米

で は一般的 に使 われ 、 ク レジ ッ ト取 引 で も利 用 され てい るサイ ン(署 名)の 自動認 証 は便

利 だ と思われ てい ない こ とが わか った。 特 に女性 の間で は支持 と不支持 の差 が5%し かな

か った。

指紋

目の虹彩

ICチ ップ

人の声

顔の画像

手書き文字

0% 20%

.凝灘 灘 灘灘⑫灘 ＼

40% 60%

25.81.;i

80% 100%

圏便利だと思う■どちらでもない ロ便利だと思わない

図5.2-1新 しい技 術 の 便 利 さ

指 紋 は犯 罪捜 査や 国 家管 理 につ な が るイ メー ジか ら敬遠 され るので は ない か と予 想 さ

れ た。 しか し、セ ンサに触 れ るだ けで操 作 さが簡単 な こ と、個人 の体調 な どに よる変化 が

少 な い こと、カー ドな どを持 ち歩 く必要 が ない こと、 さ らにATM(現 金 自動預 け払 い機)

の タ ッチパネル 操作へ の慣 れや 、近 年 増加 して い る携帯電 話 のパス ワー ド設 定 な どに よ り、

指紋 な ど認証情 報 を利 用者 端末 で管 理す るこ とへの意識 の高 ま りもあ るの ではない か と考

え られ る。

これ らの新 技術 を利 用 した オ ン ライ ンシ ョッピン グの利 用意 向 を尋 ね た ところ、63.5%

が肯 定的 な回答で あった。 現在銀 行 の キ ャ ッシ ュサ ー ビスで は磁気 カー ドと暗証番 号の組

合 せ に よって認 証 を行 ってい るが 、利便性 ととも に安全性 の 向上 も求 め られ てい る とも考

え られ る。
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1.本 編5.未 来 シナ リオ か ら見 た ヒュー マ ンイ ンタ フ ェー ス

全体

男性

女性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

團利用したい ■どちらでもない 口利用したくない

図5.2-2新 技 術 を利 用 した オ ン ラ イ'ン シ ョッ ピ ン グ の 利 用 意 向

5.2.2近 未 来 の 情 報 化 社 会

質問66で は近未 来 の情報社 会 につい て環境 、サー ビス、技術 、機器 な ど16項 目にわ た

って質問 した。

その結果 、①情 報通信技 術 を多 くの産業 が安価 で簡単 に利 用 で き るに対 して97 .8%が 肯

定 的な意見 で あった。以 下、②使 う側 の意 見 を最優先 した技術 開発 が96.5%、 ③人 間的 な

操作 がで き る機器 の充 実が88.8%、 ④ 多 くのデ ジ タル 機器 を便 利 に使 え る社会87%、 電

磁 波 ゼ ロの機 器 を開発85.3%、 行政 サー ビス は早 くデ ジタル化 され て ほ しい84.8%の 順 に

支持 が高か った。

反 面、①個 人情 報 をデ ジ タル 技術 が管理 す る社会 に対 して は81.3%が 否定 的な回答 で あ

った。 以 下同様 に② 自分 で操 作 しな くで も人 間の感 覚 を読 み 取 って 自動 で認識す る機械 は

63.8%、 ③ ほ とん どの買物 を電 子マ ネー で済 ます59%、 情 報化 社会 は人 間の 自由 を拡 大す

る54.5%の 順 であった。

この結果 か ら、回答者 は近未 来 の情報 化社会 について 、企 業 と個 人 がIT技 術 を活 用 し

て社会 が発展 し生 活が便利 にな る こと期待 してい るど 考 え られ る。 反 面デ ジタル 技術 に よ

り個人 情報 が管理 され る こ とに対 して は警 戒感 を抱 き、情 報化 社会 が人 間 の 自由 を制 限す

るこ とを心配 してい る。便 利 さを追 求 した結果 、電磁 波 な ど 目に見 えない ところで安 全が

侵 され るこ とへの不安 も示 され た。

期待す るサ ー ビス と して は行 政サ ー ビスのデ ジタル 化 が あげ られ 、現 行サー ビスへ の不

満 が高 い こ とが予想 され る。 電 子商取 引へ の期待 は小 さ く現金 や カー ドな ど現行 の サー ビ

ス と併用す る現 実的 な利 用法 が支持 され てい る と考 え られ る。

現行 の技術 への評価 で は、必 ず しも利用者 の意見 を十 分 に反 映 してお らず、 もっ と人間

的 な操 作 ので き る機器 やサ ー ビス を望 ん でい る。 しか し、人 間に代 わ って 自動認識 す る必

要 はない と考 えてい る人 が多 く、人 の判 断 を簡単かつ確 実 に機械 に伝 える伝 達手段 が望 ま

れ てい るこ とが伺 える。
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情報通信の技術をたくさんの産業が安1脈i簡単ご
利用できる環境

使う倶IP)意見を最優先した技術開発

も端 端 剰乍ができる機器やサーゼスの充
実

今織 っと多くのデジタル機器を便利こ使いこな
せる‡桧

融 溺畝 体認 悪 影響を与えるので融'

行脚 ゼスなど自まやくデジタル{ける

企業同士が無駄に競争するよりも、協調して使い
やすい統一規格を作る

⌒ 便利こインターネット1謙 きる

今の⊃CAO£t;イル機器よ必ずしも使い勝手が良
くない

情報雌==よ って、生活が豊が=なる

技術勃りが先行して、複撒 ±会=なってし、る

公共事業則情報化社会の進展=国家予算を使う
熾

情報化梱 よ人間の自由を拡大してくれる

現金なしでも、ほとんど切買物を電子マネーで済ま
蹴

自分で操作しなくても、人間の感覚を読取って自動
で謡鼓する機械

しり も自分の情報をデジタル技術が管理してくれ
る袖網ま厨ijだ

20406080

図5.2-3近 未 来 の 情 報 社 会

5.2.3個 人情 報 、財産情報 の 管理

個 人情報や財 産 の情報 を どの よ うに管理す るの が良い か質 問 した ところ図5.2・4に 示 す

結果 となった。

役 所や銀 行が書類 や現物 を管 理す る従来 のや り方 は もっ とも評判 が悪 く、90%以 上 が 良

い と思 っていな い こ とがわか った。 情報 をデ ジ タル デー タで外 部 が分散管 理す るこ とにっ

い て も女性 を中心に否定 的 な意 見 が多 かった。 デ ジ タル デー タを個 人で管 理す る、信 頼 で

き る機 関が一括管理 す る方法 につ い ては約4分 の1が 賛成 した。最 も人気 が高か った のは

従 来 の現物 とデ ジタル デ ー タを併 用 し、都 度 照合す る方式 で女性 の約 半数 が支持 した。

利用者 は従来 の現物 主義 の問題 点 は認 識 して い るものの 、一挙 にデ ジ タル デー タに移 行

す る ことにはため らい があ る よ うであ る。
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1.本 編5.未 来 シナ リオか ら見 た ヒュー マ ンイ ンタ フ ェー ス

デジタルデータと従来の紙の書類の両方で管 、
遅し、都度照合する

自分の全情報が統一規格のデジタルデータで
保管され、信頼できる機関が管理する

自分の全情報が統一規格のデジタルデータで
保管され、自分が!Cカードなどで管理する

たくさんの企業や役所が分散してデジタルデー

タで管理する

今までどおり、紙の書類や紙幣をベースにし

て、役所や銀行が管理する

図5.2-4個 人情報 、財産 情報 の管理方 法

5.2.4使 い た い情 報 機 器

質 問69で5年 後 に よ り充 実 して利 用 した い情 報 機 器 を4種 類 た ず ね た。 そ の 結 果 、 ①

パ ソ コ ン を よ り充 実 させ た い に 肯 定 的 な 回 答 が96 .8%、 以 下 ②TV66.3%、 ③ 携 帯 電 話

64.3%、 ④PDA39.5%で あ っ た 。

携帯電話

團充実させたい ■どちらでもない ロ充実させたくない

図5.2-55年 後 に 使 い た い情 報 機 器

携 帯電話 につ いて利 用 習熟度 別 に分析す る と、携 帯 電話 を充実 させ たい と思 う人 の割合

は、 自分 で使 い こなせ て い る と考 えてい る人 の76.4%、 どち らとも言 えない人 の61 .1%、

使 いこなせ てい ない と思 う人 の59.2%、 携 帯電話 を持 って いない人 の39.3%で あった。
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使いこなしている人

どちらともいえない人

使いこなしていない人

今持っていない人

図5.2-6将 来の携 帯電話 の利用

機 器 を使 い こな してい る と思 う人 ほ ど熱 心 に使 いた い と考 えてお り、い わ ゆ るデ ジ タル

デバ イ ドの傾 向 が見 られ る。 いっぽ うパ ソコ ンで も同様 の傾 向が見 られた が否 定的 な回答

はゼ ロで あ り、携帯電 話 に比べて期 待 の度合 いが 強 く現れ た。

5.2.5Webビ ジネ ス意 向

質 問70でWebペ ー ジ を作 って 「商売 」 を してみ たい かたず ねた。 そ の結 果 「商売 」を

したい に肯定 的な回答 は男性 で47.6%と 約 半数 で あった が女性 は3分 の2は 否 定的 であっ

た。

全体

男性 鎌議㌶灘灘 灘灘灘懇 懇難灘鎌灘 ら一・∵

女性1磯 羅灘 灘 融

52.4.

0% 20% 40% 60% 80% 100%

圏はい ■いいえ

図5.2-7ECで 商 売 を して み た い で す か

肯 定的 な回答者 に対 して 「商売」 を始 め る として障 害 にな る理 由 を10項 目尋 ねた とこ

ろ、① 毎 日管 理 ・対応 してい ける 自信 が ない52.3%、 ②ユ ーザ の入 金 が信用 で き ない49.4%、

③ 電 子 マネ ー のシ ステ ム構 築 がわ か らない47.7%、 ④ 申 し込 みの 予測 が で きな くて 困 る

39.5%の 順 であ った。反 面"電 話やFAXを 使 った普 通 の方法 よ りも どこが優 れ てい るのか

わ か らない"と い う回答 は2.9%し か な く、従来 の通信 イ ンフ ラに比 べて イ ンターネ ッ ト
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、1.本 編5.未 来シナ リオか ら見た ヒューマンインタフェース

ECの メ リッ トを感 じてい る人 が大部 分 であった。・

現在 の仕事 と並行 して 「商売」す るこ とを考 えているのか 、運 営面 での対応力 を心配 す

る意 見が多 か った。 また 、安全 な決済 サー ビス の提 供 を求 め る意 見 が多か った。

毎日、責任をもって管理・対応してゆける自信がない

本当にユーザがお金を入金してくれるのかどうか信用できない

電子マネーのシステムをどうやって構築してよいのかわからない

どの程度の申し込みが来るのかが予測できなくて困る

システム構築にお金がかかるのでは「商売」自体の儲けがなく、意味が無い

申し込みフォームをどう作ってよいのかわからない

どんなふうにして告知し、宣伝すればよいのかが分からない
、

売りたい商品やサービスをどうやってWebペ ージに表現してよいのかわからない

ユーザにとって使い勝手の良いシステムがどんな形なのかが分からない

その他

電話やFAXを 使った普通の方法よりもどこが優れているのかわからない

図5.2-8ECで 商 売 を始 め る 障 害

5.3近 未 来 ヒュー マ ンイ ンタ フェー スの分析

5.3.1近 未 来IT生 活 の分析

ユ ビキタ ス社 会 を前提 と した 近未 来生 活 につい ては 「朝 の シー ン」 「交通機 関 での シー

ン」「家 での シー ン」「妻Bさ ん の最 近」 と4つ の シー ンを想 定 して 日常 生活 の様 々 な状 況

での情 報化 について そ の機 能 とそれ を実現す る機 器 ・シ ステ ム、そ して ユーザ イ ンタフ ェ

ー ス につい て調 査 を行 った
。本節 で はまず これ ら4つ の シー ンの各 々の調 査結果 につ いて

検討 す る。

(1)朝 の シー ン

「朝 のシー ン」では電子 ペーパ ー新 聞、携 帯電話 とテ レビジ ョンの シン クロモー ドな ど

忙 しい 時間帯 にお け る的確 な情 報 の配 信 な ど情報提供 な ど便 利 な ところでは魅力 に感 じる、

やや も威 力 に感 じるな どの 肯定的意 見が多 く、また期待度 も大 きい。 しか し、個 人情報 管

理や 声紋認 証 な どの個人 デー タのオ ンライ ン化 につ いてはプ ライバ シー漏 洩や個 人情報 が

悪用 され るの ではない かな どの不安 を持 ってい る事 がわか る。 この傾 向は年齢 、男女 問わ

ず共 通 で ある。特 に、個 人情報 へ の不安 、悪用へ の不安 は女性 の方 が10%程 度 高い。また、

イ ン ター ネ ッ ト習熟 度 、PCオ ン ライ ンシ ョッピン グ利用度 の高低 に関 わ らず 同様 な傾 向

で あ る(図5.3・1)。
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質問33ど のような印象を持ちましたか

おもしろい
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効率的だ

楽しそう

誰でもできそう

面倒くさそう

ありえない

お金がかかりそう

うっとうしい

疲れそう

気持ち悪い

プライバシーが不安だ

殺伐としそう

難しそう

すぐ飽きそう

悪用されそう

その他
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図5.3-1近 未 来 シナ リオ 「朝 の シ ー ン 」 の 印象

シナ リオ に現れ る機 器 ・システ ム につい て見てみ る と、個 人 情報 管理 を除 く・他 の機器 に

対 して魅力 を感 じる ・やや 感 じるな ど肯定的意 見が多 い。

この中で 、否 定的意 見 の多 くは電子 ペーパ ー新 聞、携 帯電 話 とテ レビの シ ンクロモー ド、

多 目的セ ンサー な どは便利 で はあ るが、操 作が難 しそ う、使 うのが面倒 そ うとい う項 目に

集 中 してい る。 一方 、ボイ ス ワー プ ロ機 能 、声紋認 証 な どにっ いて は使 うのが面倒 そ うと

い う意見 は少 ない。 これ は音声 とい うイ ン タフェー ス につ いて は使 いや す さとい う側 面 で

は抵 抗感 が少 な い もの と考 え られ る。 しか し、信頼 性 につ い ての不安意 見 が多い ことは課

題 で ある。 」

(2)交 通機 関のシー ン

「交通機 関のシー ン」 の特徴 はモ バイ ル電子乗 車券 、 モバ イル電 子マネ ー な どのEC決

済 関連 ツールお よび、 メガネ型 デ ィス プ レイ 、視 線入 力 、腕 時計型 ヘル スマネー ジャー な

どの ウェア ラブル機 器 、 リアル タイ ム音 声翻訳機 能 、立体 画像 検 索サイ トな どの遠 隔地か

らの情報 処理 ・情報検 索 な どを可能 にす る機能 な ど、移動 時 な らで はのサー ビス、機 器 に

つい てのユ ーザの意見 ・意 向を調 査す るもの である。
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1.本 編5.未 来 シナ リオ か ら見 た ヒュー マ ン イ ンタ フ ェース

交通機 関の シー ン全 体の印象 としては期待 で きる、便利 だ、進化 した な どの意 見が多 い～

方、お金 が かか りそ う、疲れ そ う、プ ライバ シーへ の不安 な どの印象 を もつ ユーザ も比較

的多 い。 シー ンの 中では 、メデ ィアカルセ ンターへのア クセス との結果 レポ∵ トの シー ン

では印象 に残 る と回答 したユ ーザ が多い。特 に、女性の方 が高 く、ま た、年齢層 が高 くな

る ほ ど回答 の印象度 は高い。 この シー ンでは家族 の健康 チェ ックに関す るこ とな ど、移動

中で の情報 入 手への期待 が大 きいの では ないか と推察で き る(図5.3・2)

質問42印 象
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図5.3-2近 未 来 シ ナ リオ 「交 通 機 関 の シー ン 」 の 印 象

シナ リオ に現れ る機器 ・システ ム につ い て見てみ る と、モ バイル 電 子乗 車券 、腕 時 計型

ヘル スマ ネー ジャ、 リアル タイ ム音 声翻 訳機 能につ いては肯 定的 な意 見が 多い。 一方 、モ

バイ ル電 子マ ネー につ いて は信頼性 へ の不安 、'プライバ シー漏 洩 へ の不安 、悪用 への 不安

を理 由 とす る否定 的意 見 も多 い。 また 、メ ガネ型 デ ィスプ レイ ・視 線入 力 な ど全 く新 しい

機 器 に関 して は、か っこ う悪 い、使 うのが面倒そ う、操 作が難 しい な どの意 見が多 い。

この傾 向 は男女 、年 齢 に よる差 は小 さい。また、イ ンタs-一一・ネ ッ ト習 熟度 、PCオ ンライ ン

シ ョッピング利用度 の高低 に関 わ らず 同様 な傾 向であ る。

腕 時計 型ヘ ル スマネ ー ジ ャ、 リアル タイ ム音 声翻訳機 能 につ いて は年齢 、男 女 、イ ン タ

ーネ ッ ト習 熟度 な どに よ らず
、高 い魅 力度 を示 してい るが、信 頼性 へ の不安 が高 い こ とは

課題 であ る。 また 、 リアル タイ ム音声 翻訳機 能 について は、 シナ リオ 中で は通 信 を介 して

行 うとい うこ とと、現在 の移動 体通信 の通 話料 は高額で あ るこ と との合 わせ た理 由が その

背 景 になって い る と推測 され る。'
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(3)家 で の シ ー ン

「家 で の シ ー ン 」 に現 れ る 機 器 、 サ ー ビス は ノ ンス トック シ ョ ッ ピ ン グ 、 ミ ュー ジ ック

PDAに よ るエ ン タ テ イ メ ン ト機 能 、デ ジ タ ル 家 計 簿 に よ る 日常 の シ ョ ッ ピ ン グ と電 子 決 済 、

家 計 簿 の 融 合 、 テ レ ビ観 戦 を しな が らの モ バ イ ル 電 子 チ ケ ッ トの 購 入 な どで あ る。 これ ら

の 特 徴 は 家 に居 な が らに して 、 あ る い は 買 い 物 先 で 、 注 文 か ら決 済 ま で は 一 連 の 流 れ が実

行 され る こ とで あ る。

家 で の シ ー ン全 体 の 印 象 と して は 期 待 で き る、 便 利 だ 、進 化 した 、 効 率 的 だ な どの 意 見

が 多 い が 、 回 答 の割 合 と して は 便 利 だ とい う意 見 が50%を 越 え て い る程 度 で あ り、 一 方 、

お 金 が か か りそ う、 疲 れ そ う、 プ ライ バ シー へ の 不 安 な どの 印 象 を もつ ユ ー ザ も比 較 的多

い(図5.3-3)。
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図5.3-3近 未 来 シ ナ リオ 「家 で の シー ン」 の 印 象

シナ リオに現れ る機器 ・シス テ ムにつ いて 見 てみ る と、 ノンス トックシ ョッ ピングは肯

定 的意見 の合 計 は50%を 超 えては い るが、使 い方 ・信 頼性 ・便利 さに不安 を持 ってい るユ

]も 多い。 さらに、 ミュー ジ ックPDAに つ い てはつ ま らない ・す ぐに飽 きて しま いそ う

とい った意 見が多 い。 これ は、似 た よ うな機器 が、現 在す で に存在 して い るこ とに起 因 し

てい るもの と推察 され る。デ ジ タル家 計簿 につ いて は男性 よ りも女性 のほ うが10%ほ ど肯

定的意見 が多い。 一方 、魅力 と感 じていな い人 の理 由の多 くは、使 うのが面倒 そ う、プ ラ

イバ シー情 報の漏 洩 が心配 とい う点 に起 因 して い る。・モバ イル電 子チ ケ ッ トも同様 に、肯

定的意見 は多 いが、信頼性 へ の不安 ・プ ライバ シー漏 洩 への不安意 見 も多 い。

(4)妻Bさ ん の最近

「・妻B＼ さんの最 近」 での シー ン に現 れ る機 器 、 サー ビス は携 帯 ア メダス、今 夜 の メニ ュ

ー指南 コーナー な どの情報 提供 サー ビス、/人ナ ビす な わ ち外 出 ・歩行 時のナ ビゲー シ ョン
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1.本 編5.未 来 シナ リオ か ら見 た ヒューマ ンイ ンタ フェー ス

サ ー ビス 、 リ フォ ー ム な ど嗜 好 に強 く依 存 す る も の の オ ン ラ イ ン サ ー ビス な どで あ る。

妻Bさ ん の 最 近 の シー ン全 体 の 印 象 と して は 期 待 で き る 、 便 利 だ 、進 化 した な どの 意 見

が 多 い 。一 方 、シ ー ン全 体 と して は魅 力 を感 じな い 人 は少 な い 結 果 に な って い る(図5.3-4)。
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図5.3-4近 未 来 シナ リオ 「妻Bさ ん の 最 近 」 の 印 象

シナ リオに現 れ る機 器 ・シス テム にっいて見 てみ る と、携 帯 ア メダス、今 夜 の メニ ュー

指南 コーナ ー につ いて は肯 定的意見 は女性 の方 が男性 よ り高い。 一方 、つ ま らない ・す ぐ

に飽 きて しま いそ うとい った意見 も多 い。 人ナ ビにつ いて は男性59%、 女性64%と 肯 定

的意 見が 高い。 一方 、 これ らに魅 力 を感 じない と回答 した ユー ザの理 由の 多 くは、プ ライ

バ シー情報 の漏 洩へ の不安 、悪用 へ の不安 な どが多い。 立体 リフ ォー ム見積 サイ トにっ い

て は肯定的 意 見は50%以 下 となってお り、魅力 を感 じない ユー ザの理 由 につい ては信頼性

へ の不 安、使 うの が面倒 、 リア リテ ィがない、お金 がかか りそ うとい った意 見が多 い。

以 上、4つ の シー ンにつ いての検討 を行 ったが 、検討 結果 の概要 を表5.3-1に 示す。
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表5.3-1近 未 来 シ ナ リオ の 分 析

シー ン 朝 交通機関 家 妻Bさ んの最近

特徴技術 ・大 型 ペ ー パ ー デ ィ ス ' ・モ バ イ ル 電 子 乗 車券 ・ノ ン ス トッ ク シ ョ ・携 帯 ア メ ダ ス

プ レイ ・モ バ イ ル 電 子 マ ネ ー ツ ピ ング ・今 夜 の メ ニ ュー 指 南

・ボ イ ス ワ ー プ ロ ・メ ガ ネ型 デ ィス プ レイ ・ミュー ジ ックPDA ・人 ナ ビ
・携帯電話GPS ・視 線 入 力 ・デジタル家計簿 ・立 体 リフ ォ ー ム 見積
・携 帯+TVシ ン ク ロ

・多 目的 セ ンサ 搭 載
・
、腕 時 計型 ヘ ル ス マ ネ ージ
ャ

・モ バ イ ル 電 子 チ ケ

ッ ト

サ イ ト

・個 人 情 報 ・リアル タ イ ム 音 声 翻 訳
・声紋認証 ・立体映像検索サイ ト

分 析1: ・個 人 情 報 、プ ライバ シ ・新 しい 技 術 に つ い て は ・ミュー ジックPDAは ・今 夜 の メニ ュー → 「つ

男女差 一については男女とも 男性の方が実現性に疑問 「すぐ飽きる」が男女 ま らな い 」「す ぐ飽 きる」

不 安 を 持 っ て い るが 、 を持 っている。 とも多い が多い

女性はその傾 向 が強 ・モバ イル 決 済 、認 証 につ ・モ バ イル 電 子 チ ケッ ・人 ナ ビ → プ ライバ シ

い 。 いては男女とも不安が多 トは男女ともプライバ 一
、悪 用 へ の不 安

い シー不安が多い

分 析2:
・ディスプ レイ

、ボ イスワ モバイル電子乗車券、モ 家でのシーン全体の
.

シーン全体の印象とし

オンライン 一プロなど新しい技術 パイル電子マネーなどに 印象としてはインター ては インター ネ ット習 熟

ショッピング についての許容度(魅 ついての不安は、未経験 ネット習 熟 度 、オ ン ラ 度 、オ ンラインショッピン

経験 力と感 じるなど)は経験 者は経験者よりも強い イン ショッピン グ利 用 グ利用度の差はない

者の方が高い。 度 の 差 は ない(便
、

・未経験者はプライバシ 利 、期 待 、進 化 が 高
一への不安が経験者よ い 反 面 、プ ライバ シ

りも高 い。 一 不 安
、お 金 が か か

るが強い

分析3: 分析2と ほぼ同 じ 分析2と ほぼ同じ 分析2と ほぼ同じ 分析2と ほぼ同じ

イ ン タ ー

ネ ッ ト習

熟

共通 ・便 利 、進 化 、 効 率 的 と い う見方 が 多 い反 面 、 お金 が か か る、 プ ライ バ シー が不 安 、悪 用 され る

が 多 い。

次 に、指紋 認識 に よ'る個 人認 証 、虹 彩パ ター ン認 識 に よ る個人認 証 、手 書 き文 字認識 に

よる個人認 証 、顔画像 認識 に よ る個人認 証 、ICチ ップへ の登録 に よる個 人認証 、音声認 識

に よる個 人認証 な ど認証 技術 につ いて の調 査 を行 った、 この調 査で は 、指 紋認 識 に よる個

人認証へ の肯 定度が もっ とも大 き く、紡 い では虹彩 パ ター ン認 識 に よる個 人認 証 で あった。

この結果 か らは、指紋 、虹彩 な ど個人 に よって は変 化 しない特徴 量 を用 いた認 証技術 へ の

信 頼は高 い とい うこ とがで きるで あろ う。

最後 に、近未 来の情 報化社 会 の特徴 につ いて調査 を行 った。 この結果 を図5.3-5a～5cに

示す。近未 来情 報化社 会 にっ い ては 、生活 が豊か にな ってい くこ と、デ ジ タル 機器 を便利

に使 い こなせ る時代 にな ってほ しい な どの意 見 が多い反 面 、個 人情 報 の管理 、電 子マネ ー

の利用、 自動認 識機械 な どへ の期 待 は大 き くない とい う結 果 が得 られ た。
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質問66K-P

行政サービスははやくデジタル化

公共事業よりも情報化社会の進展に

企業同士が協調して統一規格を

情報通信技術を安価で簡単に利用できる

多くのデジタル機器を便利に使える社会

自動で認識してくれる機械が欲しい ト

そう思う

..s虫sシ パ 梁 や 弼品倭漢Aぺ"'・eYψW蘂 鷹 ・vva'1"t'

そう思わない

体

性

性

全

男

女

0%10%20%30%40%50%60%70%80%90%100%

図5.3-5c未 来 の 情 報 化 社 会 の 予 測(3)

5.3.2ユ ーザ の視 点か らみ た ヒュー マ ンインタ フ ェース の課 題

近未来 シナ リオにつ いての ア ンケー ト調 査結 果 か ら個 人情報保 護 、 プ ライバ シー漏洩 へ

の不安、個 人情報 の悪用 へ の不安 が多い こ とが明確 に なった。 これ ら個 人認 証 と個 人情 報

の保 護 はイ ンタフェー ス技術 だ けで解 決 で き るこ とで はな いが、安 心感/信 頼感 をもたせ

ることが で きるイ ンタフ ェース を検 討 して い くこ とは重 要 な課題 の一つ とい うこと がで き

る。

ア ンケ ー ト調 査 で の対 象 とな った近 未 来 の個 々の 技術 につ い て ア ンケ ー ト結 果 を ま と

め ると次の よ うにな る。

(1)モ バイ ル電 子乗車 券 、モバ イル電子 マネ ー、個人 情報 管理 システ ム、声紋認 証 な ど個

人 情報 を取 り扱 うもの、認 識 す る ものに つ い て の信 頼 性 へ の不 安 、 プ ライ バ シー漏

洩 ・悪 用 につ いて の不 安が大 きい。

(2)デ ィス プ レイ につ いて の見方

・電子ペ ーパー新 聞:

魅 力 を感 じる人 と感 じない人 に大 きな差 はな い。 否 定的 な人 は扱 うの が面倒 、便利 ・

さが無い が多 い

・メガネ型デ ィス プ レイ:

否 定的意 向が多 い。 理 由は 「か っ こ うわ るい」 「使 うのが面倒 」

・ 視線入 力:

否 定的意 向が多い。 理 由は 「かっ こ うわ るい」 「使 うのが面倒 」
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1.本 編5.未 来 シナ リオか ら見 た ヒュー マ ンイ ンタ フ ェー ス

(3)腕 時 計 型 ヘ ル ス マ ネ ー ジ ャ

女 性 の 方 が 肯 定 的 意 見 が 多 い

(4)コ ンテ ン ツ 配 信 系

・ミュ ー ジ ッ クPDA 、今 夜 の メ ニ ュ ー 指 南:「 す ぐ に飽 き る 」 が 多 い(男 女 、 イ ン タ

ー ネ ソ ト習 熟 度 、 オ ン ライ ン シ ョ ッ ピ ン グ経 験 度 に 関係 無 い)

(5)プ ライ バ シ ー へ の 不 安 、情 報 の 漏 洩 、悪 用 へ の 不 安 は オ ン ラ イ ン シ ョ ッ ピ ン グや イ ン

タ ー ネ ッ ト習 熟 者 に く らべ 、未 利 用 者 ・未 習 熟者 は 高 い。

(6)新 しい 技 術 へ の 不 安

・使 うの が 面 倒 く さそ う、 信 頼 性 に 不 安 、 プ ラ イ バ シー 情 報 の漏 洩 へ の 不 安 な どの 見

方 が 多 い 。

・ネ ッ トワ ー ク接 続 に つ い て は 肯 定 的 で あ る が
、 電 子 マ ネ ー 、個 人 情 報 の 管 理 につ い

て は 否 定 的

・機 器 と の イ ン タ フ ェー ス に つ い て は 「人 間 的 な操 作 」 に 期 待 が 多 い
。 しか し、 情 報

化 社 会 は 人 間 の 自由 を拡 大 す る とい う見 方 は否 定 的 。

・5年 後 の情 報 機 器 の利 用 形 態 は
、PC、 携 帯 電 話 が 中心 で あ る と の 見 方 が 強 い。

これ らの結 果お よびア ンケー トの 自由記述 の 分析 か ら ヒュー マ ンイ ン タ フェー スの課

題 を抽 出す る と、次 のよ うにな る。

・新 しい技 術 へ の不安 を解 消す るあ るい は不安 が発生 しない よ うな ヒュー マ ンイ

ンタフ ェー ス ー

・個 人情報 をモバイル で取 り扱 うこ とへ の不安 の解 消

・認識 技術(音 声認識 、個人認証 な ど)へ の信頼 の確 立の必 要性

・オ ンライ ンシ ョッピン グにおけ る色 の正確 さは重要

・イ ン ターネ ッ ト未 習熟 ・オ ンライ ン シ ョッピング未 経験 者 不安 が発 生 しない よ

うな ユーザイ ンタ フェー スが必要 ・

・イ ン ターネ ッ トへ の ア クセ スで は英 語 につ いての不 安
、障壁 が あ る とい う意 見

もあ り、翻訳 技術 な どが イ ンタフ ェー ス に とって重要 な課題 の一 つ とい うこ とが

で きる。

この よ うな課題 の 多 くは機 器 の イ ンタ フェー ス技術 のみ で解決 す る こ とは 困難 で あ り、

情 報提供 ・情報 配信 の しくみ 、 システ ムまで含 めた課題 と して解決 を図 って い く必要 があ

る。
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1.本 編6.ユ ビキタス情報環境実現のための主要な技術課題

6.ユ ビキ タス情報環境実現のための主要 な技術課題

この章 では 、 これ まで 見て きた ユ ビキタス環境 に関連す る現行 技術 、ユ ーザ のア ンケー

ト、技術 動 向な どをふ ま えて、イ ンタフェー スに密接 に関連す る点 に焦点 をあてて 、今 後

のユ ビキ タス情 報環境 実 現 のた めの注 目す べ き技 術課題 にっ いて述 べ る。 ネ ッ トワー クや

コン ピ ュー タ環 境 、入 出力デ バイ ス な ど既 に議論 されて い る技術 につい ては 、他 の機 会 に

ゆず り、本 委員 会 で取 り上 げたユ ビキタス情報環 境 につ いて見過 ご され た り、ブ レー クス

ル ー とな りうる特異 な技 術 のみ を列挙す る。 図6・1は 、 それ ら課 題 の うち、 タグ技術 、ア

ウェ アネ ス、 コーパ ス、 デー タ記録 お よび リマイ ンダ入力 の各技 術 につ いて 、時間的 な軸

にあ えてマ ッピング した もので あ る。各項 目の詳 細 につ いて は以下 の各節 で解説 す る。 ま

た 、本 図に はない が、音 声入 出力 は画期的 なイ ン タフェース改 善 を もた らす であ ろ う基 本

的 な技術 と して重 要で あ り、6.7節 で技術課 題 を詳 説す る。

タグ技 術IPv4

(分解 能)1m,

:
ア ウェアネス アンケ ート

認 識 技 術

ユビ キタス技 術 マップ

(注 目技術)

空 間1SC-一ーコードIPv6

mlcm

存 在 感 ・ア クティビディ 情動 ・生 理 状 態

リマインタ
入力技術

辞書
コーパス

E

:手入九

日 巳・ 、通 日

意 図 的 行 動

(PDA←UI)(イ ベ ント・ア クセス):

購 買 パ ターン 宝'一

サ ーヒス、 云

無意 識 行 動

(アクション)

SrnartDust

㎜

イン じ・

行動記録

社会的受 らく

(対プライバシー)

EC心

i
BBsi

ノ 」一

(インテリアデザイン)(導 線}街 設計)

i

特定の個人場所 特定の公的場所1オ ープンスペース

フイス

年代

図6-1ユ ビキタス に関 する注 目す べ き技 術の動 向

6.1ユ ビキタス情 報環 境 にお けるタ グの役 割

ユ ビキタス情報 環境 で は、 ヒ トや モ ノな どの全 ての 「物 体」 に タグが設置 され るこ とに

な る。本節 では 、タグの機能 の うち特 に重要 であ る と考 え られ る 「物体 の識別 」 と、「物 体

の位 置の識別 」 につい て、・必 要 とされ る性能 を現在 のシステ ム と比較 しっ っ述べ る。

6.1.1物 体 の 識 別 の 為 のID空 間

現 在 用 い られ て い る 「タ グ」 で 最 もポ ピ ュ ラー な もの は 商 品 の バ ー コー ドで あ ろ う。 バ

ー コ ー ドに は い く つ か の 種 類 が あ る が
、 日本 で 良 く使 わ れ て い るJANコ ー ドは106

(100万)の 識 別 空 間 を持 っ て い る 、 しか し これ で は個 々 の 物 体 の 「種 類 」 の 識 別 は で き

て も 固 体 の 区別 は で き な い。 ま た 、 現 在 使 用 され て い るIPア ドレス 体 系 で あ るIPv4は

32bit(約43億)で あ り、理 論 上 は 地 球 上 の 人 口 と同 程 度(=一 人1台)め 割 り当 て が 可
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能 であ る。 しか し、 これ では 「世 の 中の全 て のモ ノ を区別 す る」 ことが必要 なユ ビキタス

情 報 環境 に は不 充 分 で あ る。 現 在 導 入 が進 め られ て い るIP.v6で は 、 ア ドレス 空 間 が

128bit(=1038:百 澗(か ん))あ り、「地 球上 の砂粒 の数程 度 」と言 われ てい る(実 際 には、

地球 の体積 を砂粒 の体 積 で割 った数 、とい う意味 の よ うだ)。 確 か に理論 上 は これ だ けあれ

ば 「全て のモ ノを識別 で き る」 こ とにな るが 、現在 の よ うに特定 の国や 地域 に偏 ったア ド

レス割 り当てが続 く と、 これ です ら足 りな くな る可能性 も残 され て い る。

6.1.2物 体 の 位 置 の識 別

物体 の位 置 を識 別 す るた めの技 術 と して現 在使 われ て い るGPS(GlobalPositioning

System)は 、数 メー トル程 度 の分解 能 を持 っ てい る(特 殊 な技術 を使 えば数 ミ リまで向上

が可能だ が、使用 範 囲が限 られ る)。 これ は、車 の位 置 を把握 す る 目的に は使 え るが、全 て

の 「モ ノ」の位置 を識別 す るユ ビキ タス情 報環境 には役 不 足 であ る。ま た、GPSは 衛 星 を

見通 せ ない屋 内や地 下で は使 うこ とが で きない上 に、 ア ンテナや 消費電 力 な ど、機器 を小

型化 して様 々な 「モ ノ」 に組 み込 む には無理 が あ る。 また 、ユ ビキタス情報 環境 の大 きな

アプ リケー シ ョンのひ とつ に、人 間 が見 て い る 「モ ノ」が何 で あ るか を、 実際 に見 てい る

景 色 に重 ねて(=ス ーパ ーイ ンポー ズ)示 す 「AR(AugmentedReality)」 が あるが、 こ、

れ を実現す る為 には数 ミ リ程 度 の精 度 で の位 置測 定 が必 要 と され て い る。屋 内外 を問 わず

使 用 でき、 ミリ単位 の分 解能 を持 ち、かつ 小型&省 電 力 の位 置測 定 システ ムが あれ ば、理

想 的 なユ ビキタス情報環 境 が実現 可能 だ が、現 在 の ところ有望 な手 段 は見つ かってい ない。

もっ とも、全 て の 「モ ノ」が数 ミ リ単位 の精度 で 「緯度 ・経度 ・高度」 の絶対値 を知 る

必要 はあま り無 い。た とえば、前述 のARを 行 う際に は、ユ ーザ で あ る人間 の 「絶対位 置」

が ある程 度(数 十セ ンチ)の 精度 で把 握 で きれ ば、そ の周 囲 の物 体 は人間 との 「相対位 置」

が わかれば十分 で ある。 一般 的 に、相 対位 置 の把 握 は絶対位 置 に比 べて容 易で あ り、複 雑

なシステム を必 要 としない ので 、実現 の可能性 は大 き くな る。 ま た、画像 処理や そ の他 の

技術 を使 うことで、必要 とされ る相 対位 置 の精 度 も数 ミ リよ り大 き くで きる可能性 もある。

同様 に、WAN(WideAreaNetw・rk)へ のゲー トウェイ と して動作 す る公 衆端末 や外灯 の

「絶対位 置」さえわ かれ ば 、その周 囲 の 「モ ノ」の位 置 はそれ ほ ど厳 密 でな くて も良い(=

「この近 くにあ る」ことがわ か るだ け で も大 き く役 に立 つ)。 この よ うに、複数 の技術 を組

み合 わせて用 い るこ とで、ユ ビキタス環境 を現 実 に近 づ け るこ とが でき るだろ う。

6.1.3タ グ の 大 き さ

十分な識別 空間や位 置情 報測 定機 能 を持 った タグで あ って も、 タグ 自身 のサイ ズが大 き

けれ ば、全 ての 「モ ノ」 に設 置 す るの は不可 能で あ る。 一般 に、 タグの大 き さと要 求 され

る識別 空間 には相 関 関係 が あ る と考 え られ る。 以下 に例 を示す。

「ユ ビキ タス情 報環境 」 を考 えた場 合 、最低 で も1cm角 の タグが必 要 とな る。理 想 を

言 えば、1mm角 のタグが あれ ば、日常生 活で 用 い るほ とん どのモ ノに対 して個別 のIDを

付 与でき る。

さ らに その先 の世 界 を考 えた場合 、分 子 レベル の タグ を用 い るこ とで 、生 産 一流 通 二消

費 一廃 棄 までの全 ての段階で 、食 品や飲 料水 な ど、モ ノ の 「材料 」 レベル での追跡 が可 能

にな ると考 え られ る。
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表6.1-1タ グ サ イ ズ 、 適 用 例 と必 要 な 識 別 空 間

タグの大きさ 設 置で きる物体例.、 識別空間

1m角 以 上 コ ン ピ ュ ー タ ・人 間 ・車 IPv4,電 話,ナ ン バ ー プ レ ー ト

10cm角 本 ・食 品 ・モ ノ(※ 種 類 識 別 の み) バ ー コ ー ド(JAN)

1cm角 本 ・食 品 ・モ ノ(物 体 識 別 可) IPv6

1mm角 本 の ベ ー ジ ・お 札 ・コ イ ン IPv6

100μm角 米粒 ・砂粒 IPv6

10μm角 分子 レベル ???

未来のタグの利用例

例 えば、 あ らか じめ タグを畑 に蒔 いてお き、そ こで作物 を育 てる。 タグは植物の成長 と

共 に吸い上げ られて葉や 茎等に分配 され る。生育状 況(温 度や水)は タグのメモ リに記憶

され るか、サーバに蓄積 される。肥料 に混 じっているタグが吸 い上 げ られ ることで、堆肥

の状況(有 機か否かも)を 記憶 されて いく。流通段階では商品管理や保冷状況等の確認 に

タグを利 用でき、スーパーのPOSシ ステムへのデータ ともなる。、消費段 階では冷蔵庫の在

庫管理や レシ ピ提案(材 料 や調 味料の分量が正確 にわか るので、カ ロ リー コン トロール も

容易)に 利 用できる。 さらにタグは食べ物 と一緒に体内へ入 り、消化器官内を流れ ながら

体温やPh等 の体調把握 を行 う(排 泄時に便器の リーダで読み取 り)。 その後 はタグのデー

タで分別廃棄が行 われ 、最終処分場 までの状況管理(処 分証明書発行)ま でが一貫 して行

えることにな る。 タグを生分解性物質 で作 っておけば、数年後 には土 に帰 り、環境汚染の

心配 も無い。 さす がにこれ は夢物語 か もしれないが、「ユ ビキ タス環境」の行 く末 を考える

上での参考 になるのではないだ ろうか。

6.2デ ー タ 記 録 の 可 否 と プ ラ イ バ シー

ユ ビ キ タ ス/モ バ イ ル/ウ ェ ア ラ ブル ・コ ン ピ ュー テ ィ ン グ に お い て は 、 プ ライ バ シ ー

は 間 違 い な くホ ッ トな 話 題 と な る。 しか しな が ら現 状 を み る と、 イ ン ター ネ ッ トや グ ル ー

プ ウ ェ ア(CFCW)で は 議 論 され は じめ て い るが 、 もっ と も 関連 しそ うな ユ ビ キ タ ス で は

ま だ 十 分 な 議 論 が され て い る とは い え な い 。 特 定 の シ ス テ ム の観 点 で 議 論 され て い る点 も

あ るが ア ドホ ッ ク で あ っ た り、十 分 で は な い 。Langheinrich[i】 は コ ン ピ ュ ー タ科 学 者 む け

の導 入 とな る優 れ た論 文 を 著 して い る。 ユ ビキ タ ス コ ン ピ ュー テ ィ ン グ に お け る プ ライ バ

シ ー に 関す る導 入 を して お り、 と くに シ ス テ ム デ ザ イ ン に 関 わ る次 の6つ の ガ イ ドライ ン

を示 して い る。 本 節 はLangheinrichの 論 文 を 概 説 し、 最 後 に デ ・一ーーータ 記 録 の 可 否 に っ い て

技 術 課 題 を述 べ る。

(i)notice(通 知)

(li)choiceandconsent(選 択 と 了 解)

(ijl)proximityandlocality(近 接 と 局 所)

(iv)anonymityandpseudonymity(匿 名 性 と 仮 名 性)
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(V)security(安 全 性)・

(vi)accessandrecourse(入 手 と 依 頼)

6.・2.1プ ラ イ バ シ ー に関 す る歴 史

人 々 が プ ライ バ シ ー を意 識 し た の は 、SamuelWarren&LouisBrandeisが 著 した

t'TheRighttoPrivacy"(1890)で あ る
。 そ の 背 景 に は 、 写 真 と印 刷 技 術 の発 展 が あ っ た 。

そ れ ま で は 、著 名 人 や 犯 罪 者 も写 真 が ば らま か れ る こ とは 無 か っ た が 、 これ らの 技 術 に よ

っ て 、 自分 の写 真 が ば らま か れ る よ うに な り、 新 聞 記 者 らが ス ク ー プ を ね らっ て 取 材 攻 勢

を か け た こ とが 背 景 に あ る よ うだ 。 当 時 の プ ラ イ バ シ ー の 定 義 は"therighttobelet

alone(一 人 に な る権 利)"で あ っ た 。

そ れ に対 し、 現 代 は"Therighttoselectwhatpersonalinformationaboutmeisknow

towhatpeople.(自 分 に 関す る個 人 情 報 が ど の人 に知 ら され る よ うにす るか を選 択 す る権

利)"と い う定 義 が 一 般 に受 け 入 れ られ て い る とい っ て よか ろ う。

次 の 波 は 市 民 の 背 番 号 化 が デ ー タ処 理 で 可 能 に な っ た1960年 代 に 起 こ り、欧 州 で 多 く

の プ ライ バ シ ー 保 護 法 が 制 定 され た。 そ して それ は 、 ク レジ ッ トカ ー ド流 通 の 波 、 イ ン タ

ー ネ ッ トの波 と現 代 に つ づ く
。 歴 史 的 に は 下 記 の よ うな プ ラ イ バ シー が社 会 問 題 とな り取

り上 げ られ て い る。

1361の ぞ き 見 や 立 ち 聞 き

18C敷 地 へ の 立 ち入 り

1930s電 話 の発 展 と盗 聴

1g30s優 生 保 護

1960s政 府 デ ー タ処 理

mediaprivacy(JusticesofthePeaceActinEngland)

territorialprivacy

communicationprivacy

bodilyprivacy

informationprivacy

へ

6.2.2法 整 備 の 歴 史

こ の よ うに技 術 の 進 展 と と も に プ ライ バ シ ー の 問題 が 社 会 的 な 注 目 を浴 び る と、 あ と を

お うよ うに 法 制 が整 備 され る。 ドイ ツ 国Hesse州 で い ち は や く世 界 最 初 の デLタ 保 護 法 が

1970年 に 制 定 され た の は 、国 民 総 背 番 号 制 が 技 術 的 に 可 能 に な っ た とき に 、歴 史 的 に ナ チ

支 配 時 代 の 反 動 が 原 動 力 とな った と解 説 され て い る。そ れ に 引 き続 き 、米 国 でUSPrivacy

Actが1974年 に制 定 され て い る。PrivacyActは 、 下 記 の 内 容 を含 ん で い る。

1.Opennessandtrasparency;記 録 に 秘 密 な し

2.Individualparticipation;対 象 者 は 見 て 修 正 可

3.Collectionlimitation;必 要 に応 じた 適 正 な 量 の 収 集

4.Dataquality;目 的 に あ っ た デ ー タ の 質

5.Uselilnitation;目 的 に あ っ た 利 用 と権 威

6.Reasonablesecurity;管 理

7.Accountability;管 理 者 の ア カ ウ ン タ ビ リテ ィ

最 近 で も っ と も大 き な 動 き は 欧 州 連 合 が 設 定 したDirective95/46/EC(1995)で あ る。こ

れ に よ って 、保 護 シ ス テ ム の 無 い 非EC国 に は デ ー タ を送 れ な い こ と に な り、結 果 的 にEC

加 盟 国 と電 子 商 取 引 を す る際 の 法 的 な整 備 が 強 制 され た 。 ア メ リカ は 急 遽SafeHarbor
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Principleを 設 定 してそれ に対 処 した。 日本 は遅れ て、2002年4月 か ら個人 情報 保護 法が

施行 され る。

日本 の個 人情 報保護 法 は、個 人情報 を受理 した組 織 の管 理責任や 収集 で き る情 報 の範 囲

を明確 にす る もの で、個 人情報 のプ ライバ シー管 理 の意識 が 日本 国内 で これ か ら高 ま るで

あろ う。

6.2.3ユ ビキ タス情報環 境の社 会的な イ ンパク トとデー タ記録 の可否

ユ ビキ タ ス の 特 徴 は 次 の4点 で あ る。 これ らが プ ライ バ シ ー と どの よ うに 関 わ る か を 考

え る必 要 が あ る。

(1)Ubiquity(遍 在 性)

(2)Invisibility(不 可視 性)

(3)Sensing(セ ン シ ン グ)'

(4)Memoryamplification(記 憶 力 の 拡 張)

上 記の特徴 をすべ てか け あわせ た ものが ユ ビキタス情報環境 の特徴 とい え る。 それ を端

的 に表 現す るのが 、個 人 デー タを記録 す る ことへ の社 会的 かっ個人 的 な受 容性 で あ る。す

な わ ち、個 人 の活動 が、 どこで も(遍 在)、 知 らない うちに(不 可視)、 観 測 され(セ ン

シン グ)、 記 録 され る(記 憶の拡 張)、 こ とに、人 々は不安 を抱 くので あ るが、 それ らが

記録 され る こ とが個 人や社 会 に とって 有益 であれ ば、その ための コス トと して、 これ まで

は個 人の プ ライ バ シーだ とい う価値 観 を もってい た もの を、公 開す るよ うな流 れ がで きる

で あ ろ う。今 後 は 、ユ ビキ タス技術 の 開発 と普及 とともにこれ らは変革 して い くで あろ う

が 、それ は 自然 に そ うな る部分 と社 会 的 に誘 導す る部分 に分 け られ るで あ ろ う。 また技術

的 に支援 す る面 も少 なか らず あ る と考 えるべ きであ る。

①パ ブ リック対 プ ライベー トの転換→社 会 の仕組 み を変革

歴 史的 に見 て、プ ライバ シーの定義 は変化 してい る。 公人 の財産 を公表 す るよ

うに社会 的 に有 益な情報 はパ ブ リック ドメイ ンに移 動 され る傾 向に あ る。 これ は

徐 々 に社 会的 な仕組 み を変革 してい く必要 があ る。

②安 心&安 全 と個 人情報 を採 られ てい るこ とを受 け入 れ る社 会

夜 に は暗い小道 を歩か ないで広 い通 りを歩 きま しょ う、 とい うス ロー ガ ンは 、

衆 目のな か にいれ ば互 いの監 視の 中に あって安全性 が高 ま る とい う考 え方 によ る。

また、 トラブル に あった ときにす ぐに救助 が得 られ るこ ともあろ う。 ユ ビキタろ

情報 環境 にお いて も、安 心や安全 を得 るために、個人の活 動 を電 子的 に衆 目に さ

らす メ リッ トが生 じる場合 を考察す べ きであ る。

例 えば、最近 の医療 事故 な どは 、個 人名 と病名 との相 関が とれ ない よ うに した

うえで 、あ る治療 につい ての情報 が公 に された り、本人 に還元 され る システ ムに

なれ ば、安全性 が高ま る とい うこ とは ないだろ うか。

③ オープ ンす る レベル

記 録 したデー タを、 どの時点で 、誰 にオ ープンにす るの か を個人 が制御 で きる

ことがガイ ドライ ンの(ii),(vi)に そ って検討 され るべ きで あ る。 とくに、記録 、表

示 、蓄積 、閲 覧、流通 の各観 点 か ら技術的 な支援 の可否 を検 討す べ きで あろ う。
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6.3ア ウ ェ ア ネ ス

ア ウ ェ ア ネ ス とい う言 葉 を 日本 語 に 置 き換 え る とす れ ば 「気 づ き 」とい うこ と に な る が 、

この 言 葉 は 、L般 にCSCW(ComputerSupportedCooperativeWork)な どで 「状 況 情 報 」

に 関 す る気 づ き を意 味 す る言 葉 と して 使 わ れ る田。一 般 に グ ル ー プ で 共 同 作 業 を行 う場 合 、

誰 が 周 囲 に い て 、 どの よ うな ア ク テ ィ ビテ ィ が お き て お り、誰 と誰 とが 話 して い る とい っ

た 状 況 情 報 へ の 気 づ きが 重 要 で あ る。

日本 の オ フ ィ ス な ど で は 大 き な 部 屋 を 大 人 数 で「シ ェ ア しな が ら仕 事 を 行 う こ とが 一 般

的 で あ る。 こ の よ うな 仕 事 形 態 で は 、 状 況 情 報 へ の 気 づ き は 自然 に行 う こ とが 可 能 で あ っ

た 。

しか しな が ら、 最 近 で は コ ン ピュ ー タ 関連 技 術 の 進 歩 の 結 果 、 コ ン ピ ュー タ の オ フ ィ ス

へ の導 入 が 進 み 、 同 じ時 間 に メ ン バ ー が 同 じ場 所 に集 ま らな く て も協 同 作 業 が 可 能 と な っ

て き た。 ま た 、 オ フ ィ ス もパ]テ ィ シ ョン で 区切 られ る な ど個 室 化 傾 向 に あ る。 ま た 、Lフ

レ ック ス タイ ム な ど も一 般 的 とな っ て き た。

この よ うな 事 情 か ら、 例 え ば メ ン バ ー 同 士 が 遠 隔 に い な が ら協 同 作 業 を行 うよ うな機 会

が増 え て き た 。 こ の よ うな 環 境 で は ア ウ ェ ア ネ ス を コ ン ピ ュー タ に よ り支 援 して や る こ と

が 重 要 とな る。

共 同 作 業 の た め の ア ウ ェ ア ネ ス の 重 要 性 は 、 「コ ラ ボ レー シ ョン 」、 「コ ミュ ニ ケ ー シ ョ

ン 」、.「ア ウ ェ ア ネ ス 」 とい う階 層 構 造 を 考 え る とわ か りや す い。 「コ ラ ボ レー シ ョン 」が 最

上位 の 層 で あ り、こ の層 は共 同 作 業 や 共 同 で 文 章 編 集 な どを行 うた め め 階 層 で あ る 。「コ ラ

ボ レー シ ョ ン」 を 円滑 に 行 うた め に は 情 報 交 換 や メ ンバ ー の意 思 疎 通 の た め の 「コ ミ ュニ

ケ ー シ ョン 」 が 重 要 で あ る。 ま た 、 こ の 「コ ミュ ニ ケ ー シ ョン 」 を 開 始 す る た め に は メ ン
'
バ ー が ど こに い る の か 、 そ れ らの メ ンバ ー が今 何 を して い る の か とい う 「ア ウ ェ ア ネ ス 」

が 重 要 で あ る。 こ の気 づ き に よ っ て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン を タ イ ミン グ よ く開 始 した り、 コ

ミ ュニ ケー シ ョン を うま く保 つ こ とが で き る。

6.3.1コ ミュ ニ ケー シ ョン の 形 態 とア ウ ェ ア ネ ス 支 援

まず コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの 形 態 に つ い て分 類 を 行 い 、そ れ を ま と め た の が表6.3・1で あ

る。
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表6.3-1コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 形 態

非同期 同期

人 mail inStantmeSSage

場所 neWS,web chat

コ ミュニケー シ ョンの分類 基 準の一つ は、それ が同期 通信 か非 同期 通信 か とい う分類 で

ある。 例 えば、電 話 な どの通信 手段 は、一 方が喋 る と、他 方 が即時 にそれ を聞 くこ とがで

きるので 同期 通信 で あ る。電 子 メール の場合 には、送 り手が メール を送 って も、読 み 手が

それ を即時 に読む とは限 らないので非 同期 通信 であ る。

表 面的 に考 え る と、同期 通信 の ほ うが優れ てい るよ うな気 がす るが 、そ うとは限 らない。

例 えば、 同期 通信 の時 に は受 け取 り手 の迷 惑 を考 え、深 夜や休 日には電話 をか けな いが、

電子 メール の場合 、深夜 や休 日で もメール を送 る こ とがで き る。 受 け取 り手の ほ うは、都

合 のいい時 間 にそれ を開 けて返事 を書 けばい いわけで あ る。 電子 メール のおか げで 、相 手

がつかま らない とい うこ とが な くな り、仕事や 打 ち合せ な どが スムー ズに進む よ うにな る。

ま た、 も う一 つの分類 基 準 として、『通信 が、個 人 に向け た通信 なのか 、場 所 に向 けた通

信 なのか とい う分類 が あ る。 た とえば 、メール とい うのは人 に向 けて出す もの であ るが、

電子newsは 、特 定 の話 題 に関す るニ ュース グル ープや 談話 室に 向けて投稿 す る。 特 定の

話題 に興味 の あ る不特 定 の人間 がそれ を読 む。Webに つい て も、情報 発信 を行 ないtcい 人

間が、特定 の場所 に 、 自己紹介や イベ ン トな どの情報 をおい てお き 、そ の情報 を読 み たい

人 間がそれ を読む ことにな る。.

表6.3・1に 挙 げた 中で は、instantmessageと い う言葉 は あま り馴 染み がない。これ は、

同 じシス テム を使 う友 人 同士 が リアル タイ ムにテキ ス トメ ッセー ジ を送 って コ ミュニケー

シ ョンで き るよ うに した もの であ る。 また、chatで あるカs、これ も特定 の場所 を通 して、

複数 の人 間が特定 話題 につ いての情報 を リアル タイ ムでや りと りす る もので あ る。

コン ピュー タやイ ン ターネ ッ トの利用 とい う点か ら考 え る と、非 同期 の形態 につ い ては

組織 で の利 用 が進 ん でい るが 、同期 のinstantmessageやchatに つい ては個 人 のお遊び

の道 具 で ビジネ ス的 に は役 に立た ない とい う認識 が一般 的 な もので ある。'しか しなが ら、

今後 は同期 の もの につ い て も利 用が進 む と考 え られ る。instantmessageやchatに 注 目

した コ ミュニ ケー シ ョン につ いて は今 後、応 用 が進む可能 性 があ る。

ア ウェアネ スの支援 の 方式 も、 コ ミュニ ケー シ ョンの形 態 に よって異 な って くる。 同期

型 のコ ミュニ ケー シ ョンの場合 に は、 メンバ ーの存在 を認知 す る、 メンバー の手足 の動 き

を認 知す る、場 の雰 囲気や 人 の感情 を認 知す るな どのア ウェアネ ス の支 援 に よ り、他 の メ

ンバ ー に話 しか けるな どの アクシ ョン を起 こす きっか けが与 え られ る。 非 同期 型 のア ウェ

アネス支援 の場合 には、他 のメ ンバ ーが行 った作業結 果や 作業 の履 歴 を気づ かせ るこ とで

現在 の作業 の進行 を補助 す るこ とがで きる。
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6.3.2購 買行動 の促進や教 育 の動機 付 けのための アウ ェアネス支 援

従来 、ア ウェアネ ス支援 は協 同作 業 の支援 の ためにお こな われ る もの であ ったが、 この

ア ウェアネス支援 とい う考 え方 を拡 張 して 、購 買行動 の促進や 教育 の動機 付 けのた めの

ア ウェアネ ス支援 とい うことを考 え る こ とが可能 であ る。

た とえばオ ンライン シ ョッピン グな どの状 況 を考 えてみ る と、従 来 の購 買行動 と異 な り、

どの商品 が売れ て い るか、 どの店 が はや ってい るか な どの状況 を認識 す る方法 がな い。 従

来 の購 買行動 の場合 、他 の人 が 買 ってい るの でつ られ て買 って しま う。外 に食 事 に出たが

途 中で え らくはや ってい る店 が あ つたの で思 わずそ の店 に入 っ て しま うな どの行動 があ る

が 、そ の よ うな こ とを電 子的 にサポ ー トして くれ るよ うな仕 組 みが あれ ば便 利 であ る。

ま た、遠 隔講義やe・1earningな どの状 況 を考 えてみ る と、多 くの場合 に受 講1者は孤独 で

あ る。学校 での講義 の場合 に は臨場感 が あ り、緊 張感 を持 って講義 を聴 くこ とができ るb

その ため講義 を聞い てい る他 の生徒 の熱 気 を感 じられ るよ うな メカ ニズ ムが あった り、他

の学習者 が今 どの辺 まで学習 を進 めて い るか を感 じるこ とがで き るツール が あった りすれ

ば便利 で ある。

この よ うなア ウェアネ ス支援 を適 切 に行 うこ とによ り、購 買行動 の促進 や教 育の動機 付

けのた めに役 立て るこ とが期 待 され る。

【参 考 文 献 】

[1】國蔵 造:知 的 グル ー プ ウ ェ ア に よ るナ レ ッジ マ ネ ジ メ ン ト、 日科 技 連,2001.

6.4空 間 と場 所の重要性(リ マ イ ンダと入 力技 術)

ユ ビキタス情報 環境 で は空 間に分 散 して配 置 され る リソー スの管理 、所 有 、利 用 にお け

るフォー カスの問題 が生ず る。 ま た場所 や時 間 な どの コンテ クス ト(文 脈)が 情報提供 や

情報 入 力の重要 な手 がか りとな る。 後者 は最 近 ではGPS(GlobalPositioningSystem)

を内蔵 した携 帯電話 が出現す るな どそ の便利 さが次第 に理 解 され る よ うに なって きたが、

前者 につ いては、ユ ビキタスが もた らす環境 の大 きな変 革で あ り、ユ ーザイ ンタフェー ス

に も大 き く関わ る事態 であ る。

6.4.1空 間 リ ソ ー ス の 管 理

既 に現代社会 におい て も居 間に は多数 の家電 製 品の リモ コンが あ る。ユ ビキタス社会 に

おい てはそ の状 態が加速 す る。空 間に多数 のセ ンサー(カ メラ、マ イ ク、接触 、赤外線 、

通信 ポー トな ど)や ア クチ ュエ ー タ(モ ニ タ、 ス ピー カ、 ロボ ッ トアー ム、エ ア コン、照

明、 改札 、警報 な ど)が 存在 す る よ うなユ ビキ タス情報環境 を考 え てみ よ う。

まず 自分 一人だ けがい る ときに、ユ ビキタス情 報環境 か ら何 らかの サニ ビス を受 け るた

め に、 どの よ うな指示 をすれ ば よい だ ろ うか?「 コン ピュー タ、照 明 をつ けて くれ」 と、

どこかの音 声認 識装置 に向 か って しゃべ るのか も しれ ない。 コン ピュー タは、 いったい ど

の照 明の スイ ッチ を入 れれ ばユー ザ に満足 して も らえ るだ ろ うか?ユ ーザ のい る場 所 を検

出 し、ユ ーザの これ まで の行 動パ ター ンか らこれ か ら行 きそ うな部屋 を調 べて スイ ッチ を
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入れ れ ばい いだろ うか。 しか し、で はユーザ のい る場所 を検 出す るセ ンサ ーは どれ を使 え

ばい い のだ ろ うか?家 中 のセ ンサー を常 にアクテ ィブ に してお く必 要 が あるだ ろ うか?ユ

ーザ を追跡 して、あ る範 囲に しぼ ってユーザ とのイ ンタ ラク シ ョンに必 要 な リソースだ け

を割 り当て る必要 があ ろ う。

次 に 、同 じ領域 に2人 以 上 のユー ザがい る とき に、 どの よ うに リソース を割 り当て るか

を考 え る こ とが必 要 にな る。 ユ ーザ は個 人PDAな どにパー ソナル エ ー ジェ ン トを もって

い るか も しれ ない。 あ る環境 に入 って、エー ジェ ン トに任 せ て情報 検 索や通信 をす る とし

て も、環境 に 自分 を認証 を して も らい 、通信 のた めの適 当な リソース を割 り当てて もらわ

な けれ ばな らない。 複数 の人が競合 して リソー ス を取 り合 うときに ど うす るの か、解 決手

段 を提供 す る必要 が あ ろ う。 こ こで、'「同 じ領域 」 という こ とばで表現 した概 念 が非常 に

曖昧 で あ るこ とに注意 が必 要 であ る。 室内の 同 じソフ ァー に座 ってい る もの同士 か ら、 あ

る街 に立 ってい る見 知 らぬ者 同士 まで、空間 の粒 度が様 々で ある。

6.4.2コ ンテ ク ス ト入 力(検 出)

この よ うな 問題 を解決 す る一つ の手段 は、ユ ーザ の コンテ クス ト・(文脈や 状況)を 認識 ・

理解 し、ユー ザの意 図や 興 味 を推 定す る能力 をユ ビキタス情報 環境 が そな え るこ とで ある。

現在 の ところ、物理 的 な コンテ クス トとして は場所 と時 間が 、意 味 的 な コンテ クス トと し

て興 味 に関連 す るアク シ ョン履歴 が用 い られ研究 が行 われ てい る。

ユ ー ザ と行 動 を共 にす るパ ー ソナル エ ー ジ ェン トに よ りユー ザ の コンテ クス トを認識

す る際 に利用 で きる情 報 は例 えば、図6.4・1の よ うな もの があ る。

ユーザ

蒜 ⊥il:
護㌍麟 ㍗

身体 ・年齢 ・性

氏名 ・服装 ・職業

動作 ・発話

興 味 ・意図 ・計画

情動 ・感情

知識 ・信 念

図6.4-1ユ ー ザ の コ ン テ ク ス ト

こ こで、ユ ーザの場 所 は重要 な手 がか りとな るので、前 述 のGPSやPHSの 基地 局 を利

用 した測位 システ ムな どが 重宝 され る。 い くつ か の送信機 か らの電 界 強度 を使 って三角測

量的 に位置決 めをす る こ とが行 われ る。PHS型 の携 帯電 話 では、近 接す るゾー ンのア ンテ

ナの位 置 を使 って 自分 の場所 を推 定 でき る。 地 球規模 では 、カー ナ ビゲー シ ョンシステ ム

で活用 され てい るGPSが 使 える。GPSは 、地 球 を取 り囲む衛 星 か ら送 られ るコー ドを使

って 、 自分 の位 置 を測定 す る方法 で あ る。 なお 、赤外線 や微 弱電波 で は測定 可能範 囲は数
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メー トル前 後、精度 は設置 す るセ ンサや 送信機 の密度 次第 で あ る。GPSは 屋外 で 、3個 以

上 の衛星 が視界 にあ る場所 で 、20メ ー トル前後 の精度 で測 定 でき る。携帯電 話 の基地 局 を

使 った測位 方法 は、'100メ ー トル 前 後 の精 度 といわれ て いたが 、最近10メ ー トル 前 後の

精度 が とれ る方法が 開発 され た と報 告 されて い る。

しか しなが ら、室内 の位 置 を検 出す る方法 は現在研 究段 階 であ り、 ビー コ ン方 式 と自立

推測航行 方式 の2つ が検 討 され てい る。

ビー コン方式 は、赤外線 、超 音波 、電磁 界 、電磁 誘 導 、静電誘 導 、無線 な どの技術 に よ

り環 境 にセ ンサーや送 信機 を埋 め込 ん で位 置検 出 を行 う。 精度や粒 度 は環境 へ のシ ステム

の投 資 に比 例す る と考 えて も よい。 指 向性 や局所性 め あ る もの と、無 指向性 で相 互干渉 を

お こす もの な ど用途 に合 わせ た選択 が必 要で ある。

人間の位 置追跡 用途 だ けを前提 にすれ ば、問題 を簡 単 化 で きて 、実用 的な シス テム を構

成 で きる。だ とえば、識 別 コー ド(ID)を 発信 す る赤 外線(IR,infraTed)のLED(発 光 ダイ

オ ー ド)を 組 み込 んだバ ッジを装着 して も らい、部屋 の天 井 な ど数 カ所(ゾ ー ンの 中心)

に設 置 した赤外線セ ンサ でそれ を感 知 して、人 が どの ゾー ンにい るか を識 別す る方 法 な ど

もあ る。 ・

一方
、自立推測 航行 方式 は、ジャイ ロな どを使 って重力 ・慣性 ・地磁 気 ・歩 幅 を基 準 に、

始 点か らの 自分 の動 きで相対 的な位 置 変化 を推 測す る方 法で あ る。安 定 した基準 量 に対 す

る測定 がで きれ ば、環境 に特別 な装 置 を埋 め込 む こ とが ない ため経 済的で あ る。歩 行 ステ

ップの加速 度計 と電子 コンパ ス を使 った室 内実験 システ ムで は、10mの 移 動 で1m程 度 の

誤 差で測定 で きるこ とが報告 され て い る。

6.4.3リ マ イ ン ダ 入 力

ユ ビキタス情報環境 が初期導 入 され る時点 で最 も有 効 と思 われ 、 また基本 的 なサー ビス

と して リマ イ ンダ(備 忘録)機 能 が あ る。 ユー ザの場 所や 時刻 に合 わせ て 、あ らか じめ記

録 してお いた メ ッセー ジ を 自分 に送 る こ とで、 自分 の行動 を誘 導で き る。 コンテ クス トは

前述 の技術 に よ り認識 で きる よ うに な るので、情 報提供 は可能 で あ る。

ここで 、課題 どな るのは 自分 にお くるメ ソセ ー ジの入力 ・記録 方法 で あ る。多様 な リマ

イ ンダが可 能 になれ ばユ ーザ は多 くの メ ッセ ー ジを入 力 した くな るで あろ う。 それ をひ と

つ ひ と・?PDAの キー ボー ドで入力 してい たのでは不 便 で ある。 将来 的 には意 図的行 動や

無意識 の行動 か らユー ザの メ ッセ ー ジを生成 し入 力す る技術 が望 まれ よ う。

6.4.4空 間 にむ か って 話 す?

ユ ビキタス情報環境 におい ては 、空 間そ の もの が コン ピュー タのイ ンタ フェー ス とな る。

ユ ーザ はあ らゆる家 具や器 具 を使 って コン ピュー タ、す なわ ちユ ビキ タスシス テム とイ ン

タ ラクシ ョンす る ことにな るだろ う。 その際 、音声入 出力 のイ ン タフ ェー スな ど人 間 中心

のイ ンタフェー スデ ザイ ンをす るほ ど、人間 は擬 人化 した対象 を 目標 にイ ンタラ クシ ョン

し始 め るの では ないだ ろ うか?何 もない空 間に向 かっ て言葉 を発 す るの は奇妙 で あ り、

お そ らく苦 痛 となるで あろ う。 それ を解決 す るには、擬 人 化エ ー ジェ ン トの よ うな キ ャラ

クタが必要 とされ るで あろ う。 と くに実 世界 でのイ ンタ フ ェー ス を考 える ときに、エ ー ジ
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エ ン トは 、 デ ィ ス プ レイ 上 の グ ラ フ ィカ ル な キ ャ ラ ク タで は な く、 ヒ ュ ー マ ノイ ド型 の ロ

ボ ッ トで あ る こ とが想 定 され る。

図6.4・2の よ うな ヒ ュ ー マ ノ イ ド型 ロ ボ ッ トは ユ ー ザ との コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョンgadget

と して 非 常 に 有 望 で あ る。 と りわ け 、 子 供 や 老 人 、 身 体 障 害 者 な ど情 報 弱 者 と よ ばれ る 層

に とっ て 有 効 な コ ミュ ニ ケ ー シ ョン イ ン タ フ ェー ス を提 供 す る可 能 性 が 高 い と考 え られ て

い る。

図6.4L2= .ミ ュ ニ ケ ー シ ョン イ ンタ フ ェー ス と して の ロボ ッ ト

6.5コ ー パ ス

人 間 が何気 な く扱 って い る 日常 的 な 常識 を機械 に理解 させ る こ とは大 変難 しい 問題 で

あ る。言 葉 にな らない無 意識 の振 る舞 い と して現れ てい るもの を機 械 が理解 で き る表現 に

す るた めに何 らか の解 釈や 翻訳 が必要 にな る。 イ ンタラク シ ョン ・コーパ ス は、ユ ビキタ

スな環境 が計測 ・獲得 したユーザ の動作や 相互作 用 を処理 可能 な形 式 で記録 した もので あ

る。 この コーパ ス は、(i)体 験や 行動 を再現す るための素デー タ と して 、また 、(li)ユ ー ザ

の相 互作 用や 常識 を機 械 が認識理解 す るた めの辞 書 として用 い る こ とが で きる。 ユ ビキタ

ス環 境 が人 間中心 のデザ イ ン され 、人 間に とって便利 に働 くため に は、 この2つ が重要 な

鍵 とな る。

人工知 能研 究の歴 史 は、対象 とす る知識 領域 を専 門知識 か ら常識 へ 広 げてい く試み であ

った と捉 える こ ともで る。例 えば、人 間の常識 を人手 で知識 ベ ース 化す る試 み には、Cyc、

WordNet、EDR(電 子化辞 書)な どの言語 を中心 と した成果 が あっ た。最 近 で は、知的な処

理 が可 能 とな るよ うに、Web上 の ドキュ メン トに意味 的 なタ グ をつ け る こ とを提 唱 した

GDA(GlobalDocumentAnnotation)やSemanticWebな どが提案 され てい る。

イ ンタ ラクシ ョン ・コーパス は、 さらに非言語 領域 に着 目して 、映像 、触 覚 、味覚、 臭

覚 、体性感 覚 とい った人 間が利 用 して い るすべ てのモ ダ リテ ィデー タを統合 的 に蓄積 し、

それ らに意 味的 な タグ付 けをす る こ とを 目指す もの である。(株)国 際電気 通信 基礎 技術

研 究所 の研 究者 らは 、 このイ ンタ ラクシ ョン ・コーパ スを大規模 に構築 して、利便 性の よ

いユ ビキタス情報 環境 を構 築 しよ うと提案 してい る。 このタ グ付 け ば従 来 のパ ター ン認識

の方 法 を継 承す るだ けで は、対象 の拡大 と自動化 に限界 があ る。 そ こでユ ビキタス情報環
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境 の さま ざまなデバ イ スや 自律性 のあ る人 工物 を使 って相互作用 を演 出 し、 あ る ドメイ ン

に引き込み なが らタ グ付 け を行 う方式 を検討 してい る。 個別 ユーザ へ の適 応性や 相互 作用

パ ター ンの学習な ども新 しい課 題 とな るであ ろ う。

こ うして暗黙知や わ ざ と呼ばれ てい る知識 や 日常的 な相互 作用 を、機 械 が認識 で きるよ

うな知識 が徐 々 に構築 され 流通 され てい くこ とにな ろ う。

,R・b・ts、

霊 ㍍NAPP'iance$

1 ＼
To㎜

～city

Computers

&lntemet

10ths－

Toys

図6.5-1イ ンタラク シ ョンを様 々なユ ビキ タス情 報環境 が記録 しコー パス化 す る

6.6環 境 に とけ こむデザ イ ン

6.2節 で は、プ ライバ シーや安 心安 全 の立場か ら社 会的 な受容性 につい て概説 した。 ま

た、6.1節 では、セ ンサー が技 術の進 歩 に よ り軽 薄短 小化 して い くこ とを予想 して い る。

本報告 で想 定 してい る将来 のユ ビキ タス情報 環境 を現状 の技術 で実 現 しよ うとす る と、非

常に滑稽 な事態 にな りか ねない。 図6.6・1は 室内 にい ろい ろなセ ンサー を張 り付 けた想像

図 と、 ウェア ラブルイ ンタフェー スの例(楽 器)で ある。

図6.6-1将 来 の セ ン サ ー ル ー ム(想 像 図)と 衣 装
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ユ ビキタス情 報環境 の 実現 に よって、便利 に な る といって も、 この よ うな環境 で生活 す

るこ とは落 ち着 かな いで あ ろ う。 環境 のな かに浸透 して 見か け上 は見 えな くな って い るセ

ンサーや コン ピュー タ(invisiblecomputer)が あ るべ き姿で あ る。 このた めに は、電気 工学

や情 報技術 の技術 者 だ けで な く、建 築や イ ンテ リア あるいは服 飾 のデ ザイ ナーや 技術者 を

巻 き込ん だ研 究 開発 が必 要で あ る。 そ して また、一 方で 、環境 が個 人 の行動 を記録 し処理

してい る こ とを何 らか の方法 で知 らせ る手段 を考 え る必要 があ る。 デ ザイ ン的 な観 点 を配

慮 した環境 に とけ こむ デザイ ンとそれ を実現す る技術 が重要 であ る。

6.7音 声 入 出 力

入 出力 メデ ィア と して の音声 は、人 間に とって いつで もどこで も使 え る とい う意味 でモ

バイ ル 向きで あ り、ユ ビキタス情報環 境 にマ ッチ してい る。 しか し、3.2節 で述 べた とお

り、現状 の機 械 に よ る音 声入 出力性 能 は人間 の能力 にはまだ及 ばない点 が多 く、ユ ビキ タ

ス情報 環境 で利 用す るた め に解決 しなけれ ばな らない問題 が多い。 本節 で は、 プ レユ ビキ

タス情 報環境 にお け る音 声入 出力 の利用形 態 とユ ビキ タス情報 環境 に向 けた技 術課題 につ

い て述 べ る。

6.7.1セ キ ュ リテ ィ と プ ラ イ バ シー の 確 保

本報 告書 に記載 され て い るア ンケー ト調 査結 果 か らわ か るよ うに、多 くの人 は来 るべ き

ユ ビキ タス情報 環境 にお け る様 々な情報 の取 得や オ ンライ ンシ ョッピン グに対 して便利 さ

を感 じる反 面 、セ キュ リテ ィや プ ライバ シー の点 で不安 を抱 いて い る。 な かで も、個 人情

報 管理 システ ムや音 声 を利 用 した個 人認 証(声 紋認 証)に 対 して は疑 問や否 定的 な意 見が

多 い。 一方 、 指紋や 虹彩 な どの生体 的特徴 を利 用 したい わゆ るバ イオ メ トリクス認 証田は

ICチ ップまた はICカ ー ドよ り便利 と考 えてお り、特 に指紋 に関 しては便利 と思 わ ない と

い う回答 も少 な く、 大 きな支持 が得 られ てい る。 これ は、指紋 に よる認 証 の よ うにあ る程

度安 全性 が確 保 されれ ば、 いちい ちカー ドを持 ち歩 く必要性 や暗 証番 号 を覚 えてお く煩 わ

しさが ない個 人認 証方 式 に対 して、利用 者 の期 待 が高い こ とを表 してい る と言 え よ う。

しか しなが ら、個 人認 証 に関 して100%安 全 な技術 はない とい うこ とに も留 意す べ きで

ある。 実 際、安 全 と思 われ てい る指紋 に よる認証 に対 して も、人 工指 に よ る詐称(な りす

ま し)の 可能性 が指摘 され てい る[2】。 ま た,音 声 を用 いた個 人認 証 が既 に一 部 実用化 され

てい る例 もあ るが、合成 音 声 を用 い た詐称 が可能 で ある こ とも示 され て い る13】6こ の解決

策 と しては、複 合的 なバ イ オメ トリクス認証 が考 え られ る。例 えば指 紋 と音声 ・顔 画像 な

ど、複数 の特徴 を組 み合 わせ るこ とに よ り、安全性 を格 段 に高 め るこ とがで き る と期待 さ

れ る。

セ キュ リテ ィ とともにプ ライバ シーの保護 も重 要 であ る。蓄積 され て い る個 人情 報 の管

理や 取 り扱 い に十分 注意 を払 わな けれ ば な らない こ とは 当然 であ るが、例 えば、音 声 を用

い た入 出カ イ ンタフ エー ス の利 用 に際 し、情 報 のや り取 りに個人 情報 が含 まれ る場 合 、他

人 の面前 で音声 を発 した時 点でプ ライ バ シーが もれ る とい う状況 に な って しま う。従 って,

入 出力手段 と して音 声 のみ しか使 えない とい うシス テムで はな く、利 用者 や利 用環 境 に応

じて最 も適 した入 出力 手段 を適応的 に選択 で きる ヒュー マ ンイ ン タフ ェー ス を構築 す る こ
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とが 望 ま しい 。

6.7.2適 応 技 術

前述 のア ンケー トで は、携 帯電話 で入 力 した い文 章 を しゃべ る と音声 変換 して画 面 に表

示 す るデ ィクテー シ ョン(ボ イス ワー プ ロ)機 能 に対 して比較 的高 い支持 が得 られ てい る。

一 方、 これ に魅 力 を感 じない と回答 した人 の多 くがデ ィクテー シ ョン機 能 の信 頼性 に不安

を抱 い てい る とい う結果 が示 され て い る。 ＼

3.2節 で述 べた よ うに、既 にかな り性能 の高 い デ ィクテー シ ョン ソフ トウェアや 音声入

力が実用化 され て い るこ とか ら、ユ ビキ タス情報 環境 におけ るPDAや モ バイル/ウ ェア

ラブル機器 にデ ィクテー シ ョン機 能 を実装す る こ と自体 はそれ ほ ど困難 で はな い と考 え ら

れ る。 しか し、 アンケー ト結果 の期待感 とは裏腹 に、現在 のデ ィ クテ ー シ ョン ソフ トウェ

アや カーナ ビの音声 入力 が実際 には それ ほ ど広 く使 われ てい ない こ とも事 実 であ る。 この

理 由 と しては、3.2節 で述 べた繰 り返 し とな るが、静 か な環境 で朗読調 の 音声入 力 に対 し

て は高性能 を発揮 す る ものの 、使 用環 境や 発話 ス タイル が変 わ る と著 しく性能 が劣化 した

り、言 い淀 みや 言 い間違 いな どに対 す る 自由度 が少 な く使 いに くい こ とな どが あげ られ る。

このた め、数回使 っただ けで音声入 力 は不便 で あ る とい う考 え を持 つ に至 るこ とが多い よ

うであ る。 従 って、音 声入力 の利用 にあた って は、使用 環境 お よび 話者 の変化 や 自発 音声

に柔軟 に対 応 でき る ロバ ス トな音声認 識 技術 の開発 が課題 とな る。 また 、 自発 音声 コーパ

スの整備 や 、 自発音 声用 の言語モデ ル の開発 も行 う必要 があ る。

一方
、 ユ ビキ タス環境 では これ らの問題 を容 易 に解決 で き る可能 性 も有 してい る固。 例

えば、不特 定話者 の入 力 に対 して いか に性 能 を落 と さず に認識 す るか とい う問題 に対 して

は、利 用者 固有 の音響 モデル や言語 モデル を他 の個 人情 報 と同時 に保 持 してお き、利 用す

る先々 でそ の情 報 をシステ ムに伝 え る こ とに よ り、 システ ムは即座 にモ デル を利用 者 に合

わせ て適応 ・カス タマイ ズす るこ とが で き る。 一 方,'時 々刻 々変化 す る周 囲の環境 や背景

雑 音 に関 しては、利 用 が想 定 さ・れ る場所 に周 囲 の環境 情報 を取得 ・蓄積 ・提 供す るサー バ

を設置 してお き、利用 者 が このサ ーバ と通信 す るこ とに よ り環境情 報 を得 てモデ ル を即座

に適応す るこ とが可能 とな る。

6.7.3出 力の 多様 性

現在実 用化 され てい る音 声合成 システ ムは 、あ らか じめ システ ムに用意 され た多 くて も

数種類 の声質 で しか音声 を出力 で きない。発 話 ス タイル に関 して は よ り自由度 が少 な く、

朗読調 の場合 が ほ とん どで あ り、一部感 情 の付 与や発 話 ス タイル を行 うこ とが 可能 な シス

テ ム もあ るが、合成音 声 は不 自然 に聞 こえ るこ とが 多い。

個人 に よ り声質 や発話 ス タイル がす べ て異 な ってい るの と同様,シ ステ ムや エ ー ジェン

トか らの音 声出力 に も この よ うな多 様 性 が ある こ とが望 ま しい。 例 えば言 葉 の通 じない複

数 の外 国人 とパ ー ソナル 通訳機 能 を介 して会話 が実 現で きた と仮 定す る。 この場合 、翻訳

され た音 声 が相手 に関 わ らず 同 じで あれ ば誰 が話 してい るのか分 か らな くな って しま うで

あろ う。 ま た、感 情 を含 めた 多様 な声質,発 話 ス タイル で のいわ ゆ る気 の利 いた音 声合成

が可能 とな れば 、利 用者 に とって使 いやす く、使 いた い システム とな るで あろ う。 また、
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音声 対話 システ ムでぽ 、合成 音声 の品質が 良い方 が よ り評 価 が高 くな る とい う結果 もあ り

固、 この点 か らも合 成音 声 の多様性 は重要 で ある。

現在 音声合 成方 式の 主流 となってい る、音 声素 片の選 択 と接 続 に基づ く方式 で この よ う

な出力 の多様 性 を求 め るこ とは原 理的 に可能 で あって も、実現 は容 易 では ない。 これ に対

し、HMM(隠 れ マル コフモデル)音 声合成 方式 に よれ ば、ユ ビキ タス情報 環境 におい て

この問題 を解 決 で きる可能性 があ る。HMM音 声合成 で は、音 声認識 と同様 にHMMに よ

り合 成音声 単位 がモデル 化 され てい る。 そ して 、音 声認識 で広 く用 い られ てい る話者 適応

手 法 を利用 して合 成音 声単位 をモデル 適応す るこ とに よ り、話者 の声質や 発話 ス タイル を

変 えるこ とが 可能 であ る【6]。そ こで、ユ ビキ タス情報 環境 を利用 して、使 用す る状況 や話

者 に即 した情報 をシステ ムに送 るこ とに よ りモ デル 適応 を行 えば、所望 の声質 や発 話 ス タ

イル で音声 出力 を行 うこ とがで きる と考 え られ る。

この他 に、 ユ ビキタス情 報環境 にお いて実用 的な音 声対話 システ ムを実現 す るた めに は、

テキス トか らの音声合成 だ けではな く、現段 階 でほ とん ど実現 され て いな い概 念 か らの音

声合 成 も検討 す る必要 が あろ う。'

6.7.4マ ル チ モ ー ダ ル イ ン タフ ェー ス

音声 を入 出カ イ ンタ フ エー ス と して用 いた場合 に考 え られ る利 点 として 、ハ ンズ フ リー

や アイ フ リー の実現 に よ る制約 の軽減 、迅速 な コミュニ ケー シ ョン、言 語情報 に加 えて感

情や個 人性 の伝 達 が可能 で あ るこ とな どがあげ られ る回。 この よ うな利 点 を活 かす た めに

は 、音声 以外 のモ ダ リテ ィを積極的 に利用 す る ことが必 要で あ る。

人 間同士 の コ ミュニ ケー シ ョンは;視 覚,聴 覚,触 覚 な どのマル チモー ダル情 報 に基づ

い て行 われ てい る。 人 間の音 声知覚 に関 して視 覚 と聴 覚 の相互 作用 があ る こ とは良 く知 ら

れ た事 実で あ る。通 常 の会話 で は相手 の顔 の 向き 、視 線 、表情 、 ジェス チ ャー 、感情 な ど

が言語 情報 を補 う重 要 な手段 となってい る。 これ らの非言 語情 報、周 辺言語 情報 を用 い る

こ とに よ り意 図的 に言葉 が省 略 され る場合 もあ る。 また 、手話 にお いて は、手 の動 き と共

に 口の動 きも情 報 を伝 えてい る。

入カ イ ンタ フエース と して、音声 と共 に視線 や 口の動 き、 ジ ェスチ ャー な どの視 覚情報

を用 い るこ とは、音声認 識 システ ムの背景雑 音 に対 す る ロバ ス ト性 向上 に有効 な手 段 とな

る。 なぜ な ら、視 覚情報 は背 景雑音 に影響 されな いた め、聴 覚情報 と視 覚情報 を統 合 した

音 声認 識(バ イ モー ダル 音声 認識)に よ り、認 識 率 を高 める こ とがで き るか らで あ る。.バ

イ モー ダル音 声認識 と しては、音 声 と唇 の動 きを統合 した報 告 が数 多 くな され て い るが、

研 究室 レベル のシステ ム がほ とん どで あ り、実用 的 なシ ステ ムはま だ実 現 され てい ない。

この実現 のた めには 口領 域 の正確 な抽 出や トラ ッキ ング技術 の開発 が課題 とな る。 また 、

口以外の視 覚情報 を使 用す るた めには 、各種 セ ンサ の開発 とモ ダ リテ ィ間 の情報 を どの よ

うに融合 してい くかが課題 とな る。

入 カイ ン タフエー ス と同様 、 出カイ ンタフ エー ス に も音 声 を含 むマル チモ ダ リテ ィ化 が

望まれ る。 この点 に関 しては 、既 に トー キ ングヘ ッ ドや アニ メイテ ッ ドエ ー ジェ ン トが数

多 く開発 され てい る。 しか し、 リップ シン クが正確 でな い場合や 、 口形 が でた らめな もの

も多 く、 この よ うなシス テム では利用者 に誤 った知覚 を与 えて しま う可能性 が あ る こ とか
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ら注意 が必要で ある。 さ らに、感 情 を含 む多様 な表現 も今後 の課題 で ある。

ユ ビキタス情報環境 にお け る音 声入 出力 を最 も有 効 に活用 きる と期 待 され るのが音声 対

話 を利 用 したア プ リケー シ ョンで あ る。3.2節 で述べ た よ うに、 ま だ限定 され たタス クや

ドメイ ンを対象 と した システム しか実 現 され て いない が、普及 を促 すた め には機 能 が限定

され て いて も実用性 の ある(使 え る)シ ステ ム を作 るこ とが大事 で あ る。 そ の上で 、マ ル

チモ ー ダル 音声対話 の実現 に向 けて研 究開発 を行 う必要 があ る。 この ため には、音声以 外

のモ ダ リテ ィの入 出力 に使用 す るセ ンサや ア クチ ュエー タの実 現 と、モ ダ リテ ィ間 のシー

ム レスな メデ ィア変 換技術が重要 な課題 とな る。

6.7.5互 換 性 と標 準 化

ユ ビキタス環境 の 「どこで も使 える」 を実 現す るには、各機器 間でイ ンタ フェー スや プ

ロ トコル の互換性 が必須 条件 で あ る。 このた めには 、Bluetoothの よ うに統 一的 な規格 化

が な された要素 技術 を積極 的に取 り入 れ る ことが重要 であ る。

'音声入 出力 に関 しては
、VoiceXMLや 日本 語 テキ ス ト音声合 成用記 号 の規格 な ど、一部

標 準化 がな され てい る もの もあ るが、十分 な状 況 とは言 えない。 ユ ビキ タス情報環境 にお

け る音 声イ ン タフェー スの普 及 を促 す た めに も、OSや 機器 に依 存 しない標 準化 を最優 先

課題 として推 し進 める必要が あろ う。.

6.7.6ユ ビキタス情報環境 にお ける対象の 同定

ユ ビキ タス情 報環境 にお いては 、利 用対 象 とな る機器 や システ ム があ らゆ る場所 に遍在

す るため 、それ らが近接 して動 作 して い るこ とを想 定 しなけれ ばな らな い。 この よ うな場

面 にお い て音 声 を入 出カイ ンタ フエー スに用 い る場合 、可聴 周波数 帯 域 の音波 の指向性 が

強 くない こ ともあ り、 どの機器 が利 用対 象 とな ってい るのか を同定す るこ とが重要 な課題

とな る。一方 、利用 対象機器 が限 られ ていて も、複 数の利用 者 が同時 に使 用す る場面 にお

いて は、各 時点 において どの利 用者 が 対象 なのか を システ ム側 が同 定で き なければ な らな

い。

これ らの問題 の解 決策 として、 ユー ザが ウェアラブル機器 、例 えばイ ンテ リジェン トヘ

ッ ドセ ッ トマイ ク ロホ ンを装 着 して音 声入 出力 を行 い 、対象 とな る機 器 と必 要な情報 を無

線 でや りと りす る ことが考 え られ る。 実際 この よ うな機能 を もつヘ ッ ドセ ッ トが実現 され

始 めてい る。 しか し、本格 的なユ ビキ タス情 報環境 にお いて一層 の普 及 を促す た めには、

常時装 着す るこ とが気 にな らな い機 器 の開発 や 、ヘ ッ ドセ ッ トの装着 を必要 と しない処理

技術 の開発 をめ ざす必要 があ ろ う。 この ため には、機器本 体 、マイ クロホ ン、セ ンサ、 ア

クチ ュエ ー タな どの小型化 と低 消費電 力化 、マ イ クロホ ンア レー に よる ビー ム フォー ミン

グや音 源方 向検 出技術の 高度化 な どが課 題 とな る。
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7.望 ま し い ヒ ュ ー マ ン イ ン タ フ ェ ー ス

本 報告 の各 章節 で はユ ビキ タス情報 環境 と電子 商取 引(EC)・ に焦 点を あ て ヒューマ ンイ

ンタフェー ス技術 の現状 と動 向につ いて論 じて きた。パ ソコン、携 帯電話 、イ ンターネ ッ

トは生活 に浸透 し、単 な る道具 と してで はな く、 多様 なデ ジタル メデ ィア産 業 を生み出 し

社 会や 文化 に も影 響 を与 える存在 となっ た。IT(情 報通信)技 術 は、デ ジ タル 家 電 ・AV

機器 、サー ビス ・コンテ ンツ、有線 ・無線通信 イ ン フラ、プ ライバ シー ・セ キ ュ リテ ィ'な

どの広範 な技術 分野 と相 互作用(イ ンタ ラクシ ョン)し なが ら、ユ ビキタス情 報環境 の実

現 に向けて ボー ダ レス ・バ ウンダ リー レス に進 化 しつつ あ る と言 え よ う。 ユ ビキタス情報

環境 の萌 芽期 に突入 し、人 間社 会や認知 ・情動 に合 致 した ヒュー マ ンイ ンタフ ェー スが重

一要視 され てい くこ とは確 実 であ る
。

以下 では 、ユ ビキタス社 会 にお ける望 ま しい ヒューマ ンイ ンタ フェー スにつ いて考 察す

る。 ユー ザ の観 点 か ら技術進 歩 と製 品 の ライ フサイ クルを 考 慮 した人 間 中心 の製 品 開発 の

デザイ ン と安 心 ・安全 ・認知 メカニズ ムに配慮 したユ 三ノミー サルデ ザ イ ンにっ いて述べ 、

さらに、技術 的観 点 か らユ ビキ タス情報環 境 にお ける ヒュー マ ンイ ンタ フェー スの可能性

と、産業 と技術 の発展 を踏 ま えて望ま しい ヒュー マ ンイ ンタ フェー ス の姿 につ いて検討す

る。

7.1ユ ビキ タ ス情 報 環 境 に お け るHCD(HumanCenteredDesign)の 必 要 性

7.1.1現 在 の パ ソ コ ン

ECの 現状 につい ての ア ンケー ト結果 の分析 ・考察 と、課 題 につ いて は4章 に詳 しく述

べ た とお りで あ るが、こ こで、現在 のパ ソコ ンのユ ーザ につ いて若 干 の考 察 を してみたい。

一般 にハ イテ ク製 品 とい われ る ものの ライ フサ イ クル とそ のユー ザ の関 わ りを考 えてみ

る と、そ の初 期 の頃 には、ユ ーザ は提供 され る"新 しい機 能"や"テ ク ノロジー"に 魅 せ

られ て、あるい は興 味 を感 じてい る人 た ちで、「革新派 」、「初 期 のユー ザ」であ る。下図 の

初期 の利 用者(ユ ーザ)は 、新 しい機 能や テ クノ ロジー その もの を重 視 し、その他 の問題

(使 いやす さ、 コス トパ フォーマ ンスな ど)は 眼 中 に無 い。む しろ使 い づ らい ものを何 と

か使 い こなす こ とに興味 を感ず る。一 方、テ クノ ロジー の方 も未 成熟 で 、 まだユー ザの要

求 を充 たす こ とがで きないが 、ユー ザのニー ズ を 目指 して次 々に研 究開発 が進 め られ 、 よ

り高 い機 能 ・性 能 の もの を求 めてい く。 したが って製 品には技術 的新 しさ、機 能的 な新 し

さが重要 であ る。 この段 階の製品 は 「テ クノ ロジー駆動型 」 であ る。
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テクノロジーが1

基本ニーズを充たす製品の性能
遷移点

ユ ー ザーの

要 求 する

性 能 水準 一ー 一 一

註記　/1

テクノロジー過剰令
ほとんどの顧客は
この領域に薫灘ぺふ

露 量霊 鑑 三 で'
時間

ハ イテク。

消費者はさらに
テク ノロジーと

糎 を望む・ 牽

頼曇の
相対%

消費者向け製品。

消費者は便利さ 、
信頼性 、低価格などを望む。

時麹

テクノロジーが
基本ニーズ竈充たす

遷 移点

図7・1-1テ ク ノ ロジー駆動 製品か ら顧 客主導 製品への遷 移

(DANorman"TheInvisibleComputer"邦 訳 「パ ソ コ ン を 隠 せ 一 ア ナ ロ グ 発 想 で い こ う」

岡 本 他 訳 新 曜 社 よ り許 可 を 得 て 転 載)

や がてテ クノ ロジー が成 熟 して くると、その基 本的 な機 能 ・性 能 は 当た り前 の もの とな

り、ユーザ に とってテ ク ノロジー は も う充分 とな る。 その興 味や要 求 は技 術 よ りも、使 い

やす さ、低価 格 、高信頼性 な どに移 って い ぐ。 この ときのユ ーザ は後か らの利 用者 で 「保

守派 」、「実用派 ユーザ!で ある。技 術的 に新 しく、 さらに高 い機能 の もの が提 供 され て も

それ は過剰 なもの とみ な され 、重要 では な くな る。製品 は 「顧 客 主導型 」とな る。そ して、

そ の二つ のモ ー ドの間には遷移点 が ある田。

さて 、現在 のパ ソコンを考 える と、 この図式 に うま く当ては ま らない こ とに気づ く。パ

ソコンは普及 して か らす でに相 当の年 月が経 ち、機 能 ・性能 はかな りの レベ ル にまで達 し

てい る。 そ して価格 の低下 、基本機 能 の便利 さを主 要因 と して 、ユー ザ は若 年層 か ら高齢

者 ま で、家庭 の主婦 か らオ フ ィス ワー カー まで と急 速 に範 囲が拡 大 し、数 も爆発 的 に増加

して きてい る。 上 の図式 で言 うな ら、ユーザ も製 品の供給側 もすで に遷 移 点 を越 えて それ

ぞれ 「実用 派ユー ザ」、「顧 客主導 型 」に なってい な けれ ばな らない段 階 であ る。 しか し現

状 を見 る と、ユー ザは 「保 守派 」、 「実用派 」で あ る、 あ るい は、そ うあ りた い と思 ってい

る人 がほ とん どであ るに もか かわ らず 、供給側 は依 然 として 「テ ク ノロジー駆 動型」製 品

を提供 し続 け、 「保守 派」、 「実用派 ユー ザ」 を充分 に受 け入 れ られ る もの にな ってい ない。

多 くのユー ザ は思 惑が外 れて この ギ ャ ップに困惑 して い る状態 であ る。 パ ソコンを買 って

は 見た ものの、使 い方 が良 く分 か らな い、新 しい ソフ トをイ ンス トール で きな い、ネ ッ ト

ワー クの設 定 がで きない、突然 の ハ ングア ップ.にどうして よい か分 か らない、 とい う声 は

一130一



1.本 編7.望 ま しい ヒューマ ンイ ンタ フ ェー ス

改 めてデー タを見 るま で もな く、い ろいろな ところで聞 かれ る こ とである。 一方 、パ ソ コ

ンを相 当に使 い こな し、精通 してい るユー ザ も多 い。 これ らのユ ーザ はテ ク ノ ロジーや 新

しい機 能 を好 む 「初期 のユーザ 」の特性 を持 っていて 、「実用 派 ユー ザ」に使 い かた を教 え

た り、 トラブル を解決 した り して い る。 この よ うに初 期 のユ ー ザ と後か らのユ ーザ が多数

混在 し、"共 生"し て い るの は他 のハ イテ ク製 品 にはあ ま り見 られ ない現象 であ る。こ こに

現在 のパ ソコンの特異 性 があ る と言 っていいだ ろ う。

上記 の よ うな観点 に 立つ と、今 回のア ンケー トの対 象者 は、パ ソコンに関 しては"使 い

こな してい る"と い う人 が多 く、 「初期 のユーザ」 が多 い と言 えるであろ う。

次 に、中年 齢、高齢者 につ い て考 える。今 回 のア ンケー トでは 中高年(50歳 以上)の 対

象 者 は74名 、全体 の18.5%で あった。機器 の保 有 の状況 は中高年 で も他 の年 齢層 とは変

わ りな く、また 、イ ン ターネ ソ トの使 い こな し度 がそれ 以外 の層 に比 べて若 干低 い もの の、

と くに大 きな違 い は見 られ なか った。 これ は今 回の対 象者 が 中高年 に も 「初期 のユ ーザ 」

層 が多 い こ とを物語 っ てい る。 したが って必ず しも ごく一 般 の 中高年 ユーザ の特性 を表 し

てい る とは言 えない。 しか し 「初 期 のユーザ」 とい え ども 中高年層 では上記 の よ うに使 い

こな し度 が下 が って き てお り、とくに"や や使 い こなせ てい る"が 減少 し、"ほ とん ど使 い

こなせ てい ない"が 出現 して い るこ とか ら、パ ソコンやイ ンターネ ッ トに とって 中高年 の

利 用者へ の一層 の配 慮 が必要 で ある と言 えるで あろ う。

なお 、今 回 は20歳 以 下の若年 層 のデ ー タは取 って いな いの で、10代 の傾 向につ いて は

判 断で きない が、現在 、小 中学校 で のパ ソコン導入 が急速 に進 ん でい るこ とや 、テ レビゲ

ー ム
、パ ソ コンゲー ム 、またイ ンターネ ッ ト利用 の彼 らへ の爆発 的普及 を考 え る と、彼 ら

は 自然 に 「初期 のユ ーザ 」か ら 「実用 派」 になって い くもの と思 われ 、供 給側 の 「顧 客 主

導型 」へ の転換 が加 速 され なけれ ばな らない と言 え るで あろ う。

%

300

250

200

150

100

50

0
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■デ スクトップパソコン 圏ノー トブックパソコン ロPDA口 携 帯電 話

図7.1-2機 器 の 保 有 状 況
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図7.1-3イ ン ター ネ ッ トの 使 い こ な し度

7.1.2ユ ビキタス情報 環境 下で の製 品 i

ユ ビキタス環 境下 では技術 は成 熟 し、安 定期 に入 る もの と想 定 され る(逆 にそ の よ うに

な った時点 をユ ビキタス環境 とい うべ きであ る)。 ユ ーザ は 「初期 のユー ザ(新 し物 好 き)」

か ら 「実用派」、あ るい は充分 状況 を見 てか ら使 い始 める"お くての ユーザ"へ と変 わ って

きてい る。 プ レユ ビキ タス環 境 はそ こへ至 るステ ップで あ り、製 品 はその先 に控 えてい る

ユ ビキ タス環境 に備 えておか な けれ ば な らない。 その際 、次 の よ うな視 点 が重要 とな る。

① 「顧 客 主導型 」製 品の フ ェー ズで は、個 々 の製 品技術 、機 能 よ りも使 いや す さ、分 か り

やす さが重 要に なる。 これ を実現す るため には、顧 客の ことを充分 に把握 して お く必 要

があ る。

② ユ ビキタス=誰 で も、 いつ で も、 ど こで も、 とい うとき、そ の"誰 で も"に は当然 の こ

となが ら高齢の人 、障害 の あ る人 も含 まれ る。 これ らの人 に とって も使 え る(ア クセ シ

ブル)、 使 いやす い もの にす る必 要 が ある。

③未 来 シナ リオ に もあ る よ うに、ユ ビキタス環境 に お ける機 器 は小型 で携 帯性 に優 れ た も

のが多 くな る。 これ らの機 器 は物理 的 に小 さな場所 に よ り多 くの機 能 を作 りこむ。 キー

や表 示 の物 理的 スペ ー スに は制 限 が ある。 したが って操 作 はます ます複雑 化す るこ とは

容易 に想像 でき る。 これ をで きるだ け軽減 す る必要 が ある。

④ ユ ビキタス環境 では、移 動場 面 での操作 が増 え る。 必ず しも機器 の操 作 に適 して いない

場所 で も安全 に、正確 に操 作で き るよ うにす る こ とが必要 で ある。
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こ の視 点 を製 品 に生 か す ポ イ ン トは 「HCD(HumanCenteredDesign)」 す な わ ち人 間 中

心 の 製 品 開発 で あ る。 人 間 中 心 の 製 品 開 発 と は 、技 術 か らで は な く人 間 の ニ ー ズ か ら製 品

開発 をス タ ー トさせ る こ とで あ る 。 また 、 単 にユ ーザ ニ ー ズ を と り こ む とい うだ けで は な

く、 設 計 に 際 して 人 間 の もつ 身 体 的 ・心 理 的 特 性 を考 慮 す る こ とで あ る 。 そ の基 礎 とな る

の は 、各 種 の 身体 的 ・心 理 的 デ ー タ と、 そ の 製 品 の使 用 現 場 に お け る ユ ー ザ の行 動 の 観 察

で あ る 。 プ ロ トタ イ プ に よ る ヒ ュ ー マ ン イ ン タ フ ェ ー ス 評 価 を設 計 に 先 立 っ て行 い 、 また

開発 ・設 計 段 階 で も常 に評 価 を繰 り返 し、 結 果 を フ ィー ドバ ッ ク で き る 開発 体 制 が 必 要 で

あ る。

プ レユ ビ キ タ ス 情 報 環 境 の 入 り口 に あ る 現 在 、 この よ う な ユ ー ザ の 特 性 に 関 す るデ ー タ

は ま だ充 分 に は そ ろ っ て い な い 。 ど くに 高 齢 の 人 、 障 害 の あ る 人 の 機 器 の 操 作 特 性 の デ ー

タ を体 系 的 に ま とめ た もの は ほ とん ど無 い とい っ て よい 。 した が っ て 、 プ レユ ビキ タ ス 情

報 環 境 の も とで は 、 新 しい 機 器 の ヒ ュ ー マ ン イ ン タフ ェ ー ス の 評 価 は使 用 現 場 に 基 礎 を 置

い た 伝 統 的 な 方 法 が 有 効 か と思 わ れ るが 、 来 る べ きユ ビキ タ ス 情 報 環 境 の も とで は 、 い ろ

い ろ な評 価 手 法 を駆 使 して 使 い や す さ、 分 か りや す さ を評 価 で き る よ う に して い か な け れ

ば な ら ない 。

な お 、 ユ ビキ タ ス 情 報 環 境 で の ユ ー ザ に つ い て 言 え ば 、 ヒ ュ ー マ ンイ ン タ フ ェ ー ス の 対

象 と な る の は単 にユ ー ザ 個 人 だ け で は な く、 ユ ー ザ の 周 辺 の 人 々(ア シス タ ン トや 、.高齢

の 人 、 障 害 の あ る 人 の 介 護 者 な ど)や さ ら に は周 囲 の 環 境 と一 体 に な っ た 人 間 を も考慮 に

入 れ る必 要 が あ る 。 そ して 、 ユ ビ キ タス 情 報 環 境 で は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を重 要 機 能 と し

た機 器 や ア プ リ ケ ー シ ョ ンが そ の 特 徴 で あ る か ら、 ヒ ュ ー マ ン イ ン タ フ ェ ー ス の 場 面 に は

常 に コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン にお け る全 参 加 者 が 想 定 され て い な け れ ば な ら な い 。 こ こ に ま た

人 間 中心 の 製 品 開 発 の 重 要 性 が 見 出 され 、 新 た な 課 題 と して の 取 り組 み が 必 要 で あ る と言

え る 。

【参 考 文 献 】

[1]D.A.Norman"TheInvisibleComputer"邦 訳 「パ ソ コ ン を 隠 せ 一 ア ナ ロ グ発 想 で

い こ う」 岡本 他 訳 新 曜 社

7.2サ ー ビ ス の 視 点 か ら見 た ヒ ュ ー マ ン イ ン タ フ ェ ー ス

プ レユ ビキ タス環境 を前 提 と した社 会 での ヒュ ーマ ンイ ンタフェー スの あ り方 を検討 す

る一 環 として 、 オ ンライ ンシ ョッピングを題材 と したア ンケー ト調査 を行 い、現状 の 問題

点 の把 握 と課題 の抽 出、近 未来 シナ リオにつ いての調査 か ら将来 の情報 化社 会へ の期待 度

の検討 を行 った。

今 回の調 査 の対 象者 は オ ンライ ンシ ョ ッピングの経験 者 とい う限 られ た対象 では あ っ

たが 、今 回の調 査結果 を概観 す る と、

(1)オ ンラ イ ンシ ョッピ ングは 「情報収 集段 階」 「手続 き段 階」 「商品 入手 段 階」 とい う3

つ の段 階 か ら成 り立 ってい る と考 え られ、各段 階 と も、最 初 の障壁(操 作へ の不 安 、

購 入相手 先、決 済へ の不 安 な ど)は あ る ものの現状 のユ ーザ は概 ね肯 定的 であ る。

(2)個 人情報 の管 理、プ ライバ シー情報 の漏 洩等 につ いて現状 あ る いは 、近 未来 にお いて

情 報化社 会へ と進 んだ と して も強 い不 安 を持 っている。
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(3)近未 来 のユ ビキ タス社 会 で は情 報提供 サ ー ビス な どの便利 さ、効 率化 な どへ の期待度

が大 きい。 しか し、新 しい機 器 ・サ ー ビス につ いて は操 作性 、信頼 性 に不安 を感 じる

場合が多 い。

とい った傾 向が あ る。

これ ら課題 を解決 す るに は、認 証やセ キ ュ リテ ィな どのシステ ム機能 の充 実 ・確 立 がま

ず必 要で あ る。 しか し、 ヒューマ ンイ ンタフ ェー スの側 面 で も解決す べ き課題 が 多 くある

こ とを今 回のア ンケー ト調 査 の 自由記述 は示唆 して い る。そ のい くつか を見 てみ よ う。

・表示 が遅い

・サイ ト(サ ー バー)が 重 く
、応 答 が悪 い

・入力 間違 い があ る と最 初 か ら入 力 しなおす 必要 があ る
。

・英語 で表 示 されて い るた め理解 で きな くな った

・パ ラパ ラ とめ くっての内容確認 が で きない。

等 々

で ある。 これ らの原 因 は個 々の利 用者 とっては 、通 信 回線 ・速度や端末 機器 な どネ ッ トワ
ー ク環境 の違い

、利 用者 の知 識 、利 用者 の身 体的 特性 一(老眼や障害 な ど)の 違 いな どがあ

る にもか かわ らず 、サ ーバー か ら提供 され る情報 は単 一の 内容 で個 々の利用者 の特 性 に対

応 していない こ とに起 因す る ものが多 い。

今後は 、サーバ ーか ら送 られ る情報 の内容 ・表示 は個 々のユーザ の特性 に適 応 して い く

ことも重要 な課題 で ある(図7.2・1)。

また、ユ ーザ の習熟度 によっ て操作性 、 コ ンテ ンツ表 現 、操 作機 能 の シ ョー トカ ッ トな

どを自動的 に学習 して行 く知 的 なユー ザイ ン タフェー ス も重 要に なって くる。 これ か らの

情報化 社会 は高齢化 社会 にも対応 していか な けれ ば な らない。若 年層 か ら高齢層 まで誰 で

もが簡単 かつ便利 に使 え、 かつ個 人 の特性 に 自動 的 に適 合 してい くユ ーザ イ ンタ フェース

が必要不 可欠 で あ る。言 い か える と、情報 のユ ニバー サル ・デザイ ンが これか らの課題 と

な る。

図7.2-1利 用 者 、 機 器 、 ネ ッ トワー ク に 適 応 した コ ン テ ンツ 表 現
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1.本 編7.望 ま しい ヒューマ ンイ ンタ フ ェー ス

7.3コ ミュニケー シ ョンの観 点か ら見 た ヒューマ ンイ ンタフ ェー スの可能性

我 々は体験 や経 験 した こ とを人 に伝 え共有 したい と思い つつ 、一人 で語 るだ けで は感動

や想 い を十 分 に伝 え られ ない こ とをよ く経 験す る。WorldWideWeb(以 下 、Web)は 、非

同期 で情報 ア クセス が で きるネ ッ トワー ク環境 を提供 して情 報共有 を大 き く進 め たが 、文

字や キー ボー ドを相 手 に して感動 を伝 えた り受 け るの は困難 で あ る。 しか し、ユ ビキタス

環境 におい ては 、個 人 の体 験や経験 を、 よ り簡便 に、 また感 動や想 い につ なが る文 脈や個

人 の情動 を記録す るこ とが可能 とな るで あろ う。

7.3.1情 動 をキ ャ ッチ す る イ ン タ フ ェー ス

体験 にはお もに、そ の時 の印象 な どの内面的 で主観 的な もの と、事実や 事象 な ど外在化

で きる客観 的 な ものが ある とい われ てい る。 情動 の よ うに 内面的 な事象 で あ りな が ら、発

汗 な ど生 理的 ・身体 的 な形 で表 出 され る もの と、 スポー ツや 芸能 にお ける コツの よ うに型

や こ とばと して記述 した り外 在化 しただ けでは伝 えに くい体験 が あ る。 これ らの情報 を相

手 に伝 え られ れ ば、体験 を感 動や技 とと ともに共有 で きる よ うに な る と考 え られ る。 ユ ビ

キ タス環境 は、 いろい ろなセ ンサー環 境 を総合 的 に使 うことに よ り、個人 の行動 の 主観 的

な事象 と客観 的 な事 象 を記録 で き る。

7.3.2相 互 作 用 に よ るイ ン タ フ ェー ス

また 、ユ ビキ タス情報 環境 は受動 的にセ ンシ ングをす るだ けで な く、能動 的 に人 と相 互

作 用(イ ンタ ラクシ ョン)す るメデ ィア、す なわ ちイ ンタ ラク シ ョン ・メデ ィア と して も

成 立す る可能 性 を秘 め てい る。

外在 化 させ て表現 しに くい知識 は、暗黙知 とも呼 ばれ る。 この よ うな外在 化 が難 しい情

報 を コン ピュー タが処理 で き るよ うにな る と、人間 同士 の コ ミュニ ケー シ ョンにお いて相

互 の理解 が深 め られ 共 同作業 を新 しい領 域 に高 める こ とがで きた り、時 間や 空 間が離れ て

い る人 とも体験や感動 を共 有で きる よ うな通信 が可能 にな る と考 え られ る。

その よ うな技術 の実現 に あた って 、 「相 互作用 」と 「振 る舞 い」に注 目す る必要 が あ る。

対話 に代表 され る相 互作 用 では、我 々は、相手 の状況 を見な が ら表現 を変 えて体 験 を伝 え

よ うと した り、お もわず 相手 の調 子 に合 わせ てい る こ とが ある。 相 手の見 えな い一方 向の

情報 提供 に比 べ、相 互作 用 に よって共 有が 可能 となる。 また 、本 人 の意識 にの ぼ らない こ

とも、生理 的 ・身体 的 な振 る舞 い として観 察 で きる場 合 が ある。 例 えば 、街 角や 家 におか

れ る、 ヒュー マ ノイ ド型 ロボ ッ トの よ うな 自律性 が あ り相 互作 用す る人工物 に対 して、人

間が協調 的 な相 互作 用 を表 出す るこ とが しば しば観察 され る。 ユ ビキ タス環 境 は相互 作用

を引き出す もの にな るで あろ う。

7.3.3コ ミュニ ケー シ ョン ・メデ ィア と してのユ ビキ タス情報 環境

こ うして情報 共有 の共通 基盤 が形成 されれ ば、相互 の理解 につな が る体験 や感 動 を伝 え

る こともで きる と考 え られ る。 コ ミゴニケー シ ョンを通 じて人 間 と接 し、その状 況 を理 解

しつつ 、身 体 、知 識 、感性 、状 況等 に関す る共 通基盤 を動 的 に形 成 で きる コン ピュー タ シ
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ス テ ム は 、 自律 的 に相 互 作 用 す るイ ン タ ラ ク シ ョ ン ・メデ ィア と して 体 験 共 有 コ ミュ ニ ケ

ー シ ョ ンに 用 い られ よ う
。

7.3.4体 験Webの 構 想

(株)国 際電気 通信 基礎技術 研 究所(ATR)で は、ユ ビキタス環 境 を前提 として、非同

期 の 体験共有 コ ミュニケ ーシ ョン を支 援す るアプ リケー シ ョン として 、 「体 験Web」 とい

う構想 を提案 して い る。 コ ン ピュー タが相 互作 用 と振 る舞い を処理 して認 識 ・生成 で きる

よ うに なる と、非 同期 の体験 共有 コ ミュニ ケー シ ョンが可能 とな り、Webの よ うにネ ッ ト

ワー ク上 で個 人が相 互 に体験 を発信 ・利用 で き るよ うに なる とい うもので あ る。 さらに人

の振 る舞い を理解 しなが ら、相互 作用 でき るシステ ム を前提 とす るこ とで 、人 間側 の協調

性 を利 用 しつ つ操 作性 の よいイ ンタ フェース を提 供す ることを 目指 して い る。

この体験Web構 想 は、個 人が体験 、感動 、技 能 を発信 し、分野 、世代 、文化 を越 えて情

報流 通や情 報交換 が可能 に なる よ うな世界 規模 のネ ッ トワー ク情 報基盤 を構築す る技術 を

前提 としてい る。現在 のWebが 、書 かれ た内容 で知識 を共有 で き るグルー プや コ ミュニテ

ィ内の情 報交換 に使 われて い るの に対 して 、体験や 技能 の情 報 交換 がで き る体 験Webは 、

暗黙 知 の流通 を可能 に し、分 野や文 化 を越 えた コ ミュニケー シ ョンの時代 を導 く可能性 が

あ る。

徽 裂

離

㌔恒・"

Sensory

Experience

図7.3-1体 験 共 有 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョンの1シ ナ リオ

図7.3・1は 体験Webの 将来利用 シー ンの一例 として示 され てい る図 であ る。 体験Web

のイ ンタ フェース とな るユ ビキ タス環境 として設 置 され た 、 ロボ ッ ト、ぬ い ぐるみ 、居 間

の家具 な どが協 調 して、子供 の学校 での学習 体験 情報 を家族 で共 有 し、 さらに全 員 で新 し

い体験 を作 り出 してい る様子 を描 い てい る。 システ ムは 、学校 での体 験記録 を検 索 しなが

ら、子供 の知識 や感 情 の記憶 想起 を補 助 し、 ほかの家族 へ の伝 達 を支援 す るよ うに動 作す
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る。 この よ うに 、 既 定 の グル ー プ や 分 野 を越 えた コ ミュ ニ ケ ー シ ョン形 態 を創 造 す る こ と

は 、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョン の 量 的 増 加 だ け が な く、創 造 性 向 上 な ど質 的 な 変 革 を 間 違 い な く

もた らす こ とで あ ろ う。

7.4ユ ビキ タ ス 情 報 環 境 に お け る望 ま しい ヒュー マ ンイ ジ タ フ ェ ー ス

ヒュー マ ンイ ン タフ ェー ス技術 とは 「機 器 シス テム を操作 す る とい う狭 い技術 」 に と

どま らず、「人 間支援 のた め に コン ピューテ ィング・パ ワー を活用す る とい う懐 の深 い技術 」

と捉 え るこ とが大切 で あ る。デ バイ ス、 ウェア ラブル 機器 、社 会イ ンフ ラまで を包含 す る

ユ ビキ タス システ ムの構 築 と新 技術 ・新産 業創 出までが 人間社 会指 向 の ヒュー マ ンイ ンタ

フェー ス研 究 の対象 とな るわ けであ る。

日本 の電 子情 報通信 産 業 はデ バイ スや機器 システムの 「高性 能 ・小型 ・低消 費電 力」 な

どの数値 性 能 向上 に研 究 開発投 資 を集 中 して きた。米 国 の株 高 を背 景 に激 しい性 能競 争や

コンテ ンツの争 奪戦 を し、イ ン ター ネ ッ ト＼ 電子商 取引 、 コ ンテ ン ツ ・サー ビス産業 を急

成 長 させ た が 、投資 に見合 うだ けの価 値 を実現で きな い こ とが判 明 し、ITバ ブル は崩 壊 し

た。 最 近で はユ ビキタス ・ネ ッ トワー クが にわか に脚 光 を浴 びて きたが 、接 続す る情 報機

器 の種類 と数量 を増や す とい う 「土管 的発想 」だ けでは価 値 は生 まれ な い。 人 間社 会 の た

め に何 を なすべ きか とい うメデ ィア 的側 面 と 「使 い易 さ、満足感 、柔 軟性 」な どの質 的側

面、 さらには ビジネ ス開発 の側 面が 求 め られ てい る。 そ の実現 に不 可欠 な技 術 が ヒューマ

ンイ ン タフ ェー ス技術 で あ る。 ユ ビキ タス情 報環境 にお け る望 ま しい ヒューマ ンイ ン タフ

ェー ス を実 現す るには、 タイ ム リー に各種 要素技術 を活用 して実用 的 なユ ビキタス シス テ

ム を開発 し、 コス トを考慮 して ビジネス 開発 につ ないで い'〈とい う研 究 開発 姿勢 が必 要 で

あ る。^

ユ ビキ タス 情報 環 境 に お け る ヒュー マ ンイ ン タフ ェー ス の望 ま しい姿 を考 え る上 で参

考 になる、東 芝研 究 開発 セ ンター のユ ビキタスシステ ムの開発事 例 を紹介 す る。

ユ ビキ タス情 報環境 の 実現 に ワイ ヤ レス技術 は不 可欠 で あ る。東 芝 は、近距離 無線 技術

Bluetoothの 小型 ・低価 格 ・低消費 電力 で人 に優 しい とい う特徴 を生 か し、「人 とコ ン ピュ

ー タ」
、 「人 と環境 」、「人 と人 」、「atomとbit」 をつ な ぎ、異分 野研 究者 が連 携 しウェア ラ

ブル ・ユ ビキ タス の世 界 で 「多様 な価値 を創 る研 究 」に取 り組 んで い る。新 開発 のBluetooth

ユ ビキ タスヘ ッ ドセ ッ トとMKIDS(MultimodalKnowledgeandInformationonDemand

Service)は 、 日常生活 を支援 す る本格 的 なユ ビキ タス システ ムで ある。

(1)MKlDS(MultimodalKnowledgeandlnformationonDemandService)[2・4・617]

MKIDSは 、映 像 ・ナ レ ッ ジ ・Bluetooth技 術 を 融 合 し 、マ ル チ モ ー ダ ル ・ナ レ ッ ジ(MPEG4

映 像 、 音 声 、 テ キ ス ト)を 、 い つ で も ど こ で も(ユ ビ キ タ ス 情 報 環 境 で)、 オ ン デ マ ン ド で

Bluetooth機 器 に 配 信 す る シ ス テ ム で あ る 。 マ ル チ モ ー ダ ル ・ナ レ ッ ジ を 、 コ ン テ ン ツ サ

ー バ か らBluetoothア ク セ ス ポ イ ン ト を 経 由 し て
、 個 人 が 所 有 す るBluetooth機 器(パ ソ

コ ン 、PDA)に 配 信 で き る 世 界 初 の ユ ビ キ タ ス シ ス テ ム で あ る 。(図7 .4-1)

一137一



醤 レ
撮 影 デ ー タ

オ ー サ リン グ ツ ー ル

コンテ ンツサ ー バ'

⊂

映 像 ・音 声 ・セ ンサ デ ー タ

)

ナ レッジ
ー 一

1コ ンテ ンツ配 送 1知 識 処 理エ ンジン1

1有 線/無 線LAN

Qg
Bluetoothま た は

無 線LAN

/i'＼/「 ＼

PDAな どの端末 羅 ヘッドセット

恥⊇ ＼6⊃

図7.4-1 MKlDS(MultimodalKnowledgeandlnformationonDemandService)
「

OMKIDSの 特徴:

1)マ ル チモー ダル ナ レッジ ・コンテ ン ツを有線(LAN)とBluetoothア クセス

ポイ ン トを経 由 して、Bluetooth機 器 にオ ンデマ ン ドで配信

2)従 来 型 の映像や 音楽 の コンテ ンツでは な く、映像 、音声 、ナ レッジを融 合 し

たマル チモー ダル ナ レッジ コンテ ン ツを映像 の業 界標準 であ るMPEG4の 枠

組 み を利用 して構 造化 ・利 用

3)音 声 ・言 語 に よる 自然 な対話 で膨 大 なナ レッジデ ー タベ ース か ら適切 なマル

チモー ダル ナ レッジ をいつで も ・ど こで もア クセ ス可能

4)誰 にで も映像/ナ レ ッジを作成 で きるオー サ リングツール(MKIDSオ ー サ)。

映像 、音 声の 豊 かな表 現力 の ある情報 メデ ィア と奥 の深 い知識 を表 現 でき る

ナ レッジメデ ィア を簡 単 に編集 で き るよ うにデザイ ン

5)雑 音環境 下 に も強い音 声認識 技術 にに よ り、 いつ で も、 どこで も、ユ ビキ タ

ス 環 境 の 様 々 な 場 面 で 膨 大 な ナ ッ レ ジ に ア ク セ ス 可 能 。 将 来 的 に は

Bluetoothウ ェア ラブル ・ヘ ッ ドセ ッ ト(イ ヤホ ン ・マイ ク)に よ り対 話可

能。

ユ ビキタス情報環 境 で行 動 しなが ら利 用す る ことを想 定 し、Bluetoothユ ビキタスヘ ッ

ドセ ッ トを利 用 した音声 対話 イ ン タフ ェー ス を導入 した。 ロバ ス ト性 を重視 し、雑 音免疫

法 に基 づ く音 声 認識 方 式 を利 用 して い る固。'さ らに 実 績 の あ る知 識 情 報 共 有 シ ステ ム

(KIDS)の 知識 処理 エ ンジ ンを使 用 して、自然 な音 声対 話 で膨大 なナ レッジデ ー タベ ー スか

ら適 切なマル チモー ダル ・ナ レッジを入手 で きる よ うに した。
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ユ ーザ の音声,・言語 か ら意図 を理解 し、氾濫 す る情 報 の中か らユ ーザ に とっ て適切 なナ

レッジ ・情 報 を提 供 で き る とい う特徴 があ り、モバイ ル ・ユ ビキタス情報 環 境 で深刻化 す

る情報洪 水 の 問題 を軽 減 で きる。MKIDSオ ー サ リング ツール に よ り、映 像 とナ レ ッジか

ら構成 され るモバ イル 向きマル チモー ダル ・ナ レッジを作成 で き、誰 で も簡 単 に新 しい価

値 を創 出可 能 とし、IT産 業 の ボ トルネ ック となって い るコンテ ンツ不足 の解 消 に も寄 与で

きる。MPEG4映 像 の リア リテ ィ とナ レッジの奥の深 さを併せ持 つ マル チモ ー ダルナ レッ

ジの充実 とMKIDSシ ステ ムの ロバ ス ト化 を進 め、教育 、福祉 産 業 な どに応 用 し、各種

Bluetooth機 器 システ ム とユ ビキタス関連産業 の成 長 を狙 ってい る。(図7.4-2)

Blueto。thの 将 来 像

オフィス

講藤
ξ顛趣 二目

A《Lhoぬ

サービス検出

繕 塑 ジ・
1.em轟 ご凛

公衆サーゼス

パーソナルな

サービス提供

醜

鯖雲ぺ㍉

インターネット

灘

正ニム川6A

図7.4-2BlueToothの 将 来 像

(2)Bluetoothユ ビキ タ ス ヘ ッ ドセ ッ ト【1・3・5]

ユ ビキ タ ス ヘ ッ ドセ ッ トは 、Bluetoothと 音 声 認 識 技 術 な どを用 い て ユ ビ キ タ ス情 報 環

境 で 、 ハ ン ズ フ リー で 音 声 言 葉 に よ る機 器 コ ン トロー ル や 高 音 質 な オ ー デ ィ オ 入 出 力 な ど

を 可 能 に す る 次 世 代 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ツ ー ル で あ る。 世 界 初 の ヘ ッ ドホ ン型Bluetooth

ウ ェ ア ラ ブ ル 端 末 で あ り、 個 人 と身 の ま わ りの デ ジ タル 機 器 や 家 電 機 器 との パ ー ソナ ル な

ユ ビ キ タ ス ネ ッ トワー ク の 構 築 を促 進 す る も の で あ る[図7 .4・3]。

図7.4-3Bluetoothユ ビ キ タ ス ヘ ッ ドセ ッ ト

一139一



Bluetoothは 無線LANの よ うな 「特 定の場 所 に設置 され た無 線ネ ッ トワー ク」で はな く、

「個 人が持 ち歩 くパー ソナル な無線 ネ ッ トワー ク」 であ る[3】。Bluetoothユ ビキタスヘ ッ

ドセ ッ トは、人 間に最 も身近 な ウェア ラブル機 器 であ り、人 間 中心 の言葉 と音 の新 しい ウ

ェア ラブル 世界 を実現 で きる。携 帯 オーデ ィオ機 器 な どか ら送信 され る音 楽 を ワイヤ レス

で 聞 くこ とが でき るほか、パ ソ コンやPDA、 オー デ ィオ機器 な どを音声 で操作 で きる。ま

た 、記憶 メデ ィアへ の記 録や 口述音 声 の文 章 へ の書 き下 ろ しも可能。 さ らに、博 物館や 美

術館 な どのオ ンデマ ン ド ・ガイダ ンス システ ムや 、医療や健 康 、教 育 に関す るヘ ル プデ ス

クシステ ムへ の応 用 を想 定 してお り2002年 中に商品化予定。

○ユ ビキタス ・ヘ ッ ドセ ッ トの特 徴:

1)音 声認 識 による コマ ン ド伝 送

音 声認識 エ ンジ ンを搭 載 してユ ーザ の声 を コマ ン ドに変換 し、身 の回 りの機

器 をハ ンズ フ リーで操 作 で きる。 個 人 を中心 と した新 た なイ ンター フェイス

と して様 々 な場 面 での応用 が期 待 で きる。音 声認識 エ ンジ ンを機器 側 に置 け

ば、端末部 をさ らに小型 化す るこ とも可能。

2)口 述音声 の高音質伝送 ・デ ィ クテ ー シ ョン機能

医師 な どの ユーザ の音 声 を高音 質(22.05kHz)の まま送信 し、指 定 され た記

憶 メデ ィア に記録 で きる。 人 間の記 憶能力 を増 強で き、音 声認識 エ ンジ ンを

介 して 口述 音声 を文 章 に書 き下 ろすデ ィクテー シ ョン機 能 も実現 可能。 ハ ン

ズ フ リー端末 の特長 を活 か し、個 人の社 会活動 の様 々な場 面 での コ ミュニ ケ

ー シ ョンを容 易 に文 章形態 で記 録す る ことが可 能 にな るな ど、個 人 を中心 と

した新 たなユ ビキタス応 用 が創 出で きる。

3)機 器 動作 状況等の音声 に よる受信

音声合 成モ ジ ュール を搭 載すれ ば、ワイ ア レス接続 され た機器 か らの 出力 を、

端末側 で音 声合成 し、機器 の動 作 状況 な どを音 声 で装着者 に伝 える こ とがで ・一

き る。 イ ン ターネ ッ ト検 索 の結果 や 、電子 メール も、ハ ンズフ リー で音声 で

確認 で きるな ど、接続機 器 との音 声 コ ミュニケー シ ョン分 野で の応 用 も可能。

4)音 楽 の ワイ ア レス鑑 賞

モ バイルパ ソコ ンや携 帯オー デ ィオ機器 な どか ら、音楽 な どをCDク オ リテ

ィー並の高音質 で ワイ ア レス に受信 し、端末側 で鑑賞す るこ とがで き る。

伝 送方式 は、BluetoothTMSIG(SpecialIntellectGroup)で 新 た に標 準

化 され るオ ーデ ィオ転送 方式 に準拠 してい ます。

5)軽 量化 設計

マイ ク ロプ ロセ ッサ 、BluetoothTMモ ジュール 、ア ンテナ 、 メモ リ、 リ'チウ

ムイオ ン二次電 池 な どの高密 度 実装 に よ り、重量100g以 下 の軽量化 を実 現。

ユ ビキ タス情 報環境 にお け る望 ま しい ヒューマ ンイ ンタフ ェー ス を実 現す るには＼上記

の2つ の事例 の よ うに、実 用化 を想 定 し、6章 で論 じた諸技術 を有機 的 に組 み合 わせ る こ

とが必須 で あ る。 人間社会 中心 の視 点 で様 々な研 究分 野がユ ビキタス とヒューマ ンイ ンタ

フェー ス をキー ワー ドに相 互作用(イ ンタラ クシ ョン)し 、新 技術 ・新 産業 が発 展す る こ

とを期待 したい[8]。
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1.本 編8.提 言:ユ ビキタス情報環境における ヒューマンインタフェースを実現するための方策

8.提 言:ユ ビキ タ ス 情 報 環 境 に お け る ヒ ュ ー マ ン イ ン タ フ ェー ス

を 実 現 す る た め の 方 策

前 章 まで にユ ビキタス情報 環境 にお け る ヒューマ ンイ ン タフ ェー ス につい て、単 な るハ

ー ド、ソフ トの観 点か らだ けではな く、総 合的 なサー ビスを前提 に調 査研 究す る こ とと し、

そ の第一歩 としてECを 取 り上 げてア ンケー ト調 査す る とと もに,想 定 され るサー ビス例

に対す る評 価 を行 った結 果 を紹介 した。 さ らにユ ビキ タス情報 環境 を先 取 りした 国内外 の

技術 ・システ ムの例 を調 査す る とともに、今後重 点的 に取 り組 むべ き技術 課題 につ いて検

討 した。 これ らの検討 を進 め る中で委員 間で活発 なデ ィスカ ッシ ョンが行 われ た が、 その

中での幾つ かの提言 を以下 に記 して本調査 を締 め くく りたい。

8.1人 間 中心の ヒュー マ ンイ ンタフ ェース

従 来の製 品化 は と もすれ ば供 給側 の論 理で 開発 された もの が多 か った。 ユ ビキ タス情 報

環境 下で は、情 報機 器 で ある こ とを意識す るこ とな くあ らゆる ユー ザー が使 い こなせ るこ

とが要求 され る。 入 出力機 器 のみ な らず 、 コンテ ンツ を含 めたサー ビス全 体 につい て、人

間 中心 の設計(HCD:HumanCenteredDesign)が 切望 され る。

8.2セ キ ュ リテ ィとプライバ シー

ユ ビキタス情報 環境 では 、利 用者 を含 む あ らゆる もの にIDが 付 与 され 、か つ位 置情 報

が特定 され る ことが想定 され る。 セ キュ リテ

ィが重要 で ある ことは言 うまで もな く、またプ ライバ シーが どの レベル まで許容 され るか

は社会 的 な コンセ ンサ ス を得 る必 要が あ る。 さ らに、ECを 含む 社会 生活 に密接 なサ ー ビ

ス におい て は、ユーザ ーが安 心 して使 うこ とが でき、か つ情報 が安 全 に送受信 され るこ と

が必須 とな る。本 報告 にお いては簡 単 に しか触れ る こ とがで きな か ったが、セ キ ュ リテ ィ

とプライバ シーは今後益 々重要 な課題 となろ う。

8.3要 素技 術開発 を含 む プロジ ェク トの推進

ユ ビキタ ス情報 環境 下 にお け る ヒュー マ ンイ ンタ フェー スにつ いて検討 を進 め たが、使

用す る機 器 は従 来の延長 で考 えざ るを得 ない もの も多 々存在 した。 小型 、軽量 、低 消費電

力 のセ ンサ ーな ど、技術 革新が 要求 され る機器 類 も多 い。

IT不 況 が喧伝 され て い るが 、ア メ リカ の経済状況 、近 隣諸 国 の製 造 業 との関係 な ど外部

要 因に左右 され る部分 が多 い。.わが国 は携 帯電話 、 これ を用 いた サー ビス であ るブ ラウザ

フォ ンサ ー ビス、 あるい はゲー ムな ど独 自のサー ビス を創 出 して きた。 ユ ビキ タス情報環

境 下で の人間 中心の ヒュー マ ンイ ンタフ ェー スを考慮 したサ ー ビス は、新 しい ビジネスモ

デル を創 出す る可能性 を有す るもの と確 信す る。本 報告 で述 べた検 討課 題 を参 考 に、要 素

技術 開発 を含 むプ ロジェ ク トの推 進 を提 言 したい。

8.4標 準 化(定 め るもの と自由 にす る もの)

3.1節 で も少 し触れ たが 、ユ ビキ タス情報環境 で は壁 面 な どの身 近 な物 体 を仮 想 的な端

末 と して使 うことが考 え られ る。 その場 合 、端末 毎に操 作方 法が 異 な る と、ユー ザー の混
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乱 を招 く危 険性 が ある。最 低 限、ユ ビキ タス情報 環 境 におい て基 本 とな る機 能 につい ては、

操作方 法の統一 を図 ってお く必 要が あ るだ ろ う。 しか し現在 は 「情 報機器 の操 作方 法」 に

つ いての規定 がほ とん ど無 く、各 メーカー の判断 に任 され てい るのが実情 で あ る。 その結

果 、 ごく基本的 な機 能 で あ って も、操 作方法 が機 種毎 に異 な るこ とが あ り、ユ ーザ ー の混

乱 を招 いてい る。

一例 と して
、携 帯電 話 のボ タ ンが挙 げ られ る。 多 くの携 帯電話 で は、発着信 開始(オ フ

フ ック)ボ タンは 「受 話器 の上 が った緑色 の電話機 の ピク トサイ ン」 で表 され てお り、機

器 の左 側 に位置 して い る。 ま た、通話 終 了(オ ン フ ック)ボ タン は 「受 話器 の下 りた赤色

の電 話機 の ピク トサ イ ン」 で表 され てお り、機 器 の右側 に位 置 してい る。 しか しこれ らの

ピク トサイ ンの色や形 状 は機 種 ご とに微妙 に異 な ってお り、 中には青や 黄色 な ど他 の色 で

表示 され てい るものす らあ る。現在 の ところ、これ らの ピク トサイ ン の色 ・形状 はお ろか、

ボタ ンの配置 につ いて の規 定 は何 も無 く、多 くの携 帯電話機 の ピク トサイ ンに見 られ る統

一性(ら しき もの)は 慣 習 に過 ぎない
。仮 に あ るメーカ 」の営業 部 門が 「本 体 の色 と合 わ

せ て ピク トサイ ンの色 と形状 を換 えた方 がオ シ ャ レで あ り、売 上 も増 え る」 と言 っ た場合

に、それ を止 める根 拠 とな る法的 規定 は存 在 しない。 世 の 中の携 帯電話 機 のボ タ ンの位 置

や ピク トサイ ンが機 種 毎 にば らば らになって しま えば 、ユー ザー の混乱は避 け られ ないだ

ろ う。 この よ うに、現代 の情 報機器 操作 で最 も基本 的 な 「電話 をかけ る ・受 け る」操 作で

す ら規 定が無い状 況 を考 える と、来 た るべ きユ ビキ タス情報環 境 での操作性 の統 一 な ど夢

物語 で しかない だろ う。

従 来の国家規格(JISな ど)は 、 主に安全性 や相 互接 続性 の為 の電気 ・機 械 的定格 を定

めてお り、ユー ザー の使 い勝 手 に直結す る部分 の ボ タンの並 びや ピク トサ イ ンにつ いて の

取 り決 めは、 ご く一部 を除 いて行 われ ては こなか った。 これ は、従 来の電 気機器 の動 作 が

それ ほ ど複雑 ではな く、操作 方法 のバ リエー シ ョンが 限 られ て いた為 に、特 に規定 しな く

て も操 作方法 が大 き く違 うこ とは少 なか った為 で あ る。 しか し、 コン ピュー タ に代 表 され

る情 報機 器 では、一 台の機器 で 実現 可能な機 能が 多岐 に渡 る上 に、プ ログ ラム次第 で操作

方 法 を簡単 に変 える こ とがで き る。 これ は新 しい機 能 を実現 す るに は大 きな メ リッ トであ

るが、逆 に機器 毎 に操 作 手法 が大 き く異 なって しま う危 険性 も持 ってい る。・特 に、生活 空

間のいた る ところに情 報機器 が配置 され、 多 くの人 々が共用 す るよ うにな るユ ビキ タス環

境 において は、機 器 毎 に操 作手 法 が異 なってい ては人 々 の生活 は成 り立た ない であ ろ う。

その よ うな悲劇 を起 こ さない為 に は、ユ ビキ タス情報 環境 の実 現 に向けて走 り出 した現在

の うちか ら、 ワー クシ ョップ を設 けて 「ユ ビキタス情 報環 境 で生活す る為 に最低 限必要 な

操 作」が何 かについ て綿密 な調 査 を行い 、それ らに対 して法的 な拘束力 の あ る規 定 を設 け

てお くこ とが、ユーザ ーの使 い勝 手 を守 る国家機 関 として の責務 ではな いだ ろ うか。

もちろん、全 ての操 作 を規 定す る こ とはで きず 、行 き過 ぎた規則 は新 しい技術 の発 展 を

阻害す る要 因 となる。 従 って 、規 定 は最低 限必要 な標 準 的操作 に留 め るべ きで あ る。 前述

の携 帯電話 の ピク トサイ ンな どは 、 ま さに基本 的な操 作 で あ り、方 式 による優劣 も無 い の

で、固定 して しま って も問題 は無 い。 これ に対 し、携 帯電 話の 文字入 力方式 な ど、「最 低限

必 要で はないが 、多 くの人 が使 って い る。 ま た、それ ぞ れ に有利 な点が あ る複数 の方式 が

存 在 してお り、 メーカ ーの売 りともならてい る」 もの につい て は、独 自方式 と共 に 「標準

方式」 の選択 もで き るよ うに規 定す ることも必要 だ ろ う。
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1.本 編8.提 言:ユ ビキタス情報環境におけるヒューマンインタフェースを実現するための方策

8.5「 使 い や す さ」 へ の 意 識 改 革

情報機 器 は 『道具 』 で あ る。 「使 いや す い」 こ とは、 「役 に立つ 」・「壊 れ ない 」 と共 に、

『道 具』 と しての絶対 条件 だ と言 える。 しか し残 念 なが ら、現 実 の情報機 器 では 、「使 いや

す さ」 が十分 に検討 され てい るとは言 えない ものが多 く見 うけ られ る。 そ の原 因は製作者

側 で あるメー カー と、購 買側 で あ るユーザ ーの双方 にあ る と考 え られ る。

メー カー の 多 くにお い て は、 「使 いやす さはカネ に な らない 」 と言 われ てお り、結果 と

して製 品に十 分 な反 映 が行 われ て いない のが実情 で ある。これ は裏 を返せ ば、「使 いやす さ

にはユー ザ ーは金 を払 わ ない 」 こ とに なる。 即 ち、機器 を製 作す る側 の意識 が低 い こ とが

第一 の問題 で あるが、機 器 を使 うユーザー側 の意識 が低 い こ とこそ が、根本 的 な問題 であ

る と言 え る。 仮 に、ユ ーザー が 「使 いやす いモ ノ」 を選 択す る よ うになれ ば、 メー カー側

も使 いや す い機 器 を造 るよ うにな るだ ろ う。 全 ての機器 を 「使 い易 い」 もの に して い く為

には、ユ ーザ ー側 の意 識 改革が必 要な のであ る。

しか七 、ユ ーザ ー の意識 改革 を企 業側 に まかせ るの は困難 で あ る。 企 業側 に とっては、

地道 な評 価作 業 に コス トが かか る上 に、製 品サイ クル が長 くな りが ちな 「使 い易 い商 品」

よ りは、「流行 ・オ シ ャ レ」を押 し出 した大量 の宣伝 で消費者 を誘 導 し、短 いサイ クル で製

品 を送 り出す 方 が、よっぽ ど儲 か るか らだ。ユ ーザー の意識 改革 は、(一 部産 業界 の反発 は

あ るだ ろ うが)国 家機 関 が音 頭 を取 ってや るべ き もの だ と考 え られ る。

例 えば最 近 、 「ユ ニバ ー サルデ ザイ ン」 とい う言葉 が出 て きてお り、い くつ か の メー カ

ーは 「ユ ニバ ーサル デ ザイ ン」 を冠 した製 品 を出 して きて い る
。 しか し本 来 「ユニ バー サ

ル デザイ ン(=誰 に とって も使 いやす いデ ザイ ン)」 は 「や って 当 た り前 」の話 で ある。ユ

ニバー サル デザ イ ン とい う言 葉の使 用 は、消費者 の 目を 「使 いや す さ」 に向 け る効果 が期

待 で き るが 、ひ とつ 間違 えば 「フ ァッシ ョンのひ とつ 」 にな って しまい かね ない。 これ で

は一過性 の ブー ムに終 わ って しまい、ユ ーザー の根本 的 な意 識 改革 に は繋 が らな いであ ろ

う。 できれ ばユ ニバー サル デザイ ンが 立ち あが りつつ あ る今 の うちに、製 品 の使 い勝 手 を

評 価 し、テ ス トに合 格 した もの だけ に 「ユニバ ーサル デザ イ ンマー ク」 の使 用 を許す よ う

な仕組 み を設 け るべ きで あ る。また、将 来 の消費者 予備 軍 で あ る子 供連 に対 して、「使 い易

さ」 の価 値観 を教 育す る方法 も考 え られ るだ ろ う。

もっ とも、 これ らの方法 は今 の ビジネ スモデル を善 しと して い る企 業 か ら反 発 を受 ける

可能性 が高 い。 しか し、現在 の状 態 を放 置 してお くこ とは、「モ ノ を深 く考 え ない国民」を

量産す るこ とに繋 が り、 国 と しての将来 の発展 に とって 大 きな障害 とな るこ とが 考 え られ

る。今 こそ 「日本 国 の将来像 」のひ とつの 基本戦 略 として 、「使 い易 さ」 を重視 す る意識 改

革 に着 手す べ きでは ないだ ろ うか。
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皿.資 料編A.1調 査票

1.資 料 編A.1調 査 票

、

IT生 活 に 関 す る ア ン ケ ー ト

ごあいさつ

時下、皆様方におかれましてはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。

この度 は お忙 しい 中、私 どものアンケー ト調 査 にご協 力 下さり、大 変 ありが とうご ざい ます 。

私 ども、㈱ 日本 リサ ー チシステムでは 、皆様 方 の 日頃の 生活 につ いて 、色 々なご意 見 をお伺 い し、

よりよい生 活 に 関す る資 料 づ くりをさせ て頂 いてお ります。

皆 様か らお伺 いしましたご意 見 は、全 てコンピュー タで統 計的 に処 理 いたします ので 、お 名 前 を'

公 表 したり、商 品を販 売 するなどのご迷 惑 をお掛 けず ることは、絶 対 にございません 。

アンケー トの主 旨をご理 解 の上 、ご協 力 をお願 い 申 し上 げ ます。

※ なお、このアンケート用紙は、12月21日 金 までに、返信用封筒に入れ、弊社宛に

ご記入 にあたってのお願 い'

Lご 記入は、えんぴつやシャープペ ンシルでお願 いいたします。

2.質 問は、質 問1か ら順番 に最後までお進 み下さい。

3.選 択肢の用意されている質 問では、お答 えに該 当す る数字を○で囲んで下さい6

また、数字や 文字を記入する場合 は、はっきりとご記入 下さい。

4.質 問のお答えを1つ に限らせていただく場合 といくつでもかまわない場合があります

ので質 問文 にご注意 下さい。

5.お 答えの内容 によって、次にお答 えいただく質問が異なる場合がありますので、

質 問文や矢 印(→)な どの進行指示 に従ってお答 え下さい。

6.質 問の中には、お答えにくいものもあるかもしれませんが、気楽な気持ちで思 いつく

ままにご記入下 さい。

7.ア ンケート票は、表 ・裏 に質問がございます ので、ご注意 下さい。

8.ご 記 入が終わりましたら、記入もれがないかをご確認下さい。

※ このアンケー ト内容及 び記入 にあたってご不明 な点 等がございましたら、下記までご連絡 をお願 いいた します。

㈱ 日本 リサーチシステム

〒150-0013東 京 都渋谷 区恵比 寿1-3-1'朝 日生 命恵比 寿ビル
TELO120-46-4164(フ リーダイヤル)月 ～金 午前9・30～午後5:30

担 当:川 崎 ・本川 ・鈴 木

◆◇◆謝礼をお送りいたしますので、お名前・ご住所を必ず記入してください。◆◇◆

フリガナ

氏 名)

住 所)
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◆◇ ◆始めに、あなたご 自身の ことについてお知らせ下 さい。◆◇◆

F1.性 別1.男 性 2.女 性

F2.年 令 1.20～24才

2.25～29才

3.30～34才

4.35～39才

5.40～44才

6.45～49才

7.50～54才

8.55～59才

9.60才 以 上

F3.婚 姻'1.未 婚 2.既 婚

F4.職 業1.事 務 系会社 員

2.技 術 系会社 員

3.営 業 系会社 員

4.労 務 系会社 員

5経 営 管理職

6.商 工 自営

7.自 由業

8.学 生

9.専 業 主 婦

10,有 職 主 婦(パ ート・アルバイト含む)

11.無 職

12.そ の 他()

F5.以 下 に挙 げる「情 報機 器 」のうち、あなたが 日常的に使 用しているもの(会 社 ・学校 等を含 む)を お知 らせ 下さい。

また、パソコンにつ いては、その利 用台 数もお知 らせ 下さい。(○ はいくつでも)

i.デ スクトップパ ソコン(台)

2:ノ ー トブックパソコン(台)

、3.PDA(携 帯情報端末)`
・4

.携 帯 電 話(PHSを 含む)

F6.あ なたは 自宅と会社 ・学 校等 すべてを合計 して、パソコンを使って週 何時 間くらいインターネットを利 用していますか。

1.30時 間 以 上3.24～20時 間

2.29～25時 間4.19～15時 間

5.14～10時 間

6.'9～5時 間

(○ は1つ)

7.4～1時 間

8.1時 間 未 満

F7.あ なた 自身は、インタLネ ットを「使 いこなせている」と感 じてます か。(○は1つ)

1.よ く使 いこなせている4.あ まり使 いこなせ ていない

3.ど ちらともいえない

2.や や使 いこなせている5.ほ とんど使 いこなせていない

あなたは、携帯電話(PHSを 含む)を持っていますか。またどの程 度利 用 していますか。(○は1?)

2台 以上持っている

はなさず持ち頼っている

毎日のように使っている

4.持 っているが 下手7.持 ってないが持た ざるを得ない

持っているが使っていない1持 ってないし持 ちたくない

持ってないが持ちたい

携帯電 話(PHSを 含む)を お持ちの 方のみにお伺 いします。
F9.あ なたご 自身は 、携帯 電話をf使 いこなせ ている」と感 じていますか。(○ は1つ)

よく使いこなせている4.あ まり使 いこなせ ていない"

どちらともいえない

やや 使いこなせている 『 『 一.ほ とんど使 いこなせていない

F10.あ なた は 自宅と会 社 ・学校等 すべてを合計 して、携帯 電話(PHSを 含 む)を 使って週何 時間くらいインターネットを

利 用 して い ます か 。(○ は1つ)

1.30時 間 以 上3.24～20時 間

2.29～25時 間4.19～15時 間

5.14～10時 間

6.9～5時 間

7.4～1時 間9.利 用 していない

8.1時 間未 満

一1一
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鷺鍵 賑'虚
" ,ξ輪

蝿 灘灘雛講灘 鋤 難 藤離 塁譲蒸難灘 ∀
「〉

質問Lあ なたはこれまで にパ ソコンを使 ってオンラインショッピングで商 品 ・サー ビスを購 入した経 験がありますか。

(○は1つ)

ー

`

`

」

`

!

一一－r

`

1

)

1.1回 購入 したことがある

2.2～3回 購 入 したことがある

3.4～5回 購 入 したことがある

4.6～9回 購 入 したことがある

5.10回 以上 購 入したことがある

「6.ti・ へ

く ロ

「

I

I

`

ス ーこ

一こltiし 、一ーーーーレtvalS
_■1三

あなたがオンラインショッピングで購入 した商品 ・サービスについてお伺 いします。

購 入した商 品 ・サー ビス(最 近 購入 したもの3つ まで)につ いて、次 ペー ジからの回答 欄に以下 の質問 の回答 をご記 入下 さい。

質問2,あ なたがオンラインショッピングで購 入した商品 ・サー ビスのジャンル を【表1】か ら選 び、番号を口の中に

,ご 記入 下さい。また 、購入 した商 品・サー ビス名(ブ ランド名)を □の 中にご記入 下さい。

質問3,購 入 した商品 ・サービスの金額(送 料 等を含む)を お知 らせ 下さい。(○ は1つ)

質問4.何 故その商 品 ・サービスをオンラインショッピングで購 入 したのですか。どのようなことでも結構 ですので 、

その理 由を具体的 にご記入 下さい。

その商品を購入 した電子 商店 についてお伺いします。.

質 問5.そ の商品 ・サー ビスを購入 した時 、どの程度利 便性 を感 じましたか。(○は1っ)

質 問6,全 体 を通じて、ショッピングに満足されましたか。(○ は1っ)

質 問7.そ の商品 ・サー ビスを購入 した時 、あなたが不安や 不便 を感 じたこと、トラブル になったことはありましたか。

A～Cの それ ぞれの段 階ごとにお答 え下 さい。(○はそれ ぞれ いくつでも)・

A「 購 入する前 の情報を知る段 階」

庁 B「 購入を決めて手続 をする段階1

C「 手続 を終えて、商品を実際に手 に入れ るまでの段階 」

質問7で 不安 ・トラブルを感 じた方(A～Cで1つ でも○がつ いた方)に お伺 いします。

質 問8.そ のトラブル の責任 の所 在は 、次 に挙 げるもののうちのどれだと思 いますか。(○は1つ)'

また、その解 決のために何か具体 的な行 動を起 こしましたか。解 決策 をご記 入ください。

質 問9.不 安 ・トラブルを感 じたサイトのURLを お分か りになる範囲 で結 構です ので、ご記入下 さい。

◆◇◆ 表1購 入した商品・サービスのジャンル ◆◇◆

日常的な食 品

産 地直送 品

衣 類

家 具・寝具

電 化製 品

化 粧品

宝石

書 籍

CD・ ビデオ

10.パ ソコンソフトやゲーム

11.健 康器具

12.キ ッチン用品

13.株 ・生損保等 の金 融商品

14.コ ンサート等のチケット

15、航 空券や 旅行券 の予約 や支払 い

16.海 外の商 品

17.新 車の 自動車

18.中 古の 自動車

19.ホ テルや旅館 の 予約や支 払い

20.ス キーの リフト券

21.映 画館の 入場 券

22.高 速道路 の 回数券

23,医 薬品

24.ヒ ット曲をデータで配 信

25.レ ストラン等 の食事 券

26.(オ ンライン)割 引券 ・クーポン券

27.ペ ット用品

28.そ の他

一3一
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il.資 料編A.1調 査 票

◎ 購 入 商 品 ・サ ー ビ ス1

質 問2.商 品ジャンル(番 号 を記 入)

`

商 品名(ブ ランド名)

〉

質 問3,送 料等 込みの購 入金 額(○ は1つ)

1.1千 円未 満3.5千 円以上1万 円未 満5.3万 円以上5万 円未 満7 .10万 円 以上20万 円未 満

2.1千 円以 上5千 円未満4.1万 円以上3万 円未 満6 .5万 円以上10万 円未満8.20万 円 以上

質 問4.オ ンラインショッピングで購入 した理 由

質問5.利 便性(○は1つ).

1.と ても2.や や3.ど ちらとも4.あ まり利便性 を5 .全 く利 便性を

利便性を感じた 利便性を感じた いえない 感じなかった 感じなかった

質問6,満 足度(○ は1つ)

1.と ても2.や や3.ど ち らとも4,あ まり満 足5 ,全 く満 足

満足した 満足した いえない しなかった しなかった

質 問7.A「 購入 前の情 報を知 る段 階」での不安 ・トラブル など(○ はいくつ でも)

1.欲 しい商 品やサー ビスが、どこを探 せば 買えるのかが 分かりにくかった

2.本 当に買えるの か、それ とも単なる情 報提供 なの かが判 断しにくか った

3,価 格が割高なのか割安なのかどうかが判断しにくかった

4.商 品やサービスの詳細な仕様や性能が十分に情報提供されていなかった

5.サ イズや 素材など、基礎 的な情 報が提供 され ていなかった

6.写 真が不鮮明で商品の良し悪しが判断しにくかった

7.最 新の 情報 なの かどうかが 告知されていないため不安 になった.

8.悪 徳な業者 ではないかと不安 になった

9.そ の時に利用可能なのかどうか(在庫や空き状況など)が十分に情報提供されていなかった

10.自 分が意図せぬサイトに自動的に接続させられているのではと不安になった

11.画 面上 のどこのボタンを押 せば購 入に進めるのかが分 かりにくかった

12,表 示されている文 章そのもの が読み にくかった

13.不 要なバナー広 告がたくさんあって戸惑った

14.その他()

質問7.B[購 入 を決めて手続 をする段 階」での不安 ・トラブル など(○ はいくつでも)

1.購 入以前 に「会員登 録」をしなけれ ばならず 、面倒 だった

2,購 入に直接関係のない個人情報を入力させられて不安だった

3.電 話番号や携帯電話番号が他に漏洩するのではないかと不安に感じた

4.文 字の入力が全角なのか半角なのかが分からなくて不便だった

5.申 し込み 画面 そのもの が重く、表 示動作 が不安 定で信 用できなかった

6,「会員 番号 」などをいちいち入 力させられて不便だった
一

7.申 し込み が完 了したのかどうか の確認 ができなくて不安 だった

8.申 し込みの取り消しや変更などができない(前画面に戻れない)ので不安だった

9.カ ー ド番 号 が他に漏 洩するの ではないかと不安 に感 じた

10.返 品や購入後の問い合わせ先が不明なので不安になっだ

11.申 し込み画面にあらかじめ商品名や個数が入力されていて紛らわかった

12.続 けて他 のものを購 入 したいときに、一括 で処 理できるのか どうか 不安だった
'

.13..契約 や個.人情報 管理 の取り決め(プ ライバ シーポ リシー)が 明 示され ていない(読 みにくい)の で不 安だった

14.その他()

ノ
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質 問7.C「 手続を終 えて、商品を実際 に手 に入 れるまでの段階 」での不 安・トラブル など(○ はいくつでも)

いつ商品が届 くの かが分 か らず 、不安だった

2.告 知されていたよりも実 際 に商 品が 届くのが遅 かった

商 品に破損 があったり、注 文違 いが あった

4.返 品の仕方 がわか らない あるいは返 品に応 じてくれなかった

5.料 金 の請求 に間違いが あった

告 知されていた写 真や性 能と違うものが送 られ てきた

注 文の個数 に間違いが あった

8.不 正は無 かったものの、想像 していたもの とは 、商 品や サービスのイメージが違った

申し込んだ はずの宿 泊や 交通機 関の 予約が 通っていなか った

10,他 の業者 の販売促 進活 動に 自分の 個人情 報が漏 れている疑いが あった

11.相 手業者 が 自分 のカー ド番号 を知っていると思うと不 安になった

12.万 が一の トラブルに関 する問 い合わ せ先が わか りにくかった

13.そ の他(

質問8～9は 、質 問7で 【不安 ・トラブ ルを 感 じた方(A～Cで ○が1っ でも ついた 方)の み】 ご記入 下さ い。

質問8.責 任所在(○は1つ)

あなたの責任

販売業者の責任

3.仲 介 するカード会社 や通信 会社 の責任

4.配 達 業者 の 責任

付問1..不 安 ・トラブルを解 決するために起 こした行動

質 問9.不 安 ・トラブルを感 じたサイトのURL(お 分かりになる範 囲で、正 確にご記 入 下さい。)

http://
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E.資 料編A.1調 査票

◎ 購 入 商 品 ・サー ビ ス2

質 問2.商 品 ジャンル(番 号を記入) 商品名(ブ ランド名)

〉

質 問3.送 料 等込み の購 入金額(○ は1つ)

1.1千 円未 満3.5千 円以上1万 円未 満5.3万 円 以上5万 円 未満7 .ゴO万 円 以上20万 円未 満

2.1千 円 以上5千 円未満4,1万 円以上3万 円未満6.5万 円 以上10万 円未満8.20万 円以 上

質 問4.オ ンラインショッピングで購入 した理 由

質 問5.利 便性(○ は1っ)

tと ても2.や や3.ど ちらとも4,あ まり利便 性を5 .全 く利 便性を 、

利便性 を感じた 利 便性 を感じた いえない 感じなか った 感 じなか った

質 問6,満 足度(○ は1つ)

1.と ても2.や や3.ど ちらとも4,あ まり満 足5,全 く満 足

満 足した 満 足した いえない しなかった しなか った

質 問7,A「 購 入前 の情 報を知る段 階」での不安 ・トラブルなど(○ はいくつでも)

1,欲 しい商 品やサ ービスが 、どこを探せ ば買えるのかが分 かりにくかった

2.本 当に買えるの か、それとも単 なる情報提 供なのかが判 断しにくか った

3.価 格が割 高なのか割 安なのか どうか が判断 しにくかった

4,商 品やサ ービスの詳細 な仕様 や性 能が十 分に情報提供 され ていなかった

5.サ イズや素材 など、基礎 的な情 報が提 供されていなかった

6.写 真が不 鮮明で商 品の良 し悪 しが判 断しにくかった

7.最 新の情報 なのかどうか が告知されていないため不 安になった

8.悪 徳な業者ではないかと不安 になった
・

9.そ の時に利用可能なのかどうか(在庫や空き状況など)が十分に情報提供されていなかった

1α 自分が意図せぬサイトに自動的に接続させられているのではと不安になった

11.画 面上のどこのボタンを押せば購入に進めるのかが分かりにくかった

12.表 示されている文章そのものが読みにくかった

13.不要なバナー広告がたくさんあって戸惑った

14.その他(、)

質 問7.B「 購入を決めて手続をする段 階」での不安 ・トラブルなど(○ はいくつ でも)

1.購 入 以前 に「会 員登録 」をしなけれ ばならず、面倒だった

2.購 入 に直接関係 のない個人 情報を入力させられて不安だった

3.電 話番 号や 携帯 電話番号 が他 に漏 洩するの ではないかと不安に感 じた

4.文 字 の入 力が全 角なのか半 角なのかが分 からなくて不便だった

5.申 し込み画 面そのもの が重 く、表示動作 が不 安定で信 用できなかった

6.「会員番号 」などをいちいち入 ヵさせられ て不便 だった

7.申 し込みが 完 了したのか どうかの確認 ができなくて不 安だった

8.申 し込みの 取 り消しや変 更などができない(前 画 面に戻れない)の で不安だった

9.カ ード番号 が他 に漏洩するのではないか と不 安に感じた

10.返 品 や購入 後の 問い合わせ 先が 不明なので不安になった

11、申し込み画 面 にあらか じめ商 品名や個 数が入 力され ていて紛らわ かった

12.続 けて他 のものを購入 したいときに、一括で処理できるの かどうか 不安 だった

13.契 約や 個人情 報管 理の取 り決め(プ ライバシーポリシー)が 明示され ていない(読 みにくい)の で不安 だった

14.そ の他()

一6一
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質 問7.C「 手続 を終えて、商 品を実際に手 に入れるまでの段 階 」での不安 ・トラブル など(○ はいくつでも)

1.い つ商品 が届 くのかが 分か らず、不安だった'

2.告 知され ていたよりも実際 に商 品が届くのが遅か った

3.商 品に破 損が あった り、注文 違いがあった

4.返 品の仕方 がわ からない あ るいは返 品に応じてくれ なか った

5,料 金 の請求 に間違い があった

6.告 知され ていた写 真や性 能と違うもの が送られてきた

7.注 文の個 数に間違 いがあった

8.不 正は無 かったものの 、想像 していたものとは、商品 やサービスの イメージが違 った

9.申 し込んだ はずの宿 泊や 交通機 関の 予約が通 っていなかった

10.他 の業者 の販売 促進 活動に 自分の個 人情報 が漏れ ている疑いがあった

11,相 手業者 が 自分 のカー ド番号を知っていると思 うと不安になった

12.万 が一の トラブル に関す る問 い合わせ 先がわか りにくかった

13.そ の他()

質問8～9は 、質問7で 【不安 ・トラブ ルを 感 じた方(A～CでOが1つ でも つい た方)の み】 ご記入 下さい 。

質問8.責 任所在(○は1っ)

あなたの責任

販売業者の責任

3.仲 介す るカー ド会 社や通 信会社 の責 任

4.配 達 業者 の責任

付問1.不 安 ・トラブルを解 決するために起こした行 動

質問9.不 安 ・トラブルを感 じたサイトのURL(お 分かりになる範 囲で、正確にご記 入 下さい。)

http://

一7一
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E.資 料編A.1調 査 票

◎ 購 入 商 品 ・サ ー ビ ス3

質 問2.商 品ジャンル(番 号 を記入)

1

商 品名(ブ ランド名)

)

質 問3.送 料等込 みの購入 金額(○ は1つ)

1.1千 円未満3.5千 円以上1万 円未 満5.3万 円以上5万 円未満7.10万 円以上20万 円未 満

2.1千 円以上5千 円未満4.1万 円以上3万 円未 満6.5万 円以上10万 円未満8,20万 円 以上

質 問4.オ ンラインショッピングで購入した理 由'

質 問5,利 便 性(○ は1つ)

1.と ても2.や や3,ど ちらとも4.あ まり利便性を5.全 く利便性 を

利便性を感じた 利便性を感じた いえない 感じなかった 感じなかった

質 問6.満 足度(○ は1つ)

1.と て も2.や や3.ど ちらとも4.あ ま り満 足5.全 く満 足

満足 した.満 足 した いえない しなかった しなかった

質 問7.A「 購入 前の情 報を知 る段 階」での不 安・トラブルなど(○ はいくつでも)

1.欲 しい商 品やサ 三ビスが、どこを探せ ば買えるのか が分 かりにくか った

2.本 当に買えるの か、それ とも単なる情報提 供なのかが 判断 しにくかった

3.価 格が割高なのか割安なのかどうかが判断しにくかった

4商 品やサービスの詳細な仕様や性能が十分に情報提供されていなかった
'5.サ イズ や素材 など、基礎的な情報が 提供されていなか った

`6
.写 真 が不鮮 明で商品の 良し悪 しが判 断しにくかった

7.最 新の情報なのかどうかが告知されていないため不安になった

8悪 徳な業者ではないかと不安になった

9.そ の時に利用可能なのかどうか(在庫や空き状況など)が十分に情報提供されていなかった
'10

.自 分 が意図 せぬ サイトに自動 的に接続させ られ ているのではと不 安になった

'11 .画 面上 のどこのボタンを押せ ば購入 に進 めるのか が分か りにくか った

12.表 示され ている文章そのものが読 みにくか った.

13.不 要なバ ナー 広告が たくさんあって戸 惑った

14.その他()

質問7.B「 購 入を決 めて手続をする段階 」での不 安・トラブルなど(○ はいくつでも)

1.購 入 以前に 「会員登 録」をしなけれ ばならず、面倒だった

2.購 入に直接関係のない個人情報を入力させられて不安だった

3.電 話番号や携帯電話番号が他に漏洩するのではないかと不安に感じた

4.文 字の入力が全角なのか半角なのかが分からなくて不便だった

5.申 し込 み画 面そのものが 重く、表 示動作が 不安定で信 用できなかった

6.「会 員番号 」などをいちいち入 力させ られ て不 便だった

7.申 し込 みが 完 了したのかどうかの確 認ができなくて不安だった

8,申 し込みの取り消しや変更などができない(前画面に戻れない)ので不安だった

9.カ ー ド番号 が他 に漏 洩するのではないかと不安に感 じた

10,返 品や購入後の問い合わせ先が不明なので不安になった

月.申 し込み画面にあらかじめ商品名や個数が入力されていて紛らわかった

12.続 けて他 のものを購入 したいときに、一括で処理 できるのか どうか 不安だった

13、.契約や個 人情 報管理 の取り決 め(プ ライバシーポリシー)が 明 示され ていない(読 み にくい)の で不安 だった

14そ の他()
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質 問7,C「 手続 を終えて、商 品を実際 に手 に入 れるまでの段 階」での不 安・トラブルなど(○ は いくつでも)

1.い つ商品 が届くの かが分か らず 、不安だった

2.告 知されていたよりも実際 に商 品が 届くのが遅 かった

3.商 品に破 損が あったり、注文違 いが あった

4.返 品の 仕方 がわからない あるいは返 品に応 じてくれ なか った

5.料 金 の請求 に間違いがあった

6.告 知 されていた写真や性 能と違うものが送 られ てきた

7.注 文の個数 に間違いがあった

8.不 正は無か ったものの 、想像 していたもの とは 、商 品 やサー ビスのイメージが違った

9.申 し込んだはず の宿泊や 交通機 関の 予約が 通っていなかった

10.他 の業者の 販売促進 活動に 自分 の個 人情 報が漏 れ ている疑いがあった

11.相 手 業者が 自分のカー ド番号を知っていると思うと不 安になった

12.万 が一の トラブルに関する問い合 わせ 先が わか りにくか った

13,そ の他()

質問8～9は 、質問7で 【不 安 ・トラブ ルを感 じ た方(A～CでOが1つ で もついた 方)の み】 ご記入 下さ い。

質問8.責 任所在(○は1っ)

あなたの責任

販売業者の責任

3.仲 介す るカー ド会社 や通信 会社 の責 任

4.配 達 業者の 責任

付問L不 安・トラブルを解決するために起こした行動

質 問9,'不 安 ・トラブル を感 じたサイトのURL(お 分かりになる範 囲 で、正確にご記 入下さい。)

http://
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il.資 料 編A.1調 査 票

パソコンでのオンラインショッピングで商 品 ・サー ビスを購 入した経験 がある方にお伺 いします。

質問10.あ なたはこれ までに、オンラインショッピングをするために電子 商店などのサイトヘ アクセスし、

の'で 止した はありますか。(○は1つ)

1.は い 2.い いえ 一一→ 質 問15へ

オンラ インショ ッピン グで 購入を 中止 した経験 がある 方

(質 問1で 「6」 にOの 方 及び 質問10で 「1」 にOの 方),に お 伺い しま す。

購 入を中止 した商 品・サ ービス(直 近 のものを3つ まで)に ついて、次ページからの回 答欄 に 以下 の質 問の回答を

ご記入 下さい。

質問11.パ ソコンでのオンラインショッピングで購 入を中止 した商品 ・サービスのジャンル を【表2】か ら選び 、

番号 をロの 中にご記入 下さい。また、その商 品・サービス名(ブ ランド名)を ロの 中にご記 入下さい。

質問12.何 故 その商 品 ・サー ビスの購入を中止されたのですか。あなたが不安 や不便 を感 じたこと、トラブル に

なったことはありましたか。A～Bの それぞ れの段 階ごとにお 答え下さい。(○ はそれ ぞれいくつでも)

A「 購 入する前 の情報を知る段階 」- B「 購 入を決 めて手続をする段階 」

質問12で 不安 ・トラブルを感じた方(A～Bで1つ でもOが ついた方)に お伺いします。

質 問13.そ の トラブルの 責任の所 在は、次 に挙 げるもののうちのどれだと思い ますか。(○は1っ)

,ま た、その解決 のために何か具体 的な行動を起こしましたか。解 決策 をご記 入ください。

質 問14.不 安 ・トラブル を感 じたサイトのURLを お 分か りになる範囲 で結 構ですの で、ご記入 下さい。

◆◇◆ 表2購 入を中止した商品・サービスのジャンル ◆◇◆

日常的 な食 品

産 地直 送品

衣 類

家具 ・寝具

電 化製 品

化 粧品

宝石

書 籍

CD・ ビデオ

10、パ ソコンソフトやゲーム

11.健 康器具

12.キ ッチン用 品

13.株 ・生損 保 等の金 融商 品

14.コ ンサー ト等の チケット

15,航 空 券や旅 行券の 予 約や支 払い

16.海 外 の商 品

17.新 車 の 自動 車

18.中 古 の 自動 車

19.ホ テルや 旅館の 予約 や支 払い

20.ス キーの リフト券

21.映 画館 の入 場券

22.高 速 道路の 回数券

23,医 薬 品

24.ヒ ット曲をデータで配 信

25,レ ストラン等の食 事券

26.(オ ンライン)割 引 券 ・クーポン券'

27,ペ ット用品 ・

28.そ の他 「
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◎ 購 入 を 中止 し た商 品 ・サー ビス1

質問11.商 品ジャンル(番 号 を記入)

質問12.A「 購 入前 の情 報を知 る段 階」での不安 ・トラブルなど(○ は いくつでも)

欲 しい商 品やサ ービスが、どこを探せ ば買えるの かが分 かりにくかった

2.本 当に買えるの か、それとも単なる情 報提供 なの かが判 断しにくかった

3.価 格が割 高なのか割 安なのか どうかが判 断しにくかった

4.商 品やサ ービスの詳細 な仕 様 や性能 が十分 に情 報提供 され ていなかった

5.サ イズや素材 など、基礎 的な情報 が提供 され ていなかった

6.写 真が不鮮 明で商 品の 良し悪しが判断 しにくか った

7.最 新の情 報なのか どうか が告 知され ていないため不安 になった

悪徳な業者ではないか と不 安になった

9.そ の時に利用可 能なのか どうか(在 庫や 空き状 況など)が 十分 に情報提 供されていなかった

10.自 分が意 図せ ぬサイトに 自動的 に接 続させられているのではと不安 になった

11.画 面上 のどこの ボタンを押せ ば購 入に進め るのかが 分か りにくかった

12.表 示されている文 章そのもの が読み にくかった

13.不 要なバナー広 告がたくさんあって戸惑った

14.そ の他(

質問12.B「 購入を決めて手続をする段階jでの不安・トラブルなど(○はいくつでも)

購入以前に「会員登録」をしなければならず、面倒だった

2.購 入に直接関係のない個人情報を入力させられて不安だった

3.電 話番号や携帯電話番号が他に漏洩するのではないかと不安に感じた

4.文 字の入力が全角なのか半角なのかが分からなくて不便だった

申し込み画面そのものが重く、表示動作が不安定で信用できなかった

「会員番号」などをいちいち入力させられて不便だった

申し込みが完了したのかどうかの確認ができなくて不安だった

申し込みの取り消しや変更などができない(前画面に戻れない)ので不安だった

9.カード番号が他に漏洩するのではないかと不安に感じた

10.返 品や購入後の問い合わせ先が不明なので不安になった

11.申 し込み画面にあらかじめ商品名や個数が入力されていて紛らわかった

12,続 けて他のものを購入したいときに、一括で処理できるのかどうか不安だった

13.契 約や個人情報管理の取り決め(プライバシーポリシー)が明示されていない(読みにくい)ので不安だった

14.その他(

質問13～14は 、質問12で 【不安 ・トラ ブル を感 じた方の み(A～BでOが1つ で もつ いた方)】 ご記入下 さい。

質問13.責 任所在(○ は1っ)

あなたの責任

販売業者 の責任

3,仲 介するカード会社 や通信 会社の 責任

4.配 達業 者の 責任 ・

付問h不 安・トラブルを解決するために起こした行動

質 問14.不 安 ・トラブル を感じたサイトのURL(お 分 かりになる範囲 で、正確 にご記 入下さい。)

http://

t
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ll.資 料 編A.1調 査 票

◎ 購 入 を 中止 し た 商 品 ・サ ー ビ ス2

質問12.A「 購入前 の情報を知る段 階」での不安 ・トラブルなど(○ はいくつでも)

欲 しい商 品やサ ービスが、どこを探せ ば買えるのか が分かりにくかった

2.本 当に 買えるの か、それとも単 なる情 報提 供なのかが 判断しにくかった

3.価 格が 割高なのか割 安なのか どうかが 判断 しにくか った

4.商 品やサ ービスの詳細 な仕様 や性 能が十 分に情報提 供されていなかった

5Jサ イズや素材 など、基礎 的な情 報が 提供されていなか った

6.写 真が 不鮮 明 で商 品の良 し悪 しが判 断しにくかった

7.最 新の情 報なのかどうかが 告知されていないため 不安になった

8,悪 徳な業者ではないかと不安になった

9.そ の時 に利用可 能なのかどうか(在 庫 や空き状況など)が 十分 に情 報提 供されていなかった

10.自 分が意 図せぬ サイトに自動的 に接続させられているのではと不安 になった

11.画 面上のどこのボタンを押 せば購 入に進めるのかが 分かりにくかった

12.表 示され ている文章そのものが 読み にくかった

13.不 要 なバ ナー 広告が たくさん あって戸惑った

14.そ の他(

質問12.B「 購 入を決 めて手続をする段 階」での不安 ・トラブルなど(○ はいくつ でも)

購入 以前に「会員登 録」をしなけれ ばならず 、面倒 だった

2.購 入 に直 接関係 のない個 人情 報を入 力させられて不安だった

3.電 話 番号や携 帯電話 番号 が他に漏洩 するのではないかと不安に感 じた

4.文 字 の入力 が全角なのか 半角なのか が分 からなくて不便だった

申し込み画 面そのものが 重く、表 示動作 が不安 定で信 用できなか った

6.「会 員番号 」などをいちいち入 力させられて不便だった

申し込みが 完 了したのか どうかの 確認 ができなくて不安 だった ー

申し込みの 取り消しや変更などができない(前 画 面に戻れない)の で不安だった

9.カ ード番号 が他に漏 洩するの ではないか と不安 に感じた

10.返 品 や購入後 の問い合 わせ先 が不 明なので不 安になった

11.申 し込み画 面にあらかじめ商品名 や個 数が入 力され ていて紛 らわかった

12,続 けて他 のものを購 入 したいときに、一括 で処理できるのか どうか 不安だった

13.契 約や個 人情 報管理 の取 り決め(プ ライ1.iシーポ リシー)が 明 示され ていない(読 み にくい)の で不 安だった

14.そ の他(

質問13～14は 、質問12で 【不安 ・一トラ ブル を感じた 方 のみ(A～BでOが1つ でもつ いた方)】 ご 記入 下さい 。

質問13.責 任所在(○ は1つ)

あなたの責任

販 売業者 の責任

3.仲 介するカード会社 や通信 会社の責 任

4.配 達業 者の責任

質 問14.不 安 ・トラブルを感 じたサイトのURL(お 分か りになる範 囲で、正確 にご記 入下 さい。)

http://

一12一
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、

◎ 購 入 を 中止 し た商 品 ・サー ビス3

質 問ll.商 品ジャンル(番 号を記入) 商 品名(ブ ランド名)

質問12.A「 購 入前 の情報を知 る段 階」での不安 ・トラブルなど(○ は いくつ でも)

欲 しい商 品やサ ービスが、どこを探 せ ば買えるの かが分 かりにくかった

本 当に買 えるの か、それとも単 なる情報提 供なの かが判断 しにくかった

3.価 格 が割高なの か割 安なのか どうか が判 断しにくかった

4.商 品 やサービスの詳細 な仕様 や性能 が十分 に情 報提供 され ていなかった

5.サ イズ や素 材など、基礎 的な情報 が提供 され ていなかった

6.写 真 が不鮮 明で商 品の 良し悪 しが判断 しにくか った

最新 の情報なの かどうかが告 知されていないため不安 になった

悪徳 な業者 ではないか と不 安になった

9.そ の時に利 用可能なの かどうか(在 庫 や空き状 況など)が 十分 に情報 提供されていなかった

10.自 分 が意 図せぬサ イトに自動的 に接 続させられているの では と不 安になった

11.画 面上の どこのボタンを押せ ば購 入に進め るのか が分か りにくか った

12.表 示され ている文章そのもの が読み にくかった

13.不 要なバ ナー広告が たくさんあって戸惑 った

14.そ の他(

質問12.B「 購入を決めて手続をする段階」での不安・トラブルなど(○はいくつでも)

購入以前に「会員登録」をしなければならず、面倒だった

2.購 入に直接関係のない個人情報を入力させられて不安だった

電話番号や携帯電話番号が他に漏洩するのではないかと不安に感じた

文字の入力が全角なのか半角なのかが分からなくて不便だった

申し込み画面そのものが重く、表示動作が不安定で信用できなかった

「会員番号」などをいちいち入力させられて不便だった

申し込みが完了したのかどうかの確認ができなくて不安だった

申し込みの取り消しや変更などができない(前画面に戻れない)ので不安だった

9.カード番号が他に漏洩するのではないかと不安に感じた

10.返 品や購入後の問い合わせ先が不明なので不安になった

11.申 し込み画面にあらかじめ商品名や個数が入力されていて紛らわかった

12.続 けて他のものを購入したいときに、一括で処理できるのかどうか不安だった

13.契約や個人情報管理の取り決め(プライバシーポリシー)が明示されていない(読みにくい)ので不安だった

14.その他(

質 問13～14は 、質 問12で 【不安 ・トラブ ルを 感じた方 のみ(A～Bで ○ が1つ でもつ いた方)】 ご記入 下さ いc

質問13.責 任所 在(○ は1つ)

あなたの 責任

販売 業者 の責任

3.仲 介す るカー ド会 社や通 信会 社の責 任

4.配 達 業者 の責任

付問1.不 安 ・トラブルを解 決するために起こした行 動

質問14.不 安 ・トラブルを感 じたサイトのURL(お 分かりになる範 囲で、正確 にご記入 下さい。)

http://
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1.資 料 編'A.1調 査 票

'
全 員 に お 伺 い し ま す 。 『'

、

質 問15.あ な た は 、今 後(も)パ ソコンを使 ったオンラインショッピングを利 用したいとお 考えですか。(○ は1つ)

一 1.と ても2.ど ちらかといえぱ 3,ど ち らとも.i 4ど ちらかといえぱ5.全 くi

利用したい 利用したい いえない1 利用 したくない 利用 したくない 「T
ll

寺 ▼

▼ 質艶'位 置旦△

質 問15で 利 用したい方(「1」または 「2」に○の 方)に お伺いします 。

付 問1.あ なた が今 後オンラインショッピングで購入 してみたいと思う商品 は何 です か。(○はいくつ でも).

、

1.日 常的な食 品15.航 空券 や旅行 券の予約 や支払 い

2.産 地直送 品16,海 外の 商品

3.衣 類17.新 車の 自動車

4.家 具 ・寝具 田,中 古の 自動車

5.電 化製 品19.ホ テルや旅館 の予約 や支 払い

6,化 粧品20.ス キーの リフト券

7.宝 石21.映 画館 の入場 券

8.書 籍22.高 速道路 の回 数券

9.CD・ ビデ オ23.医 薬 品
'

10、パ ソコンソフトや ゲーム24,ヒ ット曲をデ ータで配信

11.健 康器具25.レ ストラン等 の食事券

12.キ ッチン用品26.(オ ンライン)割 引券 ・クーポン券

13.株 ・生損 保等 の金融 商 品'27.ペ ット用品'

14.コ ンサ ート等の チケット28.そ の他()

ウ

付 問2.あ なたは 、1ヶ月 に何回 くらいパソコンからオンラインショッピングを利 用す るのが 「ちょうどよい」と思います か。

また、1回 にいくらくらいの金額で利用す るのが 「ちょうどよい」と思いますか。□の 中にそれぞれ 数字をご記入 下さい。

A1ケ 月 に 回くらい

B1回 につき 円くらい

'

質 問15で 利用 したくない方(「4」または「5」にOの 方)に お伺 いします。'
付 問3.パ ソコンからのオ ンラインショッピングを利用したくないとお 考えの理 由をお 聞かせ 下さい。(○ はいくつでも)

、

1.あ まりにも簡単 で便 利だと、かえって不 安になるから
,

2.パ ソコンでの 通信サ ービスが不安定 で信頼 できないか ら

3.画 面やボタンが小さいので、操作 が複 雑で間 違えそうだから

4.街 角や移 動中 に、ショッピングのような複 雑な行 為をしたくないか ら

、5.今 までどお り現金 やクレジットカー ドで店頭 でその都 度払 えばいいと思うか ら

6.日 本国 内でしか使 えないから

7.パ ソコンでの ショッピングには、自分の 買いたいもの がないと思うから
、

8.そ もそもパソコンの ことを信用 できないから 、

9.個 人情報 が漏 洩しそうだか ら ・ ・'
-

10.悪 徳な業者が 多く、イメージが 良くないか ら ・

11,その他()

トA乍A
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質 問16.あ なたはこれまでにモバ イル端 末(携 帯 電話やPDA)を 使ってオンラインショッピングで商 品 ・サー ビスを購入 した

経験がありますか。(○ は1っ)※ モバイル端 末をお持 ちでない方は 「7,一 度 もない」に○をお つけ下さい。

ー

」

…

,

r

`
1
1
.

-

う
」

(」

4

1回 購 入したことが ある

2～3回 購入したことがある

4～5回 購入したことがある

6～9回 購入したことがある

5.10回 以上購入 したことが ある

「6二草字商店なZ「diサイトヘアクセスした三泊ま

1
__一

あるが、商品を購入したことはない→ 質』
`7 .二 度圭迦 一 ー ー レ 豊固旦Ω△

あなたがオンラインショッピングで購 入した商 品 ・サー ビスにつ いてお伺 いします 。

購 入した商 品 ・サービス(最 近 購入 したもの3つ まで)に ついて、次 ページの回答欄 に以下 の質問 の回答 をご記 入下さい。

質問17,あ なたがオンラインショッピングで購 入 した商品 ・サー ビスのジャンルを【表3】か ら選 び、番号を口の中 に

ご記入 下さい。また 、購入 した商 品・サービス名(ブ ランド名)を □の 中にご記入 下さい。

質問18,購 入した商 品 ・サー ビスの金 額(送 料 等を含 む)を お 知らせ 下 さい。(○は1つ)

質 問19.何 故その商品 ・サービスをオンラインショッピングで購入 したのですか。どのようなことでも結 構です ので 、

その理 由を具体 的にご記入 下さい。

その 商品を購 入 した電子商店 についてお伺いします 。

質 問20.そ の商 品 ・サー ビスを購入 した時 、どの程 度利 便性を感 じましたか。(○は1つ)'

質 問21.全 体を通じて、ショッピングに満足 され ましたか。(○ は1っ)

質 問22.そ の商品 ・サービスを購入 した時 、あなたが不 安や不 便を感 じたこと、トラブル になったことはありましたか。

A～Cの それぞれの段 階ごとにお 答え下さい。(○ はそれぞれ いくつでも)

A「 購入 する前の情報を知 る段階」

rE曝 類 罐 ㌶ 。入れるまで_.
質問22で 不 安 ・トラブルを感 じた方(A～Cで1っ でもOが ついた方)に お伺いします。 、

質 問23.そ のトラブルの責任 の所在は 、次 に挙 げるもののうちのどれ だと思いますか。(○は1つ)

また、その解決 のために何か具体 的な行動 を起こしましたか。解決 策をご記 入ください。

質 問24.不 安 ・トラブルを感じたサイトのURLを お分かりになる範 囲で結構 ですので、ご記入 下さい。

◆◇◆ 表3購 入した商品・サービスのジャンル ◆◇◆

日常的な食 品

産 地直送品

衣 類 ・

家具 ・寝具

電 化製品

化 粧品

宝 石

書 籍

CD・ ビデオ

10.パ ソコンソフトやゲーム

11.健 康器具

12.キ ッチン用品

13.株 ・生 損保等の金 融商 品

14.コ ンサート等 のチケット

15.航 空 券や旅行 券の 予約や 支払い

16.海 外 の商品

17.新 車 の 自動車

18.中 古 の 自動車
'19

.ホ テル や旅館の 予約 や支払 い

20.ス キー のリフト券

21,映 画 館の 入場券

22.高 速 道路 の回数券

23.医 薬 品

24.ヒ ット曲をデータで配 信

25.レ ストラン等の食 事券

26,(オ ンライン)割 引券 ・クーポン券

27.ペ ット用品

28.そ の他

一15一
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I.資 料編A.1調 査票
'

◎ 購 入商 品 ・サ ー ビス1

質 問17.商 品ジャンル(番 号を記 入)

1

商 品名(ブ ランド名)

)

質 問18.送 料 等込み の購 入 金額(○ は1つ)
'

1.1千 円未満3.5千 円以上1万 円未 満5 .3万 円以上5万 円未満7.10万 円以上20万 円 未満
'

2.1千 円以上5=F円 未 満4.1万 円以上3万 円未 満6.5万 円以上10万 円未満8 ,20万 円 以上'
質問19.オ ンラインショッピングで購 入した理 由,'

質問20,利 便性(○ は1つ)

tと ても2.や や3.ど ちらとも4.あ まり利便 性を5,全 く利便性 を

利便性を感じた 利便性を感じた いえない 感じなかった 感じなかった

質問21.満 足度(○ は1つ)

1.と て も2.や や3.ど ち らとも4.あ ま り満 足5,全 く満 足

満足した 満足した いえない しなかった しなかった

質 問22.A「 購 入前 の情 報 を知る段階 」での不安 ・トラブルなど(○ はいくつでも)

1.欲 しい商 品や サービスが、どこを探 せ ば買えるのかが 分か りにくかった

2,本 当に買 えるのか、それとも単 なる情 報提供 なのかが判 断しにくかった

3.価 格が割高なのか割安なのかどうかが判断しにくかった

4.商 品やサービスの詳細な仕様や性能が十分に情報提供されていなかった

5.サ イズや素材 など、基礎 的な情 報が提 供されていなかった

6.写 真が不 鮮明 で商 品の 良し悪しが判 断しにくかった

7.最 新の情報なのかどうかが告知されていないため不安になった

8.悪 徳な業者ではないかと不安 になった

9.そ の時に利用可能なのかどうか(在庫や空き状況など)が十分に情報提供されていなかった

10,自 分が意 図せ ぬサイトに 自動 的に接 続させられているのではと不安 になった

僧,画 面上のどこのボタンを押せば購入に進めるのかが分かりにくかった

12.表 示され てい る文章その もの が読み にくかった

、 13.不 要 なバ ナー広告 がたくさん あって戸惑った

、14.そ の他()

質問22.B「 購 入を決めて手続をする段階」での不安 ・トラブルなど(○ はいくつでも)

1,購 入 以前 に「会 員登録 」をしなけれ ばならず 、面倒だった '

2.購 入に直接関係のない個人情報を入力させられて不安だった

3.電 話番号や携帯電話番号が他に漏洩するのではないかと不安に感じた

4.文 字の入力が全角なのか半角なのかが分からなくて不便だった'
'

5.申 し込み画 面そのもの が重く、表 示動作 が不安 定で信 用できなかった

6.「会 員番号 」などをいちいち入力させられて不便 だった

7.申 し込みが 完 了したのか どうか の確認が できなくて不 安だった

q 8.申 し込みの取り消しや変更などができない(前画面に戻れない)ので不安だった

9.カード番号が他に漏洩するのではないかと不安に感じた

10返 品や購入後の問い合わせ先が不明なので不安になった

11.申 し込み画面にあらかじめ商品名や個数が入力されていて紛らわかった

12.続 けて他 のものを購入 したいときに、一 括で処理できるの かどうか不安だった

13.契 約や 個人情 報管 理の取り決め(プ ライバ シーポ リシー)が 明示されていない(読 みにくい)の で不 安だった ..

14.そ の他()

一16一
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質 問22.C「 手続 を終 えて、商品を実 際に手 に入 れるまでの段階 」での不安 ・トラブルなど(○ は いくつ でも)

いつ商 品が届 くのか が分か らず 、不 安だった

2.告 知されていたよりも実際 に商 品が 届くのが遅 かった

3.商 品 に破損 があったり、注文違 いがあった

4.返 品の 仕方が わからない あるいは返 品に応じてくれなかった

5.料 金 の請求 に間 違いがあった

6.告 知 されていた写真 や性 能と違うものが送 られ てきた

7.注 文 の個数 に間違いがあった

8.不 正は無 かったもの の、想像していたもの とは、商 品や サービスのイメージが 違った

申し込 んだ はずの宿泊 や交通機 関の 予約が 通っていなかった

10.他 の業者 の販売促 進活動 に自分の 個人情 報が 漏れている疑 いが あった

11.相 手業者 が 自分のカード番号 を知っていると思うと不 安になった

12.万 が一 のトラブルに関する問い合わ せ先が わか りにくかった

13,そ の 他(

質 問23～24は 、質 問22で 【不 安・トラブ ルを 感 じた方(A～CでOが1つ で もつい た方)の み 】ご 記入下 さい 。

質問23.責 任所 在(○ は1つ)

あなたの 責任

販売 業者 の責任

3,仲 介するカード会社 や通 信会社 の責 任

4.配 達業 者の 責任

付問L不 安 ・トラブルを解 決するために起こした行 動

質問24.不 安 ・トラブルを感 じたサイトのURL(お 分かりになる範 囲で 、正確 にご記入 下さい。)

http://

一17一
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E.資 料編A.1調 査票

◎ 購 入商 品 ・サ ー ビ ス2

質 問17.商 品ジャンル(番 号 を記入) 商 品名(ブ ランド名)

1 , 芦

質 問18,送 料 等込み の購 入 金額(○ は1つ)

1.1干 円未 満3.5千 円以 上1万 円未満5.3万 円以上5万 円未満7.10万 円以上20万 円未 満

2.1千 円以上5千 円未 満4.1万 円以 上3万 円未満6.5万 円以上10万 円未満8,20万 円以上

質 問19.オ ンラインショッピングで購 入した理 由
、

質 問20.利 便性(○ は1つ)

1.と ても2.や や3.ど ちらとも4.あ まり利便 性を5,全 く利便性を

利便性を感じた 利便性を感じた いえない 感じなかった 感じなかった、

'

質 問21.満 足度(○ は1つ)

1,と て も2.や や3.ど ち らとも4,あ ま り満 足5.全 く満 足

満足した 満足した いえない しなかった しなかった
'

質 問22.A「 購入 前の情報 を知る段 階」での不安 ・トラブルなど(○ はいくつでも)

1.欲 しい商品 やサー ビスが 、どこを探 せば 買えるの かが分か りにくか った

2.本 当に買えるのか 、それ とも単なる情 報提供なのかが 判断 しにくかった

3.価 格が割高なのか割安なのかどうかが判断しにくかった

4.商 品やサービスの詳細な仕様や性能が十分に情報提供されていなかった

5.サ イズや素 材など、基礎 的な情 報が提 供され ていなか った

6.写 真が 不鮮 明で商品の 良し悪しが判 断しにくかった

7.最 新の情報なのかどうかが告知されていないため不安になった
'

8.悪 徳な業者 ではないかと不安になった

9.そ の時に利用可能なのかどうか(在庫や空き状況など)が十分に情報提供されていなかった

10.自 分が 意図 せぬ サイトに自動的 に接続させられているのではと不安になった

11.画 面上 のどこのボタンを押 せ ば購 入に進めるのかが分 かりにくかった

12.表 示されている文章そのもの が読み にくかった

13,不 要なバナー 広告が たくさんあって戸惑 った

14.その他()

質 問22.B「 購 入を決め て手 続をする段 階 」での不安 ・トラブルなど(○ はいくつ でも)

1.購 入 以前に「会 員登録 」をしなけれ ばならず、面倒 だった

2.購 入に直接関係のない個人情報を入力させられて不安だった

3.電 話番号や携帯電話番号が他に漏洩するのではないかと不安に感じた

4.文 字の入力が全角なのか半角なのかが分からなくて不便だった

5.申 し込み画 面そのもの が重 く、表示 動作が不 安定で信 用できなかった

6.「会 員番号 」などをいちいち入 力させ られ て不便 だった

7.申 し込みが 完 了したの かどうかの確 認ができなくて不 安だった

8.申 し込みの取り消しや変更などができない(前画面に戻れない)ので不安だった

9.カ ード番号 が他 に漏洩するのではないかと不安に感じた

10.返 品 や購入 後の 問い合わ せ先 が不明なので不安になった

月,申し込み画面にあらかじめ商品名や個数が入力されていて紛らわかった

12.続 けて他 のものを購 入したいときに 、一括で処理できるのかどうか不 安だった

13.契 約や個 人情 報 管理の取 り決 め(プ ライバシーポリシー)が 明示されていない(読 みにくい)の で不安だった

14.その他()

一18一
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質 問22.C「 手続 を終えて、商 品を実 際に手 に入 れるまでの段階」での不安 ・トラブルなど(○ は いくつでも)

いつ商品 が届くのかが 分か らず 、不安だった

2.告 知されていたよりも実際 に商 品 が届くのが遅か った

3.商 品に破 損が あった り、注文違 いが あった

4.返 品の仕方 がわ からない あるいは返 品に応じてくれ なか った

5.料 金の請求 に間違 いがあった

6.告 知され ていた写 真や性 能と違うものが送 られ てきた

注文の個 数に間違 いがあった

・8.不 正は 無かったものの 、想像 していたもの とは 、商 品やサー ビスの イメージが違 った

申し込んだはずの宿 泊や 交通機 関 の予約が 通っていなかった

10.一他の業者 の販 売促進 活動 に自分 の個人情報 が漏れ ている疑いがあった

11.相 手業者 が 自分 のカー ド番号を知っていると思うと不安になった

12.万 が一 のトラブル に関する問 い合わ せ先が わかりにくかった

13,そ の他(

質 問23～24は 、質 問22で 【 不安 ・トラブ ルを 感じた 方(A～CでOが1つ でもつ いた 方)の み 】ご記入 下さい 。

質問23.責 任 所在(○ は1っ)

あなたの 責任

販 売業者の 責任

3.仲 介 するカード会社 や通信会 社の責 任

4.配 達 業者 の責 任

付 問1.不 安 ・トラブルを解 決す るため に起 こした行動

質 問24.不 安 ・トラブル を感 じたサイトのURL(お 分 かりになる範 囲で、正確 にご記入 下さい。)

http://

一19一
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∬.資 料編A.1調 査票

◎ 購 入商 品 ・サ ー ビ ス3

質問17.商 品ジャンル(番 号 を記入)

1

商品名(ブ ランド名)

)

質問18.送 料等込み の購 入金額(○ は1つ)

1.1千 円未満3.5千 円以上1万 円未満5.3万 円以上5万 円未 満7,10万 円 以上20万 円未満

2,1千 円以上5千 円未満4,1万 円 以上3万 円未満6,5万 円以上10万 円未 満8.20万 円 以上

質問19.オ ンラインショッピングで購入 した理 由

|

質問20.利 便性(○ は1つ)

1.と ても2.や や3.ど ちらとも4,あ まり利便性 を5.全 く利便 性を

利便性を感じた 利便性を感じた いえない 感じなかった 感じなかった

質問21.満 足 度(○ は1つ)

1.と て も2.や や3.ど ち らとも4.あ ま り満 足5,全 く満 足

満足した 満足した いえない しなかった しなかった

質問22.A「 購入前 の情 報を知 る段 階」での不安 ・トラブルなど(○ はいくつでも)

1.欲 しい商 品やサ ービスが、どこを探 せば 買えるのかが 分かりにくかった

2.本 当に買えるの か、それ とも単なる情 報提 供なのかが判 断しにくかった

3,価 格が割 高なのか割 安なのかどうか が判 断 しにくかった ・

4.商 品やサービスの詳細な仕様や性能が十分に情報提供されていなかった

5.サ イズや素材 など、基礎 的な情報 が提 供されていなかった

6.写 真が 不鮮明で商 品の良し悪しが判 断しにくかった

7.最 新の情報なのかどうかが告知されていないため不安になった

8.悪 徳な業者ではないかと不安になった

9.その時に利用可能なのかどうか(在庫や空き状況など)が十分に情報提供されていなかった

10自 分が意図せぬサイトに自動的に接続させられているのではと不安になった

11.画 面上の どこのボタンを押 せば購 入に進め るのかが 分かりにくかった

12.表 示され ている文章そのもの が読み にくかった

13.不 要なバナー広告 がたくさんあって戸惑 った

14.その他()

質 問22.B「 購入を決めて手続をす る段 階」での不安 ・トラブルなど(○ はいくつ でも)

1.購 入以前 に「会 員登録」をしなけれ ばならず、面倒だった

2,購 入に直接関係のない個人情報を入力させられて不安だった

3,電 話番号や携帯電話番号が他に漏洩するのではないかと不安に感じた

4,文 字の入力が全角なのか半角なのかが分からなくて不便だった

5.申 し込み画面そのものが重く、表示動作が不安定で信用できなかった

6,「会 員番 号」などをいちいち入力させ られ て不 便だった

7,申 し込み が完 了しため かどうかの確 認ができなくて不安だった

8。申し込みの取り消しや変更などができない(前画面に戻れない)ので不安だった

9.カード番号が他に漏洩するのではないかと不安に感じた
一

10.返 品や購入後の問い合わせ先が不明なので不安になった

11.申 し込み画面にあらかじめ商品名や個数が入力されていて紛らわかった

12.続 けて他の ものを購 入したいときに、一括で処理 できるのかどうか不安 だった

13..契 約や個人情 報 管理の取 り決 め(プ ライバシーポリシー)が 明示されでいない(読 み にくい)の で不安 だった

14.その他()

一20一
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質問22.C「 手続 を終 えて、商品を実際 に手 に入 れるまでの段 階」での不安 ・トラブルなど(○ はいくつでも)

いつ商品 が届 くのか が分か らず 、不安だった

2.告 知 され ていたよりも実際 に商 品が 届くの が遅かった

3.商 品に破 損 があったり、注文違 いがあった

4.返 品の仕 方が わからない あるいは返品 に応 じてくれ なか った

5.料 金 の請 求に間違 いがあった

6.告 知されていた写 真や性 能と違うもの が送られてきた

7.注 文の個 数に間違 いがあった

8.不 正は無 かったものの 、想像 していたものとは、商品 やサー ビスの イメージが 違った

申し込 んだはずの 宿泊や 交通機 関の予 約が通っていなかった

10.他 の業者 の販 売促進 活動に 自分の個 人情報 が漏れ ている疑いがあった

11.相 手業者 が 自分のカー ド番号を知っていると思うと不 安になった

12.万 が一 のトラブル に関する問 い合わせ 先がわ かりにくかった

13.そ の 他(

質問23～24は 、質 問22で 【 不安 ・トラブ ルを感 じた方(A～CでOが1つ でも ついた 方)の み】 ご記入 下さ い。

質 問23.責 任所在(○ は1つ)

あなたの責 任

販売 業者の責 任

3.仲 介するカー ド会 社や通 信会社 の責 任

4.配 達業者 の責任

付 問1.不 安 ・トラブルを解 決す るために起こした行 動

質問24,不 安 ・トラブル を感じたサイトのURL(お 分かりになる範 囲で、正確 にご記入 下さい。)

http://

一21一
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ll.資 料 編A.1調 査票

モバ イル端末 でオンラインショッピングで商品 ・サー ビスを購 入した経 験が ある方 にお伺い します 。

質問25.あ なたはこれまでに、オンラインショッピングをするために電子 商店などのサイトヘアクセスし、

の'で 止した はありますか。(○は1つ)、

1.は い 2.い いえ 一→ 質問30へ

オ ンラ インシ ョッピ ング で購入 を中止 した経験 がある 方

(質 問16の 「6」 にOの 方及 び質問25の 「1」 にOの 方)に お伺い します。

購入 を中止 した商 品 ・サービス(直 近3つ まで)に ついて、次 ページからの 回答梱 に以下の 質問の 回答をご記 入下さい。

質問26.モ バイル端 末でのオンラインショッピングで購入 を中止 した商品 ・サービスのジャンルを【表4】から選 び 、

番 号を口の中にご記入 下さい。また、その商品 ・サー ビス名(ブ ランド名)を ロの 中にご記入 下さい。

質 問27.何 故その商品の購 入を中止され たのです か。あなたが不安 や不便を感 じたこと、トラブルになったことは

ありましたか。A～Bの それぞれの段 階ごとにお 答え下さい。(○はそれぞれ いくつでも)

A「 購 入す る前の情報を知る段階」- B「 購入 を決めて手続をする段階」

質問27で 不 安 ・トラブルを感じた方(A～Bで1つ でもOが ついた方)に お伺いします。

質 問28.そ のトラブル の責任 の所在 は 、次 に挙 げるもののうちのどれだと思 いますか。(○は1つ)

また、その解 決のために何 か具体 的な行 動を起こしましたか。解決策をご記 入ください

質 問29.不 安 ・トラブルを感 じたサイトのuRLを お分か りになる範 囲で結 構ですので 、ご記 入 下さい。

◆◇◆ 表4購 入を中止した商品・サービスのジャンル ◆◇◆

日常 的な食 品

産地直 送品

衣 類

家具 ・寝具

電化製 品
'化粧 品

宝石

書 籍

CD・ビデオ

10.パ ソコンソフトや ゲーム

11.健 康器具

12.キ ッチン用 品

13.株 ・生 損保 等の金融 商品

14.コ ンサ ート等のチケット

15.航 空 券や旅 行券 の予約 や支払 い

16.海 外 の商品

17.新 車 の 自動 車

18.中 古 の 自動 車

19.ホ テルや旅 館の 予約 や支払 い

20.ス キーの リフト券

21.映 画館 の入場 券

22.高 速 道路の 回数券

23.医 薬 品

24.ヒ ット曲をデータで配 信

25.レ ストラン等 の食事 券

26.(オ ンライン)割 引券 ・クーポン券

27.ペ ット用品

28.そ の他

～22一
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◎ 購 入 を 中止 し た商 品 ・サー ビス1

質 問27.A「 購入 前の情報 を知る段階 」での不 安 ・トラブル など(○ はいくつでも)

欲 しい商品 やサービスが 、どこを探せ ば 買えるのか が分か りにくか った

本 当に買えるのか 、それとも単なる情 報提供 なのかが 判断 しにくか った

3.'価 格が割高 なの か割安 なのかどうかが 判断 しにくか った

4.商 品やサー ビスの詳細な仕様 や性 能が十 分に情報 提供 され ていなかった

5.サ イズや素材 など、基礎的 な情 報が提 供されていなかった

6.写 真が不鮮 明で商品 の良し悪しが判 断しにくかった

最新の情報 なのかどうか が告知 され ていないため不安 になった

悪徳な業者ではないかと不安 になった

9.そ の時に利用 可能なのか どうか(在 庫や空 き状 況など)が 十分 に情報提 供され ていなかった

10.自 分が意 図せ ぬサイトに 自動 的に接続 させ られているのではと不安 になった

11.画 面上 のどこのボタンを押せ ば購入 に進めるのか が分か りにくかった

12.表 示されている文 章そのものが 読み にくかった

13.不 要 なバナー 広告がたくさんあって戸惑った

14.そ の他(

質問27.B「 購入 を決めて手続をす る段 階」での不安 ・トラブル など(○ はいくつでも)

購入以前 に「会 員登録 」をしなければならず、面倒 だった

2.購 入に直接 関係の ない個 人情報 を入 力させ られ て不安だった

3,電 話番号 や携 帯電話 番号が他 に漏洩す るのではないか と不 安に感じた

4.文 字の 入力が 全角なのか半 角なのか が分か らなくて不便 だった

申し込み画 面そのものが 重く、表 示動作 が不 安定で信用 できなかった

「会員番号 」などをいちいち入 力させられて不便 だった

申し込みが 完了 したのか どうか の確認 ができなくて不安だった

8.申 し込みの 取り消しや変更などができない(前 画面 に戻 れない)の で不 安だった

9.カ ード番号が 他 に漏 洩するのではないかと不 安に感 じた

10.返 品 や購入後 の問 い合わせ 先が不 明なので不安 になった

11,申 し込み 画面にあらかじめ商 品名や個 数が 入力され ていて紛らわかった

12.続 けて他の ものを購入 したいとき1{is－括で処 理できるの かどうか不安 だった

13,契 約や個 人情報 管理の取 り決 め(プ ライバ シーポ リシー)が 明示されていない(読 み にくい)の で不安だった

14.そ の他(

一質 問28～29は 、質 問27で 【不 安・ トラブ ルを感.eた 方 のみ(A～Bで ○が1つ でもつ いた方)】 ご 記入下 さい 。

,L質問28.責 任所在(○ は1っ)

あなたの責任

販売 業者の責 任

3.仲 介す るカード会社 や通 信会 社の責 任

4.配 達業 者の 責任

付問L不 安 ・トラブ>yを 解 決するために起こした行動

質問29.不 安 ・トラブルを感 じたサイトのURL(お 分かりになる範 囲で、正確 にご記入 下さい。)

http://

・i・-23一
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皿.資 料編A.1調 査 票

◎ 購 入 を 中止 した 商 品 ・サ ー ビ ス2

質問27.A「 購入前 の情報 を知る段階 」での不 安・トラブルなど(○ は いくつでも)

欲しい商 品 やサービスが 、どこを探せ ば買えるのか が分か りにくかった

2.本 当に 買えるのか 、それとも単なる情報提 供なのかが 判断 しにくかった

3.価 格が 割高なのか 割安なのか どうか が判断 しにくか った

4.商 品や サービスの詳細 な仕様 や性能が十 分に情報提 供されていなかった

5.サ イズや素 材など、基礎 的な情報 が提供されていなか った

6.写 真が 不鮮明 で商 品の 良し悪 しが 判断しにくかった

7.最 新の情 報なのか どうか が告知 され ていないため 不安になった

悪徳な業者 ではないかと不 安になった

9.そ の 時に利用可 能なのか どうか(在 庫や空き状況など)が 十 分に情 報提 供され ていなかった

10.自 分が意 図せ ぬサイトに 自動 的に接続 させられ ているの ではと不安 になった

11.画 面上 のどこのボタンを押せ ば購入 に進め るのか が分か りにくかった

12.表 示され ている文章その ものが読み にくかった

13.不 要 なバ ナー広告 がたくさんあって戸惑 った

14・そ の他(

質 問27.B「 購 入 を決めて手続をする段 階」での不安 ・トラブルなど(○ はいくつ でも)

購入 以前 に「会 員登録」をしなけれ ばならず 、面倒だった

2.購 入 に直接 関係のない個人情 報を入力させられて不安だった

3,電 話 番号 や携帯電 話番号 が他 に漏洩するの ではないかと不安に感 じた

4.文 字 の入 力が全角 なの か半角 なのかが分 からなくて不便 だった

申し込み 画面 そのもの が重 く、表示動作 が不 安定で信用できなかった

「会員番号 」などをいちいち入 力させ られて不便 だった

申し込み が完 了したのか どうかの確認 ができなくて不 安だった

申し込み の取 り消しや変更 などができない(前 画 面に戻れない)の で不 安だった

カード番号 が他 に漏洩するのではないかと不 安に感じた

10.返 品 や購入 後の問 い合わせ 先が 不明なので不安になった

11.申 し込み 画面 にあらかじめ商 品名や個 数が入 力され ていて紛らわかった

12.続 けて他の ものを購入 したいときに、一括で処理できるのかどうか不安 だった

13,契 約 や個人 情報管 理の取 り決 め(プ ライバシーポリシー)が 明示され ていない(読 みにくい)の で不 安だった

t4.そ の他(

質問28～29は 、質問27で 【不安 ・トラブ ルを 感じた方 のみ(A～BでOが1つ で もつ いた方)】 ご記入 下さい 。

質問28.責 任所 在(○ は1っ)

あなたの責 任

販 売 業者の責 任

3.仲 介す るカード会社 や通信 会社の 責任

4,配 達 業者の 責任

付 問1.不 安 ・トラブルを解 決するために起こした行動

質 問29.不 安 ・トラブルを感 じたサイトのURL(お 分か りになる範 囲で、正確にご記入 下 さい。)

http://

一・24一
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◎ 購 入を 中 止 した 商 品 ・ サー ビ ス3

質問27,A「 購 入前の情 報を知 る段 階」での不安 ・トラブルなど(○ は いくつ でも)

欲 しい商 品やサ ービスが、どこを探せ ば買えるの かが分 かりにくかった

2.本 当に買えるの か、それとも単 なる情報 提供なの かが判 断しにくかった

価格が割 高なのか 割安なのか どうかが判 断しにくかった

4.商 品や サービスの詳 細な仕様や 性能 が十分 に情 報提 供されていなか った

5.サ イズや素 材など、基 礎的な情報 が提供 され ていなかった

6.写 真が 不鮮 明で商 品の 良し悪しが 判断 しにくかった

最新の 情報なのか どうかが告 知され ていないため不 安になった

悪徳な業者 ではないか と不 安になった

9.そ の時に利 用可能 なの かどうか(在 庫 や空き状況など)が 十分に情 報提供 されていなかった

10.自 分 が意図 せぬサ イトに自動的 に接 続させ られているのではと不 安になった

11.画 面上のどこのボタンを押 せば購 入に進め るのか が分 かりにくかった

12.表 示され ている文章そのものが読み にくかった

13.不 要なバ ナー広告 がたくさんあって戸 惑った

14,そ の他(

質問27.B「 購 入を決めて手続 をす る段階 」での不 安 ・トラブル など(○ はいくつでも)

購入 以前 に「会 員登 録」をしなけれ ばならず 、面 倒だった

2.購 入に直 接関係 のない個人情報 を入 力させ られて不安だった

3.電 話番 号や携 帯電話 番号 が他に漏洩 するの ではないか と不 安に感 じた

4.文 字 の入 力が全角 なの か半角なの かが分 からなくて不便だった

申し込み画 面そのもの が重く、表 示動作 が不 安定で信用 できなかった

「会員番号 」などをいちいち入 力させ られ て不 便だった

申し込み が完 了したの かどうかの確 認ができなくて不安だった

申し込み の取 り消しや変 更などができない(前 画面 に戻れない)の で不安だった

9.カ ード番号 が他 に漏洩す るのではないかと不安 に感 じた

10.返 品や購入 後の 問い合わ せ先が 不明なので不安 になった

11.申 し込み 画面 にあらか じめ商 品名 や個数 が入 力され ていて紛らわ かった

12.続 けて他 のものを購 入したいときに、一括 で処 理できるのかどうか不 安だった

13.契 約や個 人情報 管理 の取り決め(プ ライバ シー ポリシー)が 明示 され ていない(読 みにくい,)ので不安 だった

14、その他(

質問28～29は 、質 問27で 【 不安 ・トラブ ルを感 じた方 のみ(A～BでOが1つ でも ついた 方)】 ご記入 下さい 。'

質 問28,責 任所 在(○ は1つ)

あなたの 責任

販売 業者の責 任

3.仲 介す るカー ド会 社や通 信会社 の責 任

,4.配 達 業者の 責任

付問1.不 安 ・トラブルを解 決するために起こした行 動

質問29.不 安 ・トラブルを感 じたサイトのURL(お 分かりになる範 囲で、正確 にご記入 下さい。)

http://

一25一
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U.資 料 編A.1調 査票

全 員 にお 伺 い し ます 。

質 問30、 あなたは、今後(も)モ バイル端 末(携 帯電話 やPDA)を 使ったオンラインショソピングを利用 したいとお考 えですか。

(○は1つ)

1.と ても

利用 したい

2,ど ちらか といえば

利 用したい

3.ど ちらとも

いえない

び

14.ど ちらかとい えぱ

1利 用 したくない

5.全 くi

利 用したくない 「「

27ペ ージへ 過
質 問30で 利用 したい方(「1」または「2」にOの 方)に お伺 いします 。

付 問1.あ なたが今後オンラインショソピングで購入 してみたいと思 う商 品は何ですか。(○はいくつでも)

1.日 常 的な食 品

2.産 地 直送品

3.衣 類

4.家 具 ・寝具

5.電 化製 品

6.化 粧 品

7.宝 石.

8.書 籍

9.CD・ ビデオ

10.パ ソコンソフトやゲーム

11.健 康器具

12.キ ッチン用品

13.株 ・生損保等 の金融 商品

14.コ ンサート等のチケット

15.航 空券や旅行 券の予 約や 支払い

16.海 外 の商品

17.新 車の 自動車

18.中 古 の 自動車

19.ホ テル や旅館の予約 や支 払い

20.ス キーのリフト券

21.映 画 館の入場 券

22.高 速 道路の回 数券

23.医 薬 品

24.ヒ ット曲をデータで配信

25.レ ストラン等 の食事券

26.(オ ンライン)割 引券 ・クーポン券

27.ペ ット用品

28.そ の他( )

付 問2.あ なたは、1ヶ月 に何回くらいモバイル端 末からオンラインショッピングを利 用するのが 「ちょうどよい 」と思いますか。
また、1回にいくらくらいの金 額で利用す るのが「ちょうどよい」と思いますか。□の 中にそれ ぞれ数 字をご記入 下さい。

A1ケ 月に

B1回 につき

回くらい

円 くらい

質問30で 利 用したくない方(「4」また は「51に○の方)に お伺い します 。

付 問3.モ バ イル端 末からのオンラインショッピングを利用 したくないとお 考えの理 由をお聞かせ 下さい。(○ はいくつ でも)

i.あ まりにも簡単 で便 利だと、かえって不 安になるから

2.モ バイル での通信サー ビスが不安定 で信 頼できない から

3.画 面やボタンが 小さいの で、操 作が複雑 で間 違えそうだから

4.街 角や移 動中に 、ショッピングのような複 雑な行為をしたくないか ら

5,今 までどお り現金 やクレジットカー ドで店 頭でその都度 払えばいいと思 うか ら

6.日 本国 内でしか使えないから.

7.モ バイル での ショッピングには、自分の 買いたいものがないと思うか ら

8.そ もそも携 帯電 話やモバイル機 器の ことを信 用できないか ら

9.個 人情報 が漏洩 しそうだか ら

10.悪 徳な業者 が多く、イメー ジが 良くないから

11.そ の他()

一26一
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全員にお伺いします。
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E.資 料編A.1調 査 票

、

2005年 ○ ○ 家 の 一 日

家族構成

夫(A)某 大手電機 メーカーの商品企画部課長(年 齢48歳)

妻 一(B)主 婦(年 齢44歳)

娘(C)大 学生(年 齢19歳)

最近、都内のマ ンションか らさいたま新都心のブロー ドバ ン ド通信対応一戸建 に移 り住んできた。

2005年9月9日(金 曜 日)

■朝 の シ ー ン

Aは 、強い雨の音 でいつもより早 く目が さめ、時計を見 ると午前6時30

分。起 きるには少 々早いが、 ソファーに座 り、デ ジタル新 聞を読み始 めた。

紙の よ うに柔軟な大型液晶画面 ① は表示部 が大 きく様 々な記事 が一覧で き

るの で、新聞紙 の良 さとデ ジタルの 良さが ミックス していて読みやす い し、

紙の浪費もない。

デ ジタル新聞に見入 っている と、台風が近づいているとの見出 しが 目に付

いた。今 日は車で新 潟に行 く予定にしているので慌てて、テ レビ番組表のニ

ュー スをタ ッチす る と、テ レビのスイ ッチが入 り、台風の ニュースが映 し出

された。 台風の影響 で、交通がだいぶ乱れているよ うだ。

今 日は、新潟工場 にある開発研究所で午前10時 から製品化予定の老人介護

用 「腕時計型 ・ヘル ス ・マネージャー」のモニター結果 の発表 と、改善点の

検討会議が行われ、午後1時 から次期商品の企画会議が行われ る。

上越新幹線の越後湯沢駅か ら研究所までタクシーで30分 ほどかかるので、

自分 の車で行 こうと予定 していたが、台風では高速道路状況が心配。携帯電

話 の音声認識機能 を使って条件検索 で 「道路状況 関越 自動車道で湯 沢イ ン

ター チェンジ」 と喋 ると、'ボイス ・ワープ ロ機能 ② で文字変換 してくれ送

信。結果がデ ィスプ レイに表示 され た。案の定、つい今 しがた沼 田付近 で通

行止 めになっている。テ レビより断然情報が早い。ボイ ス ・ワープロ機能は、

最近 、急速に普及 し、以前の ように指でテンキー を何度 も押す手間が省 けて

変換効率もいい。

また 、以前の、携 帯電話Web検 索はテンキー入力で、高速道路名選択、

入 口インターチェ ンジ名 も地図で探 し、出 口名 と順番に入れな ければな らな

かったが、携帯電話 にGPS機 能 ③ が搭載され ているので、 コール してい

る場所 に一番近いイ ンターチ ェンジが川越であることを認識 して検索 してく

れる。.随分使 い勝手がよ、くスピーデ ィになった。

質問31

印象に残る

ところ

(Oは いくつでも)

毒

1

質問32

不安 ・疑問を

感じるところ・

(Oは いくつでも)

幸

'

1

2 2

3 3

4、 4

、
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全 員 にお 伺 い しま す 。

朝の シーンについてお伺い します。

質 問31.物 語の中で、あなたが印象 に残 った部分 はどこですか。1～9の うち、あてはまる文節 に○をいくつでもおつけ

下さい。

質 問32,で は、不 安、疑問 に感 じる部 分はどこですか。1～9の うち、あてはまる文節 に○をいくつでもおつ け下さい。

朝 のシーンについてお伺 いします 。

質問33.こ の物語 にっいて、あなたはどのような印象 を持ちましたか。(○ はいくつでも)

1.お もしろい

2.衝 撃的

3.期 待できる

4.便 利だ

5,進 化した

6.無 理がない

7.リ アリティがある

8.効 率 的だ

9.楽 しそう

10.誰 でもできそう

11.面 倒 くさそう

12.あ りえない

13.お 金 がか かりそう

14.う っとうしい

15.疲 れそう

16.気 持ち悪い

17.プ ライバシーが不安 だ

18.殺 伐とした

19.難 しそう

20.す ぐ飽きそう

21.悪 用 され そう

22.そ の他( )

物語に登場する近未来技術に関してお伺いします。

説明とイラストをご覧になって、質問にお答え下さい。

① 紙のように柔軟な大型液晶画面

プラスチック液晶技術の応用で、A2判ほどの大きさで

折り曲げることができる。

1枚のシート上に、デジタルなのでワイヤレスで自由に

表示内容を変えることができる。

質 問34.あ なたは、この技術 にどの程 度魅 力を感 じますか。

1,と ても2.や や3.ど ちらとも

魅 力を感じる 魅 力を感 じる いえない

(○ は1つ)

i・織 、ない
コ

5.全 く

魅 力を感 じない

「
▼

質問34で 魅 力を感じない方(「4」または「5」にOの 方)に お伺 いします。

付 問L魅 力を感 じない理 由をお聞かせ 下さい。(○は いくつでも)

1.操 作が難 しそう8.リ アリティがない'

2.使 うのが 面倒そう9.つ まらない

3.信 頼性 に不 安がある10.プ ライバシー情報 の漏洩が 心配

4.あ まり便 利さが無さそう,11.悪 用されそう

5.お 金がか かりそう12:殺 伐とした感 じ

6,か っこわるい,13.す ぐに飽きてしまいそう

7,目 新 しくない14.そ の他()』
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皿.資 料編A.1調 査 票

② ボイス・ワープ ロ機 能 、

携帯 電話に音声 入 力することにより、音 声認識 され

文字 変換されディスプレイに表示される。

質問35.あ なたは 、この技術 にどの程度魅 力を感 じますか。

1.と ても2.や や3.ど ちらとも

魅 力を感 じる.魅 力を感 じる いえない

(○は1つ)

[犠 感、ない

輪 θ

5.全 く

魅 力を感 じない

」「

▼

質問35で 魅 力を感じない方(「4」または「5」にOの 方)に お伺 いします。

付問1.魅 力 を感じない理 由をお聞かせ 下さい。(○ はいくつでも)

1.操 作が難 しそう8.リ アリティがない

2.使 うのが 面倒 そう.9.つ まらない

3.信 頼 性に不 安がある 、10.プ ライバシー情 報の漏 洩が 心配

4.あ まり便利 さが 無さそう 『11.悪 用 されそう

5.お 金が かか りそう12.殺 伐 とした感じ

6.か っこわ るい13.す ぐに飽きてしまいそう

7.目 新 しくない14.そ の他()

③ 携帯電話にGPS機 能

携帯電話に、カーナビなどでお馴染みの人工衛星を用いた

GPS(グ ローバル・ポジショニング・システム)が搭載される

ことで、現在位置を簡単な地図上で表示したり、近隣の

施設情報などと組み合わせた情報提供が可能になる。

、

質 問36,あ なたは、この技 術にどの程 度魅力 を感 じますか。

1.と ても2.や や3.ど ちらとも

魅 力を感 じる 魅 力を感 じる 、 いえない

(○は1つ)

1彊 茎感、な、、
5.全 く

魅 力を感 じない

コr.

ホ

▼

質問36で 魅 力を感じない方(「4」または 「5」に○の 方)に お伺 いします 。

付 問1.魅 力を感 じない理 由をお 聞かせ 下さい。(○ はいくっでも)'

1.操 作 が難 しそう8.リ アリティがない

2.使 うのが面倒 そう'9.つ まらない

3.信 頼 性に不安 がある10.プ ライバ シー情報 の漏 洩が 心配'

4.あ まり便利 さが 無さそう11.悪 用 されそう

5.お 金が かか りそう12.殺 伐 とした感 じ

6.か っこわるい 、:『'13.す ぐに飽きてしまいそう

7.目 新 しくない14,そ の他()
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④ 携帯電 話とテレビとの シンクロモード

携帯電 話のディスプレイに表 示された 、文字 や画像を

テレビ画面にワイヤ レスで大きく映し出 したり、携帯 電話

での検索モードをテレビに接続された光ファイバなどの

ブロー ドバンド通信 に切 り替 え、検索 は携 帯電話 で表示 は

テレビでといったことが可 能となる。

質 問37.あ なたは 、この技 術 にどの程 度魅 力を感 じます か。

1.と ても2.や や3.ど ちらとも

魅力を感 じる 魅 力を感 じる いえない

(○は1つ)

晦 繊 ない
5.全 く

魅 力を感 じない

二]「

▼

質問37で 魅 力を感 じない方(「4」または「5」にOの 方)に お伺 いします。

付 問1.魅 力 を感 じない理 由をお聞かせ 下さい。(○ はいくつでも)

1.操 作が 難しそう8.リ アリティが ない

2.使 うのが面倒 そう9.つ まらない

3.信 頼性 に不安 がある 『10.プ ライバ シニ情報 の漏 洩が心配

4.あ まり便利 さが 無さそう ・11.悪 用されそう

5.お 金が かか りそう12.殺 伐 とした感じ

6.か っこわるい13.す ぐに飽きてしまいそう

7.目 新しくない'14.そ の他()

⑤ 多 目的センサー搭 載車 ごとの位 置 情報

車にGPS、 センサー 、移 動通信 機能を搭載 することにより、

位置情 報、走行 方向、速度 、天気 、雨 量、積雪 、気温等を

リアルタイムにセンサー情報 収集 センター に収 集して横 断

的な分析をす ることにより、地域 毎の 細かい渋 滞情報 、

気象情 報等をリアルタイムに分析 配信す ることが 可能となる。

質問38.あ なた は、この技術 にどの程度魅 力を感 じますか。

1.と ても2.や や3.ど ちらとも

魅 力を感じる 魅 力を感 じる いえない

(○は1つ)

　
》

i彊t感 、ない
コ

■

㌦

羅
灘翻

5.全 く

魅 力を感 じない

「
▼
質問38で 魅 力を感 じない方(「4」または「5」にOの 方)に お伺いします 。

付 問L魅 力を感 じない理 由をお 聞かせ 下さい。(○ はいくつでも)

1.操 作 が難 しそう8.リ アリティがない

2.使 うのが面倒 そう .9.つ まらない

3、信頼性 に不安 がある10、 プライバ シー情報 の漏 洩が心 配

4.あ まり便利 さが 無さそう11.悪 用 されそう

5.お 金が かか りそう12.殺 伐 とした感じ

6.か っこわるい'13.す ぐに飽きてしまいそう

7、目新 しくない 』14.そ の 他( )
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ll.資 料編A.1調 査票

⑥ 個人情 報 管理システ ムと声紋認 証

個々 人の年齢 、性別 、住 所をはじめ、趣 味や趣 向、決済

方法などをセンター に登録しておくことにより、曖昧な検索

でも、その人に合 った、横 断的な検 索などを行ってくれる。

また、本人認 証には 声紋パ ターンを用いるなどして、

面倒なデータ打ちこみをせず とも正確 な判 断ができる

ようになっている。

〆

t

＼こ
《s

鵠
ノー魎

質問39.あ なたは、この技 術 にどの程 度魅 力を感 じますか。

1.と ても2.や や3.ど ちらとも

魅 力を感 じる 魅 力を感 じる いえない

(○は1つ)

1・ 麟 』感、な、、
コ「

▼

質問39で 魅力を感じない方(「4」または 「5」にOの 方)に お伺いします。

付問L魅 力を感 じない理 由をお 聞かせ下さい。(○ はいくつでも)

1.操 作が 難しそう8,リ アリティがない

2.使 うのが面倒 そう9.つ まらない

3.信 頼性 に不安 がある10.プ ライバシー 情報 の漏洩 が心配

4.あ まり便利さが 無さそう11.悪 用され そう

5.お 金がか かりそう.12.殺 伐 とした感じ

6.か っこわるい13.す ぐに飽きてしまいそう

7.目 新しくない14.そ の他(

5,全 く

魅 力を感 じない

)
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質問40 質問41

印象に残る 不安・疑問を

ところ 感じるところ

■交通機関でのシーン
一 一 ー 一 一 一 －

Aは 、駅の改札 口に着 くと、携帯電話 を改札 口にか ざして通 りぬけた。先

(Oは いくつでも)

号
(○ はいくつでも)

尋
ほ ど購入 した玉パイル電子乗車券 ⑦ .データが自動的 にゲー トに送信 され 1 1

る よ うに な ってい る。
一 ー 一

駅のホームに着 くと発車まで後5分 ほどあるようだ。Aは 自販機 でジュー

スを買お うと、携帯電話 を自販機 にか ざすと、販売商品名一覧が携帯電話デ

イスプレイに表示 され、選択す ると、携帯電話 内のモバイル電子マネ;⑧

か ら支 払 い がな され る と と もに ポ イ ン トも加 算 され 、 ジ ュ]ス が 出 て く る。 2 2

小銭 をジ ャラ ジ ャ ラ しな くて い い し、清 潔 で ス ピ ィー デ ィ、 最 近 は小 銭 も触

る機会が少なくなった。
一 ー ー 一 一 ー ー 一

新幹線 に乗 りこむ と座席 リーダライタに携帯電話 をか ざしてモバイル電子

乗車券確認。 リアル タイムに乗務員ディスプ レイに確認表示が され るので、 3 3

乗務員が車両内をウロウロす る必要もなくなった。

Aは 、 ジュー スを飲 ん で 一 息。 今 日の会 議 で は、 老 人介 護 用 「腕 時 計 型 ・

ヘル ス ・マネ ー ジ ャー 」 の モ ニ ター か らの意 見 や集 計 され た 数 値分 析 に つ い

て議 論 が な され る。Aに は75歳 の母 親 がい て 、今 回 の モ ニ ター に もな っ て

もらったので、その結果の報告も しなければな らない。

Aは 、 バ ッグ か ら,「メ ガネ 型 デ ィ ス プ レイ 」 ⑨ を 取 り出す と、 メガ ネ 4 4

の よ うに 顔 に か けた。 目の前 に デ ィ スプ レイ が浮 き 上 が り、カ ー ソル を動 か

した り選択す るには視線入力 ⑩ で、ディスプ レイ上の任意 ポイ ン トを 目

で観なが らまばた きする とクリックができた り、視線を動かす とカーソルの

移 動 がで き、文 字 はボ イ ス ・ワー プ ロで 入 力が で き る。

メデ ィ カル ・デ ー タセ ン ター の デー タベ ー ス にア クセ スす る と、 ア クセ ス

者識別が厳密に行 なわれ、今回のモニ タ」期間の母親 の健康状態の推移を示
〆

す デ ー タが 、 目の 前 の画 面 に浮 か び上 が った。

「腕 時 計型 ヘ ル ス ・マ ネ ー ジ ャー 」 ⑪ は 、腕 時 計 の よ うに腕 に 付 け て

お けば 、1日 の時 間 毎 の血 圧 、脈 拍 、 体 温 の変 化 と、運 動 量 、 汗 な どの 体 液

を分析 して体調 を測定で きる とともに、GPSと 携 帯電話網 を連動 して、位 5 5

置情報な どの管理 もできる。Aが 数年前、母親 を老人施設 に入れた ら急にア

ルツハイマーの症状がでてきたため退所 させ た。今は新居 に同居 している。.

母親はアルツハイマーの痴呆の症状 はなくなったが、慣れ ない地での生活な

の で 迷 子 に な る こ と もあ り、 「腕 時 計 型 ヘ ル ス ・マ ネ ー ジ ャ ー 」 はぴ った り

の商 品 にな るだ ろ うとモ ニ ター を 引 き受 け た。

一 一
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皿.資 料 編A.1調 査 票

数値の変化などをもとに、適切な対処方法等が表示され、異常がみ られた場

合、かか りつけの医療機 関など必要場所でアラームがなるようになっている。

また予定外の場所への移動に際 しても、家族の携帯電話に 「腕時計型ヘルス ・

マネー ジャー」所持者の場所が、地図情報 と共に送信されて くる仕組みになっ

ている。

Aは モニター結果の レポー トに最終的に 目を通 し終わって、 ミュージックモ

ー ドに切 り替えようとすると
、フランスの医療機関のDが テ レビ電話をかけて

きた。彼女はフランス語で しか話 さないので、Aは リアルタイム音声翻訳機能

⑫_を 選択 して、 同 時通訳 を介在 させ て会話 をす る こ とに した。 英 語だ と機 械

通 訳 もか な り精度 があ が って きた が、今 の ところ フ ランス語 とな る と人 が介 在

す る しか ない。

Dは 、モ ニ ター の結果 が今 日発表 され る と知 って 、 フラ ンス医療機 関 と して

の 要望 を入 れて欲 しい と、図説 を交え て説 明 してき た。.導入 を予 定 して い る顧

客 で もあ るので 、先 方の 意向 も考慮す るこ とを コメ ン トしておい た。

ほ どな く新幹線 は越 後 湯沢駅 に到 着。 駅か らはタ クシー で 開発研 究所 に向 か

った。

開発研 究所 に は会議10分 前 に到着 した。 部 下のEは 前 日か らきてお り、 先

ほ どチ ェ ック して メール してお いた資 料 の コピー と配布 は終 わ ってい るよ うだ。

会 議 は 白熱 した議論 が な され 、午後4時 には 終了 した。 帰 りの新 幹線 はま だ

予約 してい ないの で 、携 帯電話 で越後 湯沢17:00発 の新幹 線ci5電子 乗車 券 を購

入 して乗 車 した。

台風 は過 ぎ去 って 、外 は青 空が広 が って いる。 帰 りの新 幹線 の 中では 、再 び

メガネ型 デ ィス プ レイ をか け、好み の ジャ ズを聞 き なが らメー ル のチ ェ ック。

仕 事関係 の メール の チ ェ ックを行な い、プ ライベ ー トメー ル ・ボタ ンを押す と、

妻 か らもメール が着 て いた。 「車 の調子 が 悪 く今 日修 理 に出 した。 そ ろそ ろ買

い換 え る時期 じゃな い」とい うメ ソセー ジ。 今 日、車 で来 な くて 良か っ た と思

い っっ 、妻 は9月 末 に友達 と東北 方面 に 自動車旅 行 に行 くとい っていた ので 、

新 車が欲 しいた めの 口実 じゃ ないか と思 いつつ 、 も う5年 も乗 ってい るので 買

い換 えるか と、カ ー シ ョ ップのWeb検 索 モー ドを選択 した。

条件 を入 力す る と対象 となる 車の一 覧 とスペ ックが デ ィス プ レイ に表 示 さ

れ た。

以前 は 、車 な どをWebで 買 う人 は いな か った が、 リア リテ ィに溢れ る映

像 が映 し出 され るメ ガネ型 デ ィス プ レイが 普及 しは じめ、 車 内やエ ンジ ン、

走行 シー ンな ど、様 々な 角度 か ら映像 で見 るこ とがで き るの で、Webで 買

う人 も増 え て きて い る。Aは 立体 画像 検 索 サイ 『ト ⑬ で 検索 した 車種 の 映

像 を観 て 、気 に入 っ た2車 種 に絞 り込 み、 家族 とも相 談 しよ うと、ネ ッ ト上

のパ ー ソナル デー タベ ー スに保 存を してお いた。

質問40

印象 に残る

ところ

(○ はいくつでも)

号

6

質問41

不安・疑問を

感じるところ

(Oは いくつでも)

号

、6

7 7

8

'

8

9

、

9

'

＼
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全 員 に お伺 い し ます 。

交通 機関でのシーンについてお伺いします。

質問40.物 語 の中で、あなたが印 象に残った部分 はどこですか。1～9の うち、あてはまる文節 に○をいくつでもお つけ

下さい。

質問41.で は、不安 、疑 問に感じる部 分はどこですか。1～9の うち、あてはまる文節 に○をいくつでもおつ け下 さい。

交通 機関でのシーンについてお伺いします。

質問42.こ の物語 につ いて、あなたはどのような印象 を持ちましたか。(○はいくっでも)

1.お もしろい

2.衝 撃 的

3.期 待できる

4.便 利だ

5.進 化した

6.無 理がない

7.リ アリティが ある

8.効 率 的だ

9.楽 しそう

10.誰 でもできそう

11.面 倒 くさそう

12,あ りえない

13.お 金がか か りそう

14.う っとうしい

15.疲 れ そう

16.気 持 ち悪い

17,プ ライバシーが 不安だ

18.殺 伐 とした

19.難 しそう

20.す ぐ飽 きそう

21.悪 用され そう

22.そ の他( )

物語に登場する近未来技術に関してお伺いします。

説明とイラストをご覧になって、質問にお答え下さい。

⑦ モパイル電子乗車券'

鉄道乗車券などを携帯電話などで購入して、乗車券を

携帯電話内のメモリに保存して、改札口に携帯電話を

かざすだけで通ることができる。

質 問43.あ なたは 、この技 術 にどの程度 魅力を感 じますか。

1,と ても2.や や3.ど ちらとも

魅 力を感 じる 魅力を感じる いえない

(○ は1つ)

1・ ㌫ 感、な、、
5.全 く

魅力を感じない

コ「

▼

質 問43で 魅 力を感じない方(「4」または「5」にOの 方)に お伺い します。

付 問1.魅 力を感 じない理 由をお 聞かせ 下さい。(○ はいくつでも)

1.操 作が難 しそう8 .リ アリティがない

2.使 うのが面倒 そう9.つ まらない

3.信 頼性に不 安がある10.プ ライバ シー情報 の漏 洩が心 配

4.あ まり便利 さが 無さそう11.悪 用 されそう

5.お 金が かか りそう12.殺 伐 とした感じ

6.か っこわ るい13.す ぐに飽きてしまいそう

7.目 新しくない14.そ の他( )
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E.資 料 編A.1調 査 票

⑧ モバ イル電 子マネー

一定金額 を携帯 電話 内の安 全なメモリに保持 して
、

ネット上 や店頭 レジ、自販機 などでの決済 に活用すること

が できる。

質 問44.あ なたは、この技術 にどの程度魅 力を感 じますか。

1.と ても'2.や や3.ど ちらとも

魅力を感 じる 魅 力を感 じる いえない

(○は1つ)

⑳ 一夕・鶴

i麟 感、ない
5.全 く

魅 力を感 じない

コ「

▼

質問44で 魅 力を感じない方(「4」また は「5」にOの 方)に お伺 いします。

付問1.魅 力 を感じない理 由をお聞かせ 下さい。(○ はいくっでも)

1.操 作 が難 しそう8.リ アリティがない

2.使 うのが面 倒 そう9.つ まらない

3.信 頼 性に不 安がある10.プ ライバシー情報 の漏 洩が心 配

4.あ まり便利 さが 無さそう11 。悪 用されそう

5.お 金が かか りそう12 .殺 伐とした感じ

6.か っこわるい ・t3 ,す ぐに飽 きてしまいそう

7.目 新 しくない'14 .そ の他( )

⑨ メガネ型ディスプレイ

メガネ型のディスプレイをかけるだけで、文字や画像が

目の前に大きく映し出される。

質 問45.あ なたは、この技 術 にどの程度 魅力 を感 じますか。

1.と ても2.や や3 .ど ちらとも

魅 力を感じる 魅力を感じる いえない

(○は1つ)

ゴ「

▼

質 問45で 魅力を感 じない方(「4」または「5」にOの 方)に お伺 いします。

付 問L魅 力を感 じない理 由をお聞かせ 下さい。(○ はいくつでも)

1.操 作が 難しそう8.リ アリティがない

2.使 うの が面倒 そう9.つ まらない

.3.信 頼性 に不安 がある10.プ ライバ シー情 報の漏 洩 が心配

4.あ まり便 利さが無 さそう11 ,悪 用 され そう

5。お金 がか かりそう"12 .殺 伐 とした感じ

6.か っこわるい13.す ぐに飽きてしまいそう

7.目 新しくない14.そ の他(

1彊4感 、な、、
5,全 く

魅力を感じない

)

、-37－

r185一



、

⑩ 視線入 力

カメラのファインダー等で実用 化されているが 、コンピュータ

へのコマンド入 力、マウス的な使い方 を視 線を認識 させ て

機能させる。

質 問46.あ なたは 、この技 術 にどの程 度魅 力を感 じますか。(○ は1つ)

|.と ても2.や や

魅力を感 じる 魅 力を感 じる

3.ど ちらとも

いえない

一
4

一

「

`
:

ゴ

あまり5.全 く

魅力を感じない 魅 力を感 じない

「
▼
質 問46で 魅力を感 じない方(「4」または「5」にOの 方)に お伺 いします 。

付 問1.魅 力を感 じない理由をお聞かせ 下さい。(○ は いくつ でも)

1.操 作が 難しそう ・ ・8.リ アリティがない

2.使 うのが面倒 そう9.つ まらない

3,信 頼 性に不安 がある ・.10.プ ライバ シー情報 の漏洩 が心配

4.あ まり便利 さが 無さそう11.悪 用 され そう

5.お 金が かか りそう12.殺 伐 とした感じ

6.か っこわ るい'13.す ぐに飽 きてしまいそう

7.目 新しくない'14.そ の他( )

⑰ 腕 時計型ヘ ルス・マネージャー

腕 時計型でセンサ`やGPS機 能 、移 動通 信機能 を内蔵し、

血 圧、脈 拍、体温 、運 動量 、汗などの情 報をもとに、

その人の 健康状 態を収 集分析 するとともに、位 置情報 等も

連 動させ て、健康 と安 全を管 理する。

質問47.あ なたは、この技術 にどの程度 魅力を感 じますか。

1.と ても2.や や3.ど ちらとも

魅 力を感じる 魅力を感じる いえない

(○は1つ)
一
4

一

「
ー

-
-
」
」

あまり5.全 く

魅 力を感 じない 魅 力を感じない

「
▼

質 問47で 魅 力を感じない方(「4」または 「5」にOの 方)に お伺いします。

付 問1.魅 力 を感じない理 由をお 聞かせ 下さい。(○ はいくつでも)

1.操 作が難 しそう ・8.リ アリティがない

2.使 うのが 面倒 そう 、9.つ まらない

3.信 頼性 に不 安が ある'10.プ ライバシー情報 の漏 洩が心 配

4.あ まり便 利さが無 さそう11.悪 用されそう

5.お 金 がか かりそう12.殺 伐とした感 じ

6.か っこわ るい13.す ぐに飽 きてしまいそう

7.目 新 しくない14.そ の 他( )・

一38一
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⑫ リアルタイム音 声翻訳 機能

VoIP(VoiceoflnternetProtocoDに よりインターネット網を

使って音声 通信を実現 。市 内通話 料なみで世界 中通話が

でき、通訳者 は3者 間通 信でどこにいても通 訳業務が できる。

質 問48.あ なたは 、この技術 にどの程度魅 力を感 じますか。

1,と ても.2.や や3.ど ちらとも

魅 力を感 じる 魅力を感じる いえない

(○は1つ)

臓t感 、ない
5.全 く 、

魅 力を感 じない

二]「

▼

質 問48で 魅 力を感 じない方(「4」または「5」にOの 方)に お伺 いします。

付 問i.魅 力 を感じない理 由をお聞かせ 下さい。(○ はいくつ でも)

11 .操 作が 難しそう .8.リ アリティがない

2.使 うのが 面倒そう9.つ まちない

3.、.信頼 性 に不 安が ある,10,プ ライバシー情 報の 漏洩 が心 配

4.あ まり便 利さが無さそう.11.悪 用 されそう

5.お 金 がか かりそう12.殺 伐 とした感 じ ・

6.か っこわ るい13 .す ぐに飽きてしまいそう

7.目 新 しくない14.そ の他( )

⑬ 立体画像検索サイト

メガネ型ディスプレイをかけるだけで、三次元の立体映像を

みることができる。

質問49.あ なたは、この技 術にどの程 度魅 力を感 じますか。

1.と ても2.や や3.ど ちらとも

魅 力を感じる 魅 力を感じる い えない

(○は1つ)

1・ ㌫ 感、な、、
5.全 く

魅 力を感じない

コ「
、

▼
質問49で 魅 力を感 じない方(「4」または 「5」にOの 方)に お伺 いします。

付問1・:魅 力を感 じない理 由をお 聞かせ下 さい。(○ はいくっでも)

1.操 作 が難 しそう8.リ アリティがない

2.使 うの が面倒 そう9.つ まらない

3.信 頼性 に不安 がある10 .プ ライバ シー情 報の漏 洩 が心配

4、あまり便利 さが 無さそう'11 .悪 用 されそう

5.お 金が かか りそう12,殺 伐 とした感 じ

6.か っこわるい13.す ぐに飽きてしまいそう

7.目 新 しくない14.そ の他( )

一39－
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質問50 質問51
'

印象に残る 不安 ・疑問を

ところ 感じるところ

(Oは いくつでも) (Oは いくつでも)
■家 で の シー ソ

ー 一
、

午後6時1家 に帰 り着 くと、妻 は自動車を修理 に出 し、帰 りに友達の ところ
尋[ 毒

へ 寄 っ て い る よ うでま だ 帰 って き てい ない。 一 階 の リビン グで 、Aの 母 親 が箱
、

か ら缶詰やお米を取 り出 してい る。そんな重いものを買って、持って帰 って来 A

た の か と聞 く と 「駅 前 にオ ー プ ン した シ ョッ ピ ン グ ・セ ン ター は 、陳 列 され た

商品のタグを携帯電話で読み取 って、個数 を入れ 、最後に注文ボタンを押せば、
一 1 1

注文 と決済も終わるんだ よ。重い思いを して持って帰 らな くても、数時間後に

は配 送 セ ンタ ー か ら配 送 され る 、 ノ ンス トッ ク ・シ ョッ ピ ン グ ⑭ とか い う

形態 を導入 しているシ ョッピングセンターで、今 商品が届 いた ところなんだよ」

と相変わ らず新 しモ ノ好 きの母親が得意そ うな顔 で言っている。

な る ほ ど と関心 しな が ら、着 替 えを して、 リビン グ に戻 る と、2階 か らク ラ

ッシ ック音楽 とともに、娘の歌声が響いてきた。娘は声楽部に所属 してお りコ
'

ンクール が近いので歌の練習を してい るようだ。2階 に上が り娘の部屋をノ ソ
'

クして入 ると、 ミュージ ックPDA⑮ とい う携帯端 末に楽譜 と歌詞 を表示 2 2

しなが ら歌 って いる。携 帯端末のマイ ク部で歌 を録音 しなが ら、外部ス ピーカ

一 に ワイ ヤ レス で送 信 で き る
。 メモ リも数 ギ ガバ イ ト搭 載 され て い るの で 、 ク

ラッシ ックか らポップスまで、ジャンル分けを して数百曲録音 して持 ち歩け、

カ ラオ ケ にい っ て も、 これ で歌 っ て い る よ うだ 。
一 一

娘は父親に 「おかえ り、そ ういえぱ今 日は何の 日か憶 えている?私 の誕生 日

よ」と。 「あ～ そ うだ った な 、 ケ ー キ で も 買 って お 祝 い しな き ゃ な」とい い な が

ら、 リビングに戻 り、妻に電話 をかけた。妻 は駅の近 くの商店街付近にいて家 '

に向か っているようだ。i妻にCの 誕生 日だか らケー キを買ってきて欲 しい と伝

えると「この辺にケーキ屋あったか しら、方向音痴 なのでわからない」どい って
3 3

いる。Aは 妻 の携帯電話のGPS情 報を送信す る.ように伝えた。送信 されて き

た位置情報か ら近 くのケーキ屋 を検索 して地図情報 と目印を付 けて送 り返 し、

そこか らはこの道順でいけば5分 でいけるので ヨロシクと言って電話を切った。
.
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・

'

＼

1

質問50

印象に残る

ところ

(Oは いくつでも)

A

'

妻はケーキ屋でケーキを買 うとレジで携帯電話で決流 決済 とともに商品情

報 も携帯電話 に保存 され、家に帰ってホームサーバーに送信すると、家族で使

った経費がデイ リーで集計できる。 デジタル 家計簿 ⑯ と して活用 できるの

で重宝 している。

妻は家に戻 り食事の用意。今 日のモニ ター結果発表など話 しているうちに、

食事 とケー キも食べ終わった。
一 一 ー 一

毒

4

質 問51

不安 ・疑問を

感 じるところ

(Oは いくつでも)

号

4

テ レ ビで はサ ッカ ー の試 合 を放 映 して い る。Aは 「明 日は休 日な の で、 サ ッ

カー の 試 合 を午 後 か ら見 に行 こ う」 と妻 と娘 に言 う と、行 き た い との返 事。A
'

は携帯電話で 「サ ッカー観戦チケッ ト購入9月10日 の東京 レッズ試合3枚 」

と音声入力す ると、空き情報、時間、場所等 がディスプレイに表示 された。早

速、購入 ボタンを押 し、観戦す る3人 のメールア ドレスを選択すると、決済処

理 される とともに、3人の携帯電話にモバイル電子チケ ッ ト ⑰ が配信された。

これで、後は競技場のゲー ドに当日かざすだけで観戦できる。

5 5

Aは 、今 日修 理 に 出 した車 の調 子 を妻 に聞 く と 「買い 換 え た方 が いい の で は

と修 理屋 も言 って い る 」 との返 事。

Aは 検 索 して お い た 、車 の デー タをパ ー ソナ ル デー タベ ー スか らホー ム サー

バ ー に ダ ウン ロー ドして 、テ レ ビ画 面 に 映 し出 した。 最 新 の車 だ け に機 能 も充

実 して い る。'この 際 、 買 い換 え て よ と、 娘 もお ね だ り。 明 日のサ ッカー 試合 は

夕刻 か らな ので 、 そ の 前 に展 示場 に行 っ て試 乗 して 良 けれ ば 買お う。 しか しオ

ー ダー は 、Webの 方 が安 い か ら、Webカ ー シ ョ ップで 注文 しよ うと、渋 々

とい う顔 を しな が ら返 事 。 内 心 自分 も欲 しいの で リアル な 映像 に見入 って しま

って い る。

6 6

'

'

-41-
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・

'

・
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全 員 にお 伺 い しま す 。

家でのシーンについてお伺いします。

質問50.物 語の 中で、あなたが印象 に残った部分 はどこですか。1～6の うち、あてはまる文節 に○をいくつでもおつけ

下さい。

質 問51.で は、不安 、疑 問に感 じる部 分はどこですか。1～6の うち、あてはまる文 節 に○をいくつでもおつけ下さい。 、

家での シーンについてお伺い します。

質 問52.こ の物 語 につ いて 、あなたはどのような印 象を持ちましたか。(○ はいくつ でも)

1.お もしろい

2.衝 撃的

3.期 待できる

4.便 利だ

5.進 化した

6.無 理がない

7.リ アリティがある

8.効 率 的だ

9.楽 しそう

10.誰 でもできそう

月.面 倒 くさそう

12.あ りえない

13.お 金 がかか りそう

14.う っとうしい

15.疲 れそう

16.気 持ち悪い

17.プ ライバシーが不 安だ

18.殺 伐としだ

19.難 しそう

20.す ぐ飽 きそう

21.悪 用されそう

22.そ の他( )

物語に登場する近未来技術に関してお伺いします。

説明とイラストをご覧になって、質問にお答え下さい。

⑭ ノンストック・ショッピング

店舗 には 多くの消 費見本 が陳列されてお り、スペースを

とる在庫 は置 いていない。消費者 は携帯 電話 に搭載 され た

リーダライタを商 品見 本に取り付 けられ たタグに近 づける.

ことにより商 品説 明を見た り、オーダリング、決済 等が

可能となり、商 品 は配送センタ三か ら一 括パッケー ジ化

されて配達 され る。'・

質問53.あ なたは 、この技術 にどの程度 魅力 を感 じますか。

1.と ても2.や や3.ど ちらとも

魅 力を感 じる 魅 力を感 じる いえない

(○は1つ)

1嬬 裟感、な、、
5.全 く

魅力を感じない

コ「

▼

質問53で 魅 力を感 じない方(「4」また は「5」にOの 方)に お伺 いします。

付問1.魅 力を感 じない理 由をお問かせ 下さい。(○ はいくつでも)

1.操 作が 難しそう8.リ アリティがない1

2.使 うの が面倒 そうb.つ まらない

3.信 頼性 に不安 がある10.プ ライバ シー情 報の漏 洩が 心配

4.あ まり便利 さが 無さそう11.悪 用され そう

5,お 金が かか りそう12.殺 伐 とした感じ

6.か っこわるい'13.す ぐに飽きてしまいそう

7.目 新 しくない14.そ の他()
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⑮ ミュージックPDA

手帳サ イズの携 帯PCに 高 感度マイクが内蔵 され 、ヘッド

ホンは外付 け。ディスプレイで曲選択 や歌詞表 示。

大容量 メモリに数 百曲 の音楽 やカラオケ音源 を保持する

ことができるポータブル ・オーディオ 。

質 問54,あ なたは、この技 術 にどの程度 魅力 を感じますか。

1.と ても .2.や や3.ど ちらとも

魅 力を感じる 魅 力を感 じる いえない

(○は1つ)

「4
.あ まり:

1魅 力を感 じない

ゴ「

▼

質問54で 魅力を感 じない方(「4」または「5」に○ の方)に お伺いします。

付問1.魅 力を感 じない理 由をお聞かせ 下さい。(○ はいくつ でも)

1.操 作 が難 しそう8.リ アリティがない

2.使 うのが面 倒そう9.つ まらない

3.信 頼 性に不 安が ある10.プ ライバ シT情 報の 漏洩 が心配

4.あ まり便利 さが無さそう11.悪 用 されそう

5.お 金が かか りそう12.殺 伐 とした感じ ・t

6.か っこわるい. ,,13.す ぐに飽きてしまい そうtt'

7.目 新 しくない14.そ の他(

5.全 く

魅力を感 じない

)

⑯ デジタル家計簿

携帯電話で日常の決済を行うことにより、POS等 で

インプットされた商品情報、価格なども自動的に収集でき、

家計簿として活用。

質問55.あ なたは、この技術 にどの程度 魅 力を感 じますか。

1.と ても2.や や3.ど ちらとも

魅 力を感 じる 魅 力を感 じる ー い えない

(○は1つ)

i鱈 感、ない
5.全 く

魅 力を感 じない

二]「

▼
質問55で 魅 力を感 じない方(「4」また は「5」に○の 方)に お伺い します 。

付 問1.魅 力を感 じない理 由をお 聞かせ 下さい。(○ はいくつでも)

1.操 作が 難 しそう8.リ アリティがない

2.使 うの が面倒 そう9.つ まらない

3,信 頼性 に不安 がある10.プ ライバ シー情 報の 漏洩 が心配

4.あ まり便 利 さが無さそう11,悪 用 されそう

5.お 金が かか りそう12.殺 伐 とした 感じ

6,か っこわるい ・ 』13.す ぐに飽 きてしまいそう

7.目 新 しくない.14.そ の 他( )

一43一
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⑰ モバ イル電子チケット

スポーツ観戦 やコンサ ート、映 画などのチケットを携 帯電話

で購入 ・決済でき、チケットは 、携 帯電 話 内の安 全な

メモリ内に保持 。会場 の ゲートにか ざす だけでゲー トイン

できる。

質問56.あ なたは、この技術 にどの程度 魅力 を感 じます か。

とても

魅力を感じる

やや

魅力を感じる

どちらとも

いえない

▼

質問56で 魅 力を感じない方(「4」または 「5」にOの 方)に お伺い します 。

付問1.魅 力を感じない理由をお聞かせ下さい。

操作が難しそう

使うのが面倒そう

信頼性に不安がある

あまり便利さが無さそう

お金がかかりそう

かっこわるい

目新しくない

あまり

魅力を感じない

全く

魅力を感じない

(○はいくつでも)

.リ アリティがない

.つ まらない

口0.プ ライバ シー 情報 の漏洩 が心配

刊.悪 用 され そう

12.殺 伐 とした感じ

13.す ぐに飽きてしまいそう

14.そ の他(
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●

A

l

'
〆

、

質問57

印象 に残る

ところ

(○ はいくっでも)

質問58

不安・疑問を

感じるところ

(Oは いくつでも)

毒

1

、

-

■妻Bさ んの最近一 一 ー 一 一 一 一 ー ー ー ー ー ー ー 一 一 ー 一____

最近は、天気予報 もずいぶん と進化 して、全 国版 だけではなく、 自分の住ん

でい る街単位 での細かい予報を携帯電話に リアルタイムで知 らせ て くれ る

「携帯アメダス1⑱ が普及 してきたので、外出が楽になった。洗濯物 を

濡 らしてしま うことも激減。
一 一

毒

1

一 一

スー パ ー に行 く と、 さっ き 自分 が買 った食 材 で、 どん な メ ニ ュー が作 れ るの

か をア ドバ イ ス して くれ る 「全 廷 の メ ニ ュー指 南 コー ナー 」 ⑲ が 便利 。

2 2馳

また、友達の若 い奥 さんは子供連れでスーパーによく来ているが、子供が急

に 「お しっこ!」 とか言い出 しても、全部GPS付 携帯電話が周囲の施設 を

一発で検索 して くれ るので とても便利 と言っている
。まさにカーナ ビではな

'く 「人ナ ビ」 ⑳ だ と実感
。 この 「人ナ ビ」は、付近を走 るバスの運行状

況な ども随時表示 してくれるので、ぎ りぎりまで時間を効率的に利用 できる。

おかげでバス停 での井戸端会議が ちょっ と減 ってさび しい とい う近所のおば
、

さん もい る け ど。.

ま た 、 この 「人 ナ ビ」 は 夫Aを 使 い 立 て るに も便 利。 買い 忘 れ た品 物 の リス

トを 夫Aの 「人 ナ ビ」 に 送 っ てお け ば 、 自動 で、 それ が ど このお 店 の どこ の

コーナ ー に売 っ て い るの かの 情 報 を添 え て送信 され る ら しい 。

3

●

3

話 は 変 わ るが 、 最 近 リフォ ー ム を考 え て い る。 「立体 リフォ ー ム 見積 も りサ

4 4

'

'

－ L

,

L_に 、 自室の写真 をデー タで送信す ると、 自動的 にデザイン案 と
.

見積 も りが返 信 され て きて 、便利 だ と聞 いた。 一 度使 ってみ よ うと思 う。
______一_____

'

,

←

'

、
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全 員 にお 伺 いし ます 。 」

妻Bさ んの最近の シーンについてお伺 いします 。

質 問57,物 語の中で、あなたが印象 に残 った部分 はどこです か。1～4の うち、あてはまる文 節に○をいくつ でもおつ け

下 さい 。

、

質 問58.で は、不安 、疑問 に感 じる部分 はどこですか。1～4の うち、あてはまる文節 に○をいくつでもおつ け下さい。

妻Bさ んの最近 のシーンにつ いてお伺 いします 。.

質 問59.こ の物語 について、あなたはどのような印象を持ちましたか。(○はいくつでも)

1.お もしろ い8.効 率 的 だ15.疲 れ そ う
A

2.衝 撃 的9.楽 しそ う916.気 持 ち 悪 い

3.期 待できる 、10.誰でもできそう17.プ ライバ シーが 不安 だ

4.便 利だ11.面 倒くさそう18.殺 伐 とした

5.進 化 した12.あ りえ な い19.難 しそ う

6,無 理 がない13.お 金が かか りそう20.す ぐ飽きそう

7,リ アリティがある14,う っとうしい21.悪 用 され そう

22.そ の他()

→

・物語に登場する近未来技術に関してお伺いします。 ∨

説 明 をご 覧 にな っ て 、 質 問 にお 答 え 下 さ い 。

、

'

⑱ 携帯アメダス

各市町村単位での詳細な天気予報データを、中央の

気象庁などを介さずに、各携帯電話が自動で受信し、

表示してくれる:携帯電話の現在位置が変われば、 今

予報エリアも自動で変更 。

また、任意の別のエリアの詳細な天気予報も呼び出せる。
'

÷

質問60、 あなたは、この技 術にどの程度 魅力を感 じますか。(○ は1つ)

ρ

r

1.と ても2.や や'3,ど ち らとも14.あ ま り5.全 く1

魅力を感じる 魅力を感じる いえない1魅 力を感じない 魅力を感じないi

.コ

`

十

質問60で 魅 力を感じない方(「4」または 「5」にOの 方)に お伺 いします。

付問1.魅 力を感じない理 由をお聞かせ 下さい。(○ はいくつ でも)

1.操 作が難 しそう・8,リ アリティがない

2.使 うの が面倒 そう9.つ まらない

3.信 頼性 に不安が ある10.プ ライバシー情 報の 漏洩が 心配

、 4.あ まり便 利さが無 さそう11.悪 用されそう

5.お 金がか かりそう12.殺 伐とした 感じ

6.か っこわるい13.す ぐに飽きて しまいそう

7.目 新 しくない14,そ の他()

一46一
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ll.資 料 編A.1調 査 票

⑲ 今夜 のメニュー 指南 コーナー

スー パーの レジ近 辺 に設置 され たコー ナー に、顧 客登録

しておけば 、今 日買った食材でどんなメニューが作れ る

のか を、レシピつきで案 内してくれ る。過去 のメニュー ・

履歴なども保存 しているので、栄養 やジャンルのバ ランス

も自動 的に判断 してアドバ イスしてくれ る。

質 問61.あ なたは 、この技術 にどの程度 魅力を感 じますか。(○ は1つ)

1.と ても2.や や3 .ど ちらとも 「4あ まり5.全 く1

魅力を感じる 魅力を感じる いえない;魅 力を感じない 魅力を感じないl

rゴ1
▼
質問61で魅力を感じない方(「4」または「5」に○の方)にお伺いします。.

付 問1.魅 力 を感じない理 由をお聞かせ 下さい。(○ はいくっ でも)

1.操 作が 難しそう8.リ アリティがない

2.使 うのが 面倒 そう9.つ まらない

3.信 頼性 に不 安 がある10.プ ライバシー情 報の漏 洩 が心配

4.あ まり便 利さが 無さそう.11.悪 用 され そう

5、お金 がか かりそう12.殺 伐 とした感じ

6.か っこわ るい13.す ぐに飽きてしまいそう

7.目 新 しくない14.そ の他()

⑳ 人ナビ

GPS機 能を装備 した携 帯電話 などに、カーナ ビゲー ション

システムの人間版のようなソフトを導入することで、'

人間が歩いて移動するする場合を想定した各種ルート案内

や施設情報提供などを行なえる。

また、他 の人 が持 っている「人 ナビ」と通信 することで、互い

の位置情報や施設情報を交換利用することもできる。

質問62.あ なたは、この技 術 にどの程度魅 力を感 じますか。(○ は1つ)

1.と ても2や や3,ど ちらとも 「4あ まり5全 く1

魅 力を感じる 魅 力を感 じる いえない1魅 力を感じない 魅力を感じない1

.ゴ

▼

質問62で 魅 力を感 じない方(「4」または「5」にOの 方)に お伺 いします 。

付問1,魅 力を感 じない理 由をお聞かせ 下さい。(○ は いくつでも)

1.操 作 が難 しそう8 .リ ア リティがない

2.使 うのが 面倒 そう9.つ まらない

3.信 頼 性に不 安が ある10.プ ライバシー情 報の漏 洩 が心配

4,あ まり便 利さが無さそう 月.悪 用 され そう

5.お 金が かか りそう12.殺 伐 とした感じ

6.か っこわ るい13.す ぐに飽きてしまいそう

7.目 新 しくない14.そ の他()
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立体 リフォー ム見積 もりサ イト

工務店などが共同で運 営するリフォーム ・シミュレーション

のサービスで、間 取 り図と画像情報 を送信 しておけば、

正確なリフォーム ・プランを立体 で返信 し、かつそれ に

かかるコストも見積もってくれる。高齢 化社 会 の進展などに

対応 した新しい住 まいの 提案を推進する。

質 問63,あ なたは 、この技術 にどの程度 魅力を感 じます か。

とても,や や.ど ちらとも

魅 力を感 じる.魅 力を感じる 、 いえない

あまり

魅力を感じない

全く

魅力を感じない

▼

質問63で 魅 力を感 じない方(「4」また は「5」にOの 方)に お伺い します 。

付問L魅 力を感 じない理 由をお聞かせ 下さい。(○ はいくつでも)

操作が 難しそう..リ アリティがない

使うのが面倒 そう ・.つ まらない

信頼性 に不安 がある10.プ ライバシー情 報の 漏洩が 心配

あまり便利 さが 無さそう11.悪 用され そう

お金が かか りそう12.殺 伐とした感じ

かっこわるい13.す ぐに飽きてしまいそう

目新 しくない14.そ の他(

一48一
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皿.資 料編A.1調 査 票

全 員 にお 伺 い しま す 。

質 問64.以 下 に挙げているものは 、近未 来のオンラインショッピングで利用可能 になると思 われる新しい技 術です。あなたはど
の程度 「便利 」だと思いますか。(○は1つ ず っ)

1.と ても2.ど ちらかといえば3.ど ちらとも

便 利だと思う 便利 だと思 う いえない

4.ど ちらか といえぱ5.全 く

便 利とは思 わない 便利とは思 わない

B の の虹 のバ ーン 正 こ して で して

1.と ても2.ど ちらかといえぱ3 .ど ちらとも

便 利だと思 う 便利 だと思 う いえない

4.ど ちらか といえば5.全 く

便 利とは思わない 便利とは思わ ない

、こ い の セ の ン

1.と ても2.ど ちらか とい えば3.ど ちらとも

便利 だと思う 便 利だと思う いえない

4.ど ちらかといえば5.全 く

便利 とは思わない 便 利とは思わ ない

DiEt'こ い で の の し で して

1.と ても2.ど ちらか といえば3.ど ちらとも

便利だと思う 便 利だと思 う いえない

4.ど ちらか といえば5,全 く

便利とは思 わない 便利とは思 わない

Eき わめて小さいICチ ップに個 人情報 を登録 してお いて、薄 いカー ドなどにそれ を内蔵 させ てお くことで、
々 スムーズ こ.

1.と ても2.ど ちらかといえば3。 どちらとも

便 利だと思 う 便利 だと思 う いえない

4.ど ちらか といえば5,全 く

便利とは思わ ない 便利とは思わ ない

FAよ は か こ い で のクセ し で の言 コ して

1.と ても2.ど ちらかといえば3.ど ちらとも

便利 だと思 う 便利だと思う いえない

4.ど ちらかといえば5.全 く

便 利とは思わ ない 便利とは思わ ない

質 問65.質 問64に 挙げられているような新 しい技術を用いたオンライン・ショッピングのサ ービスが近い将 来に登場 したと

仮定 して、あなたはそれらを利 用してみたいと思 いますか。(○は1つ)

1.と ても

利用したい

2.ど ちらか といえば3.ど ちらとも

利用したい いえない

4.ど ちらかとい えば5.全 く

利用 したくない 利 用したくない

一49一
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質問66.以 下に挙げるような近未 来の情報 化社会 について、あなたはどのようにお 考えです か。項 目それぞれ について

お答え下さい。(○は1つ ず っ)

12

そう思う そう思わない

Aど んな所でも便利にインターネットに接続できるようになれ ばすばらしい 12

.

B現 金をつかわず、ほとんどの買い物を電子マネーで済ませられるようになれば良い 12

Cい つも自分の情報をデジタル技術が管理してくれる社会は便利だと思う 」2

D情 報化社会は、人間の 自由を拡大してくれると思う 1.2

1

E今 のPCや モバイル機器は、必ずしも使い勝手が良い機器ではない 12

Fも っと人間的な操作ができる機器 やサニビスが充実してほしい

」メ

12

.

G技 術ばかりが先行して、'かえって複雑な社会になっている気がする 12

H使 う側の意見を最優先した技術開発を進めて欲しい 12

1情 報化社会の進展によって、生活が豊かになってゆくのはすばらしい 12
'

J電 磁波は人体に大きな悪影響を与えるので電磁波ゼロの機器を開発してほしい 1」2

K行 政サービスなどは、はやくデジタル化されてほしい
'・121

L公 蝉 業に国家予算額 肯 よりも結 報{ヒ社会の進展に使・てほしい
.

12

L

M企 業同士が無駄に競争するよりも、協調して使いやすい統二規格を作ってほしい 12

N情 報通信の技術をたくさんの産業が安価で簡単に利用できる環境ができてほしい ・ 1.2

O今 後ももっと多くのデジタル機器を便利に使いこなせる社会が来てほしい

」、

12

P自 分で操作しなくても、人間の感覚を読みとって、自動で認識してくれる機械が欲しい 12
「

質 問67.あ なたは、『あなたの個人情 報や財 産 に関する情報 』は、どのような形 で管理 されるのが最も良 いと思いますか。(
○は1つ)

'

1,・今までどおり、紙の 書類 や紙幣 をベースにして、,役所や 銀行が 管理す る形でよい

2.た くさんの企業 や役所 が分 散してデジタルデータで管理 する形 がよい、

-3 .す べての 自分の情 報が統 一規 格のデジタルデータで保 管され 、信頼 できる機関 にようて'
一 元管理されるのが よい 、

4.デ ジタルデータと従 来の紙 の書類 の両 方で管理し、面倒でもその都度 照合す る形が よい

5.す べての 自分の 情報 が統一規 格の デジタルデータで保管され 、自分 自身 が保 持できる1Cカードなどで
.,

管理するのがよい 「

P

、

,「 、
「a ,

AA'

一

'

.
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E.資 料編A.1調 査 票

質問68.現 在、ご家庭でご利 用 になっているインターネソトの回線をお 知らせ 下さい。(○はいくつでも)

1.ア ナ ログ回線

2.一 般 のISDN回 線(ダ イヤル アップ型)

3.マ ンション等 であらか じめ一 括 契約

,しているデ ジタル回線

4.ケ ー ブルTV

5.ADSLな ど、その 他のデジタル回線

6.携 帯 電話(PHSを 含 む)を パソコンに接 続して利用

7.専 用 回線

8.ワ イヤレスLANや ブルー トゥー ス

9.PHSで のデータ通 信接 続

●

質問69.以 下 の情 報機 器について、これ から5年 後、あなたはご自身 の利用 状態をどの程度 「充 実させ たい」と

お考 えですか。(○ は1つ ずつ)

Aパ ソコン

1.と ても2.ど ちらかといえば3.ど ちらとも4.あ まり5.全 く

充実 させたい 充実させたい いえない 充実させたくない 充 実させたくない

BTV

1.と ても2.ど ちらかといえば3.ど ちらとも

充実 させたい 充実させたい いえない

4.あ まり5.全 く

充実させたくない 充 実させたくない

⌒

1.と ても

充実させたい

2.ど ちらかといえば3.ど ちらとも

充実させたい いえない

4.あ まり5.全 く

充実させたくない 充 実させたくない

DPDA(携 帯情報端末)

1.と ても2.ど ちらかといえば3.ど ちらとも

充実 させたい 充実させたい いえない

4.あ まL).5.全 く

充実させたくない 充 実させたくない

質問70.あ なたは、ご自分 でWebペ ー ジを作って、そこで 「商売 」をしてみたいと思 われ ますか。(○は1つ)

質問70で 「商 売」をしてみた い方(「1」にOの 方のみ)に お伺 いします。

付問1.「 商売」を始 めるとして、障害 になるものはどのようなことですか。(○はいくつ でも)

電子 マネーの システム をどうやって構築 してよいのかわ からない

申し込みフォーム をどう作ってよいの かわ からない

どの 程度の 申 し込み が来 るのか が予 測できなくて困る

4.本 当にユー ザーが お金 を入 金してくれるのかどうか信 用できない

毎 日、責 任をもって管理 ・対 応 してゆける自信がない

システム構築 にお金がか かってしまうの では「商 売」自体の儲 けが なく、意 味が 無い

どんなふ うにして告知 し、宣 伝すれ ばよいのかが分 からない

電話 やFAXを 使 った普通 の方法 よりもどこが優 れているのかわか らない

売 りたい商品 やサー ビスをどうやってWebペ ー ジに表現 してよいの かわ からない

10.ユ ーザー にとって使い勝 手の 良いシステムが どんな形なのかが 分か らない

11.そ の他(

一51一

一199一





皿.資 料編A.2集 計結 果

互資 料 編A.2集 計 結 果

図4.1-1回 答 者 の 性 別 と未 婚 ・既 婚 の 割 合(人)

計 男 性 一 女性
未婚 400 72 42

既婚 229 157 129

図4.1-2回 答 者 の 年 齢 分 布(人)

20～

24才

25～

29才

30～

34才

35～

39才

40～

44才

45～

49才

50～

54才

55～

59才

60才

以上
合計 11 22.3 14 15.5 12.3 6.5 13.5 3.5 1.5

男性 8.7 20.1 12.7 15.7 12.7 7.4 16.2 3.9 2.6

女性 14 25.1 15.8 15.2 11.7 5.3 9.9 2.9 0

図4.1-3回 答 者 の 職 業(%)

事務系

会社員

技術系

会社員

営業系

会社員

労務系

会社員

経営

管理職

商工

自営
自由業 学生

専業

主婦
合計 19.5 19 6.8 2 4.8 5 3.3 6 17.5

男性 25.8 30.6 10.5 3.1 8.3 8.7 5.2 ＼5.7 0

女性 11.1 3.5 1.8 0.6 0 0 0.6 6.4 40:9

有職

主婦
無職 そ の他

14.8 0.3 1.3

0 0.4 1.7

34.5 0 0.6

図4.1-4回 答者 の利用情 報機器(複 数回答%)

デ ス ク トップ

パ ソ コ ン

ノー トブ ッ ク

パ ソ コン
PDA 携帯電話

合計 86 56.5 11.3 86

男性 90.8 65.1 17.5 89.5

女性 79.5 45 2.9 81.3

図4.1-5パ ソ コ ン を利 用 した イ ン ター ネ ッ ト利 用 時 間(%)

30時 間

以上

29～25

時 間

24～20

時 間

19～15

時 間

14～10

時 間

9～5

時 間

4～1

時 間

1時 間

未満
合計 29 2.5 14 11.8 19.3 15.5 7.5 0.5

男性 34.9 2.2 17.5 9.2 18.3 12.7 4.8 0.4

女性 21.1 2.9 9.4 15.2 20.5 19.3 11.1 0.6
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図4.仁6パ ソ コ ン での イ ン ター ネ ッ トの 習 熟 度(%)
'
よ く使 い こ な

せ て い る

やや使 い こな

せ てい る

どち らとも

い えない

あ ま り使 い

こなせ てい ない

ほ とん ど使い

こなせ ていない

合計 32.5 49.3
'

11.8 6 0.5

男性 42.8 44.1 10 2.6 0.4

女性 18.7 56.1 14 10.5 0.6

肯定計 中立 否定計 平均

〉

81.8 11.8 6.5 4.07

86.9 10 3.1 4.26

74.9 14 11.1 3.82

図4.仁7携 帯電 話 を利用 したイ ンター ネ ッ ト利用 時間(%)

30時 間

以上

29～25

時 間

24～20

時 間

19～15

時 間

14～10

時 間

9～5

時 間

4～1

時 間

1時 間

未満

合計 2.3 0.3 0.6 1.5 2.6 3.8 15.4 42.7

男性 ・2
.4 0 0 1 3.4 2.9 18 、37.6

＼

女性 2.2 0.7 1.4 2.2 1.4 5 11.5 50.4

図4.1-8携 帯 電 話 の 習 熟 度(%)

よ く使 い こな

せ てい る

やや使 い こな

せ てい る

どち らとも

い えない

あま り使 い

こなせ ていな い

ほ とん ど使 い

こなせて いない

合計 16.6 34 20.9 25.6 2.9

男性 20 31.2 19 25.4 4.4

女性 11.5 38.1 23.7 25.'9 0.7

肯定計 中立 否定計 平均

～

50.6 20.9 28.5 3.36

51.2 19 29.8 3.37

49.6 23.7 26.6 3.34
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ll.資 料 編A.2集 計 結 果

図4.2-1オ ン ラ イ ン シ ョ ッ ピ ン グ の購 入 回 数(o/o)

'

1回 2～3回 4～5回 6～9回
10回

以 上.

購i入 した

こ とは な い

合計 10.3 26 16・ 12.3 30.3 5.3

男性 11.8 26.2 16.2 8.7 30.1 7、

女性 8.2 25.7 15.8 17 30.4 2.9

図4.2-2オ ン ラ イ ン シ ョ ッ ピ ング の1回 あた りの購 入 金 額(総 件 数 平 均%)

千円

未満

千 一

5千 円

5千 一

1万 円

1万 一

3万 円

3万 一

5万 円

5万 一

10万 円

10万 一

20万 円

20万 円

以 上

合計 5.8 27.4 26.7 21.4 7.5 4.3 3.4 3.6

男性 4.9 25.4 27.2 20.6 8.2 4.9 、3.3 5.4

女性 6.8 29.8 26.2 22.2' 6.6 3.4 3.4 1.5

図4.2-3携 帯電話 を利用 したオ ンライ ンシ ョッ ピングの購入 回数(%)

1回
2～3

回

4～5

回

6～ 、9

回

10回

以上

ア クセ ス

しただ け

購入 した

ことはない

合計 5.3 2 0 0 1 1.5 90.3

男性 6.6 1.7 0 0 0.9 1.7 89.1

女性 3.5 2.3 0 0 1.2 1.2 91.8

図4.2-4オ ンラ イン シ ョッピングで購 入 した商 品(総 件 数合計%)

日常的な

食品

産地直

送品
衣類

家 具 ・'寝

具
電化製品 化粧品 宝石 書籍

合計 7.9 7.9 9.4 2.1 9.4 4.1 0.2 9.8

男性 5.8 7.2 4.5 1.9 14.8 0.8 0.2 12.2

女性 10.5 8.8 15.2 2.4 2.9 8.1 0.2 7.1

CD・ ビ

デ オ

パ ソ コ ン

ソ フ トや

ゲ ー ム

健康器具
キ ッチ ン

用品

株 ・生損

保等の金

融商品

コ ン サ ー

ト等 の チ

ケ ッ ト

航空券や

旅行券の
予約や支

払い

海外の商

品

4.4 5.5 1 0.7 4.5 4.1 8.1 1.1

6 8.2 0.8 0.2 5.4 4.9 8.7 1.6

2.4 2.2 1.2 1.2 3.4 3.2 7.3 0.5

新 車の自

動車

中古の 自

動車

ホテルや

旅館 の予

約や支払

い

ス キ ー の

リ フ ト券

映画館の
入場券

、

高速道路
の回数券

医薬品

ヒ ッ ト曲

を デ ー タ

で 配 信

0.1 0.2 5.6 0 0.1 0.1 2.7 0.1

0.2 0.2 5.4 0 0 0 1.9 0

0 0.2 5.9 0 0.2 0.2 3.7 0.2

レス トラ

ン等の食

事券

割 引 券 ・

ク ー ポ ン

券

ペ ッ ト用

品
その他

`

0.2 1.6 0.4 8.5

0.2 1.2 0.2 7.4

0.2 2 0.7 9.8
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図4.2-5オ ンライ ンシ ョッ ピングに おける情報収 集段階 での不安 ・問題(%)

ど こ を 探 せ ば

買 え るの か が

分か りに くい

買 え る の か 情

報 提 供 な の か

判断 しに くい

価 格 が 割 高 か

割 安 か 判 断 し

にくか った

仕 様 や 性 能 の

情 報 提 供 が 十

分で ない

基 礎 的 な 情 報

が 提 供 され て

いなか った

合計 7.9 4.3 16.3 7.7 3.2

男性 8.2 4.1 15.5 8.2 2.7

女性 7.6 4.4 17.4 7.1 3.9

写 真 が 不 鮮 明

で 良 し悪 しが
、

判断 しにくい

最 新 情 報 な の

か 告 知 され て

いない

悪 徳 な 業 者 で

は な い か と不

安 になった

そ の 時 に利 用

可 能 な の か 十

分でない

意 図 せ ぬ サ イ

トに 自動 接 続

され てい る

6 2.1 10.3 3.8 1.6

4.5 2.3 10.1 3.7 1.4

、7.8 2 10.5 3.9 1.7
、

画 面 上 購 入 に

進 め る の か 分

か りに くい

表 示 され て い

る文 章 が 読 み

に くい

不 要 な バ ナ ー

広 告 が 沢 山 あ ,

って 戸惑 った

その他 ひ とつ もない

4.9 1.3 2.5 3.9 52.5

5.4 2.1 3.7 4.5 51.1

4.4 0.5 1 3.2 54

図4.2-6オ ンライ ンシ ョッピングに おける手続 き段階 での不安 ・問題(%)

購 入 以 前 に 会

員 登 録 で 面 倒

だった

購 入 に直 接 関

係 ない個 人 情

報を入力

電 話 番 号 が 他

に 漏 洩 す る の

でないか

文 字 入 力 が 全

角 か 半 角 か 分

か らない

申 し込 み 画 面

が 重 く表 示 動

作が不安定

合計 14.5 8.1 16.8 1.9 3.9

男性 14.4 7.2 14.2 2.3 4.5

女性 14.7 9 19.8 1.5 3.2

会 員 番 号 を い

ち い ち 入 力 さ

せ られる

申 し込 み 完 了

か ど うか 確 認

で きない

取 り消 しや 変

更 な どが で き

ない

カ ー ド番 号 が

他 に 漏 洩 す る

のではないか

返 品 や 購 入 後

の 問 い 合 わ せ

先が不明

6.3 4.5 2.5 16.2 2.8

6.4 4.3 2.7 17.1 2.9

6.1 4.6 2.2 15.2 2.7

商 品 名 個 数 が

入 力 され て い

て紛 らわ しい

続 け て 購 入 の

時 一 括 処 理 出

来 るのか

プ ラ イ バ シ ー

ポ リ シ ー 明 示

され て い な い

その他 ひ とつ もな い

1.3 1.3 2.2 3.2 54

1.6 1 2.1 3.5 54.6

1 1.7 2.4 2.9 53.3
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il.資 料編A.2集 計結 果

図4.2-7オ ン ラ イ ン シ ョッ ピン グ に お け る商 品 入 手 段 階 で の 不 安 ・問 題(%)

い つ 商 品 が 届

くの か が 分 か

らない

告 知 よ り も 実 、

際 商 品 が 届 く

の が遅 か っ た

商 品 に破 損 が

あ っ た り注 文

違いがあった

返 品 の 仕 方 が

わ か ら な い 返

品できない

料 金 の 請 求 に

間 違 い が あ っ

た

合計 15.9 3.1 1 0.8 0.6

男性 17.9 3.3 1.2 1 0.6

女性 13.4 2.9 0.7 0.5 0.5

違 う もの が 送

られてきた

注 文 の 個 数 に

間 違 い が あ っ

た

商 品 や サ ー ビ

ス の イ メ ー ジ

が違 った

申 し込 ん だ 予

約 が通 っ て い

なか った

自分 の 個 人 情

報 が 漏 れ て い

る疑いがある

0.3 0.7 4.5 0.6 1.5

0.4' 1 3.3 0.4 1.6

0.2 0.2 5.9 0.7 1.2

業 者 が 自分 の

カ ー ド番 号 を

知っている

トラ ブ ル の 問

い 合 わ せ 先 が

わか りにくい

その他 ひ とつ もな い

3.7 2.9 3.9 68.1

5.2 2.5 3.5 66.4

2 3.4 4.4 70.2

図4.2-8オ ン ラ イ ン シ ョ ッ ピ ング の 利 便 性(%)

とて も利便性

を感 じた

やや利便性を

感 じた

どち らともい

えない

あま り利便 性 を

感 じなか った

全 く利便性 を

感 じなか った

合計 62.6 30.5 5.5 1.3 0

男性 60.4 31.8 6 1.9 0

女性 65.3 29.1 4.9 0.7 0

肯定計 中立 否定計

93.2 5.5 1.3

92.2 6 1.9

94.4 4.9 0.7

図4.2-9オ ン ラ イ ン シ ョ ッ ピ ン グの 満 足 度(%)

とて も

満 足 した
やや満足 した

どち らとも

い えない

あま り

満 足 しなか った

全 く

満 足 しなか った

合計 49.6 41.2 6.4 .2.3 0.6

男性 48.7 41.9 6.2 2.7 0.6

女性 50.6 40.3 6.6 2 0.5

肯定計 中立 否定計

▲

90.7 6.4 2.9

90.5 6.2 3.3

91 6.6 2.4
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図4.2-10オ ン ラ イ ン シ ョッ ピン グ で 今 後 、 購 入 した い商 品(%)

日常的 な

食 品

産地直送

品
衣類

家 具 ・寝

具
電化製品 化粧品 宝石 書籍

合計 27.6 46.2 28.8 14.5 31.7 14.8 1.5 42.4

男性 21.8 41.5 18.1 10.1 40.4 3.2 0 48.4

女性 34.6 51.9 41.7 19.9 21.2 28.8 3.2 35.3

CD・ ビ

デ オ

パ ソ コ ン

ソ フ トや

ゲ ー ム

健康器具
・

キッチン

用品

株 ・生損

保等の金

融商品

コ ン サ ー

ト等 の チ

ケ ッ ト

航空券や

旅行券の

予約や支
払い

海 外 の 商

,品

27.9 30.5 7 11 22.1 32.3 54.4 16

32.4 38.8 4.8 3.7 27.7 31.9 54.8 12.8

22.4 20.5 9.6 19.9 15.4 32.7 53.8 19.9

新車の 自

動車

中古 の自

動車

ホテルや

旅館 の予

約や支払

い

ス キ ー の

リ フ ト券

映画館の

入場券

高速道路
の回数券

医薬品

ヒ ッ ト曲

を デ ー タ

で 配 信

0.9 2.6 45.9 7 14.2 5.5 8.1 13.1

0.5 3.7 41 6.4 12.8 3.7 5.3 12.2

1.3 1.3 51.9 7.7 16 7.7 11.5 14.1

レス トラ

ン等の食

事券

割 引 券 ・

ク ー ポ ン

券

ペ ッ ト用

品
その他

11.6 34.6 一6 .1 3.8

10.6 31.9
"

2.1 2.7

12.8 37.8 10.9 5.1

図4.2-11オ ン ラ イ ン シ ョッ ピン グ の 今 後 の 利 用 意 向(%)

とても利用 したい
どち らか と い

え}訴1↓用した い

どち らとも

い えない

どち らか とい

えば利 用 した

くない

全 く利 用 した

くない

合計 41.5 44.5 10 3.8 0.3

男性 39.7 42.4 13.1 4.4 0.4

女性 43.9 47.4・ 5.8 2.9 0

肯定計 中立 否定計

86 10 4

82.1 13.1 4.『8

91.2 5.8 2.9

図4.2-12オ ンライ ンシ ョッピングの今 後の 利用希 望回数(回/月%)

1直| 2回 3回 4回 以上 無回答

合計 50.3 28.2 10.2 9.6 1.7

男性 51.1 26.6 9 11.2 2.1

女性 49.4 30.1 11.5 7.7 1.3
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ll.資 料 編A.2集 計 結 果

図4.2-13オ ン ライ ン シ ョ ッ ピ ン グ の今 後 の1回 あ た り想 定 購 入 金 額(%)

5千 円

未満

5千 円一

1万 円

1万 一

1万5千 円

1万5千

円以上
無回答

合計 16.3 38.4 33.7 9 2.6

男性 10.1 35.1 39.4 12.2 3.2

女性 23.7 42.3 26.9 5.1 1.9

図4.2-14携 帯 電話 を利用 したオ ンライ ンシ ョッ ピングの今 後の利 用意向(%)

とて も利用

したい

どち らか とい

えば利用

したい

どち らとも

い えない

どち らか とい

えば利用

した くない

全 く利 用

した くない

合計 5 12 27.3 29 26.8

男性 5.7 15.7 29.3 25.3 24

女性 4.1 7 24.6 33.9 30.4

肯定計 中立 否定計 {

17 27.3 55.8

21.4 29.3 49.3

11.1 24.6 64.3

図4.2-15オ ンラ イ ン シ ョ ッ ピ ン グの 購 入 中 止 経 験(96)

はい いい え

合計 27 73

男性 27.5 72.5

女性 26.3 73.7
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図4.2-16オ ン ライ ン シ ョッ ピ ング で 購 入 中 止 した 商 品 く%)

日常的な

食品

産地直送

品
衣類

家 具 ・寝

具
電化製品 化粧品 宝石 書籍

合計 6.2 7.7 11.5 0 15.4 3.1 0.8 3.8

男性 5.2 6.5 6.5 0 20.8 1.3 0 3.9

女性 7.5 9.4 18.9 0 7.5 . 5.7 1.9 3.8

CD・ ビ

デ オ

パ ソ コ ン

ソ フ トや

ゲ ー ム

健康器具
キッチン

用品

株 ・生損

保等 の金

融商品

コ ン サ ー

ト等 の チ

ケ ッ ト

航空券や

旅行券の
予約や支

払い

海外の商

品

5.4 4.6 2.3 0.8 4.6 4.6 6.9 2.3

9.1 7.8 2.6 0 5.2 5.2 3.9 2.6

0 0 1.9 1.9 3.8 3.8 11.3 1.9

新車の 自

動車
、

中古の 自

動車

ホテルや

旅館の予

約や支払

い

ス キ ー の

リ フ ト券

映画館の

入場券
高速道路
の回数券

医薬品

ヒッ ト曲

をデー タ

で配信

0..8 2.3 6.2 0 0.8 0 0.8 2.3

1.3 3.9 2.6 0 0 0 1.3 2.6

0 0 11.3 0 1.9 0 0 1.9

レス トラ

ン等 の食

事券

割 引 券 ・

ク ー ポ ン

券

ペ ッ ト用

品
その他

「

メ

0 0 0.8 6.2

0 0 .0 7.8

0 0 1.9 3.8

図4.2-17オ ンライ ンシ ョッ ピングの情報 収集段階 での購 入 中止 理 由(%)

ど こ を探 せ ば

買 え る の か が

分か りにくい

買 え る の か 情

報 提 供 な の か

判断 しにくい

価格 が 割 高 か

割 安 か 判 断 し

に くかった

仕 様 や性 能 の

情 報 提 供 が 十

分でない

基 礎 的 な 情 報

が提 供 され て

いなかった

合計 8.5 13.8 33.8 20.8 8.5

男性 11.7 15.6 35.1 20.8 7.8
'女 性

3.8 11.3 32.1 20.8 9.4

写 真 が 不 鮮 明

で 良 し悪 しが

判断 しに くい

最 新 情 報 な の

か 告 知 され て

いない

悪 徳 な 業 者 で

は な い か と不

安になった

そ の 時 に 利 用

可 能 な の か 十

分でない

意 図 せ ぬ サ イ

トに 自動 接 続

されてい る

10.8 4.6 20.8 14.6 3.8

9.1 6.5 28.6 16.9 6.5

13.2 1.9 9.4 11.3 0

画 面 上購 入 に

進 め るの か 分

か りに くい

表 示 され て い

る文 章 が 読 み

に くい

不 要 な バ ナ ー

広 告 が 沢 山 あ

って戸惑った

その他 ひ とつ もな い

6.9 2.3 1.5 8.5 14.6

7.8 2.6 2.6 6.5 13

5.7 1.9 0 11.3 17
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1.資 料編A.2集 計 結 果

図4.2-18オ ン ラ イ ン シ ョ ッ ピ ン グ の 手 続 き段 階 で の 中 止 理 由(%)

購 入 以 前 に 会

員 登 録 で 面 倒

だった

購 入 に 直 接 関

係 な い 個 人 情

報を入力

電 話 番 号 が 他

に 漏 洩 す る の

でないか

文 字 入 力 が 全

角 か 半 角 か 分

か らない

申 し込 み 画 面

が 重 く表 示 動

作が不安定
合計 14.5 8.1 16.8 1.9 3.9

男性 14.4 7.2 14.2 2.3 4.5

女性 14.7 9 19.8 1.5 3.2

会 員 番 号 を い

ち い ち 入 力 さ

せ られ る

申 し込 み 完 了

か ど うか 確 認

できない

取 り消 しや 変

更 な どが で き

ない

カ ー ド番 号 が

他 に 漏 洩 す る

のではないか

返 品 や 購 入 後

の 問 い 合 わ せ

先 が不明
6.3 .4.5 2.5 16.2 2.8

6.4 4.3 2.7 17.1 2.9

6.1 4.6 2.2 15.2 2.7

商 品 名 個数 が

入 力 され て い

て紛 らわ しい

続 け て 購 入 の

時 一 括 処 理 出

来 るのか

プ ラ イ バ シ ー

ポ リ シ ー 明 示

され て い ない

その他 ひ とつ も ない

1.3 1.3 2.2 3.2 54

1.6 1 2.1 3.5 54.6

1 L7 2.4 2.9 53.3

図4.2-19オ ン ラ イ ン シ ョ ッ ピ ング を今 後 も利 用 した くな い理 由(96)

あ ま りに も

簡 単で便 利

だ と不安 に

な る

パ ソ コ ン で

の 通 信 サ ー

ビ ス が 不 安

定

画 面や ボ タ

ンが小 さい

ので操 作が

複雑

街角や 移動

中に複 雑 な

行 為 を した

くない

今 まで通 り

店頭 で その

都度 払 えば
いい

日本 国 内で

しか使 えな

い

合計 12.5 37.5 0 0 56.3 0

男性 9.1 45.5 0 0 54.5 0

女性 20 20 0 0 60 0

自分 の買 い

たい もの が

ない と思 う

そ もそ もパ

ソ コ ン の こ

とを 信 用 で

きな い

個 人 情報 が

漏 洩 しそ う

だか ら

悪徳 な 業者

が多 くイメ
ー ジが 良 く

ない

その他

6.3 12.5 75 25 6.3
'

0 18.2 81.8 36.4 0

20 0 60 0 20
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図4.2-20携 帯電話を利用 したオンラインシ ョッピングを今後も利用 したくない理由(%)

あま りに も

簡 単で便 利

だ と不 安 に

な る

パ ソ コ ン で

の 通 信 サ ー

ビ ス が 不 安

定

画面 や ボ タ

ン が小 さい

の で操作 が

複雑

街 角や 移動

中 に複 雑 な

行 為 を した

くない

今 まで 通 り

店頭 でそ の

都 度払 えば
いい

日本 国 内で

しか使 え な

い

合計 11.2 31.4 51.1 29.1 13 0.9

男性 13.3 32.7 47.8 30.1 15.9 0.9

女性 9.1 30 54.5 28.2 10 0.9

自分 の 買 い

た い も の が

ない と思 う

そ も そ もパ

ソ コ ンの こ

と を信 用 で

き な い

個 人情 報 が

漏 洩 しそ う

だか ら

悪徳 な業者

が多 くイ メ
ー ジが良 く

ない

その他

7.6 9.4 22 17.9 27.4

9.7 8.8 19.5 17.7 25.7

_5.5 10 24.5
'18

.2 29.1

図'5.1-1朝 の シ ー ン

お も し ろ

い .

衝撃的 期 待 で き

る

便利だ 進化 した 無 理 が な

い

リ ア リ テ

ィが あ る

効率的だ

合計 31.0 8.5 27.3 56.3 45.3 2.3 16.3 38.5

男性 31.4 5.7 28.4 56.3 35.4 2.2 21.8 36.7

女性 30.4 12.3 25.7 56.1 58.5 2.3 8.8 40.9

楽 しそ う 誰 で も で

きそ う

面 倒 く さ

そ う

あ り え な

い

お 金 が か

か りそ う

う っ と う

しい

疲れそ う
、

気 持 ち 悪

い

10.0 7.O 5.5 5.3 35.5 4.5 10.5 1.8

9.2 8.3 6.1 4.4 39.3 5.2 11.4 2.2

11.1 5.3 4.7 6.4 30.4 3.5
、

9.4 1.2

プ ラ イ バ

シ ー が 不

安だ

殺 伐 と し

そ う

難 しそ う す ぐ 飽 き

そ う

悪 用 さ れ

そ う

その他 ひ と つ も

な い

'

32.8 7.3 5.8 3.5 22.5 3.0 0.5

31.0 5.7 5.2 4.8 19.7 3.1 0.4

35.1 9.4 6.4 1.8 26.3 2.9 0.6

図5.1-2電 子 ペ ー パ ー 新 聞

とて も 魅 力 を

感 じる

や や魅力 を感

じる

ど ち ら と も い

え ない

あま り魅 力 を感

じない

全 く魅 力 を 感

じない

合計 25.3 34.0 12.8 24.0 4.0

男性 32.8 28.8 11.4 21.0 6.1

女性 15.2 40.9 14.6 28.1 1.2

肯定計 中立 否定計

59.3 12.8 28.0

61.6 11.4 27.1

56.1 14.6 29.2
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E.資 料 編A.2集 計結 果

図5、1-3携 帯 電 話 ボ イ ス ・ワ ー プ ロ

と て も 魅 力 を

感 じる

や や魅 力 を感

じる

ど ち ら と も い

え ない

あ ま り魅 力 を感

じない

全 く魅 力 を 感

じない

合計
'24

.3 39.8 15.0 17.0 4.0

男性 26.6 37.6 15.7 15.3 4.8

女性 21.1 42.7 14.0 19.3 2.9

肯定計 中立 否定計
64.0 15.0 21.0

64.2 15.7 20.1

63.7 14.0 22.2

図5.1-4携 帯 電 話GPS

と て も魅 力 を

感 じる

やや 魅力 を感

じる

ど ち ら と も い

え ない

あ ま り魅 力 を感

じない

全 く魅 力 を 感

じない

合計 35.8 45.3 11.5 5.5 2.0

男性 37.6
F

.43 .7 10.5 5.2 3.1

女性 33.3 47.4 12.9 5.8 0.6

肯定計 中立 否定計

81.0 11.5 7.5

81.2 10.5 8.3

80.7 12.9 6.4

図5.1-5携 帯 電 話 とテ レ ビ との シ ン ク ロ

と て も魅 力 を

感 じる

やや 魅力 を感

じる

ど ち ら と も い

え ない

あ ま り魅 力 を感

じない

全 く魅 力 を感

じない

合計 21.0 31.5 21.0 21.5 5.0

男性 20.5 31.9 18.8 21.8 7.0

女性 21.6 31.0 24.0 21.1 2.3

肯定計 中立 否定計

52.5 21.0 26.5

52.4 18.8 28.8

52.6 24 23.4

図5.1-6車 の 多 目的 セ ンサ ー

と て も魅 力 を

感 じる

や や魅 力 を感

じる

ど ち ら と も い

えな い

あ ま り魅 力 を感

じない

全 く魅 力 を 感

じない

合計 35.5 42.8 11.8 7.8 2.3

男性 34.9 40.6 11.8 10.0 2.6

女性
'36

.3 45.6 11.7 4.7 1.8

肯定計 中立 否定計
78.3 11.8 10.0

75.5 11.8 12.7

81.9 11.7 6.4
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図5.1-7個 人 情 報 管 理

と て も魅 力 を

感 じる

やや魅 力 を感

じる

ど ち ら と も い

え ない

あ ま り魅 力 を感

じない

全 く 魅 力 を感

じない

合計 16.0 23.8 17.5 34.8 8.0

男性 16.2 26.6 17.0 31.0 9.2

女性 15.8 19.9 18.1 39.8 6.4

肯定計 中立 否定計
39.8 17.5 42.8

42.8 17.0 40.2

35.7 18.1 46.2

図5,1-8交 通 機 関 で の シ ー ン

お も しろい 衝撃的 期待 で き

る

便利だ 進化 した 無 理 が

ない

リア リテ ィ

が あ る

効 率 的

だ

合計 29.5 9.5 32.5 52.0 41.3 4.3 12.8 28.5

男性 32.3 ・7:9 32.8 53.7 34.5 6.1 17.5 27.5

女性 25.7 11.7 32.2 49.7 50.3 1.8 6.4 29.8

楽 しそ う 誰 で も で

きそ う

面 倒 く さ

そ う

あ りえ な

い

お 金 が かか

りそ う

う っ と

う しい

疲れそ う 気 持 ち

悪い

11.0 6.0 6.8 5.3 30.0 5.5 21.8 6.0

9.6 8.7 7.9 4.4 29.3 5.2 21.8 7.4

12.9 2.3 5.3 6.4 31.0 5.8 21.6 4.1

プ ラ イ バ シ ー

が不安だ

殺 伐 と し

そ う

難 しそ う す ぐ飽 き

そ う

悪 用 され そ

う

その他 ひとつもない

17.3 7.5 8.0 1.5 12.3 4.3 0.5

13.5 7.0 6.1 1.7 11.8 5.2 0.4

22.2 8.2 10.5 1.2 12.9 2.9 0.6

図5.1-9モ バ イル 電 子 乗 車 券

と て も魅 力 を

感 じる

や や 魅力 を感

じる

ど ち ら と も い

えな い

あ ま り魅 力 を感

じない

全 く魅 力 を感

じない

合計 34.5 36.0 12.0 14.0 3.5

男性 38.0 32.3 11.4 13.1 5.2

女性 29.8 、40.9 12.9 15.2 1.2

肯定計 中立 否定計
'

70.5 12.0 17.5

70.3 11.4 18.3

70.8 12.9 16.4
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ll.資 料 編A.2集 計結 果

図5.1-10モ バ イ ル 電 子 マ ネ ー

とて も 魅 力 を

感 じる

やや魅 力 を感

じる

ど ち ら と も い

え ない

あま り魅 力 を感

じない

全 く魅 力 を 感

じない

合計 21.5 30.8 15.3 26.5 6.0

男性 24.9 30.6 13.5 23.1 7.9

女性 17.0 31.0 17.5 31.0 3.5

肯定計 中立 否定計
52.3 15.3 32.5

55.5 13.5 31.0

48.0 17.5 34.5

図5.1-11メ ガ ネ 型 デ ィ ス プ レイ

と て も魅 力 を

感 じる

やや 魅力 を感

じる

ど ち ら と も い

えな い

あ ま り魅 力 を感

じない

全 く魅 力 を感

じない

合計 17.0 18.8 一16
.5 33.5 14.3

男性 19.7 19.7 16.2 30.1 14.4

女性 13.5 17.5 17.0 38.0
v

14.0

肯定計 中立 否定計

35.8 16.5 47.8

39.3 16.2 44.5

31.0 17.0 52.0

図5.1-12視 線 入 力

ド
と て も魅 力 を

感 じる

やや 魅力 を感

じる

ど ち ら と も い

えない

あま り魅 力 を感

じない

全 く魅 力 を感

じない

合計 11.8 18..5 20.0 35.3 14.5

男性 14.0 19.7 17.5 32.3 16.6

女性 8.8 17.0 23.4 39.2 11.7

肯定計 中立 否定計

30.3 一20
.0 49.8

33.6 17.5 48.9

25.7 23.4 50.9

図5.1-13腕 時 計 型 ヘ ル ス マ ネ ー ジ ャー

と て も魅 力 を

感 じる

や や魅 力 を感

じる

ど ち ら と も い

え ない

あ ま り魅 力 を感

じない

全 く魅 力 を感

じない

合計 33.5 41.0 12.5 10.5' 2.5

男性 28.4 40.2 15.3 11.8 4.4

女性 40.4 42.1 8.8 8.8 0

肯定計 中立 否定計

74.5 12.5 13.0

68.6 15.3 16.2

82.5 8.8 8.8
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図5.1-14リ ア ル タ イ ム 音 声 翻 訳

とて も 魅 力 を

感 じる

や や魅 力 を感

じる

ど ち ら と も い

えな い

あ ま り魅 力 を感

じない

全 く魅 力 を感

じない

合計 41.8 29.8 15.8 11.3 1.5

男性 39.7 28.8 18.3 11.4 1.7

女性 44.4 31.0 12.3 11.1 1.2

肯定計 中立 否定計
71.5 15.8 12.8

68.6 18.3 13.1

75.4 12.3 12.3

図5.1-15立 体 画 像 メ ガ ネ 型 デ ィス プ レイ

とて も魅 力 を

感 じる

やや 魅力 を感

じる

ど ち ら と も い

えな い

あ ま り魅 力 を感

じない

全 く魅 力 を感

じない

合計 16.8 30.5 26.3 21.3 5.3

男性 18.8 33.2 21.8 19.2 7.0

女性 14.0 26.9 32.2 24.0 2.9

肯定計 中立 否定計

47.3 26.3 26.5

52.0 21.8 26.2

40.9 32.2 26.9

図5.1-16家 で の シ ー ン

お も しろい 衝撃的 期 待 で き

る

便利だ 進化 した 無 理 が

ない

リア リテ ィ

が あ る

効 率 的

だ

合計 32.3 3.8 27.3 55.0 、28.8 7.0 11.8 27.8

男性 30.6 3.1 27.1 51.5 22.3 8.3 14.4 24.9

女性 34.5 4.7 27.5 59.6 37.4 5.3 8.2 31.6

楽 しそ う 誰 で も で

きそ う

面倒 くさ

そ う

あ りえ な

い

お 金 が かか

りそ う

う っ と

う しい

疲れそ う 気 持 ち

悪 い

20.3 8.8 4.3 4.8 22.0 3.0 8.0 2.5

20.1 9.6 3.9 3.5 24.5 3.5 7.9 3.9

20.5 7.6 4.7 6.4 18.7 2.3 8.2 .0.6

プ ライバ シー

が不安だ

殺 伐 と し

そ う

難 しそ う す ぐ飽 き

そ う

悪 用 され そ

う

その他 ひ とつ も な

い

16.8 7.3 3.0 4.8 11.5 3.3 2.5

14.8 、7.0 3.5 5.7 11.4
.

3.9 3.9

19.3 7.6 2.3 3.5 11.7 2.3 0.6
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ll.資 料 編A.2集 計結 果

図5.1:17ノ ン ス ト ッ ク ・シ ョ ッ ピ ン グ

と て も 魅 力 を

感 じる

や や魅 力 を感

じる

ど ち ら と も い

えな い

あ ま り魅 力 を感

じない

全 く魅 力 を 感

じない

合計 22.3 33.3 18.8 19.8 6.0

男性 17.5 34.9 18.3 20.5 8.7

女性 28.7 31.0 19.3 18.7 2.3

肯定計 中立 否定計 ・

55.5 18.8 25.8

52.4 18.3 29.3

59.6 19.3 21.1

図5.1叫8ミ ュー ジ ッ クPDA

と て も魅 力 を

感 じる

やや 魅 力 を感

じる

ど ち ら と も い

えな い

あ ま り魅 力 を感

じない

全 く魅 力 を感

じない

合計 17.3 33.0 25.8 18.8 5.3

男性 16.2 32.3 26.2 20.1 5.2

女性 18.7 33.9 25.1 17.0 5.3

肯定計 中立 否定計

50.3 25.8 24.0

48.5 26.2 25.3

52.6 25.1 22.2

図5.1-19デ ジ タ ル 家 計 簿

とて も 魅 力 を

感 じる

や や魅 力 を感

じる

ど ち ら と も い

え ない

あ ま り魅 力 を感

じない

全 く魅 力 を 感

じない

合計 21.3 37.8 19.5 15.5 6.0

男性 16.2 38.4 21.8 15.3 8.3

女性 28.1 36.8 16.4 15.8 2.9

肯定計 中立 否定計

59.0 19.5 21.5

54.6 21.8 23.6

64.9 16.4 ＼
18.7

図5.1-20モ バ イ ル 電 子 チ ケ ッ ト

とて も 魅 力 を

感 じる

や や魅 力 を感

じる

ど ち ら と も い

え ない

あ ま り魅 力 を感

じない

全 く 魅 力 を感

じない

合計 24.5 41.5 21.0 10.5 2.5

男性 26.2 41.0 20.1 8.7 3.9

女性 22.2 42.1 22.2 12.9 0.6

〉
肯定計 中立 否定計

66.0 21.0 13.0

67.2 20.1 12.7

64.3 22.2 13.5
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図5.1-21妻Bさ ん の シ ー ン

お も しろい 衝撃的 期 待 で き

る

便利だ 進化 した 無 理 が

ない

リア リテ ィ

が あ る

効 率 的

だ

合計 32.5 2.8 25.0 53.3 25.0 6.5 10.0 22.0

男性 31.0 3.1 24.9 50.2 21.4 5.7 10.5 21.0

女性 34.5 2.3 25.1 57.3 29.8 7.6 9.4 23.4

楽 しそ う 誰 で も で

きそ う

面 倒 く さ

そ う

あ り え な

い

お金 が かか

りそ う

う っ と

うしい

疲れそ う 気 持 ち

悪い

16.5 10.8 4.0 3.5 11.8 5.3 6.3 2.5

13.5 9.6 5.7 4.4 13.1 6.1 5.2 3.1

20.5 12.3 1.8 2.3 9.9 4.1 7.6 1.8

プ ライ バ シ ー

が不安 だ

殺 伐 と し

そ う

難 しそ う す ぐ飽 き

そ う

悪用 され そ

う

その他 ひ と つ も な

い

8.0 5.3 2.8 7.5 2.0 4.0 0.8

9.2 6.1 3.1 6.6 2.2 4.4 0.9

6.4 4.1 2.3 8.8 1.8 3.5 0.6

図5.1-22携 帯 ア メ ダ ス

と て も魅 力 を

感 じる

やや魅 力 を感

じる

ど ち ら と も い

えな い

あ ま り魅 力 を感

じない

全 く魅 力 を感

じない

合計 30.8 39.8 14.5 10.5 4.5

男性 28.4 38.9 14.4 11.8 6.6

女性 33.9 40.9 14.6 8.8 1.8

、

肯定計 中立 否定計

70.5 14.5 15.0

67.2 14.4 18.3

74.9 14.6 10.5

図5.1-23メ ニ ュ ー 指 南

と て も魅 力 を

感 じる

やや 魅力 を感

じる

ど ち ら と も い

え ない

あ ま り魅 力 を感

じない

全 く魅 力 を 感

じない

合計 15.0 29.8 27.8 20.8 6.8

男性 10.0 26.2 33.2 23.1 7.4

女性 21.6 34.5 20.5 17.5 5.8

肯定計 中立 否定計

44.8 27.8 27.5

36.2 33.2 30.6

56.1 20.5 23.4
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図5.1-24人 ナ ビ

と て も魅 力 を

感 じる

やや 魅力 を感

じる

ど ち ら と も い

えな い

あ ま り魅 力 を感

じない

全 く魅 力 を感

じない

合計 23.3 38.0 20.5 14.3 4.0

男性 22.7 36.7 20.5 14.4 5.7

女性 24.0 39.8 20.5 14.0 1.8

肯定計 中立 否定計
`

61.3 20.5 18.3

59.4 20.5 20.1

63.7 20.5 15.8

図5.1-25立 体 リフ ォ ー ム 見 積 り

と て も魅 力 を

感 じる

やや 魅力 を感

じる

ど ち ら と も い

えな い

あ ま り魅 力 を感

じない

全 く魅 力 を 感

じない

合計 15.0 30.0 35.3 14.0 5.8

男性 13.1 29.3 35.8 14.8 7.0

女性 17.5 31.0 34.5 12.9 4.1

肯定計 中立 否定計

45.0 35.3 19.8

42.4 35.8 21.8
/48

.5 34.5 17.0

図5.2-1新 しい 技 術 の 便 利 さ

便利 だと思 う どち らで もない 便利 だと思わない

指紋 78.0 11.5 10.5

目の虹彩 68.0 19.8 12.3

ICチ ップ 55.8 25.8 18.5

人 の 声. 49.3 25.5 25.3

顔の画像 48.5 26.0 25.5

手書き文字 45.5 25.8 28.8

図5.2-2新 技術 を利用 したオ ンラインシ ョッ ピングの利用意 向

利用 したい どちらで もない 利用 した くない

全体 63.5 22.3 14.3

男性 67.7 19.7 12.7

女性 57.9 25.7 16.4
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図5.2-3近 未 来 の 情 報 社 会

全体 男性 女性

情報通信の技術をた くさんの産業が安価で簡単 に利用 できる環境 97.8 98.3 97.1

使 う側 の意見を最優先 した技術開発 96.5 94.8 98.8

もっ と人間的な操作がで きる機器 やサー ビスの充実 88.8 89.5 87.7

今後 ももっと多 くのデ ジタル機器 を便利 に使 いこなせ る社会 87.0 90.8 81.9

電磁波は人体に大きな悪影響 を与 えるので電磁波ゼ ロの機器 の開発 85.3 79.0 93.6

行政サー ビスなどをはや くデジタル化する 84.8 87.3 81.3

企業 同士が無駄 に競争す るよ りも、協調 して使 いやすい統一規格 を作 る 84.0 81.2 87.7

どんな所でも便利にインターネ ッ トに接続 できる 83.5 82.1 85.4

今 のPCや モバイル機器は、必ず しも使 い勝手が良くない 80.3 84.7 74.3

情報化社会の進展 によってぐ生活 が豊かになる 79.8 77.3 83.0

技術 ばか りが先行 して、複雑な社会 になってい る 70.0 66.4 74.9

公共事業 より情報化社会の進展に国家予算を使 うべきだ 65.3 73.4 54.4

情報化社会は、人間の 自由を拡大 して くれ る 45.5 48.5 41.5

現金な しでも、ほとん どの買物 を電子マネーで済 ませ られ る 41.0 47.2 32.7

自分で操作 しなくても、人間の感 覚を読取 って自動で認識す る機械 36.3 42.4 28.1

いつ も自分の情報 をデジタル技術が管理 して くれ る社会は便利 だ 18.8 22.3 14.0

ヂ

図5.2-4個 人情報 、財 産情報の 管理方法

全体 男性 女性

デジタルデー タと従来の紙の書類 の両方で管理 し、都度照合す る 36.5 28.8 46.8

自分の全情報が統一規格 のデ ジタルデータで保管 され 、信頼 できる機関が管理

す る
25.5 28.8 21.1

自分の全情報が統一規格のデ ジタルデー タで保管 され、 自分がICカ ー ドな ど

で管理す る
23.8 23.8 24.0

たくさんの企業や役所 が分散 してデジタルデー タで管理す る 9.8 13.5 4.7

今まで どお り、紙の書類や紙 幣をベースに して、役所や銀行 が管理す る 4.5 5.2 3.5

図5.2-55年 後 に使 いた い情 報 機 器

充実させ たい どち らで もない 充実 させ た くない

パ ソコ ン 96.8 3.3 0

TV 66.3 25.8 8.0

携帯電話 64.3 25.8 10.0

PDA 39.5 42.0 18.5
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図5.2-6将 来 の 携 帯 電 話 の 利 用

充実 させたい どち らで もない 充実 させた くない

使 い こな して い る人 76.4 20.7 2.9

どち ら ともい えな い人 61.1 27.8 11.1

使い こな していない人 59.2 29.6 10.2

今持っていない人 39.3 32.1 14.3

図5.2-7ECで 商 売 を して み た い で す か

はい
、

い い え

全体 43.0 57.0

男性 47.6 52.4

女性 36.8 63.2

図5.2-8ECで 商 売 を 始 め る 障 害

毎 日、責任 を も って 管理'・対 応 して ゆ け る 自信 が な い 52.3

本当にユーザーがお金 を入金 して くれ るのか どうか信用できない 49.4

電子 マ ネ ー の シス テ ム を ど うや っ て構 築 して よい の か わか らない 47.7

どの程度 の申 し込みが来 るのかが予測で きな くて困る 39.5

システ ム構 築 にお金 が か か って しま うの で は 「商 売」 自体 の儲 けが な く、意 味 が無 い 32.0
.

申 し込 み フ ォー ム を ど う作 って よい のか わ か らない 30.2

どんなふ うに して告知 し、宣伝すれ ばよいのかが分 か らない 30.2

売 りたい 商 品や サ ー ビス を ど うや っ てWebペ ー ジに表 現 して よい の か わ か らない 24.4

ユーザーに とって使 い勝手 の良いシステムが どんな形 なのかが分か らない 20.9

その他 4.7

電話やFAXを 使 った普通 の方法 よりもどこが優れているのかわか らない 2.9

＼
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図5.3-1近 未 来 シナ リオ 「朝 の シ ー ン 」 の 印 象(%)

おもしろい 衝撃的 期待できる 便利だ 進化した 無理が

ない

リアリティ

がある

効率的だ

合計 31.0 8.5 27.3 56.3 45.3 2.3 16.3 38.5

男性 31.4 5.7 28.4 56.3 35.4 2.2 21.8 36.7

女性 30.4 12.3 25.7 56.1 58.5 2.3 8.8 40.9

楽 しそ う 誰でも

できそう

面倒

くさそ う

ありえない お金が

かかりそう

うっとうしい 疲れそう 気持ち悪い

10.0 7.0 5.5 5.3 35.5 4.5 10.5 1.8

9.2 8.3 ,6.1 4.4 39.3 5.2 11.4 2.2

11.1 5.3 4.7 6.4 30.4 3.5 9.4 1.2

プライバシ
ーが不安だ

殺伐としそ

う

難しそう すく飽 きそ

う

悪用されそ

う

その他
〆

ひとつもな

い
、

、32.8 7.3 5.8 3.5 22.5 3.0 0.5

31.0 5.7 5.2 4.8 19.7 3.1 0.4

35.1 9.4 6.4 1.8 26.3 2.9 0.6

図5.3-2近 未 来 シナ リオ 「交 通 機 関 の シー ン 」 の 印象(%)

おもしろい 衝撃的 期待できる 便利だ 進化した 無理がない リアリティ

がある

効率的だ

合計 29.5 9.5 32.5 52.0 41.3 4.3 12.8 28.5

男性 32.3 7.9 32.8 53.7 34.5 6.1 17.5 27.5

女性 25.7 11.7 32.2 49.7 50.3 1.8 6.4 29.8

楽 しそ う 誰で もで

きそ う

面倒 くさ

そ う

あ りえな

い

お金 がか

か りそ う

うっ と う

しい

疲れ そ う 気持 ち悪

い

11.0 6.0 6.8 5.3 30.0 5.5 21.8 6.0

9.6 8.7 7.9 4.4 29.3 5.2 21.8 7.4

12.9 2.3 5.3 6.4 31.0 5.8 21.6 4.1

プライバ

シーが不

安だ

殺伐 と

しそ う

難 しそ う す ぐ飽 き

そ う

悪用 され

そ う

その他 ひ とつ も

な い

17.3 7.5 8.0 1.5 12.3 4.3 0.5

13.5 7.0 6.1 1.7 11.8 5.2 0.4

22.2 8.2 10.5 1.2 12.9 2.9 0.6
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図5.3-3近 未 来 シナ リオ 「家 で の シ ー ン」 の 印 象(%)

お も しろ

い

衝撃的 期待

できる

便利だ 進化 した 無理が

ない

リアリティ

がある

効率的だ

合

計 32.3 3.8 27.3 55.0 28.8 7.0 11.8 27.8

男

性 30.6 3.1 27.1 51.5 22.3 8.3 14.4 24.9

女

性' 34.5 4.7 27.5 59.6 37.4 5.3 8.2 31.6

楽 しそ う 誰で もで

きそ う

面倒 くさ

そ う

ありえない お 金がか

か りそ う

うっ と う

しい

疲れそ う 気持ち悪い

20.3 8.8 4.3 4.8 22.0 3.0 8.0 2.5

20.1 9.6 3.9 3.5 24.5 3.5 7.9 3.9

20.5 7.6 4.7 6.4 18.7 2.3 8.2 0.6

プライバシ
ーが不安だ

殺伐と

しそう

難しそう すく飽 きそ

う

馴

されそう

その他 ひとつ も

ない

16.8 7.3 3.0 4.8 11.5 3.3 2.5

14.8 7.0 3.5 5.7 11.4 ・3 .9 3.9

19.3 7.6 2.3 3.5 11.7 2.3 0.6

図5.3-4近 未 来 シナ リオ 「妻Bさ ん の 最 近 」 の 印 象(%)

おもしろい 衝撃的 期待できる 便利だ 進化した 無理がない リアリティ

がある

効率的だ

合計 32.5 2.8 25.0 53.3 25.0 6.5 10.0 22.0

男性 31.0 3.1 24.9 50.2 21.4 5.7
`10

.5 21.0

女性 34.5 2.3 25.1 57.3 29.8 7.6 9.4 23.4

楽しそう 誰でも

できそう

面倒くさそ
、'

つ

ありえない お金が

かかりそう

うっとう

しい

疲れそう 気持ち悪い

16.5 10.8 4.0 3.5 11.8 5.3 6.3 2.5

13.5 9.6 5.7 4.4 13.1 6.1 5.2 3.1

20.5 12.3 1.8 2.3 9.9 4.1 7.6 1.8

プライバシ
ーが不安だ

殺伐と

しそう

難しそう すく飽 き

そう

悪用され

そう

その他' ひとつも

ない

8.0 5.3 2.8 7.5 2.0 4.0 0.8

9.2 6.1 3.1 6.6 2.2 4.4 0.9

6.4 4.1 2.3
一

8.8 1.8 3.5 0.6
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図5.3-5a未 来 の 情 報 化 社 会 の 予 測(1)(%)

どんな所でもインターネットに接

綱

ほとんどの買い物を電子マネーで

済ます

個人}青報をデジタル技術が管理

そう思 う そう思わない そ う思 う そう思わない そ う思 う そう思わない

合計 83.5 16.5 41.0 59.0 18.8 81.3

男性 82.1 17.9 47.2 52.8 22.3 77.7

女性 85.4 14.6 32.7 67.3 14.0 86.0

情報化社会は人間の自由を拡大 必ずしも使い勝手が良い機器では

ない

そ う思う そう思わない そ う思う' そう思わない

45.5 54.5 80.3 19.8

48.5 51.5 84.7 15.3

41.5 58.5 74.3 25.7

図5.3-5b.未 来 の 情 報 化 社 会 の 予 測(2)(%)

人間的な操作ができる機器の充実 技術が先行して複雑な社会になっ

ている

使う側の意見を最優先した技術開

発

そ う思 う そう思わない そ う思 う そう思わない そ う思 う そう思わない

合計 88.8 11.3 70.0 30.O 96.5 3.5

男性 89.5 10.5 66.4 33.6 94.8 5.2

女性 87.7 12.3 74.9 25.1 98.8 1.2

生活が豊力弍こなってい くのはすば

らしい

電磁波ゼロの機器を開発

そ う思 う そう思わない そ う思う そう思わない

79.8 20.3 85.3 14.8

77.3 22.7 79.0 21.0

83.0 17.0 93.6 6.4

図5.3-5c未 来 の 情 報 化 社 会 の 予 測(3)(%)

行政サービスははやくデジタル化 公共事業よりも情報化社会の進展

に

企業同士が協調して統一規格を

そう思 う そう思わない そ う思 う
一

そう思わない そ う思 う そう思わない

合計 84.8 15.3 65.3 34.8 84.0 16.0

男性 87.3 12.7 73.4 26.6 81.2 18.8

女性 81.3 18.7 54.4 45.6 87.7 12.3

情報通信技術を安価で簡単に

利用できる

多くのデジタル機器を便利に

使える社会

自動で認識してくれる機械が

欲しい

そう思う そう思わない そ う思 う そう思わない そう思う そう思わない

97.8 2.3 87.0 13.0 36.3 63.8

98.3 1.7 90.8 9.2 42.4 57.6

97.1 2.9 81.9 18.1 28.1 71.9
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B.ヒ ュー マ ンインタフェー ス 関 連 プ ロジ ェクト

ロ ソ エ ルー ・ ル ー =1メ ン ト サ イトURL

■国 内'ヒ ュー マン インター フェース 関 連 学 会

1ヒ ューマンコミュニケー ショング ル ープ 電子情報通信学会 http //www,hal土,u-tokyo.acjp/hcg/

2ヒ ューマンインターフェー ス学 会 http //www.his.grJp/
3ヒ ューマンインタフェース 研 究 会 情報処理学会 http //sighi.csrs.is.uec.acjp:8080/
4モ バイルコンピューティングとワイヤレス通信

研究会
情報処理学会 http //www.ipミ 」.orjp/sig/mbl/

r

5イ ンタラクティブシステムとソフトウェア研究会 日本ソフトウェア科学会 http //www.csl.sony.cojp/person/masui/1SS/
6日 本バーチャルリアリティ学会 http //WWW.vr司.◎rg/

7人 工知能学会 http //www.aトgakkai.orJp∠jsai/

8日 本認知科学会 http //www.sccs.chukyo-u.acjp∠icss/

9日 本 人 間 工 学 会 、 http //plaza8.mbn.orJp/ヨes/

10福 祉システム研究会 http //www2s.bigbbe.nejp/～wesra/

11ヒ ュー マンコミュニケー ショング ルー プ 電子情報通信学会 v

http //www.ieice.org/hcg!コpn/

12ヒ ュー マンコミュニケー ション基礎 研 究 会 電 子 情 報 通 信 学 会 ヒューマンコミュ
ニケ ー ショングル ー プ

http
～

//…w.ieice.org/hcs/

13ヒ ュー マン情 報 処理 研究 会 電子情報通信学会 ヒューマンコミュ
ニケーショングループ

http://www.ieice.org/～hip/

.

14マ ルチメディア・仮想環境基礎研究会 電子情報通信学会 ヒューマンコミュ
ニケーショングループ

http://www.ieice.org/～mve/

15福 祉情報工学研究会 電子情報通信学会 ヒューマンコミュ
ニケーショングループ

http://www.ieice.org/～wit/

16手 話情報学研究会" 電子情報通信学会 ヒューマンコミュ
ニケーショングループ 、

～
http://www.ieice.org/wit/si』/

17ヒ ュー マンインフォメー ション研究 委 員 会 映像情報メディア学会 http //www.ite.orjp/
18人 にやさしい情報メディア 時限研究委員会 映像情報メディア学会 http //…wjte.orjp/

19マ ンマシンシステム 部 会 計測自動制御学会. http //www土anaka.is.uec.acjp/sice-mms/

20日 本顔学会 http //www.hc土.u-tokyo.acＬp/jface/

21日 本 ファジィ学 会 ・ http //wwwsoc.niLacJP/soft/
22日 本 ロボット学 会 http //www.r司.orＬP/

23日 本音響学会 http //v…vsoc.nii.acＬP/asj/

24日 本電気学会 http //WWWjee.orjp/

25日 本手話学会 http //wwwjasljp/
26 日本神経回路学会 ・ http /!コnnS.infeng.tamagaWa.aCjp/

27 トロン協会 http //…W.aSSOC.trOn.◎rg/

■海 外 ヒュー マンインター フェース 関連 学 会

1 SpecialInterestGrouponComputer-Human

Interaction(SIGCHI)
ACM

、

ACMの コンピュー タヒュー マンインター フェー

ス(CHI)に 関 する分 科 会.さ ま ざま なコンファ

レンスを開 催.

http://www.acm.org/sigchi/
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1

プ ロジェクト名,研 究 グル ー プ名 研究機関・グループ コメント 関連サイトURL

2 lnternationalConferenceonInte{ligentUser

Interfaces

SIGCHI SIGCHIの 知 的 インタフェー ス(1U1)に関 す るコ

ンファレンス

http://www.iuiconforg/

3 BayCHI SIGCHI SIGCHIの シリコンバレー近辺の研究者によ

る分科会

http://wwwbaychi.◎rg/

4 SIGGRAPH ACM ACMが 毎年開催するCGや インタラクティブ

技術をテーマにした芸術祭.

http://www.siggraph.org/

5 ComputerSociety IEEE SymposiumonVisualLanguageや

VisualizationConferenceを 開 催

http://computer.org/

6 Systems,Man.andCyberneticsSociety「 . IEEE 1EEEの サ イバ ネティックス や マン ・マ シンシス

テ ム等 に関 す るソサ イエテ ィ

http://www.isye.gatech.edu/ieee-smc/

7 HFES(HUMANFACTORSand
ERGONOMICSSOCIETY)

米国の人間工学に関する団体 http://hfes.org/

8 旧P ヨーロッパ最大の情報処理に関する団体 http://wwwＬfip.org/

9 TC.13 1FIP lFIPの ヒュー マンインタフェー ス に関 す る技

術 委 員 会TheINTERACTC。nference等 を

http://www.csd.uu.se/ifip_tc13/

10 INNS:国 際神経回路学会 ニューラルネットに関する国際学会 http://www.inns.org/

11 ENNS:欧 州神経回路学会 ヨー ロッパ のニ ュー ラル ネ ットに関 す る学 会 http://www.ida.his,se/ida/enns/

12 AAAI;theAmericanAssociationforAl土ificial

Intelligence・

アメリカの人工知能に関する学会 http://www.aaai.org/

13 lEE:InstitutionofElectricalEngineers 一 アメリカの電子工学研究機関 http://www,iee.org/1

14 UBICOMP' ユビキタスコンピュータ研究会 http://www.ubicomp.org/

15 ISCA:InternationalSpeechCommunication

Association

音声に関する国際学会
・

http://www.isca-speech.org/

16 EURASIP:TheEuropeanAssociationfoピ

Signal,Speech・andlmageProcessing

ヨーロッパの音声や画像など信号処理全般

に関係する学会

http://www,eurasip.org/

'

■国内 企業,団 体研究所

1 JEITA:電 子情報技術産業協会 国内のエレクトロニクスおよびIT分野の業界
団体

http://wwwjeitaorjp/

2 ATR http://www.atr.coJP/F

3 ATR音 声 言語 コミュニケー ション研究 所 音声に関するさまざまな研究を行う http://www2.slt.atrcojp/

4 産業技術総合研究所 http://www.aist.goJP/

5 デジタルヒューマン研究ラボ

`

産業技術総合研究所
し

デジタルヒューマンというモデルを提案し研
究を行う

http://www.dh.aist.gojp/

6 NTTコ ミュニケーション科学基礎研究所 http://www.kecl.ntt.coJp/Organづ.html
'
7 KDDI研 究 所

'

音声認識の研究 http://www.kddlabs.coJp/

8 RWCP:新 情報処理開発機構 次世代の情報処理技術の基盤となる実世
界知能技術、並列分散コンピューティング技
術の開発に取り組む

http://www.rwcp,orJP/

9 NEC研 究 ・開発 音声認識,合 成 http://www.nec.coJP/voicesolution/

10 東芝研究開発センター 音 声認 識,音 声 合 成,エ ー ジェント型 対 話 シ

ステ ム 、ウェアラブルPC、HIに 関 す る研 究

http://www土oshiba.cojp/tech/

11 ソニーCSL
' 音 声認 識 。人 工 知 能 、HIの 研 究 http://www.csLsony.cojp/
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12 富士通研究所 音声認識、手書き筆跡をオンライン入力する

1

超音波型電子ペンの開発
http://wwwＬabs.fμjitsu.com/

13 日立製作所 中央研究所 音声認識・合成ミドルソフトウエアの研究開 http://www.hqrd.hitachi.coＬp/

14 三菱電機 情報技術総合研究所 音声認識・合成、画像等各種認識に関する http://www.melco.cojp/corporate/randd/
15 沖電気 研究・開発 音声認識・福祉機器の研究開発 http://www.oki.com∠lp/Home/JIS/Profi|e/rd/

16 NHK放 送技術研究所 音声認識による番組の字幕化,音 声合成、
VR技 術に関する研究

http://www.nhk.orJp/strl/aboutstrl/group/hyuman/
hyu-menu2.html

η NTTデ ー タ 研究 ・開 発 音声認識合成技術開発 http://wwv肌nttdata.coJp/rd/

18 日本IBM東 京基礎研究所 音 声認 識 ・合 成,会 話 型 エージ ェン トシステ

ム 、マンマ シンインタフェース の 研 究

h廿P://www.trl.ibm.com/
、

19 セコムIS研 究 所 音声認識を利用したセキュリティシステムの
研究開発

http://www.secom.coJP/isl/

20 キャノン 研 究 ・開 発 音声認識・合成、ユビキタス、画像機器イン
タフェースの研究

http://www.canon.coJP/technology/system/

21 リコー情報通信研究所 音声合成・画像認識の研究 http://www.ricoh.cojp/rdc/ic/tech/voice/voice-

gen.html
22 松 下 電 器 研 究 ・開 発 ・ 音 声 ・VR・AI・HIの 研 究 http://www.matsushita.cojp/
23 三洋電気 研究・開発 音声認識・合成の研究 http://w….sany◎.coJP

24 シャープ研究所 組込み用途向け音声認識・合成システム
ー

http://www.sharp.cojp/corporate/rd刀ournal-

77/12-4-4a.htm

25 通信・放送機構
一 情報通信の安全性、信頼性の確保、人に

優 しいヒューマンインターフェース技術
の研究開発

http://www.shiba.taαgojp/kenkyu/kenO101f.htm

■ 国 内VR,AR,HI,ウ ェアラブル 関 連 研 究

1 鎌田 一雄研究室
■

宇都宮大学 ヒュー マンインターフェー ス,手 話 システム に

関す る研 究 な ど

http://wwv仏utsunomiya-u.acJP/

2 廣瀬研究室 東京大学 3次 元 画 像 を3Dス クリー ン前 面 に 投 影 した

VRシ ステム 「CABIN」

http://www.cyberrcast.rtokyo,acjp/indexrj.html

3 原島・苗村研究室' 東京大学 球 形 の インタラクティブデ ィスプ レイ「1-ba旧

な ど,VR,イ ンタラクションの 研 究 をしてい

http://www.hc土.u-tokyo.acjp/research-]fhtml

4 Human-ComputerlnteractionLaboratory 東京大学 HCI,Wearab|eに 関 す る研 究.キ ー を押 す だ

けでなくスライドさせ ることもできるキ ーボ ー

ド"MAF-1"な ど.

http://www。sanpo.t.u-tokyo.acJP/・

5 椎尾研究室 玉川大学 「空気ペン」など実世界指向インターフェース

の研究を行う.
http://Wg.ele.eng土amagawa.acJP/

6 暦本 純一 ソニーCSL 実 世 界 インター フェー スの 研 究.机 にコン

ピュー ティングを導 入 したrAugmented

Surfaces」,実 世 界 へ の アノテ ー ションを行 う

http://www.csl.sony.cojp/person/rekimotoJ.html

7 増井俊之 ソニーCSL 情 報 視 覚 化 、情 報 検 索 、予 測 インタフェー

ス、テキ スト入 力 システム 等,U1の 研 究

http://www.csl.sony.cojp/person/masui/

8 VIRTUALSYSTEMLABORATORY 岐阜大学, VR技 術全般にわたるさまざまな研究を行っ
ている

http://wwv肌vsl.gifu-u.acjp/introduction/
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9 徳永研究室 芝浦工業大学 腕時計型ウェアラブルPCを 身につけ生活
し,必要なアプリケーションの調査研究があ

http://www.hci.ise.shibaura-it.acjp/index,html

10 高西研究室 早 稲 田大 学 ヒュー マノイドプ ロジェク

ト

人間のメカニズムを工学的に解明し,人間と

共生するヒューマノイドロボットの開発を目

http://www.takanishi.mech.waseda.acJp/

11 小池研究室 電気通信大学 ヒュー マンコンピュー タインタラクション、情 報

視 覚 化 等 の 研 究

http://www.vogue.is,uec,acjp/

12 岸野・北村研究室 大阪大学
、

-

仮 想 環 境,認 知 工 学 とヒュー マンインター

フェー スの 関 係 を調 査 し,イ ンター フェース

の 開発 を行 う

http://www-human.eie.eng,osaka-u.acjp/

13 出澤・阪口研究室 電気通信大学 視覚情報処理や画像処理、オプトメカトロニ
クスなどの研究

14 間瀬 健二 ATR

～
http://www.atrcojp/mis/mase

15 宮里研究室 京都工芸繊維大学 VR技 術を中心に感覚情報のさまざまな情報

メディアへの応用を研究

http://www.kit.acjp刀a/

16 福本 雅朗 NTTC。CoMoマ ル チメデ ィア研 究 所 ウ ェアラブル キ ーボ ー ド「FingeRing」や 音 声

入 カインターフエー ス 「Whisper」の 研 究 開

http://www.lab.rlttdocomo,coJp/kenkyu/medhiatht

mI

17 田 中研 究 室 ・ 筑波大学 ビジュア ル プログラミン グ,ユ ー ザ ー インター

フェー スに 関 す る研 究

～.
http://www.iplab,is.tsukuba.acjp/Iplab/

18 竹村研究室 大阪大学サイバーメディアセンター HMDを 用 いたAR,UIの 研 究 h仕P://wwwjme.cmc.osaka-u.acJP/～takemura/

19 安村研究室 慶応大学 ヒューマン インター フェー ス の 研 究 プロジェク

トが ある

http://buri.sfc.keio.acJp/

20 黒川研究室 京都工芸繊維大学 HIメディア工学の研究 http://media.dり.kit.acＬp/

21 佐藤(誠)・小池研究室 東京工業大学 知覚情報処理メカニズムの解明とその
ヒューマンインタフェースへの応用に関する

http://sklab-www,pi.titech.acjp/

22 株式会社MRシ ステム研究所
'

MR(複 合現実感)システムの研究開発を行っ

ている.

http://www.mr-system.cojp/

23 MRシ ステム開発センター キャノン(株) MR関 連の技術開発 http://www.mr-system.coJP/canon-mr/

24 デジタル アー ト[インタラクテ ィブ]部 門 文化庁メディア芸術祭 文化庁が開催するデジタルアートフェスティ
バル.平 成2001年 度は「突き出す、流れる

」という作品が大賞

http://www,cgarts.orjp/festival2001/winner/int.html

25 黒須 正明 文部科学省メディア教育開発セン
ター

ユニバーサルデザインとユーサビリティに関

わる研究

http://www.interq.orJp/tokyo/kurosu/kurosu.htm|

26 春日研究室 宇都宮大学 知能情報処理,感 性情報処理について研究 http://www.utsunomiya-u.acJP/

27 田野研究室 電気通信大学 デジタル情報に紙のようなアノテーション(注
釈)を行う研究など

http://www.tlab,is.ueαacjp/

28 米倉研究室 茨城大学 ヒューマンコミュニケーション技術そして仮想

都市機能の研究開発

http://yonex1.cis.ibaraki.acjp/

29 松下・重野研究室 慶応大学先端科学技術センター 仮想環境に嗅覚情報を取り入れる研究があ http://www.mos.ics.keio.acJP/

30 小沢研究室 慶応大学先端科学技術センター
「

視覚障害者のための歩行支援システムの
研究開発など

http://www.ozawajcs.keio.acjp/

31 森島研究室 成践大学 仮想人物によるサイバースペース上でのコ
ミュニケーションシステムの構築やノンバー
バルな対話システムの研究

http://www.ee.seikei.acJp/Morishima-

labθapanese/ind6x.html

一
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32 舘 ・前 川 ・川上 研 究 室 東京大学 マンマシ ンインターフェー ス,触 覚 ディス プレ

イ等VRシ ステ ム の 研 究 開 発 をしてい る

http://www.star.t.u-tokyo、acjp/

33 原島・苗村研究室 東京大学 インタラクティブ透明球ディスプレイ「i-ba‖」
や,そ の他3次 元仮想空間に関するさまざま

な研究がある

http://www.hc.t,u-tokyo.acjp/

34 ヒュー マノイドプ ロジェクト 早稲田大学 ヒュー マノイド型 ロボ ットおよび ロボ ットと人

間 の インタラクションに関 す る研 究 ・

ht土p://www.humanoid.rise.waseda.acjp/
'

35 岩田・矢野研究室 筑波大学 手に仮想の力覚を与える装置「FEELEX」な
ど,∨Rに 関わる装置を研究開発している

http://intron.kz.tsukuba,acJp/vrlab_web/

36 大西研究室' 名古屋大学 生態情報処理やコンピュータビジョンの研究 http://ladyhill.ohnishi.nuie、nagoya-u.acjp/

37 千原研究室 奈良先端科学技術大学院大学 AR技 術を用いた業支援システムの研究が http://chihara.aist-nara.acjp/
38 谷内田研究室

'
大阪大学 さまざまな視覚センサとロボットの研究をし

ている
http://w3.sys.es.osaka-u.acjp/

39 宇津宮研究室 大分大学 オンライン学習機能付対話型両手ジェス
チャーインターフェースの研究がある

http://www.csis.oita-u,acJP/CS/cs1/

40 西尾・塚本研究室 大阪大学
1

ウェアラブルコンピューティング,お よびネッ
トワークを使って遠隔地を仮想訪問しコミュ
ニケーションする「透明人間」等の研究があ

http://www-nishio.ise.eng,osaka-u.acJp/～tuka/

41 環境情報学研究室
一

東京大学 ウェアラブル,お よび 自然 ・人間 ・人 工 物 間

の インター フェイスの 研 究.

http://www.itao.pe.u-t◎kyo.acJp/

42 ウェア ラブル ・インター ネ ット・アプライアンス 日立製作所 日立社製のウェアラブルコンピュータ http://www.hitachi.coJp/Prod/vims/wia/
43 DigitalCityKyot◎Prototype 京都大学 「デジタルシティ京都」を構築し次世代の都

市の社会情報基盤を目指した

http://www.digitalcity.grjp/index二j.shtml

44 マイボタン 産業技術総合研究所 サイバーアシ
スト研究センター

位 置 をIDと す る通 信 方 式 に よるコミュニケ ー

ション,情 報 サ ー ビスシステム

http://www.carc.aist.goJp/mybutton.html

45 C-MAP AＴR知 能映像通信研究所 実 世 界 インター フェー スエー ジェン トに よる

パ ー ソナ ル なアシス タン トシステ ム

http://www.mic.atrcojp/dept2/c-map/index司p.html
、

46 goopas/グ ー パ ス' オ ム ロン、ぴ あ 鉄道利用客に対し携帯メールを通じて情報
提供を行うサービス

http://www.goopasJP/
'

■国内 音声関連研究
1 牧野研究室 東北大学 音声認識およびロボットとの 自然な対話シス

テムに関する研究
http://www.makino.ecei.tohoku.acjp/

2 好田研究室 山形大学 音声認識の研究を行っている
3 板橋研究室. 筑波大学 音声認識,合 成,お よび自然言語処理によ

る対話システムの研究

http://milab.is土sukuba,acJp/

4 粕谷研究室 宇都宮大学 音声合成の研究 ㌧

5 市川研究室
1

千葉大学 使いやすい対話インターフェースの実現を
目指した研究

http://www.sie.ics.saitama-u.acjp/

6 榑松・長井研究室 電気通信大学 音声認識やインテリジェント信号処理に関す
る研究

http://apple.ee.uec.acjp/Kurelab/

7 尾関研究室 電気通信大学 音声認識,話 者認識の研究 http://www-oz.cs.uec.acJP/

8 小林(哲)研 究室 早稲田大学 音声認識 および音声HI,マ ルチモーダル
HC1の 研究

http://www.tk.elec.waseda.acJp/
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9 嵯峨山・篠田研究室 東京大学 擬 人 化 エー ジェント.音 声 認 識 ・合 成

10 広瀬研究室, 東京大学 音声合成,音 声認識,対 話システムに関す
る研究

http://www.gavo土.u-tokyo.acjp/gavo寸html

11 古井研究室 東京工業大学 音声認識,話 者認識など音声処理全般にわ
たる研究

http://www.furui.cs.titech.acjp/
、

12 小林(隆)研 究室 東京工業大学 HMMを 用いた音声合成システムの研究 http://sp-www.ip.titech.acjp/

13 松本研究室 信州大学 音声認識の研究
14 下平研究室 北陸先端科学技術大学院大学 擬 人化 エー ジ ェン ト.音 声 認 識 ・合 成 http://www-ksJaist.acjp/

15 関ロ・有泉研究室 山梨大学 音声認識・合成および対話に関する研究 http://www.alps1.esi.yamanashi.acjp/

16 新田研究室 豊橋技術科学大学 音声認識,マ ルチモーダル処理の研究

17 中川研究室 豊橋技術科学大学 音声認識,対 話システムに関する研究 http://www.slP.tutics.tut,acJP/

18 板倉研究室 名古屋大学 音声認識および音響バーチャルリアリティシ
ステムの研究

http://www.itakura.nuee.nagoya-u.acJp/ミjis/

19 北村研究室 名古屋工業大学 音声認識,音 声合成に関する研究 http://cocoa.ics.nitech.acJP/

20 鹿野研究室

/

奈良先端科学技術大学院大学 音声認識および音源のないところからの音

を知覚させる仮想音源の合成や音声の音源
分離の研究など

http://isw3.aist-nara.acjp/1S/Shikano-lab/

21 奥乃研究室 京都大学 音声認識および対話システムの研究 http://winnie.kuis。kyoto-u.acjp/

22 新美研究室 京都工芸繊維大学 音声認識とXML言 語を組み合わせたマルチ
メディア通信システムの研究

http://www-vox.(』.kitacJP/nishi/000411/

23 有木研究室 龍谷大学 音声認識に関わる研究
'

http://arikilab.elec.ryukoku.acjp/ArikiLabJ.html

24 山下研究室 立命館大学 音声認識・合成および音声対話システムの http://www.slP.cs.ritsumei.acjp/

25 北研究室 徳島大学 音声認識および自然言語処理の研究 http://www-a2k.is.tokushima-u.acJp/

26 高良研究室 琉球大学 音声認識・合成、方言の研究 http://sp8.ie.u-ryukyu.acＬp/

■国内 医療福祉関連研究
1 京大病院医療情報部(高橋 隆・黒田 知宏) 京都大学 情報科学の医療分野への応用を中心とした

研究

http://www.kuhp.kyoto-

u.acjp/Of¶cial/medinfo/medinfo.html

2 福祉工学科 職業能力開発総合大学校 円滑なコミュニュケーションを行って就労を

希望する障害者に対して職業訓練を行った
り,またそのために必要とされる様々な福祉

機器の開発を行える指導員や技術者を養成

http://www.uitec.ehdo.goJp/rehb/

3 伊福部研究室 北海道大 感覚代行システムに関する福祉工学の研究 http://welfare.es.hokudai.acjp/

4 米本研究室 ・ 岩手県立大学 補聴器の選択や調整、音環境の変化に対
応した使い方を体得する場を提供する仮想
音場システムを開発

～
http://www.anna.iwate-pu.acjp/yonex/

5 長嶋研究室 工学院大学 聴覚障害者のための手話日本語の相互翻
訳システムの開発を行っている

～
http://www.ns.kogakuir1.acＬp/wwc1015/

6 人間工学研究室 成躍大学 安全性,快 適性,効 率性をパラメータとした
人間一機械システムの設計,開 発および評

http://cleo.is.seikei.acJp/

7 介 護 ロボットプ ロジェクト 九州大学 バイオメカニクス,ロボティクスといった知識

を用いて人に優しいロボットを作ることを目
指すプロジェクト

http://mec-park.mech.kyushu-u.acjp/hc-

robot/robot.htm|

8 森研究室 山梨大学 1「歩 行 ガ イドロボ ット」の 開 発 http;//133.23.237.210/～forest/hmori2.html
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9 井出研究室 徳島大学 重度肢体不自由者の機器操作特性につい

ての研究(現 在はコンピュータの入力装置の

操作特性についての研究)

http://www.eco土okushima-u.acjp/w3/ide/

ン

10 人間工学研究室 お茶の水女子大学 頭部動作を利用した高齢者・障碍者入力イ
ンタフェースー全方向移動ロボット制御

http://biomed.eng.ocha.acJp/

11 複雑システム工学講座 、名古屋大学 生体信号を利用して「人に優しい」インタ
フェースの開発を目指す

http://www.cmplx.cse.nagoya-

u.acjp/research/interface/indexrj.html
12 海老澤研究室 静岡大学 身障者介助システムにおける非接触注視点

検出法の研究
http://www.sys.eng.shizuoka.acjp/～ebiken/

13 岩田研究室 名古屋工業大学 心臓疾患診断支援エキスパートシステム http://mars.elcom.nitech.acJP/
14 濱本研究室 東海大学 生体情報の可視化技術に関する研究 http://www.dm.u-tokai.acJp/link8.htm

15 グループウェア研究室 筑波大学 遠隔医療指示を支援するシステムの研究 http://www.kuzuoka-lab.esys.tsukuba.acJp∠j－

16 光石・割澤研究室 東京大学 遠隔臨場感加工システムの研究 http://www.nml.t.u・ 寸okyo.acjp/

17 中村・岡田研究室 東京大学 外科手術ロボティクスの研究 http://www.ynl土.u-tokyoacＬP/

18 先端治療福祉工学研究室 東京大学 人間 の生 命 の 支 援 という立 場 か ら,情 報 ・機

械 技 術 と臨 床 医 学を融 合 し治療 を支 援す る

「=1ンピュー タ外 科 －ComputerAided

http://www.atre土.u-tokyo.acjp/

19 ロボ ティクス ・メカトロニ クス研 究 室 金沢大学 福祉・介護機器の開発 http://as.ms.t.kanazawa-u.acJP/index-].html
20 手嶋研究室 立命館大学 福祉工学の学問体系を確立することを目標

として、福祉機器の研究開発を行う

～
http://www.ritsumei,acJP/se/tejima/index.htm|

21 感覚情報研究室 北海道大学 単音節音声を実時間認識させる音声タイプ
ライタの普及形装置の開発

http://we|fare.es.hokudaLacJp/

22 安村研究室 慶応大学 障害者向けインターフェース,ユニバーサル
デザインに関する研究

http://buri.sfc.keio.acjp/access/

23 黒田研究室 奈良先端科学技術大学院大学 ARの 遠隔画像診断への応用やウェアラブ

ルコンピューティングとバリアフリーの研究

～
http://paula.oulu市/tomo/

24 情報処理研究室 三重大学
1

人 間 情 報 処 理:ヒ ュー マンインフォメー ション

プロセ ッシング(HIP)"の 研 究

http://www.ip.elec.mie-u.acjp!コa/index.html

-

25 椎野研究室 三 重 大 学 , 々な場面で人間の生活を支援する,知 的な

ソフトウェアの研究

http://www.shiino.info.mie-u.acJp/index－ 司.html

26 伊藤 英一 神奈川リハビリテーション病院 手や,足 など身体の機能,運 動障害の内容
に応じたパソコンのキーボードなどの代替と

なる入力デバイスを開発している

http://www.sfc.keio.acjp/～e-ito/

27 畠山 卓朗, 横浜市総合リハビリテーションセン
ター

障害者支援システムの研究開発を幅広く
行っている

http://homepage2.nifty.com/htakuro/
'

28 (株)AAIジ ャパ ン.
×

介護者が入所者のベッドからの立ち上がり、
立ち下がりを補助できるようなベッドに追加

する形の軽便一な知的介護器具の開発

http://www.aai.coJp/index.htm

29 ジョンソン ・エンド・ジョンソン(株) 身体に障害を持つ方がより自立した生活を

送り、より自由を楽しむことができるようにな
るために、革新的な技術を使った製品や、
革新的なサービスを提供する

http://wwwJrU.cojp/ljmkk∠ja/indetech/index.html
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プ ロジェクト名,研 究 グル ーブ 名 研究機関・グループ コメン ト 関連サイトURL
30 (有)日 本 ロジックマシン コンピュータ技術とロボット技術を活かして

福祉機器の開発

http://www.nsknet.orJp/wmorix-am/index.html

31 コンピュー タ外 科

∨

ComputerAidedSurgery コンピュータによる手 術 シミュレー ション、ナ

ビゲ ー ション 、画 像 誘 導 手 術 、手 術 ロボ ット

や 医 用 バ ーチ ャル リア リティなど

http://homepage2.ni仕y.com/cas/hdex.html

32 国立身体障害者リハビリテーションセンター研
究所

コミュニケーション機器、介護・移動機器を中

心に開発研究

http://www.rehab.gojp/ri/inde)0.html

33 UCN21 UniversalCommunityNetwork 高齢者・障害者のための機能代行・支援通
信システム技術の研究開発

h廿P://www.ucn21.com/

34 (財)イメージ情報科学研究所

∫

イメージ情報科学(画 像、映像、音響、音楽
等のイメージ情報に対して、人間の感性、技
能,経験、知識に基づいた理解・表現などの

情報処理を行う総合的科学)に 関する調査
及び研究、技術指導、人材育成等を行う

http://www2.tokyo.image-lab.orJp/index.htm

35 ユニバーサル端末グループ 通信総合研究所 はなし言葉を手話に、手話をはなし言葉へ
変換して、会話ができるシステムの開発

http://www2.crtgoJp∠lt/a131/irldexj.html

36 新エネルギー・産業技術総合開発機構 将来的な医療技術を工学技術に転換するた
めの基盤研究

http://www.nedo.goJp/iry/PROJECT/index.html

37 ニッタ株式会社 福祉機器の開発 http://www.nitta.coＬp/finance/businessrpt/nitta.pdf

38 国立長寿医療研究センター 高齢者を看護・介護するための機器の開発 http://www,nils.goJp/indexrj.html

39 労 災 リハ ビリテ ーション工 学 センター リハビリテーションの臨床医、理学療法士、
作業療法士、義肢装具士とエンジニアが同
一の研究グループの中で意見を出し合って

httb://www,lwc-eirec.gojp/

40 医用工学研究室 労働福祉事業団 これまで工学系研究機関が触れなかったリ
ハビリテーションにおける生活系・生活環境

系の機器を含めたHumanな 領域を対象とし
て、人間工学、電子・制御 ・機械工学、建

築、工業デザイン等の分野で構成したスタッ

http://www,sekisonh.rofuku,gojp/rihab-e.htm

41 兵庫県立 福祉のまちづくり工学研究所 義肢装具をはじめとする福祉機器の開発に
加えて、住宅そのものをバリアフリーにする
ための装置の考案や安全対策、車いす等が

安全で楽しく通行できる道路づくりや交通手
段の研究など、総合的な福祉の都市環境の

http://www.assistech.hwc.orjp/

42 リハビリテーション工学研究室 埼玉県総合リハビリテーションセン

ター

福祉機器の研究・開発、リハビリテーション
に関する基礎的な工学からの研究・開発、

補装具製作、歩行測定、住環境整備

http://www.prefsaitamajp/AO4/B100/rihasen/index,
htm

43 人間生活工学研究センター 人間工学について、各団体からの受託や共

同研究を行っている ・

http://www.hqL◎rjp/gpdノ]pn/www/

■海 外VR,AR,HI,ウ ェアラブ ル 関 連 研 究 一

1 SteveBenford UniversityofNottingham VRシ ステムにおける協調作業の研究など http://www.crg.cs.nott.ac.uk/people/SteveBenford/

2 RandyPausch Human-ComputerInteraction

Institute,CarnegieMellonUniv.

対 話 型3Dグ ラフィクス オ ー サ リン グ ツ ー ル

rAlice」 な ど(www.alice、org)

http://www.alice.org/randy.htm

.

、
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プ ロジェクト名,研 究 グ ルー ブ名 研究機関・グループ コメン ト 関連サイトURL
3 BarryArons MITMediaLab、 録 音 した音 声 を 自 由に スキ ミングす るイン

ター フェー ス 「SpeechSkimmer」

http://xenia.media.mit.edu/～barons/

4 ScottE,Hudson CarnegieMellonUniversity 「アンビエント・インフォメーション ・ディスプレ

イ」の 研 究 開 発 が あ る.

http://www-2.cs.cmu.edu/～hudson/

5 RoberヒJ.K.Jacob Dept.of日ectricalEngineeringand

ComputerScience,TuftsUniversity

次 世 代 のユ ー ザ ー インター フェー スソフト

ウェア につ いて 研 究

http://www.cs.tu仕s.edu/コacob/

6 石井 裕 MiTMediaLab 「ClearBoard」,「TangibleBits」 な ど の 研 究

7 ↑ouchLab MIT
"触 る"こ ととコン ピ

ュー タの融 合 に 関す る研 h廿p://touchlab.mit.edu/

8 ComputerGraphics&UserInterfacesLab

、

ColumbiaUniversity 3次 元画像,仮 想空間,透 過HMDな どを利

用した,多 くのAR研 究に関するプロジェクト
が紹介されている

http://www.cs.columbia.edu/graphics/・

9 CollegiumHelveticum ETHZurich 机上の実オブジェクトを利用して壁にプロ
ジェクターで投影した3次 元オブジェクトを設

計できるシステム

http://www.6e|d.ch/hci/

10 PierreWellner rDegitalDesk」

11 wearables.org ウェアラブルに関する団体 http://wearables.org/
12 WearablesCentral 、 ウェアラブルに関するニュース記事を集めた

サイト
http://wearables.blu.org/

.

13 wea「cam.O「g ウェアラブルの中心的サイト h廿P://www。wearcam.org/

14 SteveMann UniversityofToronto SteveMann氏 の ペ ー ジ` http://www.eecg.toronto.edu/～mann/

15 ThadStarner GeorgiaInstituteofTechnology ウ ェア ラ ブ ル 界 で 有 名 なThadStarner氏 の ・

ペ ー ジ ・

http://vismod.www.media.mit.edu/～testarne/

16 NitinSawhney MITMediaLab 入 出 力が 全 て音 声 の ウェアラブル コンピュー

タrNomadicRadio」

http://web.media.mit.edu/～nitin/

17 WearableComputing MITMediaLab 次 世 代 の ウェアラブル 研 究 プラットホ ー ム
rMIThril」や プロジェクトにつ い ての ペ ー ジ

http://…media.mit.edu/Wearables/

18 MA(モ バ イル ・アシ スタント)シリー ズ ザイブナー ザイブナ一社から販売されているウェアラブ
ルコンピュータ

http://www.xybernaut.cojp/

19 GTWearables
.

GeorgiaInstituteofTechnology ジョージア工科大学のウェアラブルに関する

サイト

http://wearables.gatech.edu/

20 WearableComputerSystems CarnegieMellonUniversity rVuMan」 な ど,さ まざまな ウェアラブルPCの

研 究 開 発 が ある,や や軍 事 利 用 傾 向

http://www-

2.cs.cmu.edu/afs/cs.cmu.edu/pr句ect/vuman/www/

home.htm|

21 AccelerationSensingGlove

、
'

Univ.ofgalifomia,Berkeley ウェアラブルPC向 けのグローブ型のバー
チャルキーボードシステム

http://www-

bsac.eecs.berkeley.edu/～shollar/Wngeracc/而ng6racc

.html・

22 DigitalLifeConsortium
l

MITMediaLab オンライン世界におけるビットと人とモノの相
互接続を目指す研究プロジェクト

http://dLmedia.mit.edu/

23 SmartKom DFKI 音声,ジ ェスチャー,顔 表情を入出力に利用
したマルチモーダル対話システムである

http://www.dfki.de/pas/f2w.cgi?iuip/smartkom℃
'

24 Oxygen MITAILab,ComputerLab

、

携帯性と音声対話性を追求した,優 れたイ
ンターフェースによるユビキタス協調コミュニ
ケーション環境の構築を目指している.

http://oxygenＬcs.mitedu/

'

日

章

口

π
p
l

刈

V
へ

V
W

"

H
-

X

油

滴

∨

ロ
▽

H
>

ア



ー

N
ω
鼻
1

、

'

プ ロジェクト名,研 究 グ ル ープ 名 研究機関・グループ コメント 関連サイトURL

25 CoolTown Hewlett-PackardLabs HPに よるユ ビキ タスプ ロジェクト http://www.cooltown.hp.com/

26 AwareHome
、

」'

GeorgiaInstituteofTechnology
'

気配やつながり感の通信環境実験場とし
て,実 際に家を建てて実験をしている

http://www.cc.gatech.edu/fce/ahri/
.

27 SmartDust

、

UniversityofCalifornia,Berkeley 1mm3にセンサ,電 源,ア ナログ回路,双 方向

光通信,プ ログラマブルマイクロプロセッサ
の機能を組み込んだゴミのように小さいデバ
イス.ユ ビキタス環境で活躍するデバイスの
形として注 目.、

http://w…-

bsac.eecs.berkeley,edu/～pister/SmartDust/
"

.

・

、

■海外Hl関 係研究機関

オ ー ス トラリア 、

1 ResearchCentreforInformationTechnology UniversityofCanberra VRUIデ ザ インなどインター フェー ス の研 究 を

行 う.

http://pandonia.canberra.edu.au/itcentre/

2 .SwinburneCorhputer-HumanInteraction
Labratory(SCHIL)

SwinburneUniversityofTechnolggy システムの有用性の向上,お よびディスプレ

イデザインに関する研究

http://wwwjt.swin.edu.au/schil/

ベ ル ギ ー ・ ・

HumanComputerInterfaceand

CommunicationthroUghMultimedia

UniversityofNamur
、

大 規 模 な デー タベー ス の,多 次 元 で複 雑 な

デ ー タの 分 析 方 法,ソ フトウェア ・ツー ル の

研 究 開発 プ ロジ ェクト「ASSO」 な ど

http://www.fuhdp.acbe/recherche/unites/en/2984.

html

カナダ
1 ThelnstituteforInformationTechnolOgy NationalResearchCouncilCanada

.

仮 想 環 境 にお けるインタラクティブ システム
「Sp。ken'n'lmage」,音 声 によるプ ログ ラミン

グ を実 現 する 「VoiceCode」 など

http://www.iit.nrc.ca/ll-public/index.html

2 LaboratoryforHCIandCSCW UniversityofCalgary アウェアネスに関する研究プロジェクトが多

数IMの 可視化の研究など

http://www,cpsc.ucalgary.ca/prqjects/grouplab/'

3 HumanComputerInteractionResearch UniversityofToronto 専門知識を持たないユーザーのための情報
空間の調査を支援するインタラクションデザ
インの研究「mSPACE」 など

http://www.dgp.toronto.edu/hci/

」

4 HCI+Telelearninglaboratory UniversityofWaterloo インタラクティブデ ザ インの 支 援 ツー ル 「TLC

DesignKit」 や学 習 システム 「CLARET」 な ど

http://hcitetuwaterbo.ca/

フランス 、

1 XeroxResearchCentreEurope Xerox、 仕事で使うデスク周辺のデザインやマルチリ
ンガルテキスト生成システムの研究など

http://wWw.xrce.xerox.com/
.

2 EURISCO 人間の機械システムの設計および使用を改

善するなどの研究がある

http://www-eurisco.onecert.fr/

3 CUPS '

http://www℃lips.imag.fr/

4 thelWe3 INRIA 主 に 自然 言 語 処 理 の 分 野 の 研 究.対 話 に

関す る研 究 プ ロジェクト「LANGUEET

DIALOGUE」 が あ る.

http://www.inria舟/recherche/equipes/prqjets-them

e3,en.html
」

5 Langue&Dialogue Loria
.

自然言語処理による対話システムの研究プ
ロジェクトがある

http://www,loria.fr/equipes/led/

、

、
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・6 HCIGroupatCLIPS-1MAGLaboratory Univ.JosephFourierGrehoble フランスの ノー ブ ル 大 学?の インタラクショ

ン,コ ンピュー タビジョンの 研 究 所 、

http://iihm.imag∫r/

7 GroupeInteractionHomme-Machine LaboratoiredeRechercheen

Informatique

http://www-ihm.lri.fr/

8 LedepartementCommunicationHomme-

Machine

LIMSI

.

マルチモーダルインタラクションの研究プロ

ジェクトがある
http://wwwＬimsi.什/Recherche/CHMdp.html

9 Diplomedeecherche

echnologique,CommunicationHomme一

UniversityofAvignon HCIや ヒューマ ンインターフェース の 研 究 が

あ る

http://wwwＬia.univ-avignon.fr/drt/DRT.html
、

ドイツ

1 DFKI 人 工 知 能 を扱 う研 究 所.ユ ビキ タスな プロ

ジェクト「SmartKom」 が 有 名.

http://www.dfki.de/

2 1nstituteforMediaCommunication GMD:GermanNationalResearch

Center

仮想スタジオにおける「インタラクティブTV」
や三次元仮想環境,ARシ ステムの研究開

http://imk.gmd.de/

3 SystemtechnikundMensch-Maschine-
Systeme(IMAT-MMS)

UniversityofKassel 情報の視覚化やマンマシンインターフェース
の研究

http://www.imatmaschinenbau.uni-kassel.de/

4 ComputerGraphics&Human-Computer

lnteractionGroup

UniversityofOldenburg 画像に関するHCIの 研究が中心 http://www℃g-hcijnformatik.μni-oldenburgde/

、

ギリシャ
1 Human-ComputerInteractionGroup UniversityofPatras. 教育や学習に関するシステムのプロジェクト

がある
http://www.ee.upatras.gr/hci/hcien/

イタリア

1 InteractionDesignlnstituteIvrea インタラクションデザインという新しいコン
ピュータの設計の研究

http://www.interaction-ivrea.it/

韓国
1 Human-ComputerInterfaceLab. PohangUniversityofScienceand.

Technol◎gy・

マン・マシンシステムデザインやインタラク

ションに関する研究
http://www.postech.ac.kr/ie/hci/・

オランダ
1 IPO EindhovenUniversityofTechnology Mixed-Realityや 対 話 シ ステ ム の 研 究 な ど多 http://www.ipo加e.nl/ipo/

2 Human-ComputerInteraction,Usability&

TrustinE-Commerce
.

lPO

、

ECに 関 するIPOプ ロジェクト http://www.ipo.tue.nl/ipo/ecommerce,html

・

3 HumanFact◎rs TNO 海 事 の 安 全 性 を高 め た インターフェー ス ㌧
「ATOMOSII」 や マンマシ ンインター フェー ス

向 け 「3D聴 衆 デ ィスプ レイ」な どプ ロジェクト

http://www土m.tno.nl/

.

ノル ウェー 、

1HCIandSstざmsDevelmentou Univers'ofTrondheim イン ークシ ョンァ インの h://wwvv.ifi.ntnuno/ er/hci/

スウェー デ ン

1 DepartmentofHuman-Computerlnteraction

.

UpPsalaUniversity
、

列車交通システムに関するユーザーイン

ターフェースの改良,医 療における意志決定
支援システムなど

http://www.hci.uu.se/

1

「'

2 SSKKII.、 GoteborgUniversity翻 訳 や 言 語 処理,対 話 システ ムあ 研 究 http://www.sskkii.gu.se/

日
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'

スイス
http://www.iha.beprethz.ch/pages/forschung/MM1/

MMLHTM
1 ManMachineInteraction ETHZurich 壁と机に画像を投影し作業をするシステム

や会議システム,3Dイ ンタラクション,3D画
像を操作するインターフェースデザインなど

イギリス'・
●

1 TheCentreforHumanComputerlhteraction

Design

CityUniversity HC1デザインに関する研究 http://www-hcid.soi.city.ac.uk/

2 HumarComputerSystems DeMontfortUniversity 目の操作による視覚キーボードや目による
インタラクションシステムの研究プロジェクト

http://www.crWs.dmuac.uk/General/general/HCS/m

sc-hCs.html

3 Researchgroup:HumanComputer

Interaction(HCI)

GlasgowUniversity 視覚障害者のインターフェース,マ ルチモー
ダルインタラクションの研究プロジェクトがあ

http://www.dcs.gla.ac.uk/research/groups/index.cf

m?resgroup=HC1

4 lMC:lnformation,MediaandCommunication QueenMary,UniversityofLondon 対 話 型 コミュニケー ショにお ける

Multimodalityお よび グラフィックス の 研 究 プ

http://www.dcs.qmul.ac.uk/research/imc/

5 IMPACT LoughboroughUniversityof

Technobgy

実世界アプリケーションと人間のコンピュー
タインタラクションに着目したプロジェクト

http://wwwＬboro.acμk/departrhents/co/impact/

6 HUSAT LoughboroughUniversityof
Technology

ユーザー中心のマルチメディアシステムの

研究,

http://www.lboro.ac.uk/research/husat/

7 HumanComputer!nteractionGr◎up

.

NapierUniversity

馳

マルチモーダルな入出力による知識ベース,

の情報へのアクセス,操 作の研究.イ ンタラ
クションの研究

http://www.dcs.napierac.uk/hci/home.html

8 KnowledgeMediaInstitute TheOpenUniversity ナ レッジマネ ージ メント,エ ー ジェント技 術

仮 想 技 術 な どHCIに 関 連 す るプロジェクトが

http://kmi.open.ac.uk/

9 BITD:BusinessandInformationTechnology

Department『

CounCilfOr'theCentralLaboratory

oftheResearchCouncils

VR環 境 にお けるインタラクションの 研 究

「INQUISITIVE」 や デ ータの可 視 化 などの 研

究 が あ る

http://www.bitd.clrC.ac.uk/.

10 ScottishHCICentre Heriot-WattUniversity http://www.cee.hw.ac.uk/HC1/

11 Computer-HumanInteractionGr◎up

'

StaffordshireUniversity コンピュータ支援による共同作業システムの

研究がある

http://www.soc.staffs.ac.uk/research/groups/hci/

12 Ergonomics&HCIUnit UCL HCI,学 習 システ ム,シ ズテム の ユ ー サ ビリ

ティ向上 などの プ ロジ ェクトがWEB上 に挙 げ

られ て いる

http://www.ergohci.ucl.ac.uk/

13 MultトModalandOrdinaryandExtrβ 一〇rdinary

HC1

UniversityofDundee 情報へのアクセズの手法に関する研究プロ
ジェクトがある

http://www.computing.dundee.ac.uk/research/rs -gr

oups_view.asp?id=4

14 HumancenteredTechnologyResearch

Group

UniversityofSussex インタラクティブなメディア・バーチャルの環

境実験,視 覚的な医療用データベースの開

http://www.cogs.susx.ac.uk/lab/scot/index.html

http://www.cs.york.ac.uk/hci/hci.html15
.

HCIGroup1 YorkUniversity
.

馳

ヒュー マンエラー の訂 正 に 関す る研 究,対 話

型 アプ リケー ション用 の インターフェー ス の ・

研 究 な ど

ア メリカ

1 FutureComputingEnvironmentsGroup GeorgialnstituteofTechnobgy・ 「AwareHome」 な ど.ユ ビキ タス に関 連 す る

研 究 プ ロジェクトが 多 数

http://www,cc.gatech.edu/fce/
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2 Enter士ainmentTechnologyCenter CarnegieMellonUniversity エンタテイメン トに繋 が るロボ ット・3DCGな

どの インタフェース にか ん す る研 究

http://etc.cmu.edu/

3 TheHumanComputerlnteraction!nstitute CarnegieMelbnUniversity ウェアラブル コンピュー タ等 、マンマ シンイン

タフェー スに 関す る研 究

http://www.hcii.cmu.edu/

4 M1.N.D.Lab:MedialnterfaceandNetwork

DesignLab

MichiganStateUniversity 人間のコミュニケーションにおけるインタ
フェース利用のあり方の研究

http://www.mindlabmsu,edu/mweb/splash.htm

5 UserInterfacesGroup MicrosoftResearch AI・画 像 ・音 ・HIの 研 究 http://www.research.microsoft.com/research/ui/

6 TheHumanFact6rsResearcharld

TechnologyDivision

NASA 航空・宇宙分野に直結したインタフェースの

研究

http://olias.arc.nasa.gov/

7 NavalResearchLaboratory' InterfaceDesignandEvaluation

Section

音声に関するインタフェースの研究 http://elazar.itd.rlrl.navy.mil/

8 NielsenNormanGroup Webな どの インタフェー ス開 発 http://www.nngroup.com/

9 HumanFactorsforTelerobotics OakRidgeNationalLaboratory 画像 などの マンマシンインタフェー ス http://www.ornlgov/rpsd/humfac/index.html

10 CenterforHuman-ComputerCom㎡unication OregonGraduateInstitute
'

VRな どを用いたマルチモーダルインタフェー
スの研究

http://www.cse.ogLedu/CHCC/

11 Human-Computer・!nteraction StanfordUniversity インタラクティブ研究所 http://hci.stanford.edu/

12 MECANOpr(りect StanfordUniversity Web画 面 な どの インタフェー ス研 究 http://camis.stanford.edu/pr句ects/mecano/

13 HFES:HumanFactorandErgonomicSociety TuftsUniversity ヒューマンファクター ・エンジニ アリングサ イ

コロジ ー に関 す る研 究

http://www,tu代s.edu/as/stu-org/hfes/

14 HumanComputerInteraction TufヒsUniversity 多様なマンマシンインターフェースの研究開 http://www.cs.tufts.edu/二jacob/hci/

15 GUIR:GroupforUserInterfaceResearch Univ6rsityofCaliforniaatBerkeley Web画 面 な どの インタフェー ス研 究 http://guir.berkeley.edu/'

16 DistributedCognition&HCIlaboratory UniversityofCalifOrniaatSanDiego コンピュータを利用したメディア利用に関す

る研究
http;//hci.ucsd.edu/lab/

17 Centerforlifelonglearning&design UniversityofColoradoatBoulder コロラド大 学 の ヒューマン インター フェース.や

コンピュー タとの インタラクションに 関 す る研

http://www.cs.colorado.edu/homes/hcc/public -html

/

18 HCIL:Human-ComputerInteraction University.ofMarylandatCollege マンマシンインター フェー ス の研 究 所 http://www.cs.umd.6du/pr(りects/hcil/

19 HumarComputerInteractionResearch UniversityofNebraska-Lhcoln グラフィック等 、マンマ シンインタフェー スに

関 す る研 究

～
http://pooh.unl.edu/sco廿h/CHI-research.html

20 HTIC:HumanTechnologylnteractionCenter UniversityofOklahoma ヒューマンテクノロジーを、多彩な学問分野
から研究

http://www.ou.edu/HTlC/

21 UniversityofWashington Human!nterfaceTechnologyLab VRを 利 用 した インタフェー スの 研 究 http://www.hitl.washington.edu/

22 CenterfbrHuman-Computer!nteraction VirginiaTech 視覚を利用したインタフェースの研究 http://www.hci.vt.edu/

23 HFAC(HumanFactorsandAppliedCoghition) GeorgeMasonUniv.ヒ ュー マ ン ファクター に 関 す る研 究 ht尤p://hfac.gmu.edu/

■海外 プライバシーマーク制度

1 TRUSTe http://www.trUste,org/

2 BBBOnline http://www.bbbonline.com/

3 PrivacyBot httpl//www.privacybot.corh/

4 CPAWebTrust http://www.cpawebtrust.org/

5 JIPDECプ ラ イバ シ ー マ ー ク ・ (財)日本情報処理開発協会. 国内における代表的なプライバシーマーク http://wwwjipdec.orjp/security/privacy/
6 jTRUSTc:イ ンター ネットプライバ シー 研 究 所

,!

企業向けにプライバシーマ7ク 取得支援
サービスを行っている

http:/∠jtrustc.cojp/
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プ ロジェクト名,研 究 グ ルー プ名 研究機関・グループ コメント 関連サイトURL

7 JIMA:日 本 インターネット医療 協議 会 インターネット上の医療情報公開に対し,ト

ラストマーク制度を運用している.提 示形式
さえ守ればよく,公開情報の内容に制約は

http://wwwjima.orJP/

、

■海外 福祉関連

協会(海 外)
1 RESNA 北米リハビリテーション工学協会 http://www.resna.org/「

2 AAATE 欧州リハビリテーション工学協会 http://www∫ernuni-hagen.de/FTB/AAATEhtml

3 ARATA 豪州リハビリテーション工学協会

ア メリカ ・

1 LABResources 障害児教育用機器 『 http://www.execpc.com/～labres/

2 MIT マサ チ ュー セッツ大 http://www.ai.mit.edu/research/prqjects/pr(りects.s

3 Apple 福 祉 コンピュータ http://www.apple.com/disabi肝ty/

4 lBM 福 祉 コンピュータ http://www-3.ibm.com/able/index.html

5 Microsoft' 福 祉 コンピュータ http://microso代.com/enable/

6 RERC リハビリテーション工学研究所 http://WWw.rerc.Org/

7 NIDRR 障害・リハビリテーション国際研究所 http://www,ed.gov/offices/OSERS/NIDRR/

http://www.repoc.northwestern.edu/8 ProstheticsResearchLab NorthwestemUniv.

9 PaloAlto' リハ ビリテ ー ションR&Dセ ンター http://guide.stanford.edu/

10 CenterOnDisabilities CaliforniaStateUniv. http://www.csun.edu/cod/

ス ウェー デ ン

1 1HIDAlス ウ ェー デ ン障 害 者 協 会llhttp://wwぬi.se/eng|ish/defaultshtml

イ タリア 『

11SIVAl介 助 技 術 研 究 情 報 センター lhttp://www,siva.it/eng/default.htm

カナダ
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1 REHADAT職 業 リハ ビ リテー ション情 報 システム http://www。nidmarca/rehadat、htm

2 ATRC福 祉機器情報センター http://www.utoronto.ca/atrc/

ドイツ

1 REHADATl職 業 リハ ビ リテー ション情 報 システムllhttp://…w.rehadatde/englisch/defaulthtml
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注記

本報告書の中にある登録商標および商標は、該 当企業 ・団体の登録商標であります。
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